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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

・

二

我
國
に
於
け
る
東
洋
天
文
學
史
硏
究

能

田
 

忠

亮

本
篇
は
、

昭
和
十
七
年
七
月
四
日
、
本
會
關
西
支
部
の
第
二
囘 

例
會
で
お
話
し
・
た
も
の
を
、
更
に
簡
單
に
書
き
代
へ'

一
ニ
の
增 

補
を
加
へ
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、

硏
究
の
抱
負
と 

信
念
を
述
べ
、
第

二

に

、
支
那
天
文
曆
法
の
槪
觀
を
與
へ
、
第
三 

に
、
從
來
諸
家
の
硏
究
著
作
に
つ
い
て
私
の
得
た
硏
究
方
法
態
度 

を
述
べ
、

第
四
に
、
新
城
、
飯
島
兩
博
士
の
論
爭
點
を
要
約
し
、
 

第
五
に
、

私
ど
も
の
硏
究
室
に
於
て
從
來
硏
究
報
吿
さ
れ
た
題
目 

を
簡
單
に
紹
介
し
、

第
六
に
、

私
ど
も
の
東
洋
曆
術
調
査
事
業
に 

就
い
て
、

其
の
目
的
、

題
目
及
び
其
の
進
行
狀
態
な
ど
を
極
く
ざ 

っ
と
述
べ
て
み
た
。
幾
分
で
も
讀
者
の
參
考
に
資
す
る
所
あ
ら
ば
、
 

筆
者
の
幸
ひ
之
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

凡
そ
我
國
の
天
文
曆
法
は
勿
論
、

一
般
の
東
方
文
化
に
影
響
す 

る
所
、

遠
く
且
つ
大
な
る
も
の
は
、

支
那
に
若
く
も
の
は
な
い
。

乃
ち
支
那
の
天
文
曆
法
を
始
め
と
し
て
一
般
文
化
を
硏
究
し
、

以- 

て
彼
を
知
り 
己
を
知
る 
の 
用
に
供
す
る 
こ
と
は
、 

固
よ
り
私
ど
も 

の
當
に
務
む
べ
き
所
で
あ
る
と
信
ず
る
。
併
し
乍
ら
私
ど
も
は
、
 

徒

ら

-K
之
を
以
て
自
ら
安
ん
ず
可
き
で
は
な
い
。
宜
し
く
進
ん
で 

其
の
精
華
を
天
下
に
發
揚
し
八
普
遍
的
價
値
を
知
ら
し
め
、
故
を 

溫
ね
て
以
て
新
を
知
り
、
今

を

究

は

め

て

以

て

古

に

雪

、
常
に 

心
を
兩
國
學
者
の
聯
絡
汇
留
め
、
鑰
を
並
べ
て
齊
し
く
相
驅
り
、
 

以
て
文
化
提
携
の
實
を
收
め
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
私
ど 

も
が
國
家
に
報
效
す
る
所
以
で
あ
っ
て
、

春

抱

負

と

信

念

と

は 

終
始
渝
は
る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

而

も

」
た
び
我
國
が
炳 

乎

と

し
て

日

星

の

如

く

昭

よ

た

る

聖

旨
を

奉

體

し

、
億
兆
一
心
、
 

國
家
の
總
力
を
あ
げ
て
、

世
界
最
高
の
文
化
を
創
造
し
、
新
秩
序 

を
建
設
せ
ん
と
す
る
に
際
し
て
は
、

若
し
要
求
が
あ
ー
る
な
ら
ば
、
 

些
か
も
躊
躇
す
る
所
な
く
、

天
文
曆
法
硏
究
の
立
場
か
ら
も
、
其
」
 

の
指
導
原
理
を
提
示
し
得
る
程
度
の
も
の
を
用
意
し
て
居
る
可
き
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で
あ
る
こ
と
は
、

固
よ
り
論
の
無
い
所
で
あ
る
。

さ
て
支
那
に
於
け
る
天
文
曆
法
の
發
達
は
、
極
め
て
古
く
遠
く 

黃
帝
の
時
代
に
始
ま
る
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
帝
堯
に
至
っ
て
羲 

和
に
命
じ
て
中
星
を
測
り
閏
月
を
置
き
、
舜
は
琛
磯
・
玉
衡
を
以
て 

七
政
を
齊
へ
、
漸
く
天
文
曆
法
は
稍
ゝ
其
の
體
系
を
備
ふ
る
に
至 

っ
た
も
の
の
如
く
で
插
る
。

周
の
衰
ふ
る
に
及
び
疇
人
子
弟
分
散 

し
、
・
其
の
學
殆
ん
ど
絕
え
て
傳
を
失
し
诜
と
謂
は
れ
て
居
る
が
、
 

其
の
星
象
曆
數
は
六
經
に
散
見
し
て
居
る
。
漢
は
武
帝
の
時
に
至 

っ
て
、

落
下
閔
は
渾
天
儀
を
造
り
、
鄧
平
ら
は
始
め
て
太
初
曆
を 

推
定
し
、

此
處
に
始
め
て
曆
法
制
定
時
代
に
入
っ
て
居
る
。

正
に 

天
文
曆
法
復
興
の
世
と
い
ふ
可
き
で
あ
る
。

此
よ
り
後
、•

東
漢
に 

編

訴
•

劉
洪
あ
り
、
宋
に
何
承
天
、
齊
に
祖
沖
之
あ
り
、
唐
に
李 

淳
風
・
僧
一
行
あ
り
、

元
に
郭
守
敬
あ
り
、

皆
能
く
發
明
推
闡
す 

る
所
あ
り
、
漸
次
修
正
を
加
へ
來
っ
た
が
、

其
の
定
む
る
所
の
法 

疋
於
て
、
節
氣
交
食
を
推
算
す
る
が
如
き
、
曆
久
し
け
れ
ば
差
志 

あ
る
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
末
に
至
り
、.
耶
蘇
會
士
利 

瑪

竇
•

湯

若

望
•

羅
雅
谷
ら
相

繼

い

で

糜

し
、

西
洋
の
新
法
を 

支
那
に
傳
へ
た
。
爾
來
支
那
の
天
文
曆
法
は
更

に

正
確
と
な
っ
た 

我
國
に
於
け
る
東
洋
天
文
學
史
硏
究(

能
田)

こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

勿
論
漢
代
以
後
の
各
代
に
於
け
る
候 

簿
記
錄
は
具
さ
に
載
せ
て
諸
正
史
に
あ
り
、
群
經
疏
傳
諸
史
考
異 

ま
た
浩
と
し
て
煙
海
の
如
く
茫
と
し
て
頭
緖
無
き
が
如
く
で
あ
る
。 

乃
ち群

#
!

の
中
よ
り
天
文
曆
法
に
關
す
る
記
載
を
盡
く
攝
錄
し
、
 

此
等
を
整
理
し
て
支
那
四
千
年

の

天
文
曆
法
の
發
達
史

及
び
其
の 

特
質
を
展
開
敍
述
-

£-
べ
き
で
あ
る
。

三

と
こ
ろ
で
今
日
私
ど
も
が
科
學
文
化
と
呼
ん
で
居
る
も
の
の
內 

天
文
曆
法
程
古
い
歷
史
を
持
っ
て
居
る
も
の
は
、
外
に
餘
り
其
の 

類
が
無.
い
と
思
は
れ
る
。

世
界
何
れ
の
國.
に
於
て
も
天
文
曆
法
は
、
 

其
の
國
の
古
代
文
化
の
重
要
な
部
分
を
な
し
て
居
る
の
で
、

天
文 

曆
法
は
其
の
民
族
が
も
つ
古
代
文
化
の
尺
度
と
も
見
ら
れ
る
。

殊 

に
支
那
の
古
代
に
あ
っ
て
、

天
文
曆
法
は
帝
王
の
學
と
し
て
、
黃 

河
の
治
水
と
共
に
、
為
政
者
の
第
一
要
務
で
あ
り
、
農
業
文
明
の 

指
著
原
理
と
な
っ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。

而
も
仍
、
今
日
の
天
文 

學
に
於
て
其
の
延
長
と
見
ら
る
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。

此
の
點
、
 

支
那
古
代
の
天
文
曆
法
は
東
洋
文
化
の
誇
り
で
あ
る
。
從
っ
て
支 

那
上
代
の
天
文
曆
法
發
達
史
を
硏
究
す
る
こ
と
は
、
天
文
曆
法.
其 

れ
自
體
と
し
て
興
味
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

支
那
の
古
代
文
化
を
彷

三

：
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科

學

史

硏

究
 

第㈣
•

九
號 

彿
せ
し
め
る
に
役
立
ち
、

歷
史
上
不
定
の
年
代
を
確
立
し
、,

東
西 

文
化
の
交
流
の
有
無
を
明
か
に
し
、

其
の
文
明
の
淵
源
を
究
め
る. 

こ
と
が
出
來
る
點
に
於
て
世
界
文
化
史
上
極
め
て
意
義
あ
る
こ
と 

で
あ
る
。

か
ゝ
る
見
地
に
基
き
、
特
に
其
の
文
明
の
源
流
を
主
眼 

と
し
て
硏
咳
さ
れ
た
代
表
的
著
作
は
、

故
新
城
新
藏
理
學
博
士
の 

「
東
洋
天
文
學
史
硏
究
」
「
こ

よ

み

と

天

吝•

飯
島
忠
夫
文
學
博 

士

の

「
支
那
古
代
史
と
天
文
學
」
「
天
文
曆
法
と
陰
陽
五
行
說
」
で 

あ
る
。
更

に

平

山

淸

次

理

學

博

士

の

「
曆
法
及
時
法
」

に
見
え
た 

支
那
曆
に
關
す
る
解
說
は
、
基
礎
的
な
も
の
で
あ
り
、

此
の
方
面 

の
硏
究
に
志
す
者
に
と
っ
て
良
き
手
引
き
で
あ
る
。

因
に
西
洋
方 

面
の
學
者
の
手
に
成
っ
た
も
の
を
擧
げ
る
と
、
 

p
a
l
.
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i
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な
ど
が
あ
る
。

此
等
西
洋
人
の
硏
究
は
、
餘
り
就
き
て
見
る
可
き

ra 

も
の
が
な
い
。
蓋
し
材
料
の
吟
味
が
充
分
で
な
い
、

の
み
な
ら
ず
・ 

嚴
密
な
る
天
文
年
代
學
の
知
識
に
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。

何
れ
も 

天
文
學
の
專
門
家
で
な

い

の
で
已
む
を
得
な
い
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
ー
 

併
し
皆
能
く
支
那
天
文
曆
法
の
特
色
を
多
少
と
も

捉

へ
て
居
り
、
 

斯
學
に
志
す
者

の

一
讀
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
の
な
い 

所
で
あ
る
。
讀
者
に
し
て
若
し
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.
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を
備
へ
て
之
を
理
解
し
た
上
、
此
等
諸
家
の
硏
究
を
再
讀
す
る
な 

ら
ば
更
に
得
る
所
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
疑
ひ
無
い
。

」
 

方
重
要
な
こ
と
は
原
典
に
對
す
る
深
き
理
解
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る- 

卽
ち
群
書
に
見
え
た
る
天
文
曆
法
記
事
を
、
當
時
の
人
の
知
識
を
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よ
く
究
め
た
上
で
、

正
し
く
諸
家
の
硏
究
の
妥
當
性
を
判
定
す
べ 

き
で
あ
る
。
寧
ろ
先
人
各
家
の
諸
說
若
く
は
諸
硏
究
に
拘
泥
す
る 

こ
と
な
く
、
諸
正
史
群
經
疏
傳
諸
史
考
異
等
を
正
し
く
理
解
し
、 

嚴
密
な
る
天
文
年
代
學
に
依
っ
て
整
理
硏
究
す
る
こ
と
が
、
支
那 

の
天
文
曆
法
の
本
質
を
究
明
す
る
捷
徑
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。 

私
は
此
の
方
針
を
以
て
支
那
に
於
け
る
天
文
學
史
硏
究
の
根
本
原 

則
と
為
す
も
の
で
あ
る
。

若
し
私
に
忌
彈
な
く
言
は
し
め
る
と
、
從
來
の
諸
家
の
支
那
上 

代
の
天
文
學
史
硏
究
に
は
、
或
は
未
完
成
な
る
あ
り
、
誤
解
に
基 

け
る
も
の
あ
り
、
或
は
全
然
失
敗
に
歸
せ
る
も
の
あ
り
、

ま
た
同 

材
料
に
據
っ
て
居
る
に
も
關
は
ら
ず
、

其
の
結
果
が
相
互
に
合 

致
せ
ず
、
從
っ
て
其
の
結
論
に
於
て
も
相
反
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る 

も
の
も
あ
る
。

此
の
如
き
は
同
一
材
料
に
據
っ
て
推
定
を
試
み
る 

際
に
導
入
し
た
前
提
の
相
違
に
基
く
も
の
で
あ
り
、

其
の
結
果
を 

解
釋
す
る
意
識
の
根
本
的
相
違
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
が
、

其
の 

重
要
な
原
因
は
現
代
の
精
密
な
る
天
文
年
代
學
の
知
識
の
貧
困
に 

あ
り
と
思
は
れ
る
。

こ
れ
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
ェ
ル
の
著
作
程
度
の
精
密 

な
天
文
年
代
學
を
必
耍
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

又
、
東
西
紀
年
學 

者
の
通
弊
と
も
謂
ふ
べ
き
は
、
其

の

-W
究
せ
ん
と
す
る
天
文
記
事 

が
如
何
な
る
系
統
の
天
文
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
か
、

又
天
文
記 

我
國
に
於
け5

東
洋
天
文
學
史
硏
究
・(

龍
田)

事
の
記
載
さ
れ
た
當
時
の
天
文
知
識
は
如
何
な
る
程
度
で
あ
っ
た 

か
な
ど
を
深
く
顧
み
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
所
說
に
拘
泥
す
る
の 

餘
り
、
結
論
を
急
ぎ
、

現
代
の
精
密
な
る
天
文
學
的
年
代
學
的
方 

法
を
其
の
儘
硏
究
せ
ん
と
す
る
天
文
記
事
に
適
用
し
て
可
な
る
か 

否
か
の
省
察
を
闕
い
て
居

る

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
原
典
に
對
す
る 

深
き
理
解
を
主
張
す
る
所
以
で
あ
る
。
も
と
よ
り
從
來
諸
家
の
硏 

究
中
に
は
東
洋
天
文
學
史
上
重
要
な
依
據
點
を
與
へ
て
居
る
も
の 

も

少
く
な
い
。

私
ど
も
は
此
の
重
要
な
依
據
點
の
肩
の
上
に
立
つ 

て
先
人
諸
家
の
遺
業
を
完
成
す
る
樣
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

四

，

■

先
人
諸
家
の
內
、.
東
洋
天
文
學
硏
究
上
最
も
重
要
な
依
據
點
を 

與
へ
っ
ゝ
此
の
方
面
の
基
礎
を
開
拓
さ
れ
た
者
は
、
先
づ
以
て
新 

城
•

飯
島
兩
博
士
で
あ
ら
う
。
但
し
兩
者
の
論
說
は
全
く
相
反
し 

て
居
る
。

卽

ち

新

城

博

士

は

「
支
那
古
代
の
天
文
學
は
獨
自
發
展 

を
遂
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

西
洋
方
面
の
影
響
は
之
を
認
め
る
こ 

と
が
出
來
ぬ
」

と
主
張
さ
れ
た
が
、
之
に
對

し
て
、
飯
島
博
士
は 

「
支
那
古
代
の
天
文
學
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
東
征
の
前
後
に
西
洋 

か
ら
輸
入
さ
れ
た
知
識
に
基

い
て
居
る
」

と
主
張
し
て
ゐ
ら
れ
る
。 

簡
單
に
言
へ
ば
、

支
那
古
代
の
天
文
學
は
、
新
城
博
士
に
從
へ
ば 

五
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第
四•

汎
號 

獨
自
發
展
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
飯
島
博
士
に
依
れ
ば
西
方
輸
入 

の
も
の
で
あ
る
。

先
づ
飯
島
博
士
は
、
 

第

一

に
、
曆
法
に
就
い
て
、
支
那
の
古
曆
に
は
メ
ト
ン
法•

力 

リ
ポ
ス
法
が
包
含
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
に
在
る
。

メ
ト
ン
法
は
支 

那
で
は
十
九
年
七
閏
法
に
相
當
す
る
も
の
で
、

十
九
年
に
七
囘
の 

閏
月
を
置
き
、
其
の
全
日
數
を
六
九
四
〇

日
と
為
す
も
の
で
、

西 

紀
元
前
四
三
三
年
に
メ
ト
ン
が
發
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

叉
、

カ 

リ
ポ
ス
法
は
七
十
六
年
を
循
環
期
と
し
、
年
と
月
と
の
關
係
は
メ 

・
ト
ン
法
と
同
一
で' 

十
九
年
の
全
日
數

を

少

し

減

じ

て

六
九
三 

九•

七
五
日
と
爲
す
も
の
で
、
之
を

四
倍
す
れ
ば
日
の
端
數
は
消 

.
失
し
、

二
七
七
五
九
日
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

此
の
法
は
カ
リ 

ポ
ス
が
西
紀
元
前
三
三
四
年
に
發
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
對 

し
新
城
博
士
は
、

此
等
メ
ト
ン
法
カ
リ
ポ
ス
法
が
支
那
の
古
曆
の 

中
に
含
ま
れ
て
居
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
此
等
が
西
洋
か
ら 

輸

入

さ
れ
た
も
の
と
斷
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
い
ふ
の
で
あ 

る
。

何,
と
な
れ
ば
、

メ
ト
ン
法
に
相
當
す
る
十
九
年

七
閏
の
法
は
、
 

支
那
に
て
は
旣
に

春

秋

の

中

期(

西
紀
元
前
六
〇
〇
年

頃)

に
於 

て
知
ら
れ
て
居
り
、

又
、

カ
リ
ポ
・
ス
法
に
相
當
す
る
七
十
六
年
法 

は
顓
頊
曆
に
見
え
て
居
り
、.
之
が
西
紀
元
前
三
六
六
年
頃
か
ら
行 

は
れ
て
居
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

又
、
漢
初
の
晦
食
記
事
か
ら

六 

推
算
す
る
と
漢
初
の
七
十
六
年
法
は
西
紀
元
前
四
四
三
年
前
後
に 

起
つ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
是
に
由
っ
て
之
を
觀
る
に
、
 

支
那
に
於
け
る
十
九
年
七
閏
法
、
從
っ
て
七
十
六
年
法
が
、

希
臘 

天
文
學
の
輸
入
と
疑
ふ
が
如
き
は
、
甚
だ
い
は
れ
の
な
い
こ
と
で 

あ
る
と
新
城
博
よ
は
主
張
さ
れ
た
。

次
に
飯
島
博
士
は
、
 

第
二
に
、

春
秋
の
曆
は
、
食

の

周

期

サB

ス
の
知
識
に
依
っ
て 

書
き
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
居
る
。
卽
ち
世
界
に 

誇

る

可

き

支

那

の

古

典

「
春
秋
」

に
於
け
る
曆
の
日
の
干
支
は
サ 

ロ
ス
の
知
識
に
依
っ
て
後
世
の
人
が
加
筆
し
た
も
の
で
な
い
か
と 

疑
は
れ
る
の
で
あ
る
。

凡
そ
春
秋
と
は
魯
の
隱
公
元
年(

西
紀
元 

前
七
二
二
年)

か

ら

哀

公

十

四

年(

西
紀
元
前
四
八
一
年)

に
至 

る
十
二
公
二
百
四
十
二
年
間
の
歷
史
で
あ
っ
て
、
孔
子
が
魯
の
宮 

廷
文
庫
の
材
料
に
依
っ
て
編
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
は
れ
て 

居
る
。

い
はf

編
年
體
の
記
事
で
、
年
は
魯
公
の
即
位
を
元
年
と 

し
て
數
へ
、

月
は
正
月
よ
り
十
二
月
迄
で
、

そ
れ
に
春
夏
秋
冬
四 

時
の
字
を
宼
し
、•
日
は
連
續
し
た
六
十
干
支
で
記
し
て
あ
る
。

此 

の
如
き
年
月
日
で
記
載
さ
れ
た
る
時
日
が
、

現
今
の
曆
に
引
き
當 

て

、
如
何
な
る
時
日
に
相
當
す
る
か
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
些 

か
難
問
題
で
あ
っ
て
、
古
來
未
だ
完
全
な
解
決
を
見
な
か
っ
た
も 

の
で
あ
る
。

又
、
食
の
周
期
サ
ロ
ス
と
は
、
餘
程
古
く
か
ら
知
ら
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れ
て
居
た
も
の
で
、

カ
ル
デ
ア
人
に
負
ふ
可
き
周
期
で
約
十
八
年 

餘
で

あ
る
。
飯
島
博
士
に
依
る
と
、

春
秋
の
記
錄
は
、
も
と
唯
某 

王
何
年
に
日
食
が
あ
っ
た
と
い
ふ
樣
に
書
か
れT

居
た
の
を
後
世 

の
人
が
サ
ロ
ス
の
知
識
に
依
っ
て
日
の
干
支
ま
で
書
き
加
へ
た
と 

い
は
れ
る
の
で
あ
る
。

故
に
日
食
記
事
の
內

一
日
だ
け
喰

ひ
違
っ 

て
居
る
箇
所
が
あ
る
ご
と
に
な
っ
て
居
る
。

卽
ち
此
の
一
日
違
ひ 

は
サ
ロ
ス
の
周
期
で
や
っ
た
か
ら
で
、
而
も
實
際

サ
ロ
ス
で
や
る 

と

偶

ゝ

一
日
違
ひ
と
な
る
の
で
あ
る
。
之
に
關

し
新
城
博
士
は
其 

の
著
作
「
春
秋
長
曆
」
に
於
て
詳
細
に
駁
論
し
て
居
ら
れ
る
が' 

そ 

れ
は
昭
公
十
七
年
夏

六
月
の
食
で
、
此
は
日
の
み
な
ら
ず
月
ま
で 

違
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
新
城
博
士
は
春
秋
編
纂
當
時
に
於
け 

る
根
本
史
料
の
間
違
ひ
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
解
決
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
更
に
新
城
博
士
は
春
秋
二
百
四
十
二
年

間

に

は

「
曆
法
の 

發
達
」
と
「
改
正
」

の
重
耍
な
る
二
つ
の
事
實
の
存

在

し
て
居
る
こ 

と
を
指
摘
さ
れ
、
春
秋
の
日
附
の
干
支
が
後
世
の
推
算
に
依
っ
て 

附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
為
す
飯
島
博
士
の
所
說

の
成
立
し
な 

い
こ
と
を
論
斷
さ
れ
た
。

一
體
此
の
日
食
の
周
期
れ
は
、

ハ
ハ
月
、
 

ニ
ニ
五
月
、

ニ
ニ
三
月
、

三
五
八
月
な
ど
が
知
ら
れ
て
居
る
が
、
 

此
等
の
內
サ
ロ
ス
周
期
は
ニ
ニ
三
月
で
十
八
年
餘
と
な
る
。

一
三 

五
月
の
周
期
は
太
初
曆
の
中
に
含
ま
れ
て
居
る
。

太
初
曆
は
西
紀 

我
國
に
於
け
る
東
洋
天
文
學
史
硏
究(

能
田)

元
前
一
〇
四
年
に
出
來
た
の
で
、

太
初
曆
の
作
者
鄧
平
ら
は
日
食 

の
周
期
に
關
す
る
知
識
は
相
當
に
持
っ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
 

鄧
平
の
頃
に
サ
ロ
ス
周
期
が
知
ら
れ
て
居
た
な
ら
ば
定
め
し
之
を 

使
用
し
た
で
あ
ら
う
の
に
、

サ
ロ
ス
よ
り
も
幾
分
不
正
確
な
ニ
ニ 

五
月
の
周
期
を
使
用
し
て
居
る
と
い
ふ
事
は
、

此
の
時
代
迄
に
は 

支
那
の
天
文
學
に
カ
ル
デ
ア
の
影
響
は
無
か
っ
た
と
觀
て
よ
い
。 

以
上
二
つ
の
事
か
ら
新
城
博
士
は
、

支
那
上
代
の
天
文
學
に
於 

て
は
西
方
よ
り
の
影
響
は
之
を
認
め
ず
と
主
張
さ
れ
た
。
尙
新
城 

博
士
は
支
那
古
代
の
天
文
學
が
獨
自
發
展
的
で
あ
っ
た
例
と
し
て
、
 

(
.

一)

西

洋

方

面

で

は

周

天

を3
6
0

。

と
為
す
の
に
對
し
て
、

支 

那
の
古
代
で
は
之
を
三
六
五
度
四
分
度
の
ー
と
為
せ

る.
こ
と
、 

(

二)

西
洋
方
面
で
は
週
を
使
用
し
て
居
た
の
に
對
し
て
支
那
で 

は
六
十
干
支
を
使
用
し
て
居
た
こ
と
、(

三)

西
洋
の
星
名
と
支
那 

の
星
名
・
は
其
の
系
統
が
全
然
異
っ
て
居
る
こ
と
、(

四)

支
那
に
於 

け
る
五
行
說
が
支
那
に
轍
入
さ
れ
て
か
ら
生
れ
、

五
行
說
に
基
い 

て
十
干
十
二
支
が
出
來
た
も
の
と
す
れ
ば
、
其
の
配
當
の
混
亂
は 

何
を
意
味
す
る
か
な
ど
め
四
箇
條
を
擧
げ
て
居
る
。

更
に
又
、
支
那
の
方
で
上
代
の
天
文
學
が
獨
自
發
達
を
示
し
て 

居
る
例
と
し
て
、(

一)

春
秋
の
日
取
り
が
曆
法
の
自
然
的
發
展
の 

情
勢
を
示
し
て
居
る
こ
と
、(

二)

左
傳
の
中
の
歲
星
記
事
は
西
紀

七
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號 

元
前
三
六
五
年
頃
の
推
算
に
基
く
も
の
な
る
こ
と
、(

三)

周
初
の 

年
代
は
後
か
ら
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
、

卽
ち
武
成
の
こ
と
は
當 

時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、(

四)

二
十
ハ
宿
傳
來
の
硏
究
に
依
り
二 

十
ハ
宿
が
大
角
に
關
係
し
て
居
る
こ
と
は
、
北
斗
を
辰
と

し
て
居 

た
こ

と

に
歸
着
せ

し
め
得

る

こ
と
な
ど
を
擧
げ
て
居
る
。 

斯
く
觀
來
れ
ば
、
・
新
城
博
士
の
支
那
古
代
天
文
學
に
關
す
る
獨 

自
發
展
說

の
方
が
稍
ゝ

實
狀
を
得
た
る
に
近
い
か
と
思

は
れ
る
の 

で
あ
る
が
、
新

城
•

飯
島
兩
博
士
の
論
爭
に
依
っ
て
東
洋
天
文
學 

史

硏
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
は
、
兩
博
士
の
著
し
き
功
績
と 

謂

ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

五

以
上
述
べ
た
如
く
新

城
•

飯
島
兩
博
士
の
硏
究
に
依
り
、
支
那 

古
代
の
天
文
學
の
大
體
は
明
か
に
さ
れ
た
樣
で
は
あ
る
が
、
未
だ
、
 

其
の
最
善
を
盡
さ
れ
ざ
る
に
近
き
問
題
が
相
當
に
殘
さ
れ
て
居
る
。 

•
の
み
な
ら
ず
漢
代
を
中
心
と
し
て
其
れ
以
前
及
び
以
後
に
於
け
る 

天
文
學
の
眞
相
、

印
度
日
本
其
の
他
の
諸
國
に
於
け
る
天
文
曆
法 

の
交
流
、

東
洋
に
於
け
る
天
文
現
象
の
記
錄
に
し
て
學
術
上
、
利 

用
し
得
べ
き
も
の
の
整
理
な
ど
に
關

し
て
も
頗
る
多
く
の
問
題
が 

橫

は

っ
て
居
る
。

A. 

此
等
諸
問
題
を
硏
究
す
る
に
當
り
、
其

の

一

般

的

參

考

書(

又 

は
硏
究
材
料)

に
就
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
づ
梅
文
鼎 

の
曆
算
全
書
、

徐
發
の
天
元
曆
理
、
秦
蕙
田
の
觀
象
授
時
、
雷
學 

淇

の

古

經•

天
象
考
、

玉
應
麟
の
六
經
天
文
編
、
邢
雲
路
の
古
今 

律
曆
考
、
或
は
四
庫
全
書
總
目
提
要
、

四
部
叢
刊
、
古

今

圖

-W
集 

成
の
天
文
曆
法
關
係
の
も
の
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
特
に
漢 

代
以
後
の
天
文
曆
法
に
關
し
て
は
史
記
以
下
の
二
十
四
史
の
內
、
 

天
文
律
曆
に
關
す
る
も
の
を
觀
れ
ば
よ
い
。

勿
論
、

文
獻
通
考
通 

志
な
ど
の
九
通
も
參
照
す
べ
き
で
あ
る
。
古
經
に
見
え
た
天
文
曆 

法
は
、

十

三

經
(

易
•

書
・•

詩
•

周

禮
•

儀

禮
•

禮

記
•

春
秋
左 

傳

，
公

羊

傳•

穀

梁

傳•

論

語
•

孝

經
•

爾

雅
•

孟
子)

及
び
其 

の
注
疏
、

其
の
他
、
緯
書
、
逸
周
書
、
竹
書
紀
年
、
大
戴
禮
、
呂 

氏
春
秋
、
淮
南
子
、
白
虎
通
、
論
衡
、
國
語
、
戰
國
策
、

周
髀
算 

經
、

九
章
算
術
な
ど
を
能
く
理
解
し
つ'

硏
究
し
且
つ
整
理
す
べ 

き
で
あ
ら
う
。

之
が
爲
め
に
は
、

硏
究
者
は
可
成
り
の
言
語
學
者 

で
あ
り
歷
史
家
で
あ
り
、

又
、

一
方
に
於
て
は
基
礎
數
學
、

天
文 

學
特
に
天
文
年
代
學
に
通
曉
し
た
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而 

し
て
徒
ら
に
己
が
聞
く
所
を
尊
し
と
せ
ず
、

獨
學
固
陋
の
弊
に
落 

ち
な
い
樣
に
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

顧
み
る
に
私
は
、
昭
和
四
年
四
月
、
東
方
文
化
硏
究
所(

當
時
は
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東
方
文
化
學
院
京
都
硏
究
所
と
稱

し
た
、
東
方
文
化
硏
究
所
と
呼 

ぶ
樣
に
な
っ
た
の
は
昭
和
十
三
年

四
月
以
來
の
こ
と
で
あ
る)

が 

京
都
に
開
設
さ
れ
る
と
同
時
に
硏
究
員
と
し
て
聘
せ
ら
れ
、
今
日 

に
及
ん
で
居
る
。
開
設
當
時
新
城
先
生
は
京
大
總
長
の
傍
ら
評
議 

員
と
し
て
、

又
指
導
員
と
し
て
硏
究
所
の
爲
め
に
且
つ
斯
學
の
爲 

•

め
に
盡
力
さ
れ
た
事
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

私
事
に
わ
た
っ 

て
些
か
恐
縮
で
あ
る
が
、

昭
和
十
年
以
來
理
學
士
藪
內
淸
氏
と
共 

に
三
統
術
の
硏
究
に
從
事
し
硏
究
生
活
を
樂

し
ん
で
居

る

こ
と
が 

出
來
る
の
は
、
全
く
新
城
先
生
の
お
蔭
で
あ
る
と
常
に
感
謝
し
て 

・
居
る
次
第
で
あ
る
。
併
し
其
の
先
生
も
今
は
も
う
故
人
と
な
ら
れ 

た
。

今
年
は
丁
度
五
囘
忌
に
當
る
。 

•

.
さ
て
今
日
ま
で
に
得
た
私
ど
も
の
硏

究

は

大

抵

、
東
方
學
報 

(

昭
和
六
年
始
刊)

に
揭
載
し
て
あ
る
。

能
田
硏
究
員
に
は 

甘
石
星
經

考
(

昭
和
六
年
、
東
方
學
報
京

都

第

一
冊) 

漢

代

論

天

致(

昭
和
九
年
、
〃 

第
四
冊) 

秦

の

改
時
改
月
說
と
五
星
聚
井
の
辨(

昭
和
九
年
、

〃
第
五
冊) 

詩

經

の

日

蝕

に

就

い

て(

昭
和
十
一
年
、
〃
第
六
冊) 

堯

典

に

見

え

た

る

天

文(

昭
和
十
二
年
、•

か
第
ハ
冊) 

夏

小

正

星

象

論(

昭
和
十
六
年
、
〃
第
十
二
冊) 

. 

の
外
、

硏
究
報
吿
と
し
て

我
國
に
於
け
る
東
洋
天
文
學
史
硏

究(

能
田)

周
髀
算
經
の
硏

究
(

昭
和
八
年
、
東
方
文
化
學
院
京
都
硏
究
所 

硏
究
報
吿
第
三
冊)

禮

記

月

令

天

文

致(

昭
和
十
三
年
、
東
方
文
化
學
院
京
都
硏
究

所
硏
究
報
吿
第
十
二
冊) 

が
あ
り
、
藪
內
硏
究
員
に
は 

宋

代

の

星

宿(

昭
和
十
一
年
、
東
方
學
報
京
都
第
七
冊) 

唐
開
元
占
經
中
の
星
經
(

昭
和
十
二
年
、

〃
第
八
冊) 

十
二
律
管
に
就

い

て
(

昭
和
十
四
年
、
〃

第
十
冊) 

兩

漢

曆

法

考(

昭
和
十
五
年
、

〃
第
十
一
冊) 

殷
周
よ
り
隋
に
至
る
支

那

曆

法

史(

昭
和
十
六
年
、
〃

第
十
二

冊)

が
あ
り
、

近

く

能

田•

藪
內
兩
硏
究
員
の
共

同

硏

究

と

し

て

「
三 

統
術
の
硏
究
」
を
出
版
す
る
豫
定
で

あ
る
。

何
れ
も
些
か
自
負
す 

る
所
無
い
で
は
な
い
が
、

中
に
は
未
熟
な
も
の
あ
る
を
ま
ぬ
が
れ 

な
い
。

大
方
諸
賢
の
敎
正
に
俟
っ
て
漸
次
完
成
を
期
し
て
行
き
度 

い
と
考
へ
て
居
る
。

六

以
上
私
は
從
來
の
硏
究
業
績
に
就
い
て
甚
だ
勝
手
に
も
身
近
か 

な
所
の
大
體
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、

昭
和
十
五
年
度

九
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號

か
ら
開
始
さ
れ
た
東
方
文
化
硏
究
所
に
於
け
る
東
洋
曆
術
調
査
事 

業
に
就
い
て
其
の
主
任
と
し
て
些
か
紹
介
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ 

の
で
あ
る
。 

• 

先
づ
本
事
業
の
目
的
と
す
る
所
は
、
東
洋
古
來
の
曆
術
を
中
心 

と
し
て
そ
の
發
達
史
を
究
め
、

進
ん
で
曆
法
交
流
史
を
明
か
に
し
、
 

或

は

現

行

曆(

グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
カ
レ
ン
ダ
ー)

の
闕
陷
を
補
ひ
、
 

東
亞
新
秩
序
建
設
の
た
め
に
は
大
東
亞
に
卽
し
た
曆
法
の
制
定
を 

以
て
先
務
と
為
す
可
き
こ
と
を
世
に
知
ら
し
む
る
と
共
に
、
所
謂 

世
界
曆
に
も
勝
る
合
理
的
改
曆
案
を
世
界
に
提
示
せ
ん
と
す
る
に 

在
り
、

又
、

一
方
に
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
單
獨
に
天
體
曆 

の
編
纂
を
可
能
な
ら
し
む
る
準
備
を
な
し
っ
ゝ
嚴
密
な
る
東
洋
天 

文
年
代
學
を
も
完
成
せ
ん
と
す
る
に
も
在
る
の
で
あ
る
。
本
事
業 

の
進
拶
は
頗
る
順
調
で
あ
っ
て
、

中
に
は
旣
に
調
査
を
了
へ
て
世 

汜
問
ふ
可
き
も
の
三
四
を
數
へ
る
に
至
っ
た
。
本
事
業
は
昭
和
十 

五
年
度
よ
り
昭
和
十
七
年
度
迄
を
以
て
其
の
第
一
期
と
為
し
、

第 

十
八
年
度
か
ら
二
箇
年
間
を
第
二
期
と
為
し
、
第
一
期
に
於
て
未 

完
成
な
り
し
も
の
に
更
に
新
題
目
を
追
加
擴
張
し
、

必
要
に
し
て 

且
つ
十
分
な
る
成
果
を
擧
げ
ん
こ
と
を
誓
っ
て
居
る
次
第
で
あ
る
。 

關
係
當
局
の
助
成
繼
續
を
請
ふ
と
共
に
此
の
方
面
に
關

心
を
持
た 

れ
る
一
般
人
士
の
後
援
を
此
の
機
會
に
お
願
ひ
し
て
お
く
次
第
で

あ
る
。

ー
 

〇

さ
て
第
一
期
に
於
け
る
調
査
題
目
及
び
擔
當
者
を
擧
げ

S.
と
、

支
那
曆
法
通
志

改
曆
と
文
化
思
想
の
關
係 

曆
法
交
流
史

支
那
曆
を
中
心
と
す
る
年
中
行 

事
の
資
料
蒐
集

編
曆
天
文
學

東
洋
天
文
年
代
學

春
秋
に
見
え
た
る
日
食 

天
文
曆
算¢

!

目
並
提
要 

改
曆
案

•

本

所

硏

究

員

藪

內

淸 

京

大

敎

授

荒

木

俊
.
馬 

廣

島

高

師

敎

授

村

上

忠

敬

本
所
硏
究
員

森

鹿

三

元

京

大

助

敎

授

百

濟

敎
猷

.
本

所

硏

究

員

能

田

忠

亮
 

京

大

講

師

淸

永

嘉

二

東
大
名
譽
敎
授 

元
東
京
天
文
臺
囑
託

東
洋
に
於
け
る
日
食
表
の
作
成

天
體
曆
基
礎
計
算 

印
度
天
文
學
資
料
蒐
集

平

山

淸

次

田
代
庄
三
郞

本

所

囑

託

渡

邊

敏
.
夫 

京

大

敎

授

上

田

穰
 

京

大

囑

託

美

波

周

の
如
き
も
の
で
、
右
の
內
、

改
曆
と
文
化
思
想
の
關
係
、
曆
法
交

流
史
、

改
曆
案
、
春
秋
に
見
え
た
る
日
食
、
東
洋
天
文
年
代
學
は 

大
略
十
七
年
度
末
迄
に
は.
出
來
上
る
豫
定
で
あ
る
。
爾
餘
の
も
の 

に
至
っ
て
は
、
其
の
資
料
頗
る
廣
汎
に
亙
る
の
で
、

第
匚
期
に
持
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ち

越

す

こ

と'

為
し
、
更
に
現
下
の
情
勢
に
鑑
み
、
「
日
本
曆
學 

史
」

及

び

「
大
東
亞
諸
地
域
に
於
け
る
民
間
曆
の
調
査
」
を
も
附 

加
し
て
昭
和
十
八
、

十
九
の
兩
年
度
に
跨
っ
て
之
を
繼
續
し
、

以 

て
本
事
業
所
期
の
目
的
を
完
遂
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
尙
、

我
國
に
於
け
る
東
洋
天
文
學
史
硏
究(

能
田)

旣
に
調
査
硏
究
を
了
へ
た
も
の
は
、
逐
次
適
當
な
方
法
を
以
て
發 

表
す
る
筈
で
あ
る
か
ら
、

此
處
に
は
各
題
目
の
內
容
に
就
い
て
は 

述
べ
な
い
こ
と
に
す
「笔
(

昭
和
十
七
年
七
月
二
十
七
日
記)

L  

一
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

，•

ニ
ー

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
お
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て㈡

•

・
 

原 

光 

雄.

三
燃
燒
現
象
の
硏
究

燃
燒
現
象
に
つ
い
て
は
、
古

代

以
來
多
大
の
關
心
が
も
た
れ
、
 

元
素
觀
の
ご
と
き
も
、

こ
の
現
象
を
無
視
し
て
は
つ
く
ら
れ
な
か 

っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

四
元
素
說
の
火
、

三
原
質
說

の

硫

黃(

卽 

ち
可
燃
性
の
原
質)

な
ど
が
こ
の
こ
と
を
實
證
し
て
ゐ
る
。

そ
し 

て
燃
燒
現
象
の
こ
の
や
う
な
重
視
は
、

そ
れ
が
過
去
の
人
類
の
日 

常
生
活
に
お
い
て
起
っ
た
最
も
顯
著
な
化
學
的
變

化
で
あ
っ
た
こ 

と
、

し
か
も
そ
れ
が
人
類
の
日

常

生

活

的•

經

濟

的•

技
術
的
活 

動
の
な
か
で.
き
は
め
て
廣
汎
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
、

な
ど
か 

ら
考
へ
て
、
當
然
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。

と
こ
ろ
で
周
知
の
ご
と 

く
、

こ
の
現
象
の
化
學
的
本
性
が
酸
化
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た 

の
は
、

ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
の
偉
業
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

他
，
 

の
諸
時
代
に
拒
け
る
と
同
樣
、

ボ
イ
ル
時
代
に
お
い
て
も
、

多
く 

の
化
學
者
た
ち
が
こ
の
現
象
に
關

心
を
も
っ
た
。

そ
の
詳
述
は
後

自

に

ゆ
づ
る
こ
と
に
し
て
、

こ
ゝ
で
は
ボ
イ
ル
の
燃
燒
觀
と
比
較 

し
う
る
や
う
に
、

か
れ
と
同
時
代
の
學
者
の
主
な
る
見
解
の
み
を 

摘
要
し
て
お
こ
う
。

デ
カ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
焰
(

火)

は
第
三
元
素
の
粒
子
が
第
一 

元
素
の
粒
子
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
空
氣
は
棒
狀
の 

第
三
元
素
粒
子
が
第
二
元
素
の
粒
子
に
包
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
般
の
物
體
は
第
三
元
素
粒
子
が
第
二
元
素
の
粒
子
に
よ
っ
て
包 

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ,
が
燃
え
る
た
め
に
は
、

第
二
元
素 

が
と
り
去
ら
れ
て
第
一
元
素
が
こ
れ
に
代
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
火
が 

消
え
る
の
は
第
二
元
素
の
復
歸
に
基
因
す
る
故
、
燃
燒
を
維
持
す 

る
た
め
に
は
、

火
に
空
氣
を
寄
せ
つ
け
て
は
な
ら
ぬ
。
(

因
み
に 

輔
に
よ
る
鼓
風
な
ど
が
古
代
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
所
か
ら
み
て
も
、
 

燃
燒
に
空
氣
が
必
要
倉

と

は
、

か
な
り
早
く
か
ら
暗
默
裡
に
み

(
1
)

L
a
s
s
w
i
t
z

 
ハ
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と
め
ら
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。) 

フ

ッ

ク(
R
o
b
e
r
t

 H
o
o
k
y
1
6
3
5
—1

7
0
3
)

は
一
六
六
五
年
に
出 

た

有

名

な

著

書M
i
c
r
o
g
r
a
p
h
i
a

の
中
で
、
燃
燒
現
象
に
た
い
す 

る
つ
ぎ
の
や
う
な
說
明
を
提
示
し
た®

す
な
は
ち
、
彼
は
空
氣
を 

可

然

性

物

質

の

溶

媒(
m
e
n
s
t
r
u
u
m

 

o
r

 

u
n
i
v
e
r
s
a
l

 

di
ss

ol
ve

nt

 

o
f

 

a
l
l  

s
u
l
p
h
u
r
e
o
u
s

 b
o
d
i
e
s
)

と
考
へ
る
。

こ
の
溶
解
の
際
に
非 

常
な
・
發
熱
が
お
こ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
火
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
が 

得
ら
れ
る
。
可
燃
性
物
質
の
、溶
解
は
、
空
氣
中
に
混
じ
て
ゐ
る
あ 

る

固

有

の

物

質(

そ
れ
は
硝
石
の
な
か
に
固
定
さ
れ
て
ゐ
る
或
物 

質
と
非
常
に
よ
く
似
て
ゐ
る)

に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

わ
れ
わ
れ 

が
焰
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
可

溶

性
(

卽
ち
可
燃
性)

物
體 

中
の
揮
發
性
硫
黃
分
と
空
氣
と
の
混
合
物
、
以
外
の
何
も
の
で
も 

な
い
。'

フ
ッ
ク
の
こ
の
說
明
は
、
空
氣
中
の
有
效
物
質
が
硝
石
中
に
存 

在
す
る
或
も
の
と
似
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
點
で
一
進
步
で
あ 

っ
た
。 

• 

ニ
ハ
七
一
年
に
ト
マ
ス•

ウ
ィ
リ
ス(

T
h
o
m
a
s

 W
i
l
l
i
s
)

も
フ
ッ 

ク
と
同
樣
な
說
明
を
あ
た
へ 

て
ゐ
る
。

ウ
ィ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
燃 

料
の
な
か
の
可
燃
性
粒
子
が
と
び
だ
し
て
空
氣
中
の
硝
石
的
粒
子 

と
衝
突
す
る
現
象
が
燃
燒
現
象
で
あ
る
。

ボ
イ.
ル
の
百
然
觀
fc
よ
び
化?f

的
業
績
に
っ
い
て(

原)

フ
ッ
ク
の
說
は
、
一
六
七
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
メ
イ
オ
ウ(

J
o
h
n

 

K
a
y
o
w
)

の

「
醫

學

的•

自
然
學
的
な
五
論
文
」T
r
a

s-.a

s-s qu
in

,

 

q
u
e

 m
e
d
i
c
o
i
l
y
s
i
e
i

中
で

さ
ら
に
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
が
、

メ 

イ
オ
ウ
の
見
解
に
つ
い
て
は
他
日
稿
を
改
め
て
詳
論
す
る
つ
も
り 

で
あ
る
か
ら
、

こ
ゝ
で
は
言
及
を
省
略
し
て
お
こ
う
。 

ボ

イ

ル

は

一
六
七

二

年

に

發

表

し

た

「
焰
と
空
氣
と
の
間
の
關 

係
に
つ
い
て
の
新
實
驗
」

(
N
"
e
w

 

E
x
p
e
r
i
m
e
n
f
s

 

t
o
u
c
h
i
n
g

 

f
he  

R
e
l
a
t
i
o
n

 

b

s-w
i
x
E

 F
l
a
m
e

 

a
n
d

 A
i
r
)

な
る
論
文
の
中
で
、
眞 

空
中
に
お
け
る
燃
燒
實
驗

を

の
べ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
、
空
氣
ポ
ン 

プ
に
連
結
し
た
鐘
形
器
の
下
部
に
赤
熱
し
た
鐵
板
を
お
き
、
排
氣 

し
た
の
ち
に
、
器
の
頸
部
に
つ
け
た
仕
掛
を
用
ひ
て
、
可
燃
性
物 

質
を
鐵
板
の
上
に
お
と
し
て
み
る
、
と
い
ふ
實
驗
で
あ
っ
た
。
硫 

黃
を

お
と
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
硫
黃
蒸
氣
の
發
生
は
あ
っ
た
が
、
 

燃
燒
は
お
こ
ら
な
か
つ
た
。
と
こ
ろ
で
そ
こ
へ
空
氣
を
い
れ
た
ら
、
 

そ
の
靑
色
に
よ
っ
て
硫
黃
の
焰
だ
と
い
ふ
こ
と
を
判
別
し
う
る
小 

さ
な
火
花
が
た
く
さ
ん
生
じ
た
。

ま
た
、

同
樣
な
熱
鐵
板
の
上
に 

お
と
し
た
火
藥
は
、
爆
發
せ
ず
に
、
硫
黃
の
焰
の
や
う
な
靑
い
焰 

を
あ
げ
て
か
な
り
長
く
も
え
つ
ヾ
け
て
ゐ
た
。
眞
空
中
に
環
狀
に 

火
藥
を

お
い
て
、

そ

の

一
部
に
火
取
レ
ン
ズ
で
日
光
熱
を
集
中
す 

る
と
、
熱
せ
ら
れ
た
場
所
だ
け
が
燃
え
た
。

こ
れ
に
空
氣
を
入
れ

・
 

一
三 

・

3〇!



科
學
一
史
硏
究 

第
四•

五
號 

た

ら

一
瞬

に

し
て

全

體

が

消

失

し

た(
E
x
p
h

 

N
.

 
.. 

A
b
o
u
c

 a
n

 

e
n
d
e
a
vo

u
r  

fo

 

fire

 

g
u
n
p
o
w

a
e
r  

in

 

va
c
u
o  

w
ith

 

fh
e  

s
u
n  

b
e
a
m
s
)。

雷
金
を
眞
空
中
の
熱
鐵
板
上
に
お
と
し
た
と
こ
ろ
、

一
 

瞬
に
し
て
爆
發
し
た
。
ボ
イ
ル
は
火
藥
の
製
造
に
使
っ
た
硝
石
の 

な
か
に
若
干
の
空
氣
が
混
入
し
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
と
考
へ
て
、

と 

く
に
眞
空
中
で
結
晶
さ
せ
て
つ
く
っ
た
硝
石
を
用
ひ
て
み
た
が
、
 

結
果
は
變
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、

硝
石
と
混
じ
た
可
燃
性
物
質 

は
空
氣
な
し
に
で
も
燃
え
、
硝

石

は

加

熱

に

よ

っ
て

「
空
氣
に
似 

た
蒸
氣
1-
を
生
ぜ
し
め
る
、
と
い
ふ
結
論
に
達
し
た
。
(

雷
金
は 

硝
酸
を
加
へ
て
つ
く
っ
た
も
の
故
、

こ
の
中
に
も
硝
石
中
の
或
物 

が
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
っ
た
。) 

次

〉
で
ボ
イ
ル
は S

u
s
p
i
c
i
o
n
s

 a
b
o
u
E

 s
o
m
e

 H
i
d
d
e
n

 

Q
u
a
l
,

 

l
i
e
s

 

o
f

 

f
h
e

 

A
i
r

 

(
1
6
7
4
)

 

な
る
論
文
の
な
が
で
は
、

つ
ぎ
の
ご 

と
く
書
.«
つ
て
ゐ
る
。

「
空
氣
中
に
は
、

こ

れ

ら

す

べ
て

の
も

の

〔
卽
ち
、
重
さ
、
 

彈
カ
性
、

光
の
屈
折
、
等

〕
と
は
非
常
に
ち
が
ふ
所
の
、

そ 

し
て
そ
れ
を
構
成
す
る
實
質
的
部
分
ま
た
は
成
分
に
主
と
し 

て
基
因
す
る
と
こ
ろ
の
、

一
層
潜
在
的
な
若
干
の
性
質
ま
た 

は
力
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
こ
と
を
、

私
は
し
ば
し
ば
感
じ
て 

き
た
。
.
.
.
.

何
と
な
れ
ば
、
空
氣
は
、

多
く
の
人
々
が

一
 
a
 

想
像
す
る
や
う
な
單
ー
に
し
て
元
素
的
な
物
體
で
は
な
く
し 

て
、
き
は
め
て
多
種
な
物
體
か
ら
の
流 

出 

物
の
混
沌
た
る 

集
合
體
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
流
出
物
は
、

そ
の
微
小 

性
と
そ
れ
ら
の
種
々
な
る
運
動
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
大
き 

な
塊
り
の
流
狀
物
質
を
作
り
あ
げ
る
點
で
は
み
な
ー
致
し
て 

ゐ
る
け
れ
ど
も
、
世
界
中
に
空
氣
ほ
ど
不
均
一
な
物
體
は
な 

い
ほ
ど
に
、

互
に
異
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
:
:

空
氣
な
し 

に
は
、

少
時
た
り
と
も
焰
と
火
と
を
保
持
す
る
こ
と
が
困
難 

で
あ
る
こ
と
は
、

殘
餘
の
大
氣
中
に
、

太.
陽
、

星
、

又
は
そ 

の
他
か
ら
外
來
し
た
何
ら
か
の
珍
奇
な
物
質
が
分
散
し
て
ゐ 

て
、
焰
の
存
立
に
空
氣
が
か
く
も
必
要
な
の
は
、

こ
の
も
の 

の
た
め
な
の
で
は
な
い
か
、

と
い
ふ
疑
を
と
き
ど
き
私
に
懷 

か
せ
る
。
:
;

そ
し
て
ま
た' 

こ
の
微
細
物
質
が
何
で
あ
ら 

う
と
も
、

そ
れ
が
急
に
無
く
な
り
又
は
毀
損
さ
れ
る
こ
と
か 

ら
み
て
、

そ
れ
の
效
力
が
注
入
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
空
氣
に
比 

し
て
、

そ
の
容
積
は
き
は
め
て
小
さ
い
と
思
は
れ
る
。
何
と 

な
れ
ば
、
焰
の
消
え
た
あ
と
で
も
、

容
器
內
の
空
氣
は
、

目 

に
み
え
る
ほ
ど
變
化
し
て
は
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
私 

が

種A

な
る
判
斷
方
法
に
よ
っ
て
み
と
め
得
た
と
こ
ろ
で
は
、
 

こ
の
空
氣
は
自
己
の
彈
カ
性
——

こ
れ
を
私
は
空
氣
の
最
も

3〇2



眞
正
か
つ
顯
著
な
性
質
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
——

の
全 

部
ま
た
は
少
く
と
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
、
保
持
し
て
ゐ 

た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て' 

空
氣
の
こ
の
彈
力
性
が
毀
損
さ 

れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、

溫
血
動
物
の
生
命
に
と
っ
て
は
新 

鮮
な
空
氣
が
必
要
で
あ
る
と
い.
ふ
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
何
ら 

か

の

生

命

物

質(v
i
h
~
l  

s
u
b
s
t
a
n
c
e
)

-
-

も
し
も
そ
う
呼
ん 

で
よ
い
な
ら
ば
——

が
空
氣
中
に
分
散
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
考 

を
、
力
强
く
暗
示
す
る
。

そ
れ
が
、W

發
性
の
硝
石
で
あ
ら 

う
と
、
或
は
ま
た
「

星
ま
た
は
地
下
に
由
來
す
る
何
か
の
未 

知
物
質
で
あ
ら
う
と
も
。

そ
し
て
そ
れ
は
、

他
の
焰
の
維
持 

に
非
常
に
必
要
だ
と
い
ふ
こ
と
を
私
が
最
近
注
目
し
た
と
こ 

ろ
の
も
の
と
、

多
分
同
種
の
も
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
。
」 

(

傍
點
は
引
用
者)

こ'

で
注
目
す
べ
き
は
、

ボ
イ
ル
が
、
燃
燒
に
よ
る
空
氣
容
積 

の
減
少
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、

と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

ス
テ
イ 

ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
ボ
イ
ル
が
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
の
有 

機
性
可
燃
物
を
實
驗
に
使
っ
た
の.
で
、
消
費
さ
れ
た
酸
素
の
減
容 

は
、

生
成
し
た
炭
酸
ガ
ス
お
よ
び
一
酸
化
炭
素
で
補
充
さ
れ
、
可 

燃
物
中
の
水
素
か
ら
生
じ
た
水
蒸
氣
に
相
當
す
る
だ
け
の
酸
素
の 

減
容
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ゝ
め
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。

ポ
イ
ル
の
自
然
觀
揺
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

、ボ
イ
ル
は
、
フ
ッ
ク
や
ウ
ィ
リ
ス
と
同
樣

に
(

拒
そ
ら
く
は
フ
ッ 

ク
の
見
解
と
旣
に
一
部
發
表
さ
れ
て
ゐ
た
メ
イ
オ
ウ
の
論
文
と
の 

影
響
の
も
と
に)

、
空
氣
中
に
瀰
散
し
て
ゐ
る
揮
發
性
硝
石
樣
の 

浮
游
物
質
が
、

生
命
や
焰
の
維
持
に
必
要
で
あ
る

2:
と
を
認
め
て 

ゐ
る
。

だ
が
、

か
れ
は
そ
れ
を
空
氣
そ
の
も
の
の
一
部
分
と
は
考 

へ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
は
特
に
注
目
に
値
す
る
事
柄
で
あ
る
。

つ
ま 

り
、ボ
イ
ル
は
、

こ
の
浮
游
物
質
は
空
氣
そ
の
も
の
に
と
つ
・
て

は

ー
 

應
フ
レ
ム
ド
な
或
る
も
の
、

と
見
て
ゐ
る
の
で
迄
る
。

こ
の
或
る 

も
の
が
消
滅
し
て
も
空
氣
そ
の
も
の
の
根
本
的
屬
性
た
る
彈
力
性 

が

ほ
と
ん
ど
毀

損

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

か
れ
の
こ
の
考
を
ま 

す
ま
す
正
當
化
せ
し
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

な
ほ
ま
た
、

ボ
イ
ル
が
空
氣
の
最
も
眞
正
か
つ
顯
著
な
性
質
は 

そ
の
彈
カ
性
卽
ち
機
械
的
性
質
に
あ
る
と
斷
言
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
 

か
れ
の
機
械
論
的
思
惟
方
法
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、

特
別

(1) 

St
il

lm
an

 

“i
b
i
d
. - p

・
 4

1
1
,
4
1
2  

い
 
w

・
 R

a
m
s
a
y
"

 

T
h
e

 G

-»ses 

o
f  b

h
e

 

A
t
m
o
s
p
h
e
r
e
"
1
1h
e

 

1
1 i

s.o
r
y
 

o
f  

1i
h
e
i
r  

D
i
s
c
o
v
e
r
y

 

(一

913

p
.
1
3—

1
4

•

よ
り
引
用
。

(
2
)
 S

ti
ll
ma
n"  

i
b
i
d
:  

p

・41
2

■

因
み
に
、
密
関
器
內
の
燃
燒
に
よ 

っ
て
空
氣
の
容
積
が
減
少
す
る
事
實
は
、
ホ
イ
ル
以
前
に
も
フ
ァ
ン• 

ヘ
ル
モ
ン
ト
、F
 
•

ベ
イn

ン
、
フ
ラ
ッ
ドF
s
d
d

等
が
記
述
し 

て
ゐ
る
し
、
ゲ
ー
リ
ッ
ケ
も
こ
の
事
實
を
知
っ
て
る
た
。

- 

一
五

3〇3



科

學

史

硏

究
 

第㈣
•

五
號 

の
注
目
に
値
す
る
言

葉

と

い 

へ
よ
う
。 

.

四
嘏
燒
現
象
の
硏
究

金
屬
類
、
た
と
へ
ば
錫
、
鉛

、

水
銀
、
銅'

・鐵
、

お
よ
び
ア
ン 

チ
モ
ン
な
ど
、
を
假
燒
し
て
い
は
ゆ
る
金
屬
灰
に
變
化
さ
せ
る
と
、
 

そ
の
重
量
が
も
と
の
金
屬
よ
り
も
增
加
す
る
と
い
ふ
事
實
は
、

か 

な
り
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
た
。

文

獻

的

に

は

、

僞
ゲ
ー
バ
ー 

(
p
s
e
u
d
o
,
G
e
b
e
r
-

 
C
P
 

1
3
0
0
)

が
そ
の
著 

S
u
m
m
a

 

p
e
r
f
e
c
t
i
o
-

 

n
i
s

 

M
a
g
i
s
c
e

H.i

の
第
一
卷
第
十
九
章
で
、
鉛
に
つ
い
て
こ
の
事 

實
を
の
べ
た
の
が
、
最
初
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
は
れ
て
ゐ
る 

が
、
ダ
ル
ム
シ
ェ
テ

ッ

タ

ー

獨

譯

のD
i
e

 A
l
c
h
e
m
i
e

 d
e
s

 G
e
b
e
r

 

(
1
9
2
2
)

の
該
當
箇
所
を
み
る
と
、

こ
れ
は
少
し
疑
は
し
い
說

の
や 

う
で
あ
る
。P

a
u
l

 E
e
k

 

d
e

 

S
u
l
b
z
b
a
c
h

 

が
一
五
〇
〇
年
こ
ろ
に
、
 

水
銀
お
よ
び
ア
マ
ル
ガ
ム
に
つ
い
て
こ
の
事
實
を
述
べ
た
も
の
、
 

ま
た
は
ビ
リ
ン
グ
ッ
チ
オ
が
そ
の
著
「
火
エ
術
に
つ
い
て
」(1
5
s
)
 

の
中
で
鉛
に
つ
い
て
數
値
的
に
こ
の
事
實
を
記
載
し
た
も
の
、

な 

ど
が
文
獻
的
に
は
古
い
方
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

こ.
の
現
象
に
た
い
し
て
は
、
早
く
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
說
明
が
あ 

た
へ
ら
れ
て
き
た
。

た

と

へ

ばc
a
l
.
d
a
n
u
s

 (
1
5
5
3
)

は
鉛
に
つ
い 

て
こ
の
事
實
を
敍
述
し
、
鉛
に
生
命
を
附
與
し
て
ゐ
る
「
天
の
火
」

一
六 

が
そ
れ

か

ら

出
て

ゆ

く

た

め

に

重

く

な

る

の

だ

と

し

た

。
ま
た 

S
e
a
l
i
g
e
r

 

(
一5

5
7
)

は
鉛
お
よ
び
鐵
の
灰
化
に

if
い
て
增
重
を
み
と 

め
、

金
屬
內

へ
空
氣
が
吸
收
さ
れ
る
た
め
で
あ
ら
う
と
說
明
し
た
。 

J
e
a
n

 R
e
y

は
、

一
般
化
學
史
上
で
も
必
ず
言
及
さ
れ
る
や
う
に
、
 

そ
の
著 

E
s
s
a
i
s

 

S
u
l
-  

l
a  

Recherche

 

d
e

 l
a  c

a
u
s
e

 

p
o
u
r

 

l
a
q
u
,

 

e
l
l
e  

l
s
f
a
l
n

s-la 

P
l
o
m
b

 

a
u
g
m
e
n
t
e
n
t

 

d
e

 

p
o
i
d
s

 

q
u
a
n
d

 

o
h

 

l
e
s  

c
a
l
c
i
n
e

 

(一
6
3〇

)

の
中
で
、

空
氣
が
熱
の
た
め
に
濃
密
化 

し
、

重
く
か
つ
粘
着
性
に
な
っ
て
、

金
屬
灰
の
き
は
め
て
微
小
な 

粒
子
に
機
械
的
に
く

っ

つ

く

た

め
だ
と

し

た

。(

レ
ー
の
こ
の
論 

文
に
つ
い
て
は
筆
者
は
他
日
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
っ
て
ゐ 

る
が
、

こ
の
說
明
を
過
大
評
價
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
だ 

け
は
、

こ
ゝ
に
一
言
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ら
う
。)

タ

ケ
-
一
ウ 

ス(
o
s
O
T
a
c
h
e
n
i
u
s
)

は
一
六
六
ハ
年
に
レ
ー
の
說
を
駁
論
し
、
 

金
屬
灰
の
增
重
は
、

そ
の
中
へ
燃
料
の
焰
か
ら
の
酸
が
定
着
す
る 

た
め
で
あ
る
と
し
た
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
こ
の
增
重
を
、
裝
置
の
ガ 

(
1
)

瑕
燒
間
題
の
か
ん
た
ん
な
史
的
槪
觀
は
、J

・H

・wh
i
c
e
"

 T
h
e

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f  "

h
e

 

p
h
l
o
g
i
s
t
o
n

 T
h
e
o
r
y

 

(
一
9
32

)

の 

c
h
a
p
t
e
r

 

U
L

 

T
h
e

 

P
r
o
b
l
e
m

 

o
f  

c
a
l
c
i
n
a

s-.o
n

 

を
見
よ
。
因
み
に
ホ
ワ 

イ
ト
は
古
代
エ
ジ.
フ
ト
人
に*

い
て
す
で
に
こ
の
事
實
が
知
ら
れ
て 

ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
文
獻
的
根
據
は
な
い 

や
う
で
あ
る
。

3〇4



ラ
ス
器
壁
を
通
過
し
う
る
唯
一
の
物
質
た
る
火
物
質
の
定
着
に
よ 

る
も
の
と
み
な
し
た
。

こ
の
說
明
は
、

ボ
イ
ル
や
レ
ム
リ
の
や
う 

な
當
時
の
一
流
大
家
の
採
用
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
っ
て
、
當
時 

一
般
に
ひ
ろ
く
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ボ
イ
ル
は
一
六
七
三
年
に
、

つ
ぎ
の
や
う
な
ー
系
列
め
論
文
を 

發
表
し
た
。

「
火
お
よ
び
焰
の
諸
部
分
を
安
定
に
し
て
か
つ
秤
量 

で
き
る
も
の
に
ま
ん
と
す
る
新
實
驗
」(New

 Experim
entis

s' 

m
ake  fhe  Parts  of  Hire

 and  Flam
e

 Sfable  and  ponder!  

ab
le

)、

「
火
粒
子
の
抑
留
と
秤
量
に
つ
い
て
の
追
加
實
驗
」(

A
?

 

difional  Experim
ents  abouf  arresting  and  "w

eighing  of  

I
g
n
e
o
u
s

 

corpuscles)、

「
焰
の
可
秤
量
部
分
が
ガ
ラ
ス
を
通
過 

し
得
る
こ
と
の
發
見
」

(
A

 

Discovery

 

o
f

 

f
h
e

 
P
e
r
v
i
o
u
s
n
e
s
s

 

o
f

 

G
l
a
s
s

 

ナ〇  

P
o
n
d
e
r
a
b
l
e

 

Parfs

 

o
r

 

F
l
a
m
e
)

〇 

こ
れ
ら
の
論
文
に
よ
る
と
、
ボ
イ
ル
は
、

あ
け
放
し
た
ま
ゝ
の 

灰
皿
、

二
つ
の
境
蝸
を
粘
土
で
口
合
せ
し
た
も
の
、

ガ
ラ
ス
容
器
、
 

な
ど
の
中
で
金
屬
類(

銅

、
錫
、
鉛

、
鐵
、

銀
、

亞
鉛)

、
金
屬
灰 

類
、

そ
の
他
の
物
質
を
加
熱
し
て
み
た
が
、

多
少
の
差
は
あ
れ
、
 

い
づ
れ
の
場
合
に
も
重
量
の
增
加
が
み
と
め
ら
れ
た
。

金
屬
灰
を 

加
熱
し
た
際
に
增
重
が
あ
っ
た
の
は
、
最

初

の

灰

化
(

假

燒) 

が
不
十
分
だ
つ
た
か
、

ま
た
は
加
熱
中
に
空
氣
中
の
炭
酸
ガ
ス
或• 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

は
燃
燒
爐
中
の
亞
硫
酸
ガ
ス
が
吸
收
さ
れ
た
た
め
と
思
は
れ
る
。 

燒
成
し
た
ば
か
り
の
生
石
灰
を
加
熱
し
て
も
增
重
が
あ
っ
た
こ
と 

に
ボ
イ
ル
は
驚
い
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
も
爐
の
溫
度
が
低
か
っ
た
の 

で
、

炭
酸
ガ
ス
の
吸
收
が
行
は
れ
た\

め'
で
あ
ら
う
。 

ま
た
か
れ
は
、
密
封
し
た
ガ
ラ
ス
製
レ
ト
ル
ト
內
で
、
豫
め
秤 

量

し
て
お
い
た
錫
ま
た
は
水
銀
を
假
燒
す
る
實
驗
を
も
行
っ
え
。 

錫
を
い
れ
た
の
ち
直
ち
に
レ
ト
ル
ト
の
頸
部
を
融
封
し
て
暇
燒
し 

た
ら
、

加
熱
中
に
器
內
の
空
氣
の
熱
膨
脹
の
た
め
容
器
が
破
裂
し 

て
し
ま
っ
た
の
で
、
次
囘
の
實
驗
で
は
、

少
し
加
熱
し
て
空
氣
を 

追
出
し
て
か
ら
融
封
し
て
假
燒
を
行
っ
た
。

暇
燒
後
レ
ト
ル
ト
の 

冷
却
を
待
っ
て
頸
部
を
切
り
と
っ
た
と
き
、
、ボ

イ

ル

は

「
外
部
の 

空
氣
が
器
內

へ.
突
入
す
る
音
を
き
い
た
。
」

こ

れ

は

「
レ
ト
ル
ト 

を
密
封
し
た
と
き
器
內
の
空
氣
が
非
常
に
稀
薄
化
さ
れ
て
ゐ
た
か 

ら
で
あ
る
。
」

灰
を
秤
量
し
て
み
た
ら
、

や
は
り
增
重
し
て
ゐ
た
。 

!

熱
膨
脹
に
よ
る
空
氣
の
稀
薄
化
は
事
實
で
あ
る
が
、
な
ほ
そ 

の
他
に
、
假
燒
に
よ
っ
て
空
氣
の
一
部
が
失
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
に

(1) 

s
s
h
n
p
n

に
よ
れ
ば 

(
i
b
i
d

こp

 

4
0
6
)

、

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
こ
の 

說
を
提
tH-
し
た
の
は

一
六
六
九
年
で
あ
る
。

(
2
)
 

こ
れ
ら
の
論
文
はE

s
s
a
y
s

 

o
f  E

a
u
v
i
u
m
s

と
い
ふ
題
名
の
著 

書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

(
3
)
 
S
S
1
E
P
D

:  

ibid:  p
・ 407-

一
七
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・

科

學

史

硏
究 

第®
•

五
號 

は
、

か
れ
は
ま
っ
た
く
氣
付
か
な
か
っ
た
。
實
際
ま
た
、

こ
の
や 

う
な
實
驗
狀
況
の
も
と
で
は
、
氣
付
き
う
る
も

の

で

も

な

か
っ 

た
。・

ボ
イ
ル
は
こ
れ
ら
の
增
重
現
象
を
次
の
や
う
に
說
明

し
た
。 

「
ガ
ラ
ス
の
微
小
部
分
が
器
內
の
物
體
の
微
小
部
分
に
傳
達 

す
る
と
こ
ろ
の
活
潑
な
攪
亂
が
、

火
の
效
力
に
多
く
の
寄
與 

を
す
る
だ
ら
う
こ
と
は
、

あ
り
得

る

こ
と
で
あ
る
が
、

そ
し 

て
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
が
火
に
曝
し
た
金
屬
に
お
い
て
見
出
し 

た
重
量
增
加
の
小
さ
い
こ
と
か
ら
み
て
、
焰

の

き
は
め
て
大 

部

分

は

ガ

ラ

ス

の

緻

密

な

組

織

に

よ

っ

て

〔
器
內

へ
入
る 

こ
と
を
〕
阻
止
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
眞
實
ら
し
い
け
れ
ど 

も
、

し
か
し
他
方
で
は
、

火
の
粒
子 

(i
gn

eo
us

 
p
a

s-icos) 

が
ガ
ラ
ス
を
飛
び
拔
け
た
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
:
:

こ
れ
・ 

ら
の
火
粒
子
が
、
火
で
煮
燒
さ
れ
た
肉
の
諸
部
分
と.
同
樣

な 

工
合
に
く
っ
つ
く
も
の
か
ど
う

か:
:

は
決
定
困
難
な
問
題 

だ
と
思
ふ
か
ら
し
て
、
私

は

こ'

で

は

論

じ

な

い

で

お

こ 

「
何
と
な
れ
ば:
:

焰
が
若
干
の
物
體
に
た
い
し
て
溶
媒
と 

し
て
作
用
し
う
る
と
想
像
す
る
と
き
は
、

他

の

ほ
と
ん
ど
す 

べ
て
の
溶
媒
と
同
樣
に
、
焰

自

身

の

粒

子

の

若

ま

、
焰
の

一
 
A
 

作
用
を
う
け
る
物
體
の
粒
子
と
結
合
す
る
こ
と
は
、
信
じ
ら 

れ

ぬ

こ
と
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
 

こ
れ
ら
の
粒

子

は

一
般
に
鹽
性
の
も
の
又
は
き
は
め
て
貫
入 

性
の
地
上
性 

(
b
e
r
r
e
s
h
i
a
l  

n
a

s-l.e)

の

も

の

で

、

そ
れ
ら 

が
焰
の
作
用
を
う
け
る
物
體
の
孔
の
な
か
へ
楔
の
や
う
に
入 

り
こ
む
か
、

又
は
そ
の
物
體
の
微
小
部
分
に
き
は
め
て
固
く 

粘
着
す
る
故
、

こ
れ
ら
の
粒

子

〔
焰
の
粒
子
〕

の

ー
乃
至
二 

箇

又
は
數
箇
で
は
何
ら
の
目
に
み
え
る
影
響
を
も
生
ぜ
し
め 

な
い
が
、
重
さ
を
も
っ
と
こ
ろ
の
、

か
く
も
多
數
の
微
小
物 

體
の
添
加
は
、

そ
の
多
數
な
る
が
た
め
に
、
天
秤
の
上
に
相 

當
に
現
は
れ
て
く
る
こ
と
は
、

何
ら
あ
や
し
む
に
だ
り
な
い 

の
で
あ
る
。
」 

・
 

す
な
は
ち
ボ
イ
ル
は
、
火
や
焰
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
重
さ
を 

も
つ.
微
粒
子
が
、
ガ
ラ
ス
器
壁
を
通
過
し
て
き
て
金
屬
に
附
着
ま 

だ
は
結
合
す
る
た
め
に
增
重
が
起
っ
た
の
だ
、

と
考
へ
た
の
で
あ 

る
•〇一

六
七 
九
年
に
シ
ェ
リ
ュ 

バ

ン(
c
h
^
u
b

s-d
o
r
l
e
a
n
s
)

と
い

(1) 

A
V
b
i

 
ナe:  
i
b
i
(
r
p

・
 4

0
-
4
1

•

よ
り
引
用
。

(
2
)
 

p
a
r
i
s
o
n

 M

ニ
ョ 

A

 

1
1
i
s

c+o
r
y

 

〇
f  

C
h
e
m
i
c
a
l

 T
h
e
o
r
i
e
s

 

a
n
d

 L
a
w
s

 (
一
9
0
9
)
9  p

・
 2

5 •

よ
り
引
用
。
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ふ
人
が
ボ
イ
ル
の
こ
の
實
驗
を
批
判
し•

ボ
イ
ル
tt.
レ
ト
ル
ト
の 

頸
部
を
切
り
と
る
前
に
、
容
器
全
體
を
秤
量
す
べ
き
で
あ
っ
た
と 

反
駁
し
、

秤
量
で
き
る
も
の
は
ガ
ラ
ス
器
壁
を
通
過
で
き
な
い
筈 

だ
と
論
じ
た
。

ボ
イ
ル
は
あ
る
手
紙
の
中
で-

シ
ェ
リ
ュ
バ
ン
の
こ 

の
批
判
に
言
及
し
、
自
分
は
レ
ト
ル
ト
の
密
封
を
開
く
前
に
も
秤 

量
し
た
が
、

や
は
り
重
量
が
增
し
て
ゐ
た
と
答
へ
た
。.
も
し
も
、ボ 

イ
ル
の
答
へ
が
事
實
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
誠
に
不
思 

議
な
實
驗
だ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

ボ
イ
ル
の
こ
の
說
明
が
誤
謬
で
あ
る
こ
と
は
、

の
ち
に
ク
ン
ケ 

ル(
J
o
h
a
l
E

 K
u
g
k
e
b

 1
6
3
0
1
1
7
03

)
や
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ(

H
C
1
-
—  

m
a

rn一
一B
o
e
r
h
a
a
v
e
》
1
6
6
8
1
1
7
3
5
)  

な

ど

も

反
證
を
あ
げ
て
主
張 

し
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
決
定
的
に
は
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
に
よ
っ
て
證 

明
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
重
さ
を
も
つ
火
粒
子
の
結
合
ま
た
は
附
着
と
い
ふ
說 

明
は
、
當

時

の

思

惟

傾

向(

マ
ー
ー
ユ
フ
ァ
ク
チ
ニ
ア
的
機
械
論) 

に
よ
く
適
合
し
て
ゐ
た
の
で
、

一
般
に
ひ
ろ
く
採
用
さ
れ
る
に
い 

た
っ
た
。
火
粒
子
が
ガ
ラ
ス
器
壁
を
通
過
で
き
る
と
い
ふ
考
も
、
 

火
粒
子
の
大
き
さ
と
ガ
ラ
ス
の
粒
子
間
孔
隙
の
大
き
さ
と
の
考
へ 

方
に
よ
っ
て
、
納
得
で
き
る
事
柄
で
あ
る
。

實
に
ボ
イ
ル
の
こ
の 

說
は
、

か
れ
が
自
己
の
粒
子
論
的
自
然
觀
を
忠
實
に
貫
徹
し
た
結 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
ボ
イ
ル
よ
り
も
前
に
こ
の
說
を
採
用
し
て
ゐ
た
。 

レ
ム
リ
も
、
金
屬
灰
の
增
重
を
、

火
粒
子
が
灰
粒
子
間
の
孔
隙
へ 

入
り
こ
ん
だ
こ
と
に
基
因
せ
し
め
た
。
た
ヾ
し
ボ
イ
ル
は
、

金
屬 

+

火

粒

子-
>

金
屬
灰
、

と
考
へ
た
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

レ
ム
リ
や 

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
、

そ
し
て
ま
た
後
の
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
學
者
た
ち
は
、
 

金
屬
か
ら
先
づ
可
燃
性
の
元
素
が
逸
散
し
て
灰
が
の
こ
り
、

こ
の 

灰
に
火
粒
子
が
結
合
す
る
と
い
ふ
風
に
、

い
ひ
か
へ
る
と
增
重
と 

灰
化
と
は
相
伴
ふ
別
個
の
過
程
と
し
て
解
釋
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

結
局
ボ
イ
ル
は
、
假
燒
問
題
に
つ
い
て
は
實
驗
に
お
い
て
も
理 

論
に
お
い
て
も
、

こ
れ
と
い
ふ
ほ
ど
の
新
し
い
も
の
を
提
出
し
な 

か
っ
た
・
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
か
れ
が
採
用
し
た
說
明
は
、

か
れ

(
T
-
0  

J

・
 R

 

P
a
r

弐Hg
s
I
K

 

A

 

S
h
o
r
b

 H
i
s
t
o
r
y

 

o
f  chemistry

 

(
1
9
3
7
)
"  p

・75

・
瑕
燒
前
後
の
重
量
の
比
較
は
、
瑕
燒
前
空
氣
を
追 

出
し
て
密
封
し
た
後
一
且
冷
却
し
て
か
ら
秤
量
し
た
重
さ
と
、
煨
燒 

後
冷
却
し
て
開
封
直
前
に
秤
っ
た
重
さ
と
に
つ
い
て
行
は
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
或
は
前
者
を
行
は
な
か
っ
た
た
め
か
と
も 

思
は
れ
る
。

(
2
)
 

G
r
e
g
o
r
y
-

 

c
o
m
b
u

s-i
o
n  

f
r
o
m

 H
e
r
a
c
o
l
s
s

 

t
o  L

a

 v
o
l
,  

S
i
e
r
"  p

・ー
ー
222 •

(3) 

拙

著

「
大
化
學
者(

上)

、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
」、
五
五
—
五
六
頁

〇

(
4
)
 

G
r
e
g
o
r
y
:

 

i
b
i
d
.
"  

p

・
 8

0
—
8
2
・

ー
九
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第
四•

五
號 

の
權
威
の
た
め
に
ま
す
ま
す
一
般
に
う
け
い
れ
ら
れ
、
後
に
こ
れ 

を
打
倒
す
る
の
を
困
難
な
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。 

ホ
ワ
イ
ト
は
、

ボ
イ
ル
が
眞
空 

(
v
a
c
u
o

 

B
o
y
l
i
a
n
o
)

內
で
假 

燒
實
驗
を
や
っ
た
な
ら
ば
、
空
氣
の
不
可
缺
性
を
み
と
め
た
で
あ 

ら
う
か
ら
し
て
、

化
學
は
一
世
紀
だ
け
進
步
を
速
め
得
た
で
あ
ら 

う
、

と
言
っ
て
ゐ
る
が
、

筆
者
は
そ
う
は
考
へ
な
い
。

た
と
へ
ボ 

イ
ル
が
眞
空
內
で
假
燒
實
驗
を
や
っ
た
と
し
て
も
、

か
れ
の
化
學 

現
象
に
た
い
す
る
根
本
的
見
地(

思
惟
方
法)

が
前
述
の
ご
と
き
も 

の
で
あ
る
以
上
、

大
同
小
異
の
說
明
が
提
出
さ
れ
た
に
ち
が
ひ
な 

い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
ホ
ワ
イ
ト
は
、
增
重
が
金
屬
の
假
燒
に
お
い
て
の
み
起
つ 

て
、
鹽
類
な
ど
の
場
合
に
は
起
ら
な
い
と
い
ふ
反
駁
や
、

火
の
粒 

子
が
す
べ
て
の
物
質
を
通
過
す
る
な
ど
と
い
ふ
考
は
奇
怪
だ
と
い 

ふ
反
駁
が
、
出
そ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
に
、
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
 

こ
れ
も
、ボ
イ
ル
の
粒
子
論
か
ら
い
へ
ば
、

何
の
矛
盾
で
も
な
い
。 

火
の
粒
子
が
諸
物
質
を
通
過
し
う
る
の
は
、

そ
れ
が
非
常
に
微
小 

で
物
質
粒
子
間
の
孔
隙
を
と
ほ
り
ぬ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、

ま 

た
鹽
類
に
增
重
が
起
ら
な
い
の
は
火
粒
子
と
鹽
類
の
粒
子
と
が
貯 

合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
等
々
の
說
明
を
ボ
イ
ル
は
たV

ち
に
あ 

た
へ
得
た
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

二 
〇 

ま
た
ボ
イ
ル
は
、

〇n

 

f
h
e

 

M
e
c
h
a
n
i
c
a
l

 

O
r
i
g
i
n

 a
n
d

 

p
l
.
o
-  

d
u

s-i
o
n

 

o
f

 

F
i
x
e
d

s-s
s  

(
一
6
75

)

な
る
論
文
の
な
か
で' 

水
銀
を 

假

燒

す

る
と

赤

色

の

酸

化

水

銀(
H
g
o
)

—
!

當
時
は
こ
れ
を
「
そ 

れ
自
身
で
の
沈
澱
物
」p

s.
s.p
i
f
a
t
u
m
 

p
e
r

 s
e

又
は
「
そ
れ
自
身 

で
の
假
燒
物
」c

al
ci
n

g-u
s

 

p
e
r

 s
e

と
呼
ん
で
ゐ
た-
-

に
な
る 

現
象
を
、

次
の
や
う
に
說
明
し
て
ゐ
る
。

「
こ

の

沈

澱(
p
l
-
e
c
i
p
i
t

g-e
)

が
い
か
な
る
附
加
物
も
な
し
に 

作
ら
れ
る
と
い
ふ
考
に
同
意
す
る
化
學
者
や
物
理
學
者
は
、
 

水
銀
に
お
い
て
得
ら
れ
る
密
度 

(
c
o
n
s
i
s
t
e
n
c
y
)

と
定
着
度 

(
d
e
g
r
e
e  

o
f

 
fix

sry
)

と
を
、

よ
り
良
く
說
明
す
る
こ
と
は
、
 

た
ぶ
ん
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
は
水
銀
に
何
も
の
も 

添
加
さ
れ
て
ゐ
な
，い
の
で
、
機
械
的
變
化
以
外
の
變
化
は
少 

し
も
働
い
て
ゐ
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
:
:

も
っ
と 

も
實
を
い
ふ
と
私
は
、
科
學
的
嚴
正
さ
で
い
へ
ば
、

こ
の
沈 

澱

はp
e
r

■§
に

〔
そ
れ
自
身
で
〕
作
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
 

何
ら
か
の
透
過
性
の
火
粒
子
、

と
く
に
鹽
性
の
火
粒
子
、

が 

水
銀
の
粒
子
に
結
合
し
た
の
だ
ら
う
と

い
ふ

疑
問
を
も

た 

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
。
」(

傍
點
は
引
用
者)

(1) 

W
b
i
t
i
e

 
一
 

i
b
i
?

p

・
 

4
1
1
4
2
,

(
2
)
 
p
a

5.
s-g

s-n: 

i
b
i
d
.
9  p

・
 7

5
1
7
6
,

よ
り
引
用
。
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明
か
に
ボ
イ
ル
は
こ
ゝ
で
若
干
躊
躇
し
つ
、
で
は
あ
る
が
、
水 

銀
か
ら
赤
色
酸
化
水
銀
へ
の
變

化
を
、

水
銀
を
構
成
す
る
微
粒
子 

の
配
列
變
化
の
み
に
歸
し
て
ゐ
る
。

「
懷
疑
的
化
學
者
」

の
中
で 

も
ボ
イ
ル
は
2:
う
言
っ
て
ゐ
る
。

「
水
銀
は
、
他
の
い
か
な
る
於
來
の
物
體
を
も
添
加
す
る
こ 

と
な
し
に
、
火
の
み
に
よ
っ
て
、

し
か
も
ガ
ラ
ス
容
器
內
で
、
 

そ
の
銀
色
を
奪

は
れ
て
、
赤
色
の
物
體
に
變
化
せ
し
め
得
る
。 

そ
し
て
こ
の
赤
色
物
體
か
ら
同
樣
に
何
も
添
加
せ
ず
に
、
も 

と
ど
ほ
り
の
光
輝
を
も
つ
鏡
の
や
う
な
水
銀
を
得
る
こ
と
が 

で
き
る
の
で
あ
る
。
:
:

」(

傍
點
は
引
用
者) 

卽
ち

ボ
イ
ル
は
、
酸
素
の
添
加
結
合
と
い
ふ
重
大
な
質
的
變

化 

を
、

こ
の
や
う
に
水
銀
自
身
內
に
起
る
機
械
的
變

化
に
解
消
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
右
に
の
べ
た
論
文
の
表
題
か
ら
し
て
、
 

事

物

が

機

械

的

起

源m
e
c
h
a
n
i
c
a
l

 o
r
i
g
i
n

を
も

っ

こ
と
を
宣
言 

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

火
粒
子
槪
念
導
入
の
際
に
お
け
る
と
同
樣
、

こ
の
場
合
に
も
、
 

ボ
イ
ル
は
、
假
燒
現
象
に
お
け
る
空
氣
の
存
在
の
質
的
意
義
を
考 

慮
に
い
れ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
空
氣
ポ
ン
プ
を
用
ひ
て 

の
實
驗
や
ボ
イ
ル
の
法
則
の
發
見
な
ど
以
來
、
空
氣
の
機
械
的
性 

質

に

つ
い
て
は
ひ
ど
く
敏
感
だ
っ
た
化
學
者
ボ
イ
ル
が
、

お
な
じ 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

原)

空

氣

の

化

學

的

性

質(

質
的
側
面)

に
た
い
し
て
は
こ
ん
な
に
も 

無
關
心
で
居
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、

ま
っ
た
く
刮
目
に
値
す
る
事 

實
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
こ
の
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
を
、
 

マ-
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
思
惟
は
平
然
と
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ 

る
。

こ
の
思
惟
方
法
か
ら
み
れ
ば
、

そ
れ
は
必
然
的
な
歸
結
だ
っ 

た
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
ゝ
で
も
ま
た
、
支
配
的
思
惟
方 

法
が
い
か
に
强
力
に
自
然
科
學
を
束
縛
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
 

痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

五
氣
體
の
質
的
認
識

有
名
な
ト
リ
チ
ェ
リ
の
眞
空
の
實
驗
が
行
は
れ
た
の
は
一
六
四

(1) 

し
た
が
っ
て
金
屬
の
灰
化
を
、
ポ
イ
ル
は
必
ず
し
も
、
金
屬+

火 

粒
子1

金
屬
灰
、
と
は
考
へ
て
ゐ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

い
ひ
か

へ
る
と
、
ボ
イ
ル
も
ま
た
レ
ム
リ
や
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
と
同
樣
に
、
灰
化 

と
增
重
と
を
相
件
ふ
別
個
の
二
つ
の
過
程
と
見
て
ゐ
た
ら
し
い
の
で 

あ
る
。(

一
九
頁
參
照)

(
2
)
 

B
o
y
l
e
:  

i
b
i
d
:  p

・17
6 -7

・

周
知
の
ご
と
く
、
水
銀
を
空
氣
中
で
比
較
的
低
溫(

約
三
百
五
十
度) 

に
加
熱
す
る
と
、
酸
素
と
、結
合
し
て
赤
色
の
酸
化
水
銀
に
な
る
が
、
 

こ
れ
を
更
に
高
溫
に
熱
す
る
と
、
遼
元
さ
れ
て
も
と
の
水
銀
に
戾
り
、 

酸
素
を
遊
離
す
る
。
プ
リ
ー
ス
ト
リ
の
酸
素
發
見
は
こ
の
性
質
に
も 

と
づ 

い
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
ル
は
こ
ゝ
に
述
べ
て
ゐ 

る
實
驗
の
際
に
酸
素
を
純
粹
に
遊
離
さ
せ
つ
、
お
っ
た
わ
け
で
お
る
。

”

ニ
ー
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
紅 

三
年
だ
っ
た
。
パ
ス
カ
ル
が
こ
の
實
驗
を
く
り
か
へ
し
て
、
古
來 

の
眞
空
嫌
惡
說
を
徹
底
的
に
葬
り
さ
っ
た
の
は
、

一
六
四
ハ
年
こ 

ろ
で
あ
っ
た
。
空
氣
の
物
質
性
、
と
く
に
そ
の
機
械
的
性
質
は
、 

い
ま
や
人
々
の
廣
汎
な
注
意
を
ひ
き
は
じ
め
た
。

一
六
五
二
—

四 

年
に
お
け.
る
、

オ
ツ
ト
ー

フ

ォ

シ•

ゲ
ー
リ
ッ
ケ
に
よ
る
空
氣 

ポ
ン
プ
の
發
明
と
そ
の
效
果
的
な
公
開
實
驗(

マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の 

半
球)

は
、
當
時
の
知
識
人
の
耳
目
を
聳
動
せ
し
め
た
。 

こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
、
、ボ
イ
ル
は
一
六
五
八
—

九
年
こ
ろ
に
、
 

助

手

口

パ

ー

ト•

フ
ッ
ク
と
と
も
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
、
改 

良

型

の

空

氣

ポ

ン

プ(

ボ

イ

ル

の

言

葉

に

よ

れ

ばP
n
e
u
m
a
t
i
c
a
l

 

e
n
g
i
n
e
)

を
つ
く
っ
たq

そ
し
て
こ
の
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
、
空
氣 

に
つ
い
て
の
種
々
な
る
實
驗
を
行
ひ
、

そ
の
結
果
を
甥
に
あ
て
た 

手
紙
の
形
式
の
論
文 N

e
w

 

E
M
P
e
T
i
m
c
n
f
s

 

p
h
y

s.e
o
,
M
e
c
h
a
n
i
c

 

c
a
l  

t
o
u
c
h
i
n
g

 

t
h
e

 

s
pl
-l
ng  

o
f  

A
i
r

 a
n
d

 

1

s-E
f
f
e

s-s 
ゝ
 m

a
d
e

 
f
o
r

 

f
h
e

 m
o
s
b

 
p
a

s-m
 a

 n
e
w

 p
n
e
u
m

s-l
c
a
l  E

n
g
i
n
e

 (
1
6
6

 
〇) 

で
公
表
し
た
。

こ
れ
ら
の
實
驗
中
に
は
ゲ
ー
リ
ッ
ケ
が
す
で
に
行 

っ
た
種
類
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
眞

の

新

實

驗(

た
と
へ
ば
、

水 

の
沸
點
が
氣
壓
に
依
存
す
る
こ
と
の
實
驗
や
、
音
が
空
氣
中
で
の 

み
傳
は
り
う
る
こ
と
の
實
驗
な
ど)

も
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
た
。 

こ
の
論
文
に
た
い
し
て
は
、

二
人
の
批
判
者
が
立
ち
現
は
れ
た
。

ニ
ニ 

一
人
は
有
名
な
哲
學
者
ト

マ

ス•

ホ
ッ
ブ
ズ 

(
T
h
o
m
a
s

 H
o
b
b
e
s
)

 

で
あ
り
、
他

は

フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ス•

リ
ナ
ス
敎
授 

(
F
T
a
n
c
i
s
c
u
s

 

L
i
l
l
u
s
)

と
い
ふ
人
物
で
あ
っ
た
。

ホ
ッ
ブ
ズ
の
批
判
は
デ
カ
ル
ト 

的
眞
空
否
定
說
か
ら
出
發
し
た
形
而
上
學
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
に
た
い
し
て
ボ
イ
ル
は
力
强
い
反
駁
文
を
書
い
た!
!

自
分 

は
排
氣
鐘
內
に
空
氣
が
な
い
と
い
ふ
實
驗
的
事
實
を
述
べ
た
ま
で 

で
あ
っ
て
、

そ
の
中
に
何
も
存
在
し
な
い
と
云
っ
た
の
で
は
な
い
、
 

自
分
は
空
虛
な
虛
空
の
賛
成
者
で
も
な
け
れ
ば
、

反
對
者
で
も
な 

い
。

リ
ナ
ス
の
批
判
の
要
點
は
、

ト
リ
チ
ェ
リ
の
水
銀
柱
は
外
部 

の
空
氣
の
壓
力
に
よ
っ
て
で
は
な
し
に
、
何
か
得
體
の
知
れ
ぬ
內 

部
の
紐
の
や
う
な
も
の
で
支

へ
ら
れ
て
ゐ

る

の
だ
ら
う
、

と
い
ふ 

點
に
あ
っ
た
。

ボ
イ
ル
は
こ
の
リ
ナ
ス
の
批
判
に
た
い
し
て
は
、
 

A

 

D
e
f
e
n
c
e
,  

o
f

 

t
h
e

 

D
o
c
t
r
m
e

g-u

g-m
g

 

f
h
e  

S
i
m
n
g

 

a
n
a

 

W
e
i
g
h
t

 

o
f

 

A
i
r

 

(
1
6
6
2
)

な
る
反
駁
論
文
を
書
き
、

そ
の
な
か
で 

二
つ
の
新
實
驗
を
發
表
し
た
。

こ
の
二
つ
の
新
實
驗
こ
そ
が
、

所 

謂
、ボ
イ
ル
の
法
則
の
成
立
を
立
證
し
た
實
驗

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
ffl
當
詳
し
い
說
明
は
、T

.  E

 

T
h
o
r
p
e
”  

E
s
s
a
y
s

 

i
n  

H
i
s
t
o
r
i
c
a
l  c

h
e
m
i

s-r
y  

(
1
9
0
2
)

ゝ
 p

 

1
0
-
2
7

•

ま
た
簡
單
な
說
ro' 

は
、T

・
 M

・
 

L
o
w
r
y
"

 

H
i
s
t
o
r
i
c
a
l  I

n
”r
o
d
u

s.i
o
n  

f
o  c

h
e
m
,

 

s-
s-.y 

(
1
9
3
6
)
"  p

・
 3

2
0
-
3
2
6
-

に
あ
る
。
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ボ
イ
ル
が
科
學
界
へ
デ
ヴ
ユ
ー
し
た
の
は
、
實
に
こ
の
や
う
な 

空
氣
の
機
械
的
性
質
の
硏
究
を
ひ
っ
さ
げ
て
で
あ
っ
た
。

そ
し
て 

か
れ
は
す
で
に
右
の
最
初
の
論
文
中
で
、
空
氣
の
彈
カ
性
に
た
い 

し
て
粒
子
論
的
說
明
を
採
用
し
て
ゐ
る
。

ボ
イ
ル
は
い
ふ
。 

「:
:

た
ぶ
ん
、

こ
の
考
は
、

地
球
の
近
く
の
空
氣
を
、

ー
 

剪
の
羊
毛
の
や
う
な
工
合
に
互
に
の
っ
か
か
り
あ
っ
て
ゐ
る 

微
小
物
體
の
堆
積
と
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
ほ
い
く
ぶ 

ん
よ
く
說
明
で
き
る
で
あ
ら
う
。

何
と
な
れ
ば
、(

兩
者
の
他 

の
類
似
點
を
顧
慮
し
な
い
と
し
て
も)

こ
の
羊
毛
は
多
く
の 

細
長
い
柔
軟
な
毛
か
ら
成
っ
て
ゐ
て
、

そ
の
一
本
一
本
は
ち 

や
う
ど
小
さ
な
バ
ネ
の
や
う
に
、

容
易
に
曲
げ
た
り
捲
上
が 

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
尙
且 

バ
ネ
の
や
う
に
自
ら
再
な
の
び
よ
う
と
努
力
し
て
ゐ
る
の
で 

あ

る:
:

」

ポ
イ
ル
は
こ
の
自
說
に
對
置
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
說
明
を
も
敍 

述
す
る
。
、ボ
イ
ル
の
言
葉
を
か
り
て
デ
カ
ル
ト
の
說
を
の
べ
る
と 

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
空
氣
は
、
微

小

に

し

て(

大
部
分
は)

柔

軟

な

粒

子

の 

集
塊
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
ら
の
粒
子
は
、
熱
(

と
く
に
太
陽 

の
熱)

に
よ
っ
て
、

地
球
を
と
り
ま
く
か
の
流
體
狀
の
微
細 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

な

エ
ー
テ
ル
物
體
中
へ
も
ち
あ
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、

さ
ま 

・
ざ
ま
な
大
き
さ
為
よ
び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
形
狀
の
も
の
で
あ 

る
。

そ
し
て
こ
の
粒
子
が
そ
の
中
で
泳
動
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ 

の
天
空
物
質 

c
e
l
e
s
t
i
a
l

 

M
a
f
f
e
r
)

〔
工1

テ
ル
〕
の
た
え
ま 

な
き
攪
亂
に
よ
っ
て
、
非
常
な
旋
囘
運
動
を
さ
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
の
で
、
各
粒
子
は
自
己
の
中
心
を
め
ぐ
っ
て
の
自
身
の
運 

動
に
必
要
な
小
範
圍
へ
、
他
の
す
べ
て
の
粒
子
が
入
り
こ
む 

の
を
、

叩
き
出
そ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」 

し
か
し
ボ
イ
ル
は
こ
の
デ
カ
ル
ト
說

に
は
左
袒
せ
ず
、
右
に
か 

か
げ
た
羊
毛
バ
ネ
說
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
空

氣
(

氣

體)

の
機
械
的
カ
學
的
性

質

に

つ
い
て 

は
、

き
は
め
て
か
ヾ
や
か
し
い
實
驗
を
行
っ
て
、

い
は
ゆ
る.
ボ
イ 

ル
の
法
則
を
樹
立
し
、
今
日
全
世
界
の
知
識
人
に
自
己
の
名
を
ー 

度
は
記
憶
せ
し
め
て
ゐ
る
ボ
イ
ル
が
、

*-
な
じ
空
氣
の
質
的
側
面 

に
た
い
し
て
は
、

い
か
な
る
認
識
を
も
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か?
 

こ
れ
は
科
學
史
家
、

と
く
に
化
學
史
家
に
と
っ
て
は
、

ま
こ
と
に 

興

味

ふ
か
い
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
1

〉L
o
w
r
y
"

 

ibid."  p
・ 

3
2
3

■

上
り
引
用
。

(
2

〉L
o
w
r
y
"

 

ibid-

二
三

3 n
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史
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第
四•

五
號 

さ
て
、

物
質
の
質
的
化
學
的
性
質
は
、

そ
の
物
質
の
關
與
す
る 

化
學
反
應

、
す
な
は
ち
そ
の
も
の
の
質
的
變

化
を
介
せ
ず
し
て
は
、
 

認
識
で
き
な
い
。
空

氣
の
質
的
側
面
卽
ち
そ
の
化
學
的
性
質
と
本 

性
の
認
識
は
、
空
氣
が
參
與
す
る
化
學
反
應
を
通
し
て
の
み
前
進 

し
う
る
。

空
氣
の
參
加
す
る
化
學
反
應
と
い
っ
て
も
、
窒
素
は
不 

活
性
だ
か
ら
、

問
題
は
主
と
し
て
酸
素
に
あ
る
。

し
か
し
て
酸
素 

の
關
與
す
る
化
學
反
應
は
卽
ち
酸

化

現
象
で
あ
つP

、

そ
の
中
で
、
 

化
學
的
認
識
の
發
展
上
か
ら
み
て
最
も
な
重
要
な
も
の
は
、
燃
燒
、
 

暇
燒
、

呼
吸
、
等
の
現
象
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て.
空
氣
が
甯
妙 

側
面
の
認
識
は
、
燃

燒
•

假
慮
•

呼
吸
な
ど
の
硏
究
を
か
い
で
で 

な
け
れ
ば
、
前
進
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
客
觀
的 

自
然
の
合
法
則
性
卽
ち
自
然
自
身
の
論
理
的
構
成
か
ら
み
て
、

必 

然

的
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
旣
述
の
や
う
に
ボ
イ
ル
は
、
金
屬
假
燒
に
際
し
て 

の
空
氣
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
全
く
無
視
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。

し 

た
が
っ
て
か
れ
に
と
っ
て
は
、

こ
の
化
學
的
變
化
に
お
け
る
空
氣 

の
役
割
や
そ
の
質
的
本
性
な
ど
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
必 

然
的
に
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

ボ
イ
ル
は
、
 

燃
燒
と
假
燒
と
が
本
性
上
同

一

の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
、
認

識

し 

て
は
ゐ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
燃
燒

に

お
い
て
は
、

二
四 

空
氣
中
に
浮
游
し
て
ゐ
る
あ
る
物
が
燃
燒
を
支
へ
る
こ
と
を
み
と 

め
て
は
ゐ
る
が
、

そ
の
物
は
空
氣
そ
れ
自
身
と
は
別
な
、

い
はE
 

空
氣
中
の
不
純
物
と
い
ふ
風
に
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

白

鐵

鑛

(
m
a
r
c
a
s
i
t
e

ゝF
e
s
」

が
空
氣
中
で
風
化
し
て
礬
性
の 

も

の
(

卽
ち
硫
酸
鐵)

に
な
る
と
い
ふ
事
實
や
、

ま
た
た
と
へ
ば 

空
氣
中
に
拒
け
る
金
屬
の
銹
化
現
象
、

と
い
ふ
や
う
な
空
氣
の
酸 

化
作
用
を
も
、

ボ
イ
ル
は
空
氣
の
本
質
的
部
分
の
作
用
と
は
せ
ず 

に
、

多
か
れ
少
な
か
れ
偶
然
的
な
外
來
の(

い
ひ
か
へ
る
と
空
氣 

そ
の
も
の
と
は
別
な)

粒
子
の
作
用
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

か
く
し
て
ボ
イ
ル
に
と
っ
て
は
、
燃
燒
に
お
い
て
も
、
暇
燒
に 

お
い
て
も
、
空
氣
そ
の
も
の
は
不
變
で
あ
っ
た
。
變
化
は
た
か
だ 

か
空
氣
中
の
不
純
物
に
つ
い
て
起
る
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

(1) 

ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
以
前
の
化
學
者
た
ち
が
燃
燒
現
象
に
特
に
注
意
し 

た
の
は
、
こ
の
現
象
の
日
常
的
卑
近
性•

日
常
的
重
要
性•

現
象
の 

顯
著
性
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
の
注
意
を
自
然
の 

論
理
的
構
成
に
强
ひ
ら
れ
た
結
果
と
見
な
す
の
は
、
そ
れ
を
技
術
的 

耍
求
に
上
る
も
の
と
見
な
す
の
と
同
程
度
に
、
目
的
論
的
で
あ
る
。

(2) 

ボ
イ
ル
は
呼
吸
現
象
に
は
こ
れ
と
い
ふ
ほ
ど
の
關
心
を
も
た
な
か 

っ
た
ら
し
い
。
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h
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も
ち
ろ
ん
、

ボ
イ
ル
は
自
己
の
論
文
め
各
所
で
、
大
氣
は
複
雜 

な
混
合
物
で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
？

わ
れ
わ
れ
が
先
に
引
用
し 

た
か
れ
の
言
葉
の
中
に
も
そ
の
例

が

あ

っ

た

が(

一
四
頁
參

照)

、
 

こ
ゝ
で
は
と
く
に
か
れ
の
死
の
翌
年
に
出
版
さ

れ

た

論

著M
e
,

 

m
o
i
r
s

 

f
o
r

 

a

 

G
e
n
e
r
a
l

 H
i
s

g-r
y

 

o
f

 

f
h
e

 A
i
r

 (
1
6
9
2
)

中
か
ら
、
 

空
氣
の
組
成
に
關
す
る
か
れ
の
最
も
明
確
な
表
現
を
引
用
し
よ
う
。 

こ
れ
は
ボ
イ
ル
が
死
の
直
前
ま
で
い
だ
い
て
ゐ
た
見
解
を
示
す
も 

の
と
し
て
、
特
別
の
興
味
に
値
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
私
は
、
大
氣
の
空
氣
は
三
種
の
粒
子
か
ら
成
る
も
の
と
推 

測
す
る
。

第
一
の
粒
子
は
、
蒸
氣
ま
た
は
乾
い
た
蒸
發
氣
の 

形
で
、

地
上!

1

水
、
鑛

物
、
植
物
、
動
物
な
ど!

!

か
ら
立 

昇

る

と
こ
ろ
の
無
數
の
粒
子
で
、

一
言
で
い
へ
ば
、

天
熱
ま 

・
た
は
地
熱
に
よ
っ
て
上
昇
し
て
大
氣
中
へ
擴
散
し
こ
む
あ
ら 

ゆ
る
物
質
で
あ
る
。
第
二
の
も
の
は
、
も
っ
と
捕
捉
し
が
た 

い
も
の
で
、

き
は
め
て
微
細
な
原
子
か
ら
成
っ
て
ゐ
る-
-

 

卽
ち
地
球
の
磁
氣
的

流

出

物(
m
a
g
n

s-icaLe

tt
s-v

i
u
m

)

で
、
 

そ
れ
に
は
、

天
空
の
發
光
體
か
ら
發
出
さ
れ
そ
の
衝
擊
に
よ 

っ
て
吾
々
に
光
の
觀
念
を
生
ぜ
し
め
る
と
こ
ろ
の
無
數
の
粒 

子
も
伴
っ
て
ゐ
る
。
第
三
種
は
大
氣
の
空
氣
の
特
徵
的
な
、
 

し
か
も
本
質
的
な
も
の
、
す
な
は
ち
永
久
に
彈
性
的
な
部
分 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

康)

で
あ
る
。
」

こ
の
言
葉
か
ら
明
か
な
や
う
に
、

ボ
イ
ル
は
大
氣
を
複
雜
な
組 

成
の
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
本
質
的
な
部
分
、

永
久
に 

彈
性
的
な
部
分
、

即
ち
氣
體
部
分
は
第
三
部
分
の
み
で
あ
っ
て
、
 

こ
れ
こ
そ
が
眞
の
不
變
の
空
氣
で
茜

る
、

と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

第
一
の
部
分
は
い
ろ
い
ろ
な
蒸
散
物
で
、

文
字
ど
ほ
り
の
不
純
物 

で
あ
る
。

ボ
イ
ル
は
、
燃
燒
を
支
へ
る
硝
石
樣
の
或
る
物
を' 

こ 

の
第
一
種
の
粒
子
の
一
つ
と
考
へ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
第
二
部
分
は 

デ
カ
ル
ト
的
な
エ
ー
テ
ル
樣
粒
子
で
あ
る
。

も
の
や
う
に
ボ
イ
ル
は
、
燃

燒

を

支

へ

る

と

い

ふ

風

な

性

質 

(

卽
ち
化
學

的
性
質)

は
空
氣
そ
の
も
の
か
ら
は
取
り
さ
っ
て
こ 

れ
を
不
純
物
の
存
在
に
歸
し
、
空
氣
の
本
質
的
屬
性
と
し
て
は
あ 

く
ま
で
永
久
に
不
變

な

彈

カ

性(

卽
ち
機
械
的
性
質)

の
み
を
殘 

そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
見
地
は
次
の
ご
と
き
ボ
イ
ル
の
言 

葉
に
も
は
っ
き
り
と
現
は
れ
て
ゐ
る
。

「
空
氣
に
歸

せ
し
め
ら
れ
る
各
種
の
諸
性
質
は
偶
然
的
の
も 

の
で
あ
っ
て
、

空
氣
そ
の
も
の
に
本
質
的
に
所
屬
す
る
も
の 

で
は
な
い
と
思
ふ
故
、

私
は
、

永
續

的
な 

彈 

性

ま

た

は 

(
1
)

R
a
m
s
a
y
:

 

ibid.9  p

 

ー
ー

•

よ
り
引
用
。

二
五
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彈
カ
性
く
ら
ゐ
、

空
氣
の
特
性
で
も
あ
り
、

且
つ
ま
た
そ
れ 

を
他
か
ら
識
別
す
る
の
に
も
適
す
る
と
思
は
れ
る
屬
性
は
、
 

一
っ
と
し
て
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
以
後
私 

は
、

こ
の
性
質
を
主
要
な
規
範
と
す
る
で
あ
ら
う
。
」 

彈
カ
性
の
み
を
空
氣
の
主
要
な
屬
性
と
し
、
他
の
諸
性
質
は
空 

氣
そ
の
も
の
か
ら
は
切
り
は
な
し
て
し
ま
ふ
と
こ
ろ
の
、

こ
の
や 

う
な
思
惟
方
法
を
も
っ
て
し
て
は
、
空
氣
の
質
的
側
面
の
認
識
や
、
 

空
氣
と
は
質
的
に
異
る
諸
氣
體
の
存
在
の
認
識
な
ど
は
、

到
底
獲 

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ポ
イ
ル
に
お
け
る
空
氣
の
質
的
認
識 

の
貧
困
は
、
決
し
て
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、

方
法
に
よ 

る
必
然
的
制
約
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ほ
ま
た
ボ
イ
ル
は
、
後

輩

の

ジ3

ン•

メ
イ
オ
ウ
が
一
六
七 

四
年
に
發
表
し
た
論
著(
T
r
a

s-
s-u
s
 q

u
i
n
q
u
e

 

m
e
d
i
c
o
’p
h
y
s
i
c
i
)  

-

に
よ
っ
て
メ
イ
オ
ウ
の 

實
驗
と
硝
空
氣
精 
(s

p
i
r
i
b
u
s

s.fro,a

?: 
r
e
u
s
)

の
こ
と
を
知
悉
し
て
ゐ
た
が
、

こ
れ
に
賛
成
は
し
な
か
っ 

た
。
む
し
ろ
、

メ
イ
オ
ウ
の
見
解
を
無
視
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
，お
。 

メ
イ
オ
ウ
の
硏
究
が
化
學
界
か
ら
無
視
さ
れ
る
運
命
に
陷
つ
た
こ 

と
の
一
因
は
、
當
時
す
で
に
化
學
の
最
高
權
威
と
さ
れ
て
ゐ
た
ボ 

イ
ル
の
こ
の
態
度
に
も
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

だ
が
、

、ボ
イ
ル 

の
こ
の
態
度
自
身
が
實
は
當
時
の
支
配
的
思
惟
方
法
に
も
と
づ
く

二
六 

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

メ
イ
オ
ウ
の
硏
究
は
、
當
時
の
思
惟
傾 

向
か
ら
み
て
、
無
視
さ
る
べ
き
必
然
性
の
も
と
に
お
か
れ
て
ゐ
た

〇
〉

と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
。

さ
て
、
空
氣
に
つ
い
て
は
こ
れ
位
に
し
て
、

次
に
ボ
イ
ル
が
他 

の
諸
氣
體
に
た
い
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
を
、

か
ん
た 

ん
に
檢
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ガ

スg
a
s

な
る
語
の
創
始
者
フ
ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
が
、
炭
酸 

ガ
ス
を
空
氣
と
は
別
な
獨
立
の
一
氣
體
と
み
と
め
て
、

こ
れ
を
ガ 

ス•

シ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ル 

(
g
a
s

 

S
y
l
v
e
s
t
e
r
"

「
野
生
の
ガ
ス
」

又
は 

「
制
御
し
に
く
い
ガ
ス
」)

と
名
付
け
た
こ
と
は
、
化
學
史
上
で
も 

有
名
な
事
柄
で
あ
る
。
ボ
イ
ル
は

一

六

八

二

年

にA

 c
o
l
a
n
u
a
,

 

hon

 of  New

 Experim
ents  Physlco-M

eeham
cal-  touching  

the  Spring

 and  W
eighf  of  Air-  and  their  Effeas,  The  

S
e
c
o
n
d

 P
a
r
チ

な

る

論

文

中

で

、

ビ
ー
ル
、
醱

酵

中

の

パ

ン

・
 

肉
•

果
實
・
野
菜
、

珊
瑚
に
醋
酸
を
加
へ
た
も
の
、

な
ど
か
ら
發 

生
す
る
氣
體(

好

欽

霧

合)

に

「
人
工
空
氣
」(

F
a
c
t
i
t
i
o
u
s

 

A
h
)

(1) 
T
a
y
l
o
r

二b
i
d
:
p
・

(

テ
イ
ラ
ー
は
ボ
イ•
ル
の
こ
の
文
章
を 

ど
の
著
書
か
ら
引
用
し
た
か
を
述
べ
て
ゐ
な
い)

。

(2) 

な
ほ
ま
た
メ
イ
オ
ウ
自
身
の
見
解
が
い
か
に
當
時
の
思
惟
方
法
に 

よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
ゐ
た
か
は
、
他
日
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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と
い
ふ
名
を
あ
た
へ
て
、

そ
れ
が
動
物
に
毒
で
あ
り
火
に
有
害
で 

あ
る
こ
と
を
觀
察
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
獨

立

の

一
ガ
ス
と
は 

み
と
め
な
か
っ
た
。

か
れ
は
こ
の
人
工
空
氣
を
、
空
氣
の
單
な
る 

二
變
種
と
考
へ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

卽
ち
か
れ
は
、
氣
體
の
氣 

體
性
、

い
ひ
か
へ
る
と
物
質
の
運

動

狀

態(

物
理
的
な
る
も
の)

、 

の
み
に
注
目
し
て
、

そ
の
質
的
側
面
に
は
ほ
と
ん
ど
關

心
を
も
た 

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
ボ
イ
ル
は
、

鐵
に
鹽
酸
を
作
用
さ
せ
る
と
可
燃
性
の
氣
體 

(
f
u
m
e
)

 

が

生
ず

る
こ

と

を

見

出

し

た 
(
N
e
w

 E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s

 

s-u
c
h
i
n
g

 

f
h
e

 

R
e
l
a
f

s-n

 

b
e
t
w
i
x
b

 F
l
a
m
e
 a

n
d

 

A
i
l
-

ゝ16
72

)

け 

れ
ど
も
、

こ

のf
u
m
e

 
(

水

素)

を

も

獨
立
の
一
ガ
ス
と
は
み
と 

め
な
か
っ
た
。

「
こ
の
氣
體
が
悉
く
鐵
の
揮
發
性
硫
黃
よ
り
成
る 

か
、

そ
れ
と
も
硫
黃
性
の
金
屬
的

蒸

氣(
m

s-a
l
l
i
n
e  s

t
e
a
m
)

よ 

り
成
る
か
、

に
つ
い
て
は
こ
ゝ
で
論
ず
る
必
要
は
な
い
」
と
言
っ 

て
は
ゐ
る
が
、

明
か
に
、ボ
イ
ル
は
こ
の
二
つ
の
見
解
の
何
れ
か
に 

組
し
て

ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

〔
こ
の
可
燃
性
氣

體

を

獨

立

の

一
ガ 

ス
と
し
て
認
識
し
た
學
者•

し
た
が
っ
て
水
素
の
發
見
者
は
、
約 

百
年
後
の
カ
ヴ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ(
H

・ca
v
e
n
d
i
s
h
、
1
7
6
6
)

 

で
あ
っ 

た
。
〕

こ
の
や
う
に
ボ
イ
ル
は
、
質
的
に
異

る

ガ
ス
に
つ
い
て
實
驗
を 

ボ
イ
ル
の
自
衆
觀
抒
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

し
て
を
り
な
が
ら
も
、
諸
ガ
ス
の
質
的
多
樣
性
、
質
的
に
異
る
ガ 

ス
の
存
在
、
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
れ
は
こ
の 

點

で

フ

ァ

ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
よ
り
も
退
步
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
空 

氣
の
場
合
と
全
く
同
樣
で
あ
っ
て
、

か
れ
の
思
惟
方
法(

自
然
觀) 

か
ら
み
て
、

必
然
的
な
歸
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、

ポ
イ
ル
が
氣
體
の
質
的
認
識
の
進
步
に
た 

い
し
て
、

つ
ぎ
の
一
點
で
一
つ
の
寄
與
を
左
し
た
こ
・
と
を
、
見
落 

し
て
は
な
ら
な
い
。
卽
ち
、

フ

ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
は
ガ
ス
を
容 

器
內
に
捕
集
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
 

ボ
イ
ル
は
そ
れ
が
捕
集
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ 

れ
は
、
稀
硫
酸
を
み
た
し
た
壤
に
鐵
の
針
を
い
れ
、

そ
れ
を
同
じ 

液
を
盛
っ
た
水
盤
の
中
に
倒
立
す
る
と
い
ふ
方
法
で
あ
っ
た
。
す 

る
と

「
こ
の
空
氣
〔
水
素
〕
は
そ
の
彈
カ
性
に
よ
っ
て
液
が
も
と
の

(1) 

M
c
K
i
e
"

 

i
b
i
d
:  p

-
8
0
-
8
L

(2) 

こ
の
事
實
の
發
見
の
優
先
權
がB

o
y
l
e

に
あ
る
か
、
そ
れ
と
も 

T
u
r
q
u

s-d
e

 

M
a
y
e
r
n
e

 

に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、S

S-.
ーー

m
a
n

 

〔i
bi
d,  

P
.  3

5
7
,
3
6
3J

が
か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
あ
る
。

(
3
)
 s

a
l
m
a
n

 

(ibid.
”  

P
.  

3
63

)

や M
c
K
i
e

 

(
i
b
i
d
.
"  

p
.  8

3
)

も
そ 

の
や
う
に
見
て
ゐ
る
。
因
み
に
、
可
燃
性
で
あ
る
か
ら
と
て
硫
黃
性 

の
も
の
と
考
へ
る
の
は
、
明
か
に
三
原
質
說
的
で
あ
っ
て
、
「懷
疑
的 

化
學
者
」
出
版
後
十
一
年
目
に
、
ポ
イ
ル
が
こ
の
や
う
な
三
原
質
說 

的
な
考
へ
方
を
し
て
ゐ
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

, 

二
七

3【5



科

學

史

硏

究

・

第
四•

五
號 

位
置
を
と
る
の
を
妨
げ
得
る
か
ら
、

ガ
ラ
ス
器
の
腔
內
は
こ
の
空

ノ(1)

氣
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
」

の
で
あ
っ
た 

(
N
e
w

 E
x
p
e
r
i
m
e
n
f
s

 

p
h
ys

lc
o
,M

e
c
h
a
n
lc

a
l  

to
u
c
h
in

g

 

1;h
e  

S
p
rin

g

 

o
f  

fh
e

 

A
ir-

 

1
6
6
0
)
。  

そ
し
て
か
れ
は
、

こ
の
や
う
に
し
て
捕
集
し
た
ガ
ス
が
、
 

そ
の
機
械
的
性
質
卽
ち
彈
性
に
お
い
て
、
空
氣
に
類
似
し
て
ゐ
る 

こ
と
を
み
と
め
て
ゐ
る
。

こ
の
ガ
ス
捕
集
法
は
、
氣
體
の
こ
の
や 

う
な
機
械
的
性
質
卽
ち
彈
カ
性
を
利
用
し
て
、
倒
立
ガ
ラ
ス
器
內 

の
水
と
ガ
ス
と
を
機
械
的
に
置
換
せ
し
め
る
方
法
な
の
で
あ
る
が
、
 

こ
の
方
法
が
、
氣
體
の
機
械
的
性
質
に
極
端
な
重
要
性
を
附
與
し 

た
、
氣
體
法
則
の
發
見
者
ボ
イ
ル
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
 

一
つ
の
必
然
性
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

か
く
し
・
て
、
諸
ガ 

ス
の
質
的
側
面
の
認
識
を
執
拗
に
拒
否
し
た
ボ
イ
ル
が
、

ガ
ス
の 

質
的
認
識
の
發
展
に
不
可
缺
だ
っ
た
一
つ
の
實
驗
方
法
—

十
ア 

世
紀
後
半
の
氣
體
化
學
の
勃
興
に
お
い
て
大
い
に
有
用
だ
っ
た
水 

上
置
換
捕
集
法!

!

の
端
緖
を
ひ
ら
い
た
わ
け
で
あ
る
。 

ひ
る
が
へ
っ
て
思
ふ
に
、

こ
れ
は
ま
た
一
種
の
必
然
的
徑
路
だ 

っ
た
の
で
あ
っ
て
、

ガ
ス
體
の
質
的
認
識
は
、

そ
の
機
械
的
力
學 

的
性
質
の
認
識
の
確
立
を
媒
介
と
せ
ず
し
て
は
、

眞
の
展
開
を
み 

る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

二
八 

六
そ
の
他
の
化
學
的
業
績 

以
上
で
觸
れ
た
以
外
に
も
、

ボ
イ
ル
の
化
學
上
の
仕
事
は
多

 々

あ
る
が
、
普
通
の
化
學
史
書
中
で
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
主
な
る
も
の 

は
、
酸
拒
よ
び
ア
ル
カ
リ
に
つ
い
て
の
硏
究
、
燐
の
製
法
の
獨
立 

發
見
と
そ
の
性
質
の
硏
究
、

定
性
分
析
上
の
諸
事
項
、

な
ど
で
あ 

ら
う
。

酸
お
よ
び
ア
ル
另
リ
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
に 

つ
い
て
は
、

ボ
イ
ル
以
前
お
よ
び
同
時
代
の
他
の
化
學
者
た
ち
も
、
 

と

く

に

フ

ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
、

シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
、

タ
ケ
ニ
ウ
ス
、
 

等
が
、

ふ
か
い
關
心
を
も
っ
た
。

ア
ル
カ
リ
、こ
い
ふ
名
前
は
元
來 

K

巳i

と
い
ふ
名
の
植
物
か
ら
出
た
も
の
で
、

こ
の
植
物
の
灰
か 

ら
浸
出
濾
過
し
て
つ
く
っ
た
鹽
がK
O
O
3

お

よ

びN

好C
0
3

で 

あ
っ
た
。

こ
れ
が
酸
に
よ
っ
て
泡
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
、

泡
起
が
酸 

と
ア
ル
カ
リ
の
反
應
の
特
性
で
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
や 

う
に
な
っ
た
。

シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス 

(
S
y
l
v
i
u
s

 d
e
一e  

B
o

少 

1
6
1
4
-

 

1
6
72

)

は
そ
の
や
う
に
明
言
し
て

ゐ
る(

一
六
五
九
年)

。

(1) 

p
a
r
t

s-g

s-IU
 

i
b
i
d

し p

・
 

7
2  

よ
り
引
用
。

(
2
)
 

A
1

 

は
い
ふ
ま
で
も
な
く
ア
ラ
ビ
ア
を
意
味
す
る
接
頭
語
。

(
3
)
 

s
t
i
i
l
-
m
a
m

 

i
b
i
r

p

・
 4

0
1

•

316



ボ
イ
ル
は 

R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s  

u
p
o
n

 

f
h
e

 

H
y
p
o
t
h
e
s
e
s

 o
f

 A
l
k
a
l
i

 

a
n
d

 
A

s.d
u
m
 

(
1
6
7
6
)

と

い

ふ
論
文
の
な
か
で
、
酸
お
よ
び
ア
ル 

カ
リ
に
つ
い
て
の
在
來
の
諸
見
解
に
批
判
を
加
へ
て
ゐ
る
。

た
と 

へ
ば
、
發
熱
と
泡
起
と
を
も

っ
て
酸
と
ア
ル
カ
リ
と
の
反
應
の
證 

據
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
確
實
な
目
印
し
で
は
な 

い
と
し
、

次
の
ご
と
く
言
っ
て
ゐ
る
。

「:
:

事
實
、

そ
れ
ら
の
現
象
は
、

化
學
者
た
ち
が
ま
っ
た 

く

注

意

を

は

ら

は

な

い

で

ゐ

る

と

こ

ろ

の

、
特
殊
な
組
織 

(
c
o
n
t
e
j
d
u
l
.
e
s
)

な
ら
び
に
そ
の
他
の
機
械
的
影
響
に
依
存
す 

る
も
の
な
の
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、

一
物
體
の
微
小
な
諸 

部
分
を
さ
ま
ざ
ま
に
且
つ
激
し
く
攪
亂

せ
し
め
る
の
に
適
す 

る
も
の
は
、
何
に
よ
ら
ず
、

そ
の
物
體
の.
中
に
熱
を
發
生
せ

(1) 

し
め
る
か
ら
で
あ
る:
:

」 

ま
た
か
れ
は
、

あ
ら
ゆ
る
物
體
の
中
に
酸
性
部
分
と
ア
ル
カ
リ 

性
部
分
と
が
存
在
す
る
と
い
ふ
シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
流
の
見
解
に
た
い 

し
て
は
、

つ
ぎ
の
や
う
な
興
味
ふ
か
い
反
駁
を
の
べ
て
ゐ
る
。 

「
も
し
も
人
が
、
汞 

和 

に
お
い
て
は
水
銀
が
金
を
と
か 

す
と
主
張
し
よ
う
も
の
な
ら
、

そ
の
人
は
、

か

れ

ら

〔
卽
ち 

シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
派
〕

の
學
說

に
よ
っ
て
、
水
銀
は
あ
る
神
祕 

な
酸
を
ふ
く
ん
で
ゐ
て
、

そ
の
た
め
に
溶
解
が
行
は
れ
る
の. 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
箍
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

だ
、

と
言
は
れ
る
の
を
覺
悟
す
べ
き
で
あ
る
。

だ

が

〔
實
際 

は
〕
水
銀
は
、

金
に
お
い
て
遭
遇
す
る
と
こ
ろ
の
孔
の
な
か 

へ
は
入
り
こ
む
の
に
丁
度
適
し
て
は
ゐ
る
が
、
自
然
が
そ
れ 

に
適
合
す
る
や
う
に
作
ら
な
か
っ
た
鐵
の
孔
に
は
容
易
に
入 

り
こ
め
な
い
や
う
な
形̂

よ
び
大
き
さ
の
粒
子
を
も
っ
て
ゐ 

る

と

い

ふ

〔說
明
の
〕
方
が
、

は
る
か
に
あ
り
そ
う
な
こ
と 

と
患
は
れ
る
の
で
あ
る
。
:
:

」

ボ

イ

ル
自
身
が
酸
お
よ
び
ア
ル
カ
リ
を
ど
の
や
う
に
規
定
づ
け 

る
か
は
、

は
っ
き
り
述
べ
て
は
ゐ
な
い
が
、

し
か
し
か
れ
が
、
他 

の
あ
ら
ゆ
ゝ
る
化
學
現
象K

た
い
し
て
と
同
樣
に
、

こ
ゝ
で
も
ま
た 

粒
子
論

的
見
地
か
ら
の
規
定
づ
け
艺
心
中
に
描
い
て
ゐ
た
こ
と
は
、
 

右
に
引
用
し
た
彼
の
言
葉
か
ら
み
て
も
、

容
易
に
推
測
し
う
る
で 

あ
ら
う
。

ボ
イ
ル
が
明
確
に
口
外
し
な
か
っ
た
こ
の
規
定
づ
け
を
、

ベ
ル 

ト

ラ

ン(M

・Be
r
h
n
n
d
)

は
一
六
ハ
三
年
に 

公
刊
し
た 

酸
お
よ 

び
ア
ル
カ
リ
に
つ

い
て

の

著

書 

R
m
f
i
e
c

ナic
m
s

 

n
o
u
v
e
1
1e
s  

s
u
r

 

l
p
c
i
d
e

 

e
t  s

u
r

 
=

巴 c
a
l
i  (

L
y
o
m

 

16
8
3
)

の
な
か
で
、

き
は
め
て 

明
瞭
に
の
べ
た
。

こ
の
見
解
は
■+
七
世
紀
後
半
の
考
へ
方
を
典
型

(1) 

S
fi
ll
ma
n:  

i
b
i
d
.
y  p

・
 4

0
3

•

よ
り
引
用
。

(
2
)
 s

s
l
m
a
m

 

i
b
i
d •

よ
り
引
用
。

ニ
九
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史
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四•

五
號 

的
に
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

少
し
長
い
が
こ\

に
引
用
し
て
お 

こ
う
。

ベ
ル
ト
ラ
ン
は
ま
づ
シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
流
の
規
定
づ
け
を
反 

駁
し
た
の
ち
に
、

次
の
ご
と
く
い
ふ
の
で
あ
る
。

「
私
は
、
酸
は
き
は
め
て
微
細
精
緻
な
針
に
似
た
、

微
小
堅 

固
で

且

つ

尖

っ

た

粒

子

か
ら

成

る

液

體
で

あ

る
と

思
ふ

。 

こ
の
見
解
は
、
酸
の
行
ひ
う
る
あ
ら
ゆ
る
作
用
に
ぴ
っ
た
り 

と
あ
て
は
ま
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
れ
が
舌
に
觸
れ
た
場
合 

に
は
、

そ
の
や
う
な
形
の
粒
子
の
た
め
に
、
刺
戟
感
を
起
さ 

し
め
、
，
ま

た

そ

れ

〔
粒
子
〕
が
あ
る
種
の.
物
體
と
混
じ
た
と 

き
そ
の
中
へ
貫
入
し
て
行
っ
て
、

そ
の
物
體
の
粒
子
を
は
げ 

し
く
攪
亂
す
る
や
う
な
場
合
に
は
、

泡
起
を
惹
起
せ
し
め
る 

の
に
適
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
酸
は
こ
れ
ら
の
物
體
の
あ 

る
も
の
に
た
い
し
て
は
、

そ
の
孔
に
貫
入
し
て
そ
の
組
織
を 

攪
亂
破
壞
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
溶
解
し
、

ま
た 

他
の
も
の
に
た
い
し
て
は
、
た
と
へ
ば
ミ
ル
ク
に
た
い
し
て 

の
場
合
の
や
う
に
、

そ
の
分
枝
狀
な
ら
び
に
不
規
則
な
形
狀 

の
粒
子
と
も
つ
れ
#>
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
凝
固
せ
し 

め
る
。

な
ほ
ま
た
、
酸
類
は
、

そ
れ
ら
の
粒
子
が
異
る
大
き 

さ
と
、
細
か
さ
の
程
度
の
ち
が
ふ
尖
端
と
を
有
し
て
ゐ
て
、
 

す
べ
て
一
樣
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
し
て
、

そ
れ
ら
が
あ
ら

三
〇 

ゆ
る
種
類
の
物
體
を
無
差
別
に
溶
解
す
べ
き
で
は
な
く
し
て 

そ

の

孔

が

そ

の

〔
酸
粒
子
の
〕

形
に
適
合
し
て
を
り
、

そ
の 

組

織

が

そ

れ

ら

〔
酸
粒
子
〕

の
力
と
活
動
と
に
抵
抗
し
え
な 

い
や
う
な
物
體
の
み
を
溶
解
し
う
る
こ
と
は
、
當
然
の
こ
と 

で
あ
る
。

そ
れ
故
、

銀
を
と
か
す
强
水 

(
a
q
u
a

 
f
o

s-i
s
-

硝 

酸
)

も
金
を
と
か
し
得
ず
、
蒸
溜
し
た
酢
は
鉛
を
と
か
す
の 

に
水
銀
に
は
作
用
し
な
い' 

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
る
の 

で
あ
る
。

之
に
反
し
て
、

ア
ル
カ
リ
は
、

そ
の
粒
子
の
結
合
箇
所
の 

.
間
に
い
ろ
い
ろ
な
構
造
の
孔
を
も
っ
て
ゐ
る
や
う
な
、

土
狀 

の
固
體
物
體
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
が
た
め
に
、
そ
れ 

は
酸
に
と
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
酸
に
よ
っ
て
泡 

立

っ

て

そ

の

〔
酸
粒
子
の
〕
尖
端
を
鈍
く
す
る
の
で
あ
り
、
 

布
を
淸
め
た
り
、

そ
し
て
ま
た
經
驗
に
敎
へ
ら
れ
て
吾
人
が 

み
と
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
、

そ
の
他
の
ア
ル
カ
リ
と
し
て
の 

作
用
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
ア
ル
カ
リ
が
こ
れ 

ら
の
こ
と
を
行
ひ
う
る
の
は
、

ひ
と
へ
，に
こ
の
特
殊
な
組
織 

構
造
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
」

(
l
)
s
i
u
m
a
n

“
 
&

31.-

*?40--402

・
よ
り
引
用
。
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ベ
ル
ト
ラ
ン
の
こ
の
說
明
は
實
に
明
晰
き
は
ま
る
も
の
で
あ
っ 

て
、

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
神
祕
主
義
的
ア-
ー
ミ
ズ
ム
的
に
解
釋 

さ
れ
て
き
た
化
學
現
象
を
、

ま
っ
た
く
機
械
的
カ
學
的
合
理
的
し 

か
も
包
括
的
に
、
說
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
ゝ
る
說
明
を
生 

ん
だ
の
が
マ
ー
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
思
惟
で
あ
り
、

そ
し
て
ま
た
、 

か
ゝ
る
說
明
を
最
も
喜
び
む
か
へ
た
の
が
、

マ
ー
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ 

ア
的
世
界
觀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

燐
を
發
見
し
た
の
は
、

ハ
ム
ブ
ル
ク
の
鍊
金
家
ブ
ラ
ン
ト(

H
,

 

B
r
a
n
d
)

で

あ

っ

た(

一
六
六
九
年)

。
ボ
イ
ル
は
、
ブ
ラ
ン
卜
か 

ら
製
法
の
祕
密
を
ゆ
づ
り
う
け
た
ク
ラ
フ
ト(J

・D

・:K
r
a
f
a
)

と 

い
ふ
人
物
か
ら
、

そ

れ

が

「
人
間
の
身
體
に
屬
す
る
あ
る
も
の
」 

か
ら
作
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
け
を
閒
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
實
驗 

を
行
っ
た
の
ち
、

一
六
ハ
〇
年
九
月
三
十
日
に
、

尿
の
蒸
溜
殘
渣 

を
約
三
倍
量
の
細
砂
と
い
っ
し
ょ
に
數
時
間
高
溫
に
加
熱
し
て
蒸 

溜
し
、
溜
出
す
る
燐
を
水
中
に
あ
つ
め
と
る
と
い
ふ
製
法
に
到
達 

し
た
。

し
た
が
っ
て
か
れ
は
燐
の
獨
立
の
發
見
者
と
さ
れ
て
ゐ
る 

が
、

し
か
し
す
で
に
作
ら
れ
た
燐
を
目
擊
し
た
上
で
つ
く
っ
た
の 

だ
か
ら
、

獨
立
の
發
見
者
と
い
ふ
の
は
少
し
言.
ひ
す
ぎ
で
は
な
い 

か
と
思
は
れ
る
。
獨
立
の
製
法
發
見
者
と
で
も
い
ふ
べ
き
で
あ
ら 

う
。

そ
し
て
燐
の
發
見
は
、

や
は
り
プ
ラ
ン
ト
に
歸
し
て
お
く
べ 

ポ
イ
ル
の
自
然
觀
扭
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

き
で
あ
ら
う
。

ボ
イ
ル
は
か
く
し
て
得
た
燐
の
諸
性
質
に
つ
い
て
、

十
七
世
紀 

の
他
の
い
か
な
る
學
者
よ
り
も
詳
細
に
硏
究
し.(

た
と
へ
ば
、
燐 

に
長
時
間
觸
れ
て
ゐ
た
空
氣
は
異
臭
を
も
っ
や
う
に
な
る
こ
と
—— 

—

オ
ゾ
シ
の
發
生
に
よ
る
——

な
ど
を
も
見
出
し
て 

ゐ
る)

、

そ 

の
結
果
を 

N
e
w

 

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s

 

a
n
d

 

o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s

 

m
a
d
e

 

u
p
o
n

 

f
h
e

 

I
c
y

 N
o
a
i
l
u
c
a

 

(
1
6
8
1
1
8
2
)

な
る
論
文
中
で
發
表
し 

た
。

そ
の
中
で
ボ
イ
ル
は
、

ガ
ラ
ス
管
中
に
密
封
し
た
黃
燐
の
燐 

光
が
だ
ん
だ
ん
消
失
し
て
ゆ
く
こ
と
に
注
意
し
、
「
空
氣
中
に
は 

燐
の
蒸
氣
に
よ
っ
て
捕
食
さ
れ
ま
た
は
無
效
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

(1) 

燐
の
發
見
に
關
す
る
興
味
ふ
が
い
物
語
に
つ
い
て
は
、M

・
 

w
e
e
k
s
"

 

T
h
e

 D
i
s
c
o
v
e
r
y

 

o
f  

6h
e

 

E
l
e
m
e
n

g-(
1
9
3
5
)
"  

p

・
 

1
4
1

s
a
 p

・34
5
,
3
5
3
,

を
見
よ
。
こ
の
書
を
抄
譯
し
た
齋
藤
時
夫. 

氏

の

「
元
素
の
發
見
史
」

は
右
のp

1
4
-
1
9

の
み
に
依
存
し
、
そ 

の
修
正
た
るリ

 3
4
5
—3

5
3

を
無
jBS
し
て
ゐ
る
の
で
、
正
し
い
記
述 

と
は
B-
へ
な
い
。

(
2
)
 

一
六
ハ〇

年
九
月
三
十
日
に
燐
の
製
造
に
成
功
し
た
ボ
イ
ル
は
、
 

そ
の
二
週
間
後
に
製
法
の
處
方
書
を
王
立
協
會(

R
o
y
a
l

 

s
o
c
i
e
t
y
)

 

へ
依
託
し
た
が
、
か
れ
の
死
後
ま
で
そ
れ
は
發
表
さ
れ
な
か
っ
た
と 

い
ふ
。
こ
れ
は
恐
ち
く
ボ
イ
ル
の
意
志K

a

づ
く
も
の
と
思
は
れ 

る
が
、
か
れ
が.
フ
ラ
ン
ト
流
の
錬
金
家
と
同
樣
に
、
そ
の
製
法
の
公 

開
を
躊
躇
し
た
の
ほ
、
理
由
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
殘
念
な
こ
と
で
あ 

る
。

三
一
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何
ら
か
の
生
命
物
質 

(some

 

v
i
t
a
l  

s
u
b
s
t
a
n
c
e
)

 

が
あ
る
」
と
い 

っ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
旣
述
の
彼
の
空
氣
觀
と
全
く
お
な
じ
で
あ 

る
。ボ

イ
ル
は
そ
の
た
く
さ
ん
の
著
作
の
な
か
で
、
定
性
分
析
に
關 

係
あ
る
各
種
の
化
學
反
應
を
の
べ
て
ゐ
る
。
濕
式
法
に
よ
る
諸
反 

應

、

た
と
へ
ば
、

鹽
化
物
溶
液
か
ら
の
鹽
化
銀
の
沈
澱
、
硫
酸
鹽 

溶
液
か
ら
の
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
澱
、
酸
性
ま
た
は
ア
ル
カ
リ 

性
の
檢
出
に
植
物
色
素
を
用
ふ
る
こ
と
、

な
ど
に
つ
い
て
も
の
べ 

て
ゐ
る
。

そ
し
て
か
れ
は
し
ば
し
ば
定
性
分
析
法
確
立
者
の
一
人 

と
呼
稱
さ
れ
て
ゐ
る
。

だ
が
、

こ
れ
ら
の
知
識
の
大
部
分
は
、

か 

れ
の
發
見
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ 

た
も
の
で
あ
る
。
學
問
と
し
て
の
化
學
の
主
要
な
發
展
の
筋
道
に 

と
っ
て
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
些
細
な
、

こ
の
種
の
個
々
の
化 

學
的
變
化
の
發
見
に
つ
い
て
は
、

な
ほ
詳
細
な
文
獻
的
檢
討!

 

—
!

ボ
イ
ル
全
集
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
、ボ
イ
ル
以
前
の
諸
學 

者
の
業
績
に
つ
い
て
も!
1

を
行
っ
た
上
で
な
け
れ
ば
、

、ボ
イ
ル 

の
貢
獻
に
つ
い
て
云
々
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
思
は
れ
る
。 

七

、ボ

イ

ル

は

果

し

て

近

代

化

學

の 

父

で

あ

っ

た

か
?

三
二 

ボ

イ

ル

を

も

っ

て

近

代

化

學

の

父

又

は

創

立

者(
F
a
t
h
e
r

 

o
r

 

F
o
u
n
d
e
r

 o
f

 M
o
d
e
l
-
n

 

c
h
e
m
i

s-r
y
)

と
す
る
見
解
は
、

こ
れ
ま 

で
多
く
の
史
家
の
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と
く
に
英
米
の 

化
學
史
家
は
こ
の
見
解
を
と
る
の
を
好
む
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か 

し
て
、

こ
の
や
う
な
稱
呼
を
、ボ
イ
ル
に
あ
た
へ
る
理
由
の
主
な
る 

も
の
を
逋
覽
す
る
に
、

た
と
へ
ば
テ
ィ
ル
デ
ン
や
ホ
ル
ム
ヤ
ー
ド

(6)
 

は
、
元

素

槪

念

の

確

立

を

そ

の

理

由

と

し

て

を

り

、

ム
ア
ー
は 

「
主
と
し
て
諸
氣
體
に
關
す
る
そ
の
業
績
の
た
め
に
、

ボ
イ
ル
は 

近
代
化
學
の
父
と
よ
ば
れ
て
き
た
」
と
し
て
ゐ
る
。
ま

た

パ
ー
テ
ィ

(7)

ン
ト
ン
は
、
ボ
イ
ル
を
近
代
化
學
の
創
立
者
と
呼
ぶ
理
由
と
し
て
、
 

(
1
)

Pa
rL

in
gt

or
n  

i
b
i
d
.
》

p

・
 7

4

•

よ
り
引
用
。

(
2
 j

t7jx
p
e
r
§
e
n

s-a
n
d
 o

b
m
e
r
v
a
4
1
0n
s

 u
p
o
n

 

t
h
e

 S

 
巴 t

ne
ss  

〇- f

 S
e
a

と
い
ふ
論
文
の
中
で
は
、
水
の•
三
千
分
の
一
量
の
食 

鹽
を
ふ
く
む
場
合
に
で
も
、
鹽
化
銀
の
沈
澱
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い 

ふ
量
的
記
述
を
あ
た
へ
て
ゐ
る
。

(
3
)
 

P
ar
ti
ng
to
n-  

i
b
i
d
j  p

・
 7

6 •

(
4
)
 

A

・
 

T
i
l
d
e
i
u  

F
a
m
o
u
s

 

c
h
e
m
i
s
f
y

 t
h
e

 M
e
n

 a
n
d

 

et-h

s.r W
o
H
c

 

(
1
9
2
1
)
9  p

・
 

4
.

(
5

〕E
.

 

J
.  

H
o
l
m
y
a
r
d
:

 

M
a
k
e
r
s

 

o
f  

c
h
e
m
i

s-r
y

 (
1
9
3
1
)
"
p
.  

1
3
3

•

(
6
 ) 

F
,  

M
o
o
r
e
:  

A

 H
i

s-o
r
y

 o
f  c

h
e
m
i

s-r
y  (

1
9
3
9
)
“  p

 4
4
"  

(
7
)
 

p
a
r
b
i
n
g

s-ヨ

 

i
b
i
?

p

・
 6

7 •
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次
の
三
項
目
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

「⑴
 

ボ
イ
ル
は
化
學
が
た
ん
に
醫
學
へ
の
補
助
と
し
て
で
は 

な
く
、
或
は
ま
た
鍊
金
術
と
し
て
で
は
な
く
、
化
學
自
身©
 

た
め
に
硏
究
さ
れ
る
價
値
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ゐ
た|
 

• I

尤
も
か
れ
は
鍊
金
術
の
可
能
性
を
信
じ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
。 

⑵

か
れ
は
化
學
の
中
へ
嚴
正
な
實
驗
的
方
法
を
導
入
し
た
。 

⑶
 

か
れ
は
元
素
の
明
確
な
定
義
を
あ
た
へ
、

ア
リ
ス
ト
テ 

レ
ス
の
四
元
素
と
鍊
金
家
の
三
原
質(

水

銀
•

硫

黃
•

鹽) 

と
が
、
諸

物

體
(

た
と
へ
ば
金
屬)

か
ら
そ
の
何
れ
を
も
抽 

出
で
き
な
い
か
ら
し
て
、
元
素
ま
た
は
原
質
の
名
に
全
然
値 

し
な
い
こ
と
を
、

實
驗
に
よ
っ
て
示
し
た
。」 

こ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ト
ン
の
あ
げ
た
理
由
は
、

こ
れ
ま
で
の
化
學 

史
家
の
提
示
し
た
諸
理
由
の
中
で
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と 

思
は
れ
る
か
ら
し
て
、

以
下
も
っ
ば
ら
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
み 

よ
う
。

ま
づ
第
三
の
、

元

素

槪

の

確

立

を

ボ

イ

ル

の

功

績

に

歸

せ

し 

め
る
見
解
は
、
す
で
に
筆
者
が
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
と
ほ
り
、

全 

く
の
誤
謬
で
む
る
。

ボ
イ
ル
は
元
素
の
正
し
い
定
義
も
、

ま
た
元 

素
の
正
し
い
現
實
的
決
定
も
、

あ
た
へ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
四
元 

素
說
や
三
原
質
說
を
打
倒
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

け
だ
し
、
 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
抒£

び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

原)

こ
れ
ら
を
眞
に
打
倒
す
る
た
め
に
は
、

正
し
い
元
素
の
定
義
と
元 

素
の
正
し
い
現
實
的
指
定
と
が
必
須
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
當
然 

の
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
 

第
三
の
理
由
は

全

面

的

に

却

下
せ

ざ

る
を

え

な

い

の
で

あ

る

。 

(

こ
の
理
由
は
全
く
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
に
適

用

さ
る
べ
き
も
の
だ
っ 

た
の
で
あ
る
。)

第
二
、の
、
嚴
正
な
實
驗
的
方
法
の
導
入
と
い
ふ
理
由
は
、

近
代 

化
學
の
創
立
者
を
決
す
べ
く
あ
ま
り
に
も
根
據
薄
弱
で
あ
る
,0
た 

ん
な
る
實
驗
的
方
法
と
し
て
は
、

た
と

へ
ば

フ

ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン 

ト
の
柳
の
實
驗
な
ど
も
、

嚴
正
な
實
驗
的
方
法
に
も
と
づ
い
て
ゐ 

る
。
ボ
イ
ル
を
も
っ
て
そ
の
創
始
者
と
す
る
こ
と
は
、

ま
っ
た
く 

妥
當
で
は
な
い
。
化
學
的
認
識
を
實
驗
と
事
實
に
立
脚
せ
し
め
よ 

う
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
認
識
方
法
と
し
て
の
實
驗
主
義
す
な
は
ち 

經
驗
主
義
は
、
す
で
に
筆
者
が
屢
・
の
べ
た
と
ほ
り
、

ボ
イ
ル
で 

は
な
し
に
、

ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
を
も
っ
て
そ
の
確
立
者
と
す
べ
き
で 

あ
る
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
第
二
の
理
由
を
も
拒
否 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)

ム
アI

の»

ふ

「諸
氣
體
に
關
す
る
業
績
」
は
、
す
で
に
右
の
三
、
 

四
、
五
節
で
指
摘
し
-fc
と
ほ0

で
、
全
く
理
由
に
な
っ
て
ゐ
な
い
か 

ら
、
こ
れ
は
問
題
外
の
見
解
で
あ
る
。=

ー
 

ーー一
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第
一
の
理
由
た
る
、

化
學
を
そ
れ
自
身
の
た
め
に
硏
究
す
る
と 

い
ふ
傾
向
は
、
ボ

イ

ル

一
人
の
傾
向
で
は
な
く
、
當
時
の
一
般
的 

傾
向
で
あ
っ
た?

こ
の
傾
向
が
ボ
イ
ル
や
ー
ー
ユ
ー
ト
ン
に
顯
著
に 

現
は
れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
化
學
に
お
け
る
こ
の
傾
向
の
先 

驅
的
代
表
者
が
ボ
イ
ル
だ
っ
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
が
、

か
ゝ
る 

事
實
は
ボ
イ
ル
を
近
代
化
學
の
創
立
者
と
す.
る
理
由
に
は
な
り
え 

な
い
。

ガ
リ
レ
イ
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
近
代
物
理
學
の
創
立
者
と
言 

は
れ
る
の
は
、

か
れ
ら
が
力
學
を
そ
れ
自
身
の
爲
に
硏
究
し
た
か 

ら
な
の
で
は
な
く
し
て
、

近
代
物
理
學
の
基
礎
的
方
法
と
槪
念
と 

法
則
と
を
確
立
し
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、

近
代
化
學 

の
基
礎
的
方
法
と
槪
念
と
法
則
と
を
確
立
し
た
の
は
、

ラ
ヴ
ォ
ア 

ジ
ェ
と
ド
ー
ル
ト
ン.
で
あ
っ
た
。

物
理
學
に
お
け
る
ガ
リ
レ
イ
と 

ー
ー
ユ
ー
ト
ン
に
相
當
す
る
も
の
は
、

化
學
に
fc
い
て
は
ラ
ヴ
ォ
ア 

ジ
ェ
と
ド
ー
ル
ト
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ 

は
、

第
一
の
理
由
を
も
、

近
代
化
學
創
立
の
理
由
と
し
て
は
、
却 

下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
に
、
ボ
イ
ル
は
近
代
化
學
の
父
と
は
な
り
え
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

か
れ
お
よ
び
か
れ
の
時
代
の
思
惟
方 

法
か
ら
み
て
、

そ
し
て
ま
た
自
然
科
學
發
展
の
論
理
的
必
然
的
徑 

路
か
ら
み
て
、
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
四 

か
く
し
て
、
ポ
イ
ル
の
死
の
約
二
十
年
後
の
一
七
一
二
年
に
、
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
の
化
學
敎
授
ジ
ョ
ン•

フ
レ
イ
ン
ド
は
、
 

そ

の

著

「
化
學
講
義
」(

J
o
h
n

 F
r
e
i
n
d

 " 

C
h
e
m
i
c
a
l

 

L
e
c
f
u
r
e
s
-

 

1
7
12

)

の
中
で
、

つ
ぎ
の
や
う
な
嘆
聲
を
發
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

(

こ
れ
は
、
當
時
の
化
學
の
狀
態
を
よ
く
穿
っ
た
言
葉
な
の
で
、
 

そ
し
て
ボ
イ
ル
の
化
學
的
業
績
自
身
に
た
い
す
る
當
時
の
批
判
と 

も
見
ら
れ
る
の
で
、
す
こ
し
長
い
が
こ
ゝ
に
譯
出
引
用
す
る
こ
と 

に
し
た
。)

「
わ
れ
わ
れ
は
、

化
學
が
實
驗
に
お
い
て
は
非
常
に
見
上
げ 

た
進
步
を
な
し
た
こ
と
を
承
認
す
る
。

だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
 

そ
れ
ら
の
實
驗
の
說
明
に
た
い
し
て
は
僅
か
の
進
步
し
か
行 

は
れ
な
かP

た
こ
と
を
嘆
じ
て
も
、

正
し
い
の
で
あ
る
。

こ 

れ
ら
の
材
料
の
ス
ト
ッ
ク
は
非
常
に
著
大
か
つ
見
事
で
あ
る 

が
、

そ
れ
ら
の
理
論
は
ま
だ
全
く
存
在
し
な
い
。

パ
ラ
ケ
ル/
 

ス

ス

の

三

原

質(

あ
る
ひ
は
他
の
人
々
の
い
ふ
五
原
質)

、
タ 

ケ
-
一
ウ
ス
の
ア
ル
カ
リ
と
酸
、

な
ど
は
現
代
の
化
學
者
た
ち

(1) 

な
ほ
そ
の
上
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ボ
イ
ル
が
フ
ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト 

ら
と
同
樣
に
、
鍊
金
思
想
を
肯
定
し
て
ゐ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら 

な
い
。

(
2
)
 

M
c
K
i
e
:

 

i
b
i
d
.
"  

p

・
 6

6
—6

7

・
よ
り
引
用
。

322



に
よ
っ
て
、

た
ぶ
ん
公
然
ど
は
承
認
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
少 

く
と
も
非
常
に
よ
く
許
容
さ
れ
て
を
り
、

か
れ
ら
は
言
葉
の 

上
で
は
こ
の
や
う
な
理
論
を
否
認
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い 

が
、

他
の
言
葉
で
同
じ
こ
と
を
意
味
さ
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、

こ
れ
ら
の
き
は
め
て
多
數
の
著
作
者
中
に
、

他
の
著 

者
に
つ
い
て
非
難
す
る
と
こ
ろ
の
そ
の
當
の
假
說
に
自
ら
陷 

ら

な

い

者

は

・
人
も
な
い
の
で
あ
る
。
或
は
ま
た
少
く
と
も
、
 

そ
の
上
に
正
し
い
合
理
的
な
說
明
を
樹
立
し
う
る
や
う
な
化 

學
の
根
本
原
理
を
提
示
し
た
者
は
一
人
も
な
い
.©
で
あ
る
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、

か
れ
ら
は
、

實
際
は
、
諸
物
體
の
眞
の
本
性 

と
機
構
が
何
で
あ
る
か
を
檢
討
せ
ず
に
、
自
分
ら
が
そ
う
お 

っ
て
ほ
し
い
と
思
ふ
や
う
に
、

そ
れ
を
敍
述
し
た
の
に
す
ぎ 

な
い
か
ら
で亠

る
。

そ
れ
故
か
れ
ら
は
、
機
構
の
諸
法
則
に 

も
符
合
じ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
自
身
と
も
一
致
し
な
い
や
う 

な
諸
法
則
と
諸
性
質
と
を
、

物
體
に
お
し
つ
け
た
の
で
あ
る
。 

か
の
有
名
な
る
實
驗
哲
學
の
復
活
者
た
る
ボ
イ
ル
氏
ほ
ど
、
 

こ
の
學
問
に
多
く
の
光
明
を
も
ち
こ
ん
だ
人
は
だ
れ
も
な
い 

が
、

し
か
し
こ
の
人
は
、
新
し
い
化
學
の
基
礎
を
お
い
た
と 

い
は
ん
よ
り
は
、
む
し
ろ
舊
い
化
學
を
打
倒
し
た
の
で
あ
っ 

た
。

か
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
か
ら
事
物
の
眞
の
說
明
を 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

抽
き
だ
し
う
る
材
料
を
た
く
さ
ん
遺
し
て
く
れ
た
が
、
說
明 

そ
の
も
の
に
は
き
は
め
て
わ
づ
か
し
か
觸
れ
な
か
っ
た
の
で 

あ
る
。
」

こ
の
引
用
文
に
よ
っ
て
も
明
か
な
や
う
に
、

ボ
イ
ル
の
死
の
直 

後
に
も
化
學
者
た
ち
の
多
く
は
、

三
M.
質
說
ま
た
は
そ
の
變
形
物 

に
し
た
が
っ
て
ゐ
た
。

そ
し
て
、
粒
子
論
に
た
い
す
る
十
七
世
紀 

後
半
の
熱
狂
か
ら
さ
め
た
十
八
世
紀
の
化
學
界
は
、
，何
ら
の
現
實 

的
元
素
觀
を
も
提
示
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ボ
イ
ル
で
は
な
し
に
、
 

フ
：1

ギ
ス
ト
ン
を
中
核
と
す
る
具
體
的
元
素
說
を
ひ
っ
さ
げ
て
立 

っ
た
シ
ュ
タ
ー
ル
を
ば
、
最
高
の
指
導
者
と
し
て
迎
へ
い
れ
よ
う 

と
し
て
ゐ
た
。

ボ
イ
ル
の
死
の
當
時
の
化
學
が
、
自
己
を
科
學
と 

し
て
確
立
さ
せ
る
た
あ
に
は
、

ラ
ヴ
ォ
ー
ア.
シ
ェ
の
登
場
ま
で
の
約 

百
年
間
を
、

さ
ら
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ

結
 

論

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
、ボ
イ
ル
の
化
學
的
諸
業
績
は
、
す
く 

な
く
と
も
そ
の
主
要
な
點
に
お
い
て
、
か
れ
の
世
界
觀U

思
惟
方 

法
の
具
體
的
展
開
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

か
れ
の
化
學
は
、

か 

(
1
)

こ
れ
ら2
H

葉
は
ボ
イN

自
身
の
化
學
的
業
績
に
も
あ
る
程
度
土 

で
適
用
さ
れ
う
る
と
筆
者
は
考
へ
て
ゐ
る
。

三
五
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れ
の
機
械
論
的
粒
子
論
的
自
然
觀
・
に
よ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
ま
た 

マ
ー
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
思
惟
方
法
に
よ
っ
て
、
根
本
的
に
規
定 

づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

か
れ
の
化
學
的
諸
理
論
は
、•

當
時
の
時
代
精 

神
の
產
物
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
、

か
れ
の
時
代
の
支
配
的
思
惟
方 

法
を
も
っ
と
も
忠
實
に
實
踐
し
た
代
表
的
科
學
者
の
一
人
だ
っ
た 

の
で
あ
る
。

ボ
イ
ル.
が
近
代
化
學
の
父
た
り
え
な
か
っ
た
の
は
、

か
れ
が
オ 

能
劣
れ
る
科
學
者
だ
っ
た
れ
ら
な
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
 

か
れ
は

科
學
史
上
ま
れ
に
み
る
有
能
な
科
學
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
有
能
な
ボ
イ
ル
の
化
學
に
お
け
る
不
毛
性
は
、

か
れ
の
有
能 

を
も
っ
て
し
て3

な
ほ
か
つ
克
服
し
え
な
か
っ
た
支
配
的
思
惟
方 

法
に
、

し
か
も
そ
の
思
惟
方
法
が
自
然
認
識
の
客
觀
的
必
然
的
な 

發
展
法
則(

卽
ち
自
然
の
論
理
的
構
成)

に
、
合
致
し
て
ゐ
な
か
っ 

た
點
に
、

基
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ボ
イ
ル
も
所
詮
は
マ
ー
ー
ユ 

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
子
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
典
型
的
な 

子

の

一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、

わ
れ
わ
れ
は
次
の
點
に
お
い
て
、

化
學
者
ボ
イ
ル
の
偉 

大
性
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

そ
れ
は
か
れ
が
ヽ
た 

と
へ
誤
っ
て
ゐ
た
に
も
せ
よ
、

ま
た
た
と
へ
か
れ
の
敬
神
性
に
よ 

っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
て
ゐ
た
に
も
せ
よ
、
當
時
新
興
の
は
つ
ら
っ
た

三
六 

る
世
界
觀U

思
惟
方
法
を
自
己
の
世
界
觀
“
思
惟
方
法
と
し
て
率 

先
採
用
し
、

こ
れ
を
化
學
現
象
の
隅
々
に
ま
で
適
用
し
、
化
學
史 

上
に
お
け
る
一
時
代
——

マ
ー
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
！
!

の
出 

發
點
に
立
っ
て
、

そ
の
開
始
を
指
導
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
點 

に
お
い
て.
ホ
イ
ル
は
、

パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
と
な
ら
ん
で
、

近
代
化
學 

成
立
前
の
化
學
史
上
に
、

不
朽
の
位
置
を
占
め
る
資
格
を
、

依
然 

と
し
て
も
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。2

七
・
三•

ニ
ー) 

(
1
)

「
ボ
イ
ル
は
、
粒
子
論
の
み
が
化
學
の
科
學
的
基
礎
づ
け
の
可
能 

性
を
保
證
し
、
他
面
ま
た
化
學
は
粒
子
假
說
の
必
然
性
に
fc
い
す
る 

も
っ
と
も
确
實
な
證
明
を
提
供
す
る
も
の
と
考
へ
た
。
」(
K

・La
s
s
,  

w
i
b
z
"  

i
b
i
d
.
-  

s
-  

2
7
5
.
)

(

完)
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間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
要

第

一

節

ま

へ

が

き
 

德
川
時
代
に
於
け
る
我
が
邦
天
文
曆
學
の
發
達
は
之
を
大
き
く 

二
期
に
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。

第
一
期
は
寬
政
改
曆
前 

の
支
那
曆
法
、
主
し
て
授
時
曆
法
に
よ
っ
た
時
代
で
あ
り
、

第
二 

期
は
享
保
五
年
洋
書
解
禁
の
後
西
洋
天
文
學
輸
入
に
よ
り
、

西
洋 

曆
法
を
採
擇
し
た
近
代
天
文
學
興
隆
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
第
二 

期
の
初
頭
に
當
っ
て
豐
後
の
人
麻
田
妥
彰(

剛
立
と
號
す)

な
る
者 

大
阪
に
出
で
、
先
事
館
な
る
天
文
塾
を
開
い
て
よ
り
、
門
下
に
逸 

壷
出
し
て

浪
華
の
地
は

學
術
の
淵
源
を
な
す
に
到
っ
た
の
で

あ 

る
。さ

て

一

方

寶

曆

の

改

曆

四

年

十

月

十

九

日
)

は
依
然
舊 

套
を
脫
せ
ず
、

改
曆
後
數
年
な
ら
ず
し
て.
日
食
推
步
に
齟
齬
を
來 

し:

民
間
曆
學
者
の
間
に
嘲
笑
を
買
ふ
程
、
江
戶
の
日
官
は
世
襲 

に
依
っ
て
勉
學
足
ら
ず
無
爲
無
能
で
あ
っ
た
。
山
路
德
風
、
吉
田

間
家
を
中
心
と
し
た
覽
政
以
後
tc
於
け
る
天
文®

測
の
槪
要(

渡
邊)

—
渡

邊
 

敏

夫
 

秀
介
等
天
文
方
に
任
ぜ
ら
れ
、

名
の
み
の
漩
川
家
に
對
し
て
活
躍 

し
た
の
で
あ
る
が
、

互
ひ
に
反
目
し
て
相
容
れ
な
か
っ
た
の
と
、
 

又
此
の
時
代
旣
に
西
洋
曆
法
を
基
礎
と
し
て
編
纂
せ
る
支
那
の
崇 

禎
曆
書
、
靈
臺
儀
象
志
、
曆
象
考
成
、
儀
象
考
成
、
曆
算
全
書
等 

舶
來
さ
れ
、
測
器
類
も
旣
に
海
外
よ
り
多
少
傳
り
、
之
を
模
倣
し 

た
も
の
が
世
に
も
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
曆
官
に
し
て
之 

等
圖
書
測
器
を
利
用
改
善
す
る
能
力
を
有
し
な
か
っ
た
に
依
る
の 

で
あ
る
。

民
間
に
於
て
は
有
為
の
士
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

圖 

書
儀
器
の
類
を
入
手
す
る
事
容
易
な
ら
ざ
る
狀
態
で
あ
っ
た
。

此 

の
睦
に
當
っ
て
、
前
述
の
麻
田
剛
立
幼
よ
り
天
學
に
志
し
、

諸
書 

を
涉
獵
し
て
、
新
來
の
學
說
を
硏
究
し
、
殊
に
實
測
を
重
ん
じ
て 

各
種
の
測
器
を
自
ら
工
夫
製
作
す
る
等
、
我
が
邦
天
文
曆
法
學
は 

こ
の
人
に
よ
り
て
一
大
轉
機
を
來
す
こ
と
に
な
っ
た
。
・
更
に
そ
の 

門
下
に
は
高
橋
至
時
、
間
重
富
の
俊
才
を
始
め
と
し
て
、
西
村
太 

沖
、

足
立
信
頭
、
坂
正
永
等
輩
出
し
、

之
に
續
い
て
次
の
時
代
に

三
七
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は
高
橋
景
保
、
景
佑
兄
弟
出
で
て

益
、、
此
の
方
面
を
開
拓
し
、
重 

富
の
子
重
新
又
觀
測
に
意
を
注
ぎ
し
に
よ
り
、

本
邦
天
文
曆
學
は 

最
高
潮
に
達
し
た
る
觀
を
呈
す
る
に
至
っ
た0
 

殊
に
至
時
の
學
問
に
對
す
る
熱
意
は
遂
に
彼
を
早
世
せ
し
む
る 

原
因
と
な
り
、

我
邦
天
文
學
の
た
め
に
誠
に
惜
む
べ
き
事
で
あ
っ 

た
。
彼
の
勉
强
振
り
を
窺
ふ
一
端
と
し
て
、
享
和
元
年
十
月
二
日 

重
富
よ
り
至
時
宛
て
の
書
狀
を
揭
げ
よ
う
。

(

前

略)

凡
ソ
人
は
夜
半
ハ
是
非
ー
ー
寢
不
申
候
て
は
あ
し
く
醫
師 

京
都
の
吉
增
周
助
の
古
法
す
ら
申
居
候
間
云
〈 

今
暫
く
至
時
に
餘
命
を
與
へ
た
な
ら
ば
至
時
、

重
富
の
二
人
に 

よ
り
て
我
が
天
文
學
の
水
準
は
な
ほ
一
層
高
め
ら
れ
て
居
っ
た
こ 

と
で
あ
ら
う
。

重

富

が

「
實
に
閣
下
の
御
身
は
曆
學
之
興
廢
に
か 

ゝ
り
候
事
に:
:

」

と
云
へ
る
如
く
、
當
時
比
肩
さ
れ
る
者
な
き 

程
の
大
天
文
學
者
で
あ
り
、

至
時
の
死
は
天
文
學
界
に
大
き
な
損 

失
を
與
へ
た
こ
と
は
疑
ひ
無
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
至 

時
死
後
猶
ほ
關
西
に
は
間
重
富
あ
り
、
高
橋
至
時
の
子
景
保
、
景 

佑
を
助
け
て
後
を
繼
い
で
活
躍
し
た
。

寬
政
十
年
寬
政
改
曆
が
行
は
れ
た
後
は
、
夫
迄
の
樣
に
改
曆
前 

二
三
年
の
觀
測
で
事
足
れ
り
と
せ
ず
、
今
後
の
天
文
硏
究
の
た
め
、
 

又
將
來
の
改
曆
に
備
へ
て
、
江
戶
及
び
大
阪
に
於
て
連
續
し
て
觀

=
x
 

測
す
る
事
に
な
り
、
大
阪
に
於
て
は
間
重
富
を
觀
測
御
用
に
任
じ 

て
、
東
西
相
呼
應
し
て
天
文
觀
測
に
從
事
し
、

明
治
維
新
迄
繼
續 

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
當
時
め
觀
測
記
錄
に
し
て
江
戶
曆
局
に
於 

け
る
測
記
類
は
今
日
そ
の
ー.
部
は
そ
の
行
衞
が
知
れ
な
い
の
で
あ 

る
が
、
幸
ひ
大
阪
方
の
間
家
の
實
測
記
錄
は
明
治
三
十
六
年
間
家 

十
一
代
繁
藏
若
年
に
し
て
病
歿
後
散
逸
し
た
と
は
云
へY

再
び
そ 

の
大
部
分
の
存
在
が
知
れ
、
連
綿
と
し
て
寬
政
改
曆
後
慶
應
三
年 

に

至

る

爲

記

を

見

る

事

が

出

來

る

の
で

あ

る

。

此
處
に
以
下
述 

べ
ん
と
す
る
は
、
之
等
實
測
記
錄
に
基
い
て
、
當
時
に
於
け
る
大 

阪
，を
中
心
と
し
た
天
文
觀
測
の
狀
況
を
述
べ
、

且
つ
は
間
家
代

 々

の
觀
測
の
槪
略
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

第

二

節

間

家

觀

測

の

槪

略

(
-
)

間 

重

富

觀
測
記
の
內
容
を
述
べ
る
前
に
間
家
の
人
達
が
為
し
た
觀
測
の 

有
樣
を
年
代
順
に
記
し
て
見
る
の
が
こ
の
節
の
目
的
で
あ
る
。

詳 

し
く
述
ぶ
れ
ば
間
家
の
年
譜
を
申
し
述
べ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る 

が
、
今
は
そ
の
餘
裕
も
な
い
の
で
天
文
觀
測
の
部
分.
の
年
譜
を
述 

べ
る
に
過
ぎ
な
い
。

間
重
富
が
何
時
頃
か
ら
天
文
觀
測
に
從
事
し
た
で
あ
ら
う
か
。
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旣
に
十
二
歲

に
し
て
渾
天
儀
を
模
造
し
て
人
々
を
驚
か
し
た
程
の 

重
富
で
あ
る
か
ら
、
器
械
製
作
に
對
し
て
興
味
を
有
し
た
の
み
な 

ら
ず
、

天
文
學
に
も
興
味
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。 

重
富
は
麻
田
の
門
に
入
る
以
前
に
天
文
曆
學
を
硏
究
し
て
居
た
の 

で
あ
っ
て
、

此
の
時
代
旣
に
觀
測
を
行
っ
て
居
た
と
考
へ
ら
れ
る
。 

麻
田
に
師
事
し
て
か
ら
は
實
測
を
重
ん
じ
た
麻
田
で
あ
る
か
ら
、 

麻
田
、
高
橋
、
重
富
等
は
熱
心
に
觀
測
し
、

又
觀
測
に
つ
い
て
議 

論
し
た
事
は
種
々

の
記
錄
か
ら
推
察
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
重
富 

の
測
記
が
殘
っ
て
居
る
の
は
寬
政
元
年
十
月
朔
の
日
食
が
始
め
の 

や
う
で
あ
る
。

つ
い
で
寬
政
五
年
七
月
十
四
日
の
月
食
で
あ
る
。 

之
以
後
は
寬
政
改
曆
の
た
め
江
戶
出
府
中
の
事
で
、
江
戶
に
於
て 

觀
測
に
從
事
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
等
の
記
錄
に
つ
い
て
詳
し
く 

知
る
事
の
出
來
な
い
の
は
殘

念
で

あ
る
。
江
戶
に
於
け
る
毎
日
の 

觀
測
は
寬
政
八
秋
ハ
月
以
後
日
記
控
に
よ
る
と
測
午
表
子
午
線
儀 

に
よ
る
太
陽
觀
測
が
主
な
る
も
の
で

あ
っ
た
.0 

改
曆
御
用
を
終
っ
て
歸

阪
後
は
、

大
阪
に
於
て
觀
測
御
用
を
勤 

め
る
や
う
天
文
方
か
ら
依
賴
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

先
づ
始
め 

に
測
量
す
べ
く
命

ぜ

ら

れ

た

る

は

「
大
阪
北
極
出
地
度
」

と

「
大 

阪
距
京
師
西
偏
度
」

で
あ
っ
た
、

重
富
は
寬
政
十
一
年
早
速
之
を 

實
行
し
た
事
は
、
同

年

四

月

十

八

日

「
淀
川
京
道
處
よ
目
的
之
山

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

ヲ
測
ル
及
京
師
方
位
ヲ
測
ル
」

と
い
ふ
測
記
が
之
を
物
語
っ
て
居 

る
。
之
よ
り
三
年
後
享
和
二
年
に
は
長
崎
か
ら
御
用
測
量
を
終
っ 

て
歸
る
早
々
に
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
北
極
出
地
度
を
測 

定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

大
阪
長
堀
富
田
屋
橋
北
岸
の
間
の
宅
內 

觀
測
所
の
緯
度
は
三
十
四
度
四
十
分
と
な
っ
て
居
る
が
、

此
の
値 

が
何
時
決
定
採
用
さ
れ
た
か
は
未
調
査
で
あ
る
。

二
至
一
一
分
に
於
け
る
太
陽
の
赤
經
赤
緯
、

日
月
食
、 

太
陰
五
星 

恆
星
凌
犯
、
彗
星
等
は
そ
の
都
度
實
測
す
る
や
う
命
ぜ
ら
れ
て
居 

る
。
寬
政
十
年
重
富
歸
國
後
は
忠
實
に
子
孫
に
至
る
迄
之
を
實
測 

し
て
居
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
觀
測
に
非
常
に
興
味
を
营

、
熱 

意
を
持
っ
て
行
っ
た
事
は
數
多
く
の
測
記
に
徵
し
て
明
か
で
あ
る
。 

重
富
、
重
新
等
一
家
の
主
人
で
あ
り
家
業
を
持
ち
、
商
賣
上
に
於 

て
は
大
阪
に
於
け
る
年
寄
役
を
務
め
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

た 

と
へ
裕
福
に
し
て
多
く
の
手
代
を
使
用
し
た
と
は
云
へ
、
連
日
連 

夜
の
觀
測
、

且
つ
重
富
を
始
め
と
し
て
代
々
間
家
の
人
達
が
多
病 

の
身
を
以
て
よ
く
實
測
に
當
り
し
事
を
思
へ
ば
、

我
等
此
の
道
匕 

た
づ
さ
は
る
者
の
ま
さ
に
奮
起
す
べ
き
事
で
あ
る
。

さ
て
寬
政
曆
は
交
食
に
關
し
て
は
京
都
の
地
に
對
す
る
も
の
の 

み
を
曆
面
に
揭
載
し
た
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
各
地
の
豫
報
を 

載
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

享
和
二
年
に
至
り
京
都
の
外
、
江
戶
長

三
九
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

崎
等
の
本
邦
主
要
地
點
の
交
食
時
刻
を
曆
面
に
併
載
せ
ん
と
の
議 

e

 

が
起
り
、
遂
に
官
府
の
容
る
ゝ
所
と
な
っ
た
。

然
る
に
長
崎
の
經 

- 

緯
度
は
未
だ
正
確
に
は
測
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
先
づ
其
地k
 

の
緯
度
を
實
測
せ
し
め
、

且
つ
こ
の
年
ハ
月
朔
の
日
食
及
び
望
に 

於
け
る
月
食
を
利
用
し
て
そ
の
經
度
を
・
確
定
せ
ん
と
し
た
。
重
富 

は
こ
の
重
大
任
務
を
至
時
よ
り
命
ぜ
ら
れ
、

こ
の
年
六
月
三
日
重
裁 

新
を
伴
っ
て
長
崎
に
出
張
し
た
。

長
崎
へ
の
往
返
の
途
次
中
國
筋 

沿
道
の
測
量
を
も
依
賴
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
月
食
の
觀
測
は 

惡
天
候
の
た
め
不
成
功
に
終
づ
た
。

こ
の
間
の
經
緯
を
述
べ
て
居 

る
と
長
く
な
り
、
今
の
表
題
の
目
的
か
ら
も
は
づ
れ
る
わ
け
で
あ 

る
か
ら
略
す
る
。

文
化
元
年
一
月
五
日
高
橋
至
時
は
勉
强
の
度
が
過
ぎ
て
胸
の
病 

で
四
十
一
歲
を
一
期
と
し
て
此
の
世
を
去
っ
た
。

此
ゐ
時
至
時
の 

嗣
子
景
保
未
だ
廿
歲

の
若
年
で
お
り
、

父
の
後
を
繼

い
で
曆
局
を 

切
り
廻
し
て
行
く
事
は
困
難
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
重
富
に
再
び
出 

府
を
命
じ
た
。

文
化
六
年
迄
江
戶
表
に
滯
留
し
至
時
が
未
完
成
に 

殘
し
た.
仕
事
を
景
保
を
援
け
て
完
成
す
る
事
に
あ
っ
た
。 

六
ヶ
年
の
勤
め
を
一
先
づ
終
っ
て
文
化
六
年
四
月
歸
阪
す
る
や
、
 

直
ち
に
南
都
京
都
へ
古
尺
取
調
べ
の
た
め
重
新
以
下
六
人
で
出
張 

し
た
。
先
づ
最
初
に
奈
良
地
方
よ
り
始
め
、
奈
良
近
郊
の
寺
院
の

四
〇 

調
査
を
終
り
、

再
び
奈
良
の
街
の
寺
院
の
調
査
中
大
阪
實
家
に
近 

火
あ
り
、
報
知
を
受.
け

て

急

據

翌

日

九

月

十

日

先

づ

歸

阪

し

た

。 

こ
の
た
め
翌
年
再
び
奈
良
へ
取
調
べ
の
た
め
出
張
し
た
の
で
あ
っ 

た
。 

・ 

重
富
は
齡
の
所
爲
で
も
あ
ら
う
か
、

只

さ
へ
丈
夫
で
な
か
っ
た 

身
體
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
以
後
は
よ
く
病
魔
に
犯
さ
れ
た
ら
し
く 

遂
に
高
橋
、
吉
田
、
山
路
三
天
文
方
か
ら
出
府
に
及
ば
ず
、

大
阪 

に
て
御
用
取
調
べ
を
な
す
や
う
申
渡
さ
れ
、

又
重
富
自
ら
も
病
氣 

快
癒
す
る
と
も
暫
く
大
阪
に
留
る
や
う
役
所
に
は
申
出
で
た
の
で 

あ
る
が
、
遂
に
文
化
十
三
年
歿
す
る
日
迄
江
戶

へ
は
出
な
か
っ
た
。 

然
し
文
化
十
年
に
は
測

量

道
具
取
調
へ
る
た
め
に
出
京
し
て
居
り
、
 

文

化

十

一

年

十

一
月
十
六
日
月
入
帶
食
に
は
大
阪
の
街
か
ら
正
北 

六
七
里
も
離
れ
た
攝
州
川
邊
郡
多
田
庄
平
野
村
水
晶
山
に
單
身
ニ 

尺
許
の
望
遠
鏡
を
持
っ
て
觀
測
に
出
か
け
て
居
る
。 

文
化
十
三
年
三
月
廿
四
日
重
富
は
持
病
の
下
血
相
募
り
遂
に
歿 

し
た
。
寬
政
七
年
改
曆
に
よ
り
命
を
蒙
り
て
出
府
改
曆
事
業
に
參 

劃
し
て
よ
り
二
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

天
文
御
用
觀
測
を 

勤
め
た
。(

二)

間 

重

新
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天
明
六
年
長
堀
富
田
屋
町
の
屋
敷
に
重
富
の
長
男
と
し
て
生
れ 

た
。
幼
時
の
事
は
明
か
で
な
い
が
、
旣
に
幼
よ
り
父
重
富
に
就
い 

て
觀
測
を
見.
覺
へ
た
り
、
天
文
に
注
意
を
向
け
た
と
推
察
さ
れ
る 

の
で
あ
る
。
重
新
始
め
て
の
觀
測
は
寬
政
十
年
十
三
歲

の
時
の
事 

で
あ
っ
て
、

同
年
十
月
朔
日
日
食
の
重
富
の
測
記
錄
に
は 

遠
鏡
ハ
悴
之
所
測
因
テ
未
必
ズ
密
一
ー
無
之
14>
御
斷
申
上
皿 

と
朱
書
さ
れ
て
居
る
。

こ
れ
以
後
恐
ら
く
は
父
を
助
け
て
觀
測
に 

從
事
し
た
の
で
あ
る
が
、
江
戶

へ
の
呈
出
記
錄
に
は
重
富
一
人
の 

名
義
に
な
っ
て
居
る
。

享
和
二
年
長
崎
測
量
御
用
及
び
文
化
六
年 

古
尺
取
調
べ
に
は
父
重
富
に
伴
は
れ
て
出
張
し
て
居
る
。

文
化
元 

年
重
富
が
出
府
し
て
文
化
六
年
歸
阪
す
る
迄
の
留
守
中
は' 

父
に 

代
っ
て
御
用
測
量
代
り
を
勤
め
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
表
向
き
で 

は
な
か
っ
た
。
表
向
き
に
測
量
御
用
手
傳
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
文 

化
六
年
三
月
以
來
の
事
で
あ
る
。

重
富
出
府
後
最
初
の
文
化
元
年 

十
二
月
十
五
日
の
月
出
帶
蝕
皆
旣
よ
り
は
重
新
が
代
っ
て
觀
測
を 

行
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
元
年
甲
子
三
月
父
出
府
被
仰
付
同
年
十
月d

出
府
致
し
皿 

處
在
府
六
ケ
年
文
化
六
年
己
巳
四
月
歸
坂
致
し
皿
此
六
ヶ
年
之 

間
八
留
守
中
に
付
充
分
測
量
無
之
皿
尤
淸
市
郞
測
量
致
シ
其
度 

&

江
戶
だ
も
測
記
差
出
|4>
へ
共
是
ハ
未
ダ
表
向
に
は
無
之
帀
云

閒
家
を
中
心
と
し
た
寛
政
以
後
に
於
け
る
天
文®

測
の
槪
要(

渡
邊) 々

と
記
し
て
居
る
。

か
く
し
て
文
化
元
年
十
九
歲

の
冬
か
ら
は
獨
立 

し
て
觀
測
に
從
事
し
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
技
倆
も
土
達
し
た
事 

と
思
は
れ
る
。

父
歸
阪
後
は
家
に
在
っ
て
父
と
共
に
觀
測
に
從
事 

し
て
居
る
。

父
歿
後
は
後
を
繼
い
で
觀
測
御
用
を
仰
付
か
り
、

天 

保
九
年
五
十
三
歲

に
し
て
病
歿
す
る
迄
實
に
四
十
年
間
の
長
き
に 

わ
た
っ
て
、

そ
の
一
生
を
天
文
觀
測
に
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
其 

の
觀
測
に
熱
心
な
事
は
測
記
錄
に
散
見
す
る
日
記
に
よ
っ
て
之
を 

窺
ひ
知
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
東
西
を
通
じ
て
、

此 

の
人
位
熱
心
な
觀
測
家
は
當
時
無
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

そ
の
一
例 

と
し
て
、

天
保
三
年
白
晝
水
星
南
中
觀
測
の
爲
に
は
病
中
に
も
か 

か
は
ら
ず
、
朝
か
ら
臺
上
に
連
日
寒
風
に
曝
さ
れ
て
座
し
て
待
つ 

た
有
樣
を
詳
し
く
記
錄
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
は
並
大
抵
で 

出
來
る
事
で
は
な
い
。
餘
程
の
熱
心
興
味
が
無
く
て
は
出
來
な
い 

事
で
あ
る
。

重
新
は
觀
測
に
關
し
て
は
度&

父
重
富
や
麻
田
立
達
等
と
議
論 

を
鬪
は
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。

重
新
の
記
錄
に
よ
る
と
麻
田
剛 

立
、
高
橋
至
時
、

父
重
富
の
三
人
は
よ
く
天
文
學
の
問
題
に
關
し 

て
議
論
し
た
や
う
で
あ
り
、

其
れ
等
の
議
論
を
重
新
は
父
か
ら
よ 

く
聞
か
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

重
新
は
先
人
の
敎
へ
を
守
り
、

又

四
一
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よ
く
自
ら
の
創
意
に
之
を
取
入
れ
て
觀
測
方
法
を
改
良
し
て
居
る 

の
で
あ
る
。

重
新
は
理
論
家
で
は
な
く
ど
こ
ま
で
も
觀
測
家
で
あ 

り
、
自
ら
も
觀
測
家
を
以
て
任
じ
て
居
た
や
う
で
あ
る
。 

重
新
は
文
化
五
年
父
出
府
中
八
月
に
一
度
出
府
し
て
居
り
、

文 

政
十
年
再
び
出
府
し
た
。

こ
の
時
出
府
の
目
的
は
曆
學
測
法
に
關 

し
て
敎
を
乞
ふ
た
め
と
、

一
方
重
新
工
夫
の
新
垂
搖
球
儀
を
獻
上 

す
る
こ
と
と
、

な
ほ
蒙
氣
差
測
驗
の
た
め
重
新
に
晴
雨
計
、
寒
暖 

計
各
ゝ
ー
器
づ
つ
を
曆
局
よ
り
貸
與
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
更
に 

そ
の
後
六
年
天
保
四
年
に
三
度
目
の
出
府
を
し
た
。

此
の
度
の
目 

的
は
文
政
十
年
借
り
て
來
た
前
述
二
器
を
返
納
す
る
た
め
、

及
び 

測
量
法
曆
理
等
に
つ
き
、
殊
に
五
星
測
量
の
事
に
關
し
て
敎
を
受 

け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
五
星
法
の
事
は
次
節
五
星
觀
測
の
項
に
於 

て
述
べ
て
お
い
た
や
う
に
、
准
川
景
佑
の
殊
に
力
を
入
れ
た
も
の 

で
あ
っ
た
。

(

前

略)

右
之
通
一
一
而
亥
年
十
月
御
道
具-
一
差
添
歸
國
仕
uh 

御
大
切
之
御
道
具
殊
ー
一
御
賢
知
有
之
uh-
一
付
而
は
御
面
話
被 

下
置
御
用
向
萬
事
此
上
得
都
合
帀
儀
も
多
く
難
有
仕
合
奉
存 

uh
然
處
彼
是
年
數
も
相
立
皿
儀
猶
又
測
量
法
術
曆
理
等
ー
ー
付 

憚
入
奉
存
uh
得
共
奉
得
尊
顏
相
伺
度
奉
存
|4>
義
共
も
御
座
0> 

上
先
年
亡
父
在
父
中
取
扱
uh
新
巧
曆
書
等
之
儀
ー
ー
付
別
而
近

四
二 

年
五
星
測
量
等
も
追
々
取
調
心
懸
罷
在
皿
旁
彼
是
奉
伺
度
御 

儀

も

有

之f

 

一
ー
付
何
卒
當
冬
之
內
出
府
仕
一
兩
月
滯
留
之
心 

得
を
以
出
府
仕
度
奉
存
uh(
後
略) 

右
は
天
保
三
年
十
月
十
五
日
付
重
新
よ
り
天
文
方
へ
差
出
し
た 

書
簡
で
あ
っ
て
、
出
府
の
一
半
の
理
由
を
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
。 

且
つ
後
程
述
べ
る
五
星
法
に
つ
い
て
の
有
樣
の
一
端
を
も
之
に
よ 

っ
て
窺
知
出
來
る
の
で
あ
る
。

(

三)

間 

重

遠
 

重
新
が
天
保
九
年
一
月
二
日
病
歿
の
後
を
間
家
九
代
の
重
遠
が 

繼

い
で
天
文
御
用
觀
測
を
相
勤
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
保
四
年
重 

新
出
府
中
同
年
六
月
月
食
が
彼
の
最
初
の
觀
測
の
や
う
で
あ
る
。 

卽
ち
同
測
記
に

重
任
初
テ
親
ラ
食
測
工
臨
ム
或
ハ
人
目
俱
ー
ー
洋
乎
タ
ル
歟
況
ヤ 

初

心

拙

劣

ーー
 

メ
疎
漏
固
ヨ
リ
其
測
記
ヲ

製
ス
ル
ヤ
汗
顏
自
愧-
一
 

堪
へ
ズ
家
翁
東
遊
ノ
客
舍
ー
ー
吿
テ
其
質
シ
ヲ
蒙
ラ
ン
ト
欲
ス
ル 

-
一
在
ル
ノ
ミ
敢
テ
他
見
ヲ
恐
ル
云
爾 

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

實
は
重
遠
の
生
年 

月
日
が
明
か
で
な
く
何
歲

の
時
の
事
か
明
か
で
な
い
。
嘉
永
六
年 

の
婚
儀
一
件
記
が
重
遠
の
結
婚
に
つ
い
て
の
記
錄
で
あ
る
な
ら
ば
、
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重
遠
は
文
政
十
年
生
れ
と
な
り
、

天
保
四
年
に
は
僅
か
七
歲
に
過 

ぎ
な
い
。

間
家
に
は
代
々
多
く
の
雇
人
が
あ
り
、
之
等
の
人
が
觀 

測
を
常
に
手
傳
っ
て
居
る
の
で
、
或
は
手
代
が
代
っ
て
實
測
し
た 

も
の
を
重
遠
名
義
に
し
・
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

上
記 

の
や
う
な
斷
書
が
あ
る
以
上
重
遠
自
ら
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。 

因
に
重
任
と
あ
る
は
重
遠
の
事
で
あ
る
。

又
天
保
九
年
重
新
の
死 

ん
だ
年
の
十
一
月
十
八
日
に
は
江
戸
に
も
出
向
い
て
居
る
の
で
あ 

っ
て
、
若
し
前
記
の
如
く
文
政
十
年
生
れ
と
す
る
と
、

此
の
時
は 

十
二
歲

の
事
で
あ
る
。
年
齡
の
點
に
關
し
て
は
猶
ほ
疑
問
の
存
す 

る
と
こ
ろ
で
調
査
を
必
曹
と
す
る
。

•

更
に
嘉
永
二
年
再
び
江
戶
に
出
で
二
月
一
日
の
日
食
は
漩
川
曆 

局
に
て
實
測
に
參
加
し
て
居
る
。

重
遠
は
度
々
病
氣
も
し
た
が
、
 

殊
に
眼
病
を
よ
く
患
ひ
觀
測
も
意
に
任
せ
ず
弟
子
達
に
や
ら
し
て 

居
る
。

萬
延
元
年
十
一
月
病
歿
し
た
。

(

四)

間 

重

明

間
家
十
代
を
繼
い
で
天
文
觀
測
御
用
を
仰
付
か
っ
た
の
で
あ
る 

が
、

實
は
未
だ
幼
に
し
て
、
自
ら
觀
測
は
し
な
か
っ
た
。

文
久
元 

年

天

文

方

へ

差

し

出

し

た

「
淸
一
郞
樣
跡
目
相
續
」

な
る
記
錄
に 

よ
る
と

間
家
を
中
心
と
し
池
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊) (

前

略)

淸
一
郞
未
若
年
ー
ー
御
座
冰
得
共
亡
父
以
來
私
手
斗 

ー
ー
召
仕
皿
手
代
貫
兵
衞
と
申
者
多
年
測
量
手
代
り
等
仕
御
用 

・
筋
萬
事
相
心
得
罷
在
其
外
測
量
手
傳
仕
皿
者
茂
有
之
御
用
向 

聊
御
差
支
無
之
云
々

と
あ
り
、
表
向
き
は
重
明
が
觀
測
を
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
實 

は
手
代
の
中
川
貫
兵
衞
、

中
路
平
兵
衞
等
が
代
行
し
た
も
の
で
あ 

る
。

現
存
す
る
觀
測
記
に
も
中
路
平
兵
衞
の
手
筆
の
・
跡
が
窺
は
れ 

る
の
で
あ
る
。

測
記
錄
の
殘
れ
る
も

の
は

慶
應
四
年(

明
治
元
年)

二
月
迄
で 

あ
っ
て
、

維
新
後
も
な
ほ
測
驗
し
た
か
否
か
は
不
明
な
る
も
、

次 

の
記
錄
に
よ
り
て
明
治
初
年
以
後
は
觀
測
し
な
か
づ
た
も
の
と
す 

る
の
が
妥
當
で
あ
ら
う
。

乍
恐
口
上

r

堀
富
田
屋
町 

間

淸

一

郞

私
曾
祖
父
天
文
測
量
仕
14>
者
ー
ー
御
座
皿
處
寬
政
年
中
御
改
曆 

御
用
被
仰
付
皿
以
後
代
々
御
用
相
勤
罷
在̂

儀
ー
ー
て
御
一
新 

後
昨
辰
九
月
由
緖
書
相
添
是
迄
之
通
御
用
向
被
仰
付
被
為
成 

下
14.
者
ゝ
難
有
可
奉
存
旨
奉
願
上
置
ば
御
儀
ー
ー
御
座
14>
然
處 

當
巳
六
月
十
五
日
月
食
其
外
七
月
十
二
月
兩
度
之
日
月
食
御.

四
三
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座
か
儀
に
付
兩
者
往
々
御
改
曆
之
節
若
御
見
合
之
一
端-
一
茂 

相

成f

者
ゝ
難
有
仕
合
奉
存
皿
且
私
儀
未
若
年
其
上
未
熟
短 

オ
之
者
ー
ー
者
御
座e

得
共
於
手
元
右
三
食
共
測
量
仕
置
度
奉 

存
皿
尤
晴
天
實
測
仕

14.
上
者
別
紙
測
量
書
奉
差
上
度
奉
存
ル 

ー
ー
付
乍
恐
此
段
御
窺
旁&

奉
願
上
皿
御
聞
濟
被
為
成
下W

者 

ゝ
難
有
仕
合
奉
存
弘
以
上 

明
迨
一
年

巳
六
月

« 

-

大
阪
府御

裁
判
所 

重
明
は
夏
に
於
て
も
足
冷
へ
の
た
め
躍
皮
を
用
ひ
た
程
健
康
に 

惠
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
、

明
治
二
十
六
年
一
月
十
九
日
病
歿
し
た
。

(

五)

間
家
の
觀
測
助
手 

以
上
槪
略
し
た
や
う
に
間
家
は
四
代
に
わ
た
っ
て
天
文
御
用
觀 

測
を
勤
め
て
來
た
の
で
あ
る
が
、

觀
測
の
助
手
と
し
て
又
主
人
留 

守
の
時
、
病
中
の
時
は
代
っ
て
觀
測
を
行
っ
た
人
達
も
多
い
の
で 

あ
る
が
、
殊
に
前
記
の
中
路
平
兵
衞
の
如
き
は
間
家
三
代
に
わ
た 

っ
て
仕
へ
た
人
で
あ
る
。

其
の
他
中
川
貫
兵
衞
辻
二
郞
兵
衞
と
間

間

淸

一

郞
 

當
病
一
一
付 

名

代

平

兵

衞

四
四 

家
に
は
常
に
五
六
人
の
人
が
お
い
て
あ
っ
た
や
う
で
、

重
富
の
手 

紙

に

「
家
內
・
十
四
人
十
三
人
ま
で
風
邪
一
ー
て
御
座e

得

共:
:

」 

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
確
で
あ
ら
う
。
或
は
其
れ
等
の
人
の 

中
に
は
觀
測
だ
け
の
爲
に
雇
っ
て
あ
っ
た
者
も
あ
っ
た
か
も
知
れ. 

な
い
。

蘭
學
者
と
し
て
有
名
な
橋
本
曇
齊
も
又
間
家
の
觀
測
員
の
一
人 

と
し
て
觀
測
を
手
傳
っ
て
居
り
、
寬
政
十
年
十
月
十
六
日
の
測
記 

に 

・
- 

橋

本

總

吉

皿a

齊

翼

U

 

と
重
富
は
記
し
て
居
る
。

又
文
化
六
年
九
月
望
食
以
後
は
麻
田
立 

達
(

麻
田
剛
立
の
養
嗣
子)

・
も
間
家
に
出
入
し
て
觀
測
し
て
居
る
。 

改
特
筆
す
べ
き
は
文
化
十
二
年
十
一
月
月
蝕
觀
測
に
於
て
は
重
富 

病
褥
中
に
て
重
新
の
母
卽
ち
重
富
の
妻
ま
で
も
觀
測
を
手
傳
っ
て 

居
る
の
で
あ
っ
て
、
全
く 

一
家
總
動
員
で
觀
測
し
た
も
の
で
あ
っ 

た
。

第

三

節

間

家

を

中

心

と

し

た

天

文

觀

測
 

•

第
二
節
に
於
て
述
べ
し
如
く
寬
政
改
曆
前
に
於
け
る
大
阪
方
の 

觀
測
は
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
測
記
の
現
存
す
る 

も
の
が
少
い
。
測
記
の
今
日
に
殘
れ
る
も
の
は
改
曆
御
用
を
終
っ
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て
歸
阪
後
の
寬
政
十
年
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

重
富
歸
阪
後
も
猶 

大
阪
に
於
て
觀
測
御
用
相
勤
む
る
や
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
觀
測
す
べ 

き
項
目
は

覺 

一
大
阪
北
極
出
地
度 

一
大
阪
距
京
師
西
偏
度 

右
近
年
之
內
致
測
定
可
被
申
越
uh
事 

ー
ニ
至
二
分
太
陽
赤
道
經
緯
度

-

日
月
食

一
太
陰
五
星
恒
星
凌
犯

右
之
分
致
測
量
都
度
ー
ー
可
被
申
越
vh
其
外
彗
字
等
見
當
り
被
申 

高
橋
作
左
衞
門

至

峙

花

押
 

山

跡

才

助
德

風

花

押
 

吉

田

靱

負
秀 

花
押 

に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
之
に
依
れ
ば
當
時
に
於
て
為
し
得
る
天

皿
者
可
被
申
越
皿
事. 

・

午
正
月

間

五

郞

兵

衞

殿

文
觀
測
の
殆
ん
ど
全
種
類
に
わ
た
っ
て
居
た
わ
け
で
、
將
來
改
曆 

に
備
へ
て
の
準
備
の
た
め
の
觀
測
で
あ
っ
た
。

間
一
家
は
之
よ
り 

全
力
を
擧
げ
て
觀
測
を
行
っ
た
や
う
で
、

現
存
す
る
觀
測
實
記
は 

此
の
節
の
最
後
に
一
覽
に
便
な
る
や
う
目
錄
と
し
て
揭
げ
て
置
い 

た
が
、
間
家
の
み
の
觀
測
數
凡
そ
百
八
十
三
個
の
多
き
に
及
び
、
 

且
つ
野
帳
、
草
稿
之
書
、

呈
上
控
等
一
種
の
觀
測
に
つ
い
て
數
個 

の
測
記
が
殘
存
す
る
狀
態
で
あ
る
。

其
の
他
麻
田
家
の
測
記
、
江 

戶
漩
川
、

足
立
、
高
橋
等
の
測
記
、

地

方

觀

測

家

の

測

記(

之
等 

は
原
本
で
は
な
く
重
新
そ
の
他
間
家
の
人.
が
寫
し
て
お
い
た
も
の 

で
あ
ら
う)

も
若
干
殘
っ
て
居
り
、
江
戶
に
於
け
る
測
記
に
比
し 

て
之
等
の
測
記
が
今
日
關
西
地
方
に
保
存
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
 

當
時
我
が

邦
に
於
け

る
天
文
觀
測
の
情
勢
を

知
る
上
に
貴
重
な 

る
資
料
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
之
を
整
理
し
今
日
の
數
字
に 

換
算
す
る
な
ら
ば
學
界
に
對
し
て
も
又
得
難
き
學
術
的
資
料
を
呈 

す.
る
事
に
も
な
ら
う
。

然
し
乍
ら
長
年
に
わ
た
る
か
く
も
多
數
の 

觀
測
材
料
を
整
理
吟
味
し
、

以
て
現
在
の
天
文
學
に
從
っ
て
之
を 

判
別
す
る
事
は
容
易
な
ら
ぬ
仕
事
で
あ
っ
て
、
數
年
の
年
月
を
要 

す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

こ
こ
に
は
、
前
記
覺
に
あ
る
種
類
別
に 

從
っ
て
大
體
の
觀
測
狀
況
を
記
述
し
、
當
時
の
我
が
邦
天
文
學
の 

樣
子
を
槪
觀
す
に
止
め
る
が
、
之
は
本
邦
に
於
け
る
天
文
觀
測
の

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文a

測
の
槪
耍(

渡
邊)

四
五
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技
術
史
と
も
云
へ
よ
う
。
猶

ほ
個
々
の
實
測
の
整
理
吟
味
は
筆
者 

に
よ
っ
て
現
在
進
め
ら
れ
て
居
り
、
近
き
將
來
に
適
當
な
箇
所
に 

發
表
し
、

以
て
先
輩
の
業
跡
を
世
に
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

(
-
)

日

月

食

觀

測

「
曆
法
疏
密
驗
在
交
食
」

と
古
來
よ
り
言
は
れ
て
居
る
程
、

日 

月
食
の
觀
測
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
當
時
曆
官
に
於
て
も
重 

視
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
間
家
に
於
て
も
日
月
蝕
觀
測
に
は
重
點 

を
置
い
た
や
う
で
あ
る
。

第
一
表
は
重

新

が

測

訊

を

整

理

し

て 

「
家
測
寬
政
十
年
戊
午
四
月
以
後
連
年
日
月
食
初
復
甚
生
旣
實
測 

及
曇
雨
無
測
量
記
」
と
題
す
る
書
類
中
に
記
載
さ
れ
た
る
日
月
食 

の
一
覽
表
で
あ
る
。

第
二
表
は
其
れ
以
後
、
卽
ち
文
政
六
年
十
二 

月
十
六
日
月
蝕
よ
り
以
後
慶
應
三
年
二
月
月
食
迄
、
頒
曆
よ
り
取 

り
出
し
た
る
總
て
の
日
月
食

數

六

十

四

食

の

一
覽
表
で
あ
る
。
之 

等
に
よ
っ
て
測
記
の
大
部
分
は
殘

っ
て
居
る
こ
と
が
判
然
と
す
る 

で
あ
ら
う
。

勿
論
こ
の
中
に
は
曇
雨
に
て
無
測
の
記
錄
も
含
ん
で 

居
る
の
で
あ
る
が
、
最

後

の

「
間
家
現
存
實
測
記
目
錄
」

の
中
に 

は
其
れ
等
の
も
の
は
省
い
て
あ
る
。

今
後
と
も
な
ほ
こ
こ
に
記
載 

し
て
居
ら
な
い
も
の
も
、

發
見
さ
れ
る
事
と
思
は
れ
る
。

第
一
表 

第
二
表
共
に
オ
ポ
ル
ツ
ェ
ル
食
表
と
對
照
し
て
そ
の
番
號
を
記
し

四
六

て
払
い
た
。

こ
こ
に
斷
っ
て
拒
く
事
は
、
夜
半
後
に
起
っ
た
月
食 

の
測
記
の
多
く
は
日
附
け
が
實
際
よ
り
は
前
日
の
も
の
を
記
し
て 

居
る
の
で
あ
る
が
、

其
れ
等
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
い
た
。 

之
等
の
日
月
食
中
興
味
あ
る
も
の
二
つ
に
つ
い
て
左
に
述
べ
て

お
く
。

寬
政
八
年
五
月
十
五
日
の
月
帶
食 

こ
の
月
食
は
オ
ポ
ル
ツ
エ
ル
食
表
に
は
見
當
ら
な
い
も
の
で
あ 

る
。
前
記
重
新
の
測
記
錄.
に
は
觀
測
な
く
、
麻
田
の
觀
測
記
に
は 

午
中
後
三
千
三
百
二
十
ハ
分
卽
戌
四
刻
一
十
一
分
此
時
見
月
體

上
邊
于
雲
中
圓
滿
而
不
見
散
影

と
記
さ
れ
て
居
る
。
寬
政
八
年
頒
曆
に
は

月
帶
そ
く

い
ぬ
の
一
»j
一
分
ば
か
り
か
け
な
が
ら
出
い
ぬ
の 

六
刻
西
南
の
方
に
4S
は
る
見
へ
か
た
か
る
べ
し

と
記
さ
れ
て
居
る
。
之
に
依
っ
て
見
れ
ば
頒
曆
に
は
記
さ
れ
て
居

る
が
、

實
際
に
は
起
ら
な
か
っ
た
月
食
で
は
な
か
ら
う
か
。
寬
政

改
曆
前
の
寶
曆
曆
で
あ
る
か
ら
、
曆
官
が
日
月
食
の
推
算
を
失
し 

て
、
民
間
側
か
ら
非
難
の
起
っ
た
例
は
度
々
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
 

此
の
月
食
も
そ
の
例
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、

丁
度
雲
が
あ
っ
た

た
め
、
或
は
又
他
の
事
情
に
よ
っ
て
觀
測
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で 

あ
ら
う
。
前
記
麻
田
の
記
錄
は
月
食
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

月
食

を
見
た
記
錄
で
は
な
く
旣
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
記
錄
で
あ
る
。
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或
は
又
旣
に
改
曆
準
備
中
で
あ
っ
た
の
で
實
際
月
食
が
起
ら
な
く 

て
頒
曆
と
違
っ
て
居
て
も
、.
民
間
か
ら
前
例
の
時
の
如
く
非
難
が 

.
起
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
此
の
月
食
の 

事
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
居
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

此
の
度
の
調 

査
に
よ
り
以
上
の
事
實
が
知
ら
れ
た
事
は
曆
法
史
上
興
味
あ
る
事 

で
あ
る
。

文
化
十
二
年
五
月
十
四
日
の
月
食 

更
に
興
味
あ
る
も
の
は
文
化
十
二
年
五
月
十
四
日
の
月
食
で
あ 

る
。

頒
曆
に
依
れ
ば

;

う
し
の
一
刻
左
の
下
よ0

か
け
は
し
め
と
ら
の 

月

そ
く
皆
旣

初
刻
甚
し
く
と
ら
の
七
刻
下
の
右
に
扭
は
る
東 

國
に
て
は
か
け
な
か
ら
入
へ
し 

と
記
さ
れ
て
居
る
。
然
る
に
實
測
の
結
果
は
皆
旣
で
は
な
か
っ
た 

や
う
で
あ
る
。
普
門
律
師
の
率
ひ
る
大
坂
梵
曆
社
中
は
、

梵
曆
法 

に
よ
る
推
算
が
適
中
し
た
事
を
以
て
梵
曆
擁
護
運
動
に
利
用
し
た 

や
う
で
あ
る
。
左
の
記
錄
は
梵
曆
運
動
硏
究
家

工
藤
康
海
氏
の
御 

敎
示
に.
よ
り
し
も
の
に
て
、

此
處
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で 

あ
る
。
未
刊
で

は
あ
る
が
、
普
門
律
師
が
こ
の
月
食
の
翌
日
十
五 

日
に
撰
し
た

る

「內
外

天
文
辨
」

の
中
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
居 

る
。

西
洋
曆
術
未
盡
其
法

間
家
を
中
心
と
し
た
賈
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

西
洋
ノ
曆
術
甚
精
微
ヲ
極
ル-
一
似
タ
リ
ト
云
へ
ト
モ
イ
マ
タ 

盡

サ

ル

「
ア
リ
、

今
歲
ノ
頒
曆.
ー
ー
五
月
ノ
望
ヲ
皆
旣
ト
記
メ 

又
六
月
朔
日
食
一
分
ト
シ
ル-
te
リ
是
西
法
ヲ
學
ノ
者
交
食
ノ 

•

法
ー
ー
委
シ
カ
ラ
サ
ル
故
也
印
度
ノ
迦
葉
氏
曆
等
ノ
定
法
ー
ー
出 

若
望
一
一
月
食
記
シ
ハ
來
ル
月
ノ
朔
ー
ー
日
雖
入
籃
而
モ
不 

レ
注
レ
蝕
今
頒
曆
一
ー
今
月
ノ
望
皆
旣
ト
註
ソ
又
六
月
朔
日
食
ー 

分
ト
シ
ル
ス!
・
ハ
何
ソ
ヤ
果
メ
月
食
九
分
半-
ー
 

ノ
不
旣
大
芳 

ノ
爲
一
一
笑
ハ
ル
、
事
豈
ア
ヤ
マ
ラ
ス
ヤ
又
有
西
學
家
今
月
ノ 

月
食
ヲ
推
而
六
分
半
ト
ス
此
者
大-
一
實
測
ヲ
負
テ
自
矯
ル
「 

ヲ

キ

ク

然-
一
推
步
三
分
餘
ヲ
誤
レ
リ
渠
カ
實
測
モ
亦
憑
厶
へ 

カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
印
度
ノ
定
法
獨
リ
的
當
ヲ
見
ルa

t

ハ
益
ス
信 

ヲ
取
ル
ヘ
キ
也

と
述
べ
て
、
間
一
家
を
惡
く
言
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

重
新
の
實 

測
記
も
月
食
九
分
半
を
認
め
て
居
り
右
梵
曆
家
に
對
す
る
言
ひ
譯 

で
も
な
か
ら
う
が
、
重

富

は

「
論
月
食
皆
旣
見
微
光
之
有
無
」

と 

題

す

る

論

文

を

い

て

居

る

の

で

あ

っ

て

、

こ
の
月
食
は
皆
旣
で 

は
な
く
、
官
曆
の
敗
北
に
歸
し
た
も
の
で
あ
る
。

寬
政
改
曆
後
僅
か
に
十
數
年
を
經
た
の
み
で
旣
に
こ
の
曆
法
も 

天
と
合
は
な
か
っ
た
や
う
で
、
之
以
後
も
日
月
食
に
於
て
推
算
と 

實
測
と
一
致
し
な
か
っ
た.
こ
と
は
、
天
保
十
一
年
正
月
十
九
日
の

四
七 

•
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漩

川
景
佑
の
實
測
記
附'S

に 

近
年
星
學
書
ヲ
玩
フ
者
ヤ
、
モ
ス
レ
バ
官
曆
數
ノ
天
食
一
一
先
ッ 

「
ヲ

流

言
ス
其
天-
一
先
ツ
「

ハ
近
日
ノ
事
ー
ー
ア
ラ
ス
其
理
義
八 

旣

ー
ー
交
食
細
校
ー
ー
詳-
ー
ス
ル
ヲ
以
テ
爰
ー
ー
贅
セ.

ス 

と
あ
る
こ
と
よ
り
も
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。
寬
政
曆
法
が
採
用
さ 

れ
て
僅
か
四
十
五
年
に
し
て
天
保
壬
寅
元
曆
と
改
め
ら
れ
た
る
理 

由
は
、
旣
に
早
く
こ
の
時
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
至
時
、

重
富 

の
苦
心
も
未
だ
報
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

勿
論
之
に
は 

理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
こ
こ
に
は
略
す
。

次
に
此
の
時
代
使
用
さ
れ
た
若
干
の
術
語
を
此
處
に
紹
介
し
て 

お
か
う
。

日
月
食
に
於
て

初
虧
よ
り
食
甚
迄
を
「
進
食
」

と
云
ひ
、
 

食
甚
を
す
ぎ
て
食
分
が
段
々
減
じ
て
行
く
時
を
「
退
食
」

と
云
っ 

て
居
る
。
虧
け
た
部
分
を
食
分
と
云
ふ
に
對
し
て
、
光
っ
て
居
る 

方
を
光
分
と
云
っ
て
居
る
。

日
月
食
觀
測
の
主
な
る
事
は
初
虧
食
旣
食
甚
生
光
復
圓
等
と
食 

分
、
位
置
角
及
び
太
陽
或
は
月
の
地
高
度
を
觀
測
す
る
事
で
あ
っ 

た
。
主
觀
測
者
は
測
食
定
分
儀
を
用
ひ
て
日
月
食
の
位
相
を
觀
測 

す
る
事
に
あ
る
。

測
食
定
分
儀
は
現
在
の
測
微
尺
の
如
き
も
の
で
、
 

視
野
中
に
平
行
に
張
ら
れ
た
線
に
よ
っ
て
食
の
當
日
或
は
前
後
の

四
ハ

H

に
太
陽
或
は
月
の
全
經
を
測
定
し
て
お
き
、
食
の
當
日
に
は
光 

分
を
測
食
定
分
儀
の
線
で
何
線
と
測
定
し
て
食
分
を
計
算
し
た
も 

の
で
あ
る
。

文
政
ハ
年
十
月
望
食
記
に
漩
川
景
佑
は 

(

前
略)

又
是
食
固
ヨ
リ
淺
食-
ー
シ
テ
月
景
中-
一
在
テ
モ
尙 

白
光
ヲ
顯
セ
リ
。

依
テ
光
分
ヲ
捨
テ
直
チ-
一
食
分
ヲ
取
然
ル 

一一
光
分
ヲ
測
ル
パ
測
食
ノ
定
法
ナ
リ
故
ー
ー
測
定
ノ
食
分
卜
全 

經
ト
相
減
シ
テ
光
分
ヲ
得
以
テ
左
ー
一
列
ス 

と
記
す
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。 

・
 

此
の
時
代
に
於
て
は
如
何
な
る
觀
測
も
必
ず
助
手
が
あ
り
、

垂 

搖

球

儀
(

今
日
で
云
ふ
一
種
の
振
子
時
計
で
あ
る)

は
主
觀
測
者 

が
合
圖
を
す
る
こ
と
に
よ
り
助
手
が
讀
み
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

決
し
て
今
日
の
如
く
耳
目
法
は
使
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

日
月
食
に
於
て
切
觸
時
刻
の
測
定
の
困
難
な
る
事
は
現
在
で
も 

變
り
は
な
い
が
、
殊
に
月
の
場
合
切
觸
時
刻
の
精
密
測
定
は
難
中 

の
難
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
於
て
も
當
然
の
事
で
あ
っ
て
、
文
政 

二
年
ハ
月
望
食
記
中
に
漩
川
景
佑
も

ー
月
食
測
法
中
一
ー
於
テ
星
學
者
ノ
困
難
ス
ル
ハ
初
亏
ト
生
光
ト 

-
ー
在
リ
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
初
亏

八

景
ト

月

體
ト

相
切
ス
ル
ノ 

時
ナ
リ
生
光
ハ
月
周
卜
景
周
ト
相
重
ナ
ル
ノ
時
ナ
リ
固
ヨ
リ 

景
ハ
人
目
ノ
視
ル
へ
キ
ナ
シ
是
以
テ
兩
限
共-
一
其
形
象
ヲ
見

・ 

>
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ワ
ス
ハ
旣

ー
ー
兩
限
ノ
後
タ
ル
ナ
リ(

中
略)

又
食
旣
ト
復
圓 

ハ
初!

生

光
-

ー
較
フ
レ
ハ
稍
・
測
り
易
キ
ー
一
似
タ
リ
食
旣

ハ 

月
ノ
光
分
景
中
一
ー
進
行
ノ
光

消

滅

ス
ル
ノ
キ
ナ
リ
復
圓
ハ
月 

ノ
光
分
景
中
ヲ
进

レ
出
テ
光

ヲ

全

ス
ル
ノ
キ

ナ

リ

是

レ

共

一一
 

人

目
-
一
見
ヱ
易
シ
乃
チ
月
星
浚
犯
ノ
キ
月
ノ
星
ヲ
掩
フ
ハ
測 

り
易
ク
星
”
月
體

ヲ
出
ル
ハ
測
リ
難

キ
ノ
理
ト
同
シ 

と
述
べ
て
居
る
通
り
で
あ
る
。

而
し
て
一
般
に
望
遠
鏡
で
觀
測
す 

る
時
で
も
、
肉
眼
で
觀
測
を
行
ふ
時
で
も
、
觀
測
し
た
切
觸
時
刻 

は
眞
の
切
觸
時
刻
に
初
亏

の
場
合
は
後
れ
、
復
圓
の
場
合
は
前
に 

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
め

た
事
柄
で
、
旣
に
重
新
は
之
に
つ
い
て 

吟
味
し
て
居
り
、
文
政
五
年
十
二
月
十
五
日
の
皆
旣
月
食
の
測
記 

に

は

「
略
論
記
」

と
し
て
論
じ
て
、
之

以

後

「
以
新
意
所
測
之
初 

寿
」

と

「
舊
來
測
定
之
初
亏
」

と
區
別.
し
て
觀
測
を
記
錄
し
て
居 

る
。次

に
第
一
表
、
第
二
表
を
見
て
判
明
す
る
事
味
此
の
時
代
各
地 

方
に
於
て
日
月
食
を
觀
測
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戶
に
於
け 

る
各
天
文
方
は

勿
論
大
阪
に
於
て
も
間
麻
田
兩
家
は
云
ふ
に
及 

ば
ず
、
越
中
の
西
村
太
沖
、
藝
州
の
武
田
、
賛
州
の
久
米
榮
左
衞 

門
、
備
前
岡
山
の
片
山
金
彌
、
福
山
藩
の
石
坂
碌
平
、

美
作
津
山 

ゐ
人
宮
田
忠
篤
、
伊
勢
山
田
の
山
口
、
一
西
嶋
の
兩
伊
勢
曆
の
版
元
、

測
者
不
明
な
る
も
尾
州
名
古
屋
に
於
け
る
等
全
國
に
わ
た
っ
て
居 

る
。,

叉
同
時
に
伊
能
忠
敬
が
全
國
測
量
中
出
先
き
に
於
て
實
測
し 

て
居
る
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
觀
測
者
は
伊
勢
津
岩
田
橋
南
馬
場 

屋
敷
の
村
田
佐
十
郞
恒
光
な
る
者
で
あ
り
、

測

記

に

「
測
地
津
岩 

田
橋
南
詰
測
量
所
」
と
記
し
可
な
り
大
規
模
に
觀

測
を
行
っ
て
居 

る
や
う
で
あ
る
。

(

二)

掩

蔽

觀

測 

掩
蔽
觀
測
記
の
殘
存
せ
る
も
の
は
十
三
で
あ
り
、
高
橋
父
子
が 

江
戶
曆
局
に
於
て
觀
測
し
た
も
の
が
六
個
あ
る
。

星

は

木

星•

土 

星
•

金
星
が
總
數
七
個
で
約
半
數
を
示
し
て
居
り
、
殘
り
は
恒
星 

で
あ
る
。
掩
蔽
豫
報
の
な
か
り
し
當
時
に
於
て
少
く
と
も
こ
れ
だ 

け
の
觀
測
が
な
さ
れ
た
事
は
注
意
す
べ
き
事
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。 

何
と
な
れ
ば
豫
報
が
な
く
て
は
何
時
起

る
か
判
り
も
し
な
い
や
う 

な
掩
蔽
現
象
を
觀
測
す
る
た
め
に
は
絕

へ
ざ
る
注
意
が
必
要
で
あ 

る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
表
は
掩
蔽
觀
測
實
測
記
の
一
覽
表
で

あ
る
。 

東
北
帝
國
大
學
の
所
藏
に
か

ゝ
る
交
食
實
測
記
六
卷
、
及
び
靈
驗 

候
簿
の
中
に
は
江
戶
に
於
て
な
さ
れ
た
掩
蔽
觀

測
が
若
干
含
ま
れ 

て
居
り
、

そ
の
他
各
地
に
於
て
觀
測
さ
れ
た
掩
蔽
現
象
の
觀

測
も 

相
當
に
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、

こ
こ
に
は
間
家
に
殘
存
し
て
居

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
败
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)
 

四
九

337



庭崛臥唐煤 城気•用韻 用〇

第一表 日月食實測表
常

番號 觀汎 日附 西紀年月日
食の 

種類

オポル 
ツェル 
番號

年月日 命月 日

1 寬政 110 1 1789 1117 日 7133

2 5 7 14 1793 8 20 月 4640

3 6 116 1794 2 15 月・ 4641

4 6 12 1 1795 1 21 日 7153

5 7 6 16 1795 7 31 月・ 4644

6 7 12 1 1796 110 日・ 7155

7 8 5 15 1796 6 20 月・ 一

8 8 6 .1 1796 7 5 日 7156

9 8 H 16 1796 12 14 月 4615

10 9 5 15 1797 6 9 月・ 4646

11 10 4 14 1798 5 29 月 4648

12 10 10 1 1798 11 8 日 7161

13 10 10 16 1798 11 23 月 4649

14 12 3 16 1800 4 9 月 4650

15 12 4 1 1800 4 24 ロ 7164

16 12 8 15 1800 10 3 月* 4651

17 享和 1 8 15 1801 9 22 月・ 46 >3

18 2 2 16 1802 3 19 月 4654

觀 測 ヽ 者

間 麻田 足 立 江戶 其の他

測 測

細測 細測（石） 高橋細測

細測
初专測

（石5 高橋測記紛失

測記散失 細測 高橋楝測

測記無
密雲不見
（石）

測記

無 測 ?

無 （;石） ?

?

江戶にて 
測

（石） 伊能測

無 （石） ?

無測（圖） 疏測（石） 測 疎測

測（圖） 全測 全 測 細測 伊能測（圖）

測（羽） 全測（石） 全測 伊能測（圖）

細測（圖）歸國無測 細 測 晏天疏測

測（羽）
在築杵 
略測（石）

細 測 全測
伊能測（圖） 
西村測

無測C羽う 無測 無 測 ?

無測C圖）疏測（石） 無 測 無測

測（圖） 測（石） 測 測 西村測

備 考

髙橋至時,間重富 

出府

此食大坂晴雨之狀 
測量之事無記錄 
吉田,山路,高橋 
京都にて測

大坂大雨

晏

・晴

令

晴

天

天

一尺

天

天

♦ 4



匹魅曲甘£宀つ叔愜诲0惩乂密殳矗尿A聲臥

年 月 □ 年 月 日

19 2 8 1 1802 8 23 日 7171 無測 測（石;）

20 3 12 14 1804 1 26 月・ 4656 無測

21 文化1617 1804 7 23 月 4657 測（圖） 測（石〉

22 112 15 1805 115 月・ 4658 測（圖） 測（石）

23 2 6 16 1805 7 12 '月・ 4659 初亏測
（圖）

測（石）

24 4 4 14 1807 5 21 牙 4661 無測.

25 4 10 16 1807 11 & 月・ 4662 復測（羽う 測1石）

26 5 9 15 1808 11 3 胪 4664 錬測〔石）

27 5 10 1 1808 1118 7187 無測 測（石）

28 6 9*15 1809 10 23 ・月・ 4666 測（圖） 測

29 7 3 1 1810 4 4 日 7190 測（圖3） 之以後麻

30 9 7 16 1812 8 22 另 4670 無測
田立逢ノ、 

間ノ家二

31 10 115 1813 2 1-> 月・ 4671 無測（羽） テ觀測ス

32 11 6 1 1814 7 17 日 7201 測澗）

1石〕
33 111116 1814 12 27 月・ 4673 測（圖）

34 12 5 14 1815 6 21 月 4674 測（羽）

35 12 6 1 1815 7 7 日 7203 測（圖）

.36 12 1116 1815 12 16 月 4675 測（羽）

37 13 10 16 1816 12 5 月 4677 測（圖）

38 14 4 1 1817 5 16 日 7207 測（圖）

39 14 10 1 1817 11 9 日 7208 測（羽）

40 文政141 3818 5 5 日・ 7209 無測

41 2 3 16 1819 4 10 月 4680 不全測
（圖）

西村無測測 測

?

測 全測

測 細測

測 ?

?

測 細測

無測 雨天無測

測 

以後在 

江戶

雨天無測 

細測

曇天無測

細測 

細測 

有雲不見

細測

細測 

細測 

細測

細測

測く石） 

有雲不 

全正
初亏測 
（狩）

伊勢山口測（石） 
西村測

山口測（石）西村測

西村無測

西村測,久米測
（石）

勢州,西村共二 
無測伊能測

西嶋略測（石）

藝州武田測（石）

西嗚測

西村測

聽淨長い

雨 天

重富十月出府六年 
迄重新測

辱 天

重新在府

四月重富歸阪

雨 天

罢 天

以下重新單獨測

曇 天

曇 天

M1

熔
co



篠酬赵亦釈 薇用•用韻 W1I

番號 觀測日附 西紀年月a
食の 

種類

オポル 
ツェル 
«

觀 測 者

備 考

•間 麻•田 足立 江戶 其の他

42

43

44

45

46

年 月 日
文政2 815L

3 2 17

4 2 1

5 12 15

6 6 1

年 月FI
1819 10 3

1820 3 30

1821 3 4

1823 1 26

1823 7 8

月

_月

月

日

4681

4682

7217

4686

7223

測（圖） 

測（圖） 

測（圖） 

測（圖） 

測（圖）

細測（狩） 

細測（狩・） 

細測（羽;）
（狩） 

細測（狩:） 

細測（狩:）

西嶋測

西嶋測（石'）

西村測 •

脚註貢石は石橋榮達氏,羽は羽間平三郎氏,・圖は大阪市立淸水谷圖書館,猝は東北帝國大學狩野文庫所載なることを示すも 

のである。以下諸表之に同じ

第二表 日月食一覽表

（文政6年!2月16日以後/分）

附 日 測 觀 日,V 如«
ル
ル

ポ
エ
號 

オ
ッ
番

a
者

備 考

間

S
需 の 其

一
一

'

他

日 月 年
I

1 626
 政 文

61428 *
 月

8864
石
*
 無 測 如 雨 天

2 1-67
27

6428
日

622
彷 測

、
 無 測 術

.
雨 天

3 6108 1964
石 測

4 549
21

5628
月

2964
石 測 測 斷5 5

 〇
9

月
3964

雨 天



锂张捌3肱徹笛報!2実士粼餐駅©異斷（麹熾）

6 10 4 16 1827 5 11 月 4694 頒曆京二テハ不見

7 10 9 14 1827 XI 3 月 4695 測 〇）
出府中江戶ニテ快 

測

8 11 9 1 1828 10 9 日 7236 無測（石） 大 雨

9 12 2 16 1829 3 20 JJ 4696

10 12 9 1 1829 9 28 日 7238 測（石X狩J 宮田,（津山う測（狩:）

11 天保1 2 15 1830 3 9 月 4698 測（圖X狩う 測 （狩） 足立測（狩・）

12 1 7- 17 1830 9 3 月 4699 頒曆京二テハ不見

13 2 1 14 1831 2 26 月 4700 無測（石） 雨 天

14 2 7 16 1831 8 23 丿J 4701 ・無測（石） 曇 天

15 3閏 11 16 1833 1 6 月 4702 測（石X狩う 足立測（狩）

16 4 6 .1 1833 7 17 日 7248 測（石X狩ノ 測 （狩） 足立測（狩う 重新出府中重任測

17 4 11 16 1833 12 26 月 4704 測（狩） 測 （狩;） 山路測（狩）,足立測（狩）

18 5 5 15 1834 6 21 月 4705 石坂測（狩） 頒曆京二テノ、不見

19 7 9 15 1836 10 24 月 4709 無測く石X狩） 測（石X狩） 石坂測（狩） 曇 天

20 8 3 17 1837 4 21 月 4710 測（石X狩） 測C石X狩） 岡山ニテ測（石）

21 8 9 15 1837 10 14 月 4711 頒曆京二テノ、不見

22 9 8 15 1838 10 3 月 4713 測（石X狩） 測 （狩）
備前岡山測（狩） 
高山紙三郎測（狩）

以下重遠觀測

23 10 8 1 1839 9 8 日 7262 測（石X狩） 測（石X狩） 備前岡山測（狩） 金環食

24 11 1 15 1840 2 17 丿J 4714 無測（石X狩・） 測 （狩） 山路測（狩），村田測（狩）
足立測（狩）

盘 天

25 11 2 1 1840 3 4 日 7263 測（石X狩） 測（石）（狩） 足立測（狩〕,村田測（狩:）
備前岡山測（狩）

26 i2 6 16 1841 8 2 月 4717 無測（狩） 村田測（狩）

27 12 12 15 1842 1 26 月 4718 測（石）（狩） 測 （狩） 足立測（狩）,山路測（狩）

trfin



篠峥伙虑貳 您且•常器 时旦

番號 觀測日附 西紀年月H
食の

種類

オポル 
ツェル 
番號

觀 液 者
備、 考

間
江 
濫

戶
川

其 の 他

28 天保
年

13 6
日

1
年

1842
丿］

7 8 日 7270 測（石）（狩） 村田測（狩）

29 13 6 15 1842 7 22 月 4719 測 （狩）

30 14 11 1 1843 12 21 日 7273 測（石X狩） 測 （狩）

31 弘化 1 10 16 1844 11 25 月 4722

32 2 4 16 1845 5 21 月 4723 無測（石X狩） 村田測（狩）

.33 4 2 16 1847 4 1 月 4725

34 4 8 15 1847 9 24 月 4726 測（石^狩う 測 （狩う

35 嘉永 T 2 16 1848 3 20 月 4727 測（石X狩う 測 （狩） 村田測（狩）

36 2 2 1 1849 2 23 日 7287 測（.石X狩］ 測（石X狩） 村田測（狩） 弟子測

37 2 7 16 1849 9 2 月 4730 測（石X狩） 片山測（狩）,村田測 弟子測 «

38 3 1 1 1850 "2 12 日 7289 村田,片山,小雨無測◎?）

39 3 7 1 1850 8 8 日 7290 測 （狩）

40 3 12 16 1851 1 17 号 4731 測（石X狗=） 村田測（狩）,片山測（狩）

41 4 12 16 1852 1 7 月 4733 頒曆京ニテ ノ、不見

42 5 5 14 1852 7 1 片 4734 測（狩う 測 （狩;）
伊勢松坂ニテ測（狩）
（測者不記）

43 5 11 1 1852 12 11 日 7295 測（石X狩） 測 （狩〕

村田測（狩）
奥川彌五郎測〔狩）

44 5 11 16 1852 12 26 月 4735 測（石X狩） 測 （狩ゝ

45 安政 1 4 16 1854 5 12 月 4737 無測（狩） 測 （狩う 村田測（狩:）

46 1 5 1 1854 5 27 日 7298

47 1 9 14 1854 11 4 月 4738



48
年

2
月

9
13
15

年

1855
月

10
日

25 月 4740 測（石X狩） 測 （狩）
尾州名古屋ニテ測（狩;） 
測者不記

49 3 3 16 1856 4 20 月 4741

50 3 9 1 1856 9 ?9 日 7303 測 （狩・） 高山兵四郎測（狩）

51 4 8 1 1857 9 18 日 7305 頒曆京二テノ、不見

52 5 1 15 1858 2 28 月 4743 測 （狩・）

53 5 7 16 1858 8 24 月 4744 測（石） 測 （狩）

54 6 1 15 1859 2 17 月 4745 測（石・） 測 （狩う

55 6 7 15 1859 8 13 月 4746 測 （狩）

56 萬 延 1 6 15 1860 8 1 月 4748 測 （狩'）

57 文 久 1 6 1 1861 7 8 日 7315 測C石X圖） 測 （狩）

58 1 11 16 1861 12 17 月 4749 測C石X圖）

59 2 10 15 1862 12 6 月 4751 測（石;） 測 （狩） 以下間重明賞測

60 2 11 1 1862 12 21 日 7319 測（石X圖） 測 （狩）

61 3 10 15 1863 11 25 月 4753 測（有X圖） 測 （狩'）

62 元 治 1 4 1 1864 5 6 日 7322 測〈石）

63 慶 應 2 8 16 1866 9 24 月 4757 測（石X圖）

64 3 2 15 1867 3 20 月 4758 測（石X圖）

區做・）圧4亠」火艇禅弐逖a离:bK>H<叙縣尿Q廳覘（昭熾、 时用



表 覧-
測 實 蔽 掩表 三 第

科

學

史

硏

究
 

第

四•

玄
號

番號 觀測年月日 西紀年月日 星名 現象 觀測者 備考 記錄

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

年 月 日
寬政？ 713

9 2 8
10 6 24
13 2 4 

文化8127
10 1 9
12 1116

文政3 815
6 12 12
6 12 12
6 12 12
6 12 12

111 21
13 2 15
13 9 17 

弘化3 512

月 日

1795 8 27
1797 3 6
1798 8 6
1801 3 18
1811 2 20
1813 2 9
1815 12 16
1820 9 21
1824 112
1824 112
1824 112
1824 112
1828 3 6
1830 3 9
1830 11 2
1846 6 5

木 星

木 星

木 星

金 星

金.星 

昴宿第五 

?

木 星

昴宿第一 

昴宿第五 

昴宿第六 

昴宿第七 

木 星

微小星 

昴宿大星 

角宿第一

入,出 

入

入,出 

入,出 

入,出 

入,出 

入 
第一,四 
觸
入,出 

入,出 

入 

入 
木星半體 

入月體 

入

入,出 

入,出

至時,重富 

麻田立達 

高橋至時、 

同 上

高橋景保 

同 上

重新,立達 

高橋景保 

重 新 

重 新

重 新

重 新

重 新

重 新 

重 新 

重 遠

年代不記 

なるも推 
算

皆旣月食 

中

）出有雲 

;不得測

皆旣月食 

中

圖 

羽 

圖 

圖 

圖 

圖 

羽 

圖，石

石

・石

石

石 

圖,羽

圖 

圖 

石

五
六

た
測
記
だ
け
に
と
ど
め
た
。

之
等
掩
蔽
觀
測
中
特
筆
す
べ
き
も
の
は
寬
政
七
年
七
月
十
三 

日
の
木
星
の
掩
蔽
現
象
で
あ
る
。
之
は
高
橋
至
時
及
び
間
重
富 

の
二
人
が
天
文
學
に
熱
心
の
餘
り
奇
行
を
示
し
た
逸
話
と
し 

て
世
に
知
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
こ
の
兩
人
が
江
戶 

橋
の
稍
北
に
差
し
か
ゝ
っ
た
際
、
木
星
が
月
に
潜
入
し
た
の
で 

あ
る
が
、
時
計
を
持
た
な
か
っ
た
當
時
の
事
と
て
、
紙
撚
に
靑 

銅
錢
を
吊
り
下
げ
て
振
子
と
し
、

こ
の
潜
入
の
時
か
ら
之
を
ふ 

り
始
め
て
重
富
が
之
を
下
げ
て
至
時
が
振
動
數
を
數
へ
て
淺
草 

の
曆
局
ま
で
歸
り
、,
河
鼓
大
星
南
中
之
球
行
を
測
っ
て
木
星
潜 

入
時
刻
を
子
正
後
ハ
千
一
百
〇
一
分
九
と
決
定
し
た
の
で
あ
っ 

た
。

黃
昏
時
の
事
で
あ
り
、
路
行
く
人
は
こ
の
二
人
の
行
動
を 

見
て
笑
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
曆
局
に
歸
っ
て
か
ら
は
出 

現
第
三
、

第
四
觸
を
望
遠
鏡
で
測
定
し
た
。

こ
の
事
實
は
後
か 

ら
作
っ
た
逸
話
で
は
な
く
て
現
に
觀
測
記
錄
と
し
て
殘
っ
て
居 

る
も
の
で
、
奇
行
と
云
へ
ば
云
へ
な
い
事
も
無
か
ら
う
が
、
之 

は
觀
測
に
熱
心
の
餘
り
の
行
爲
で
あ
っ
て
、
兩
人
が
人
の
嘲
笑 

を
意
に
介
し
な
か
っ
た
程
天
文
以
外
に
何
物
も
無
か
っ
た
の
で 

あ
・
る
〇

次
に
注
意
す
べ
き
測
記
は
文
化
十
二
年
十
一
月
十
六
日
皆
旣
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月
食
の
夜
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
錄
は
別
に
掩
蔽
現
象 

と
は
記
さ
れ
て
居
ら
な
い
が
、
左
に
示
す
や
う
な
記
錄
か
ら
恐
ら 

く
掩

蔽
で

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

實

ー
ー
ー
點
ノ
氣
ノ
如
ク
麻
田
見
付
ル
此
方
ハ
無
之
也
無
キ
ト 

思
ヒ
申
シ
上
候
へ
共
麻
田
今
マ
デ
有

ツ

タ

ト

云

フ

・
 

と
重
新
は
觀
測
野
帳
に
記
し
て
居
る
の
で
あ
ら
て
、
麻
田
立
達
と 

重
新
の
議
論
の
樣
子
が
想
像
さ
れ
る
。

萸
に
月
の
位
置
決
定
に
貴
重
な
る
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う 

と
考
へ
ら
れ
る
文
政
十
一
年
一
月
二
十
一
日
の
木
星
の
掩
蔽
現
象 

を
こ
こ
に
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

此
の
掩
蔽
で
は
月
と
木
星 

が
相
切
し
、
木
星
の
半
體
だ
け
が
月
體
に
入
っ
た
と
い
ふ
非
常
に 

珍
ら
し
い
現
象
で
あ
る
。

重
新
の
觀
測
に
は
見
取
圖
が
添
付
さ
れ 

て
居
る
。

文
政
六
年
+,
二
月
十
二
日
に
は
プ
レ
ア
デ
ス
星
群
の
四 

個
の
星
の
蔽
掩
現
象
が
觀
測
さ
れ
て
居
る
。

(

三)

五

星

觀

測

日
月
運
行
の
法
則
が
我
が
國
に
知
ら
れ
た
の
は
曆
象
考
成
後
編 

が
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
後
編
に
於
て
は
太
陽
及
び 

月
の
楕
圓
運
動
を
論
ず
る
も
未
だ
五
星
に
は
及
ん
で
居
ら
な
か
っ 

た
。

然
る
に
麻
田
妥
彰
が
旣
に
西
洋
か
ら
轍

入
前
に
、

ケ
プ
レ
ル

第
三
法
則
が
遊
星
の
間
に
存
立
す
る
事
を
覺
知
し
て
居
た
と
い
ふ 

こ
と
で
お
る
が
、
何
時
頃
か
ら
如
何
に
し
て
知
っ
た
か
は
詳
で
な 

い
。
高
橋
至
時
が
享
和
二
年
に
稿
せ
る
新
修
五
星
法
圖
說
中
に
先 

づ
歐
洲
諸
家
の
觀
測
と
自
家
の
候
測
よ
り
諸
遊
星
の
公
轉
周
期
を 

定
め
た
る
後
、
麻
田
翁
の
創
法
と
明
記
し
た
次
の

以
五
星
一
周
日
數

及
歲
周
求
五
星
本
天
半
徑 

置
本
星
一
周
日
數
以
歲
周
除
之
、
得
本
星
一
周
之
年
數
、
立 

方
開
之
得
商
、
自
乘
之
得
本
星
本
天
半
徑
與
日
天
半
徑
比
例 

敷
是
麻
田
翁 

・
 

®

所
創
法 

・
 

- 

な
る
方
則
に
よ
っ
て
諸
遊
星
の
太
陽
よ
り
の
距
離
を
算
し
、

こ
れ 

を
ヨ
ハ
ン
、

リ
リ
ウ
ス
著
ア
ー
ル
ド
、

コ

ロ

 

—
ツ
、

キ
ュ
ン
デ
及 

び
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、

マ
ル
チ
ン
著
ナ
チ
ュ
ー

ル
、

キ
エ
ン
デ
所
載

の
數
値
と
比
較
し
、
其
の
能
く 

一
致
す
る
を
見
て

前

法
-
一
依
ッ
テ
求
得
ル

モ
ノ
皆
此
ノ
數-
ー
合
ス
ル
ヲ
以
テ
視 

レ
バ
彼
ノ
國

亦

是
ノ
自

乘
立

方

ノ

法-
一
據
ル
モ
ノ
ー
一
似
タ
リ 

と
記
し
て
居
る
。
更
に
享
和
三
年
至
時
が
始
め
て
ラ
ラ
ン
デ
曆
書 

を
得
て
ケ
プ
ラ
ー
第
三
法
則
の
條
を
讀
む
に
當
っ
て 

此

篇

ハ
五
星

ノ 

ー
周
自
乘
ノ
比
例
ト
本
天
半
徑
再
自
乘

ノ
比 

例
ト
相
同
シ
キ
ヲ
論
載
ス
コ
レ
曾
テ
麻
田
剛
立
翁
ノ
考
フ
所 

ノ
術
ー
ー
シ
テ
暗

ーー此

篇

ノ
意
ト
相
符

ス
奇
ト
云

フ

ベ

シ

間
家
を
中
心
と
し
た
宽
®:
以
後
忙
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

五
七
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史
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第
四•

五
號 

と
記
し
て
居
り
、

少
く
と
も
第
三
法
則
が
本
邦
に
傳
來
す
る
以
前 

旣

に
麻
田
が
知
っ
て
居
っ
た
こ
と
が
窺
れ
る
の
で
あ
る
。 

然
る
に
寬
政
曆
法
は
範
を
曆
象
考
成
後
編
に
採
っ
た
も
の
で
あ 

る
が
、

五
星
法
に
至
っ
て
は
な
ほ
本
邦
に
於
け
る
實
測
材
料
多
か 

ら
ず
、
楕
圓
軌
道
の
新
說

に
從
っ
て
其
の
步
法
を
定
む
る
を
得
ざ 

り
し
が
故
に
、

姑
く
曆
象
考
成
上
下
編
に
載
す
る
所
の
方
法
に
よ 

る
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
。
至
時
は
京
都
に
於
て
改
曆
御
用
の
任 

を
果
し
て
江
戶
に
歸
る
や
、
更
に
精
確
な
る
五
星
の
步
法
を
定
め 

ん
と
し
て
、
先
づ
力
を
火
星
金
星
の
實
測
に
注
ぎ
、
尋
で
土•

木• 

水
星
に
及
ぼ
し
た
。

享
和
三
年
閏
正
月
二
十
九
日
高
橋
至
時
よ
り 

間
重
富
へ
與
へ
た
書
狀
に

一
 

新
修
五
星
法
今
以
不
絕
懸

居

申
uh
去
冬
之
火
星
退
衝
も 

測
り
申f

此
節
の
土
木
之
退
衝
も
此
節
測
量
中
ー
ー
御
座
皿
幸 

ひ
悴
測
量
ハ
好
uh
方
一
ー
而
子
午
線
之
測
大
差
無
之
程
ー
ー
相
成 

外
間
名
代
一
ー
も
爲
測
候:

兩
人
下
役
等
相
手
一
一
而
夜
半
退
衝 

測
皿
事
御
座E

扭
五
星
ハ
六
ヶ
敷
御
座
皿
殊
更
火
星
ハ
初
實 

行
ー
ー
而
僅-
ー
ー
分
差
ヒ
帀
得
は
退
衝
前
後
ハ
經
度
一
一
而
二
分 

半
余
之
差
ひ
に
相
成
り
間
別
而
か
た
く
冰
初
均
之
小
差
も
論 

し
不
申
帀
而
ハ
難
合f

尤
新
修
法
も
初
均
を
考
成
後
編
之
楕 

圓
面
積
平
行
之
法
を
用
ひ
皿
處
月
離
ー
ー
用
ひ
皿
兩
三
角
法
ハ

五
八 

九
十
度
之

處

ー
一
而
十
秒
の
差
有

之

！/,h

由
を
數
理
ー
ー
化
し
置
11> 

此

法

を

火

星-
一
用
ひ
ば
へ
は
二
十
七
秒

の

差-

相
成
州
火
星 

ハ
右
之
如
く
小
差
も
大

差
-
一
見
へ
vh
間

二
十
七
秒
之
差
を
小 

差

と

て
難
捨̂

間
兩
三
角
法
一
一
は
よ
り
堅
く
色
々
相
考
へ
ー 

法
を
存
付

皿
而
近
來
ハ
此
法
を
用
ひ
申f

術
文
認
入
貴
覽
卯 

圖
解
を
新
修
五
星
法
圖
說
と
申
物
を
書
皿
積

リ
ー 
ー
而
夫
江
認 

入ば

心

得
-

而

草

稿

ーー懸

り
14.
へ
共
多

用

ーー而
果
し
不
申
如 

何
樣
一
ー
も
相
認
14.
へ
と
重
而
入
御
覽
御
改
正
可
奉
乞
卯
此
外 

-

も
何
角
申
上
度
事
も
有
之
uh
得
共
取
込
14.
間
期
重
便
皿

草
よ
頓
首 

と
あ
り
、

こ
の
時
旣
に
至
時
病
も
大
分
進
ん
で
居
た
の
で
あ
る
が
、
 

觀
測
硏
究
に
一
心
な
り
し
こ
，と
が
端

知

さ
れ
る
。 

享
和
三
年
至
時
が
ラ
ラ
ン
デ
曆
書
の
原
本
を
得
て
、
先
づ
主
要 

な
る
部
分
を
抄

譯
し
或
は
解
說
を
加
へ
、

ラ
ラ
ン
デ
曆
書
管
見
十 

-

冊
を
作
製
し
た
。

そ
の
第
二
冊
の
中
第
一
千
二
百
二
十
四
章
に 

此

篇

ハ
五
星
ノ 

ー
周
自
乘

ノ
比
例
ト
本
天
半
徑
再
自

乘

ノ
比 

例
ト
同
シ
キ
ヲ
論
載
ス
コ
レ
曾
テ
麻
田
剛
立
翁
ノ
考
ル
所
ノ 

術


ー
シ
テ
暗
一
一
此
篇
ノ
意
ト
相
符
ス
奇
ト
云
フ
ベ
シ 

と
述
べ
、

又
一
千

二

百

五

十

章

の

後

に
は

「
七
曜
初
均
據
楕
圓
面 

積

平
行
法
起
原
考
」
な
る
題
目
を
設
け
、

ケ
プ
レ
ル
が
そ
の
法
則

346



第四表 五星實測ー覽表

番號 觀 则年 月 日 西 紀年 月 日 五 星 觀測 者 備 考 記錄

弄 月H 月 日 年 月 日 方0
1 文歌9 7 21——-8 6 1826 8 24—— 9 7 火星,金星 重 新 石

2 9 61——-8 30 1826 7 5—— 10 1 天王星 重 新 石

3 11 5 18—-8 30 1828 6 29—— 10 8 火星 重 新 石

4 13 8 4 1830 9 20 火星 重 新 退衝前後 石

5 天保2 7 4 1831 811 木星 重 新 手 紙 石

6 6 11 4-7 116 1835 12 23-183G 3 3 木星 重 新 產新測紀番號,1 圖

7 7 4 1836 5 水星 重 新 石

8 7 9 5-8 2 18 1836 10 14—1837 3 24 木,火,金,水星 重 新 重新測記番號,2 石

9 8 1 21 1837 *2 25 水星 ■R 新 白晝午前南中 石

10 8 12—— 5 23 1837 2 6—— 6 25 木星,火星 重 新 重新測記番號,3 圖

11 • 8 3 23—— 5 22 1837 4 27—— 6 24 土星 重 新 石

12 11 3 28—— 4 5 1840 4 30—— 5 6 木星 濫川景 佑 退衝前後 石

13 11 夏 1840 木星,火星 重 遠 退衝前後 石

14 12 4 2—— 4 18 1841 5 22— 6 7 木星 重 遠 退衝前後 石

15 15 8 8----- 8 14 1844 9 19—— 9 25 木星 重 遠 退 衝 羽

16 弘化3 10 13——10 19 1846 12 1-— 12 7 木星 重 遠 退 衝 石

17 4 11 28—— 12 3 1848 1 4—— 1 8 木星 重 遠 退 衝 石

18 嘉永3 9 29—— 9 10 1850 10 4------ • ia 15 土星 重 遠 退 衝 石

19 5 3 22— 1852 5 10 沐星 重 遠 退.衝 石

20 6 5 5— 1853 6 11 木星 重 遠 石

21 文久2 2 8— 2 17 1862 3 8— 3 17 土星,木星 中路平兵衞 退衝前後 石，圖

註 五星二非ザルモ同種ノモノナルヲ以テ天王星モココニ入レタリ 

更魅曲を勺小二戎鞍滚ぶ魁ヨ虫:bzK秋黑尿〇翼黯（期歿'/ ・用尺
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第
四•

五
號 

を
導
き
出
し
た
經
路
を
忖
度
し
て
居
る
。
至
峙
業
半
ば
に
し
て
死 

去
し
爾
後
間
重
富
は
そ
の
嗣
子
高
橋
景
保
と
共
に
譯
述
を
繼
承
し 

た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
大
成
に
至
ら
ず
、

天
保
七
年
に

g!E
川
景
佑 

初
め
て
完
成
し
て
新
巧
曆
書
と
命
名
し
た
。

同
時
に
景
佑
は
新
修 

五
星
法
十
冊
を
も
完
成
し
た
。

以
上
の
や
う
な
次
第
で
、

五
星
法
は
完
全
し
た
も
の
で
は
な
く
、
 

將
來
と
も
獨
立
し
て
五
星
法
を
硏
究
す
る
事
は
本
邦
曆
家
の
最
も 

必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

至
時
未
だ
そ
の
意
を 

達
せ
ず
歿
す
る
や
、
瀧
川
景
佑
は
主
と
し
て
意
を
五
星
法
に
注
い
・ 

だ
や
う
で
あ
る
。

五
星
步
法
完
成
の
た
め
に
は
五
星
の
實
測
を
必 

要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

五
星
觀
測
が
東
西
天
文
家
に
よ
っ
て
盔 

ん
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
節
の
始
め
に
揭
げ
た
重

富
. 

宛
て
の
江
戶
天
文
方
よ
り
の
觀
測
依
賴
狀
に
は
未
だ
五
星
觀
測
の 

項
目
は
見
當
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

五
星
法
の
大
體
出
來
上
っ
た 

と
思
は
れ
る
文
政
中
頃
か
ら
は
五
星
觀
測
が
行
か
れ
た
や
う
で
あ 

る
。

殊
に
景
佑
は
水
星
の
太
陽
面
經
過
の
現
象
に
關
し
て
は
各
種 

の
步
法
に
よ
り
推
算
し
て
、
之
を
大
阪
方
に
送
り
觀
測
を
行
は
し 

め
て
居
る
の
で
あ
る
。

大
阪
方
で
も
此
の
觀
測
に
力
を
入
れ
、

五 

星
退
衝
前
後
數

ヶ
月
に
わ
た
っ
て
連
日
觀
測
に
從
事
し
て
居
る
や 

う
な
次
第
で
あ
る
。

第
四
表
は
現
存
す.
る
五
星
觀
測
實
記
の
一
覽

六
〇 

表
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
旣
に
重
新
に
よ
っ
て
天
王
星
の
觀
測 

が
な
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
他
日
そ
の
詳
細 

を
發
表
し
度
い
と
思
っ
て
居
る
。

一
四)

水
星
太
陽
面
經
過
觀
測 

五
星
觀
測
の
必
要
は
上
に
說

い
た
逋
り
で
あ
る
。

水
星
は
五
星 

中
其
の
觀
測
最
も
困
難
に
し
て
、
觀
測
數
も
少
き
故
に
、
水
星
太 

陽
面
經
過
現
象
は
水
星
の
步
法
硏
究
の
た
め
に
は
主
要
な
る
觀
測 

資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
國
に
水
星
太
陽
面
經
過
現 

象
の
知
ら
れ
た
る
は
恐
ら
く
西
洋
天
文
學
輸
入
後
の
こ
と
で
あ
ら 

う
。
觀
測
記
の
殘
れ
る
も
の
の
中
、

文
政
五
年
九
月
廿
二
日
が
最 

古
で
あ
り
、
之
以
後
起
り
得
る
總
て
の
場
合
の
測
記
が
殘

さ
れ
て 

居
る
。

西
紀
一
八
〇

二
年
十
一
月
ハ
日
朝
に
水
星
太
陽
面
經
過
現 

象
あ
り
、
之
は
享
和
二
年
の
事
に
し
て
至
時
が
ラ
ラ
ン
デ
曆
書
を 

見
た
る
前
年
の
事
で
あ
る
。

つ

い
で

一
八
一
五
年

十
一
月
十
一
日 

我
が
文
化
十
二
年
に
も
こ
の
現
象
が
あ
っ
た
。
之
は
我
が
邦
で
は 

見
る
事
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

文

政

五
年
最
初
の
測
記
に 

は
重
新
は

是
測
法
吾
邦
未
タ
嘗

テ
聞
カ
ザ
ル
モ
ノ
但
新
巧
曆
書
ー
ー
金
水 

二
星
太
陽
ヲ
逋
過
ス
ル
キ
ハ
其
體

日
中
ノ
黑
子
ノ
如

シ
ト
云
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と
述
べ
て
居
り
、

又 

然
ル
ー
一
未
タ
測
法
ヲ
傳
聞
セ
ザ
レ
バ
望
遠
鏡
中
ー
一
平
行
線
ヲ 

入
レ
ザ
ル
ヲ
恨
ミ
ト
ス
次
テ
前

言/

如
ク
雲
間
ー
ー
星
體

ヲ
窺 

フ
「
四
次
然
片
特
夕
其
時 

刻
ノ
ミ
ア
ッ
デ
星
所
在
ヲ 

測

知

ル
法
ナ

シ
仍
テ
眼
量 

.
ヲ
施
シ
某
點
距
星
日
徑
幾 

何
分
ノ
幾

令
タ
ル
コ
ヲ
酌 

量

ス
然
ー
一
尙
實
驗
ス
ト
云 

フ
ヲ
得
ズ
是
以
テ
空
測

タ 

ラ
ン
コ
ヲ
憂
フ 

と
述
べ
て
居
り
、
之
が
最
初
の 

觀
測
で
あ
つ
、た
事
が
明
か
で
あ 

り
、
從
っ
て
觀
測
も
定
ま
っ
た 

測
法
な
く
精
測
で
は
な
か
っ
た
。 

重
新
は
觀
測
よ
り
圖
式
計
算
に 

よ
り
時
刻
を
求
め
て
、
之
を
景 

佑
の
送
っ
た
推
算
と
比
較
し
て

第五表水星太陽面經遍實測 覺表

觀測年月日 西紀年月日 現象 觀測者 備考 記錄

年 月 日

文政5 9 22

天保3 4 5
6 9 18

弘化2 4

1822 11 4

1832 5 5

1835 11 7

1845 5 8

入 

入 

出 

出

重新 

重新 

重新 

重遠

略測
(
石

石

石

石

間
家
を
中
心
と
し
た
寛
政
以
後
に
於
け
る
天
交
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊) 第

五
表
は
觀
測
記
錄
の
一
覽
で
あ
る
。

僅
か
四
囘
に
す
ぎ
な
い 

が
、
之
迄
に
起
っ
た
總
て
の
場
合
で
あ
る
。

明
治
初
年
迄
に
は
西 

紀

一

ハ

四

ハ

年

十

一

月

九

日(

嘉
永
元
年
十
月
十
四
日)

に
も
ー 

度
水
星
太
陽
面
經
過
現
象
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
觀
測
し
な
か
っ 

た
の
か
、
測
記
が
消
失
し
た
の
か
明
か
で
な
い
。

(

五
)

二
至
二
分
太
陽
赤
道
經
緯
度
測
定 

二
至
二
分
の
當
日
に
於
け
る
太
陽
の
赤
經
赤
緯
を
測
定
す
る
た 

め
の
觀
測
で
あ
る
。
午
正
の
時
に
於
け
る
太
陽
の
子
午
線
通
過
の 

垂
搖
球
儀
の
行
數
及
び
地
平
緯
度
を
測
定
す
る
。

一
方
ニ
至
二
分 

の
當
日
の
前
後
夜
恆
星
の
南
中
時
刻
を
測
定
し
て
お
く
の
で
あ
る
。 

此
の
觀
測
は
每
年
春
分•

夏

至
•

秋

分
•

冬
至
に
行
は
れ
た
も
の 

で
、
測
記
錄
の
殘
れ
る
最
初
の
も
の
は
、
文
化
七
年
二
月
十
九
日 

の
春
分
午
中
實
測
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
は
之
以
前
か
ら
觀
測
は
行 

は
れ
て
居
た
も
の
と
思
ふ
。

二
至
二
分
の
當
日
に
限
っ
て
太
陽
觀
測
を
行
ふ
こ
と
は
何
の
理 

由
、に
よ
る
か
、

勿
論
他
の
觀
測
の
た
め
に
時
計
を
保
持
す
る
こ
と 

は
、
天
文
觀
測
の
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
晴
天
の
日
に 

は

太

陽

午

正

時

に

於

け

る

垂

の

行

數

を

記

錄

し

、

又
太
陽 

地
平
緯
度
の
測
は
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

現
在
天
文
學
に
於 

六
ー
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第㈣
•

五
號 

け
る
如
く
平
日
に
於
て
太
陽
觀
測
を
何
故
實
行
し
な
か
っ
た
か
は 

次
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
卽
ち
漩
川
景
佑
の
曆
學
見
聞 

錄
に
依
る
と

ー
 

ニ
至
二
分
ハ
太
陽
ヲ
實
驗
ス

ル-
一
於
テ
尤
モ
重
ス
ル
所
ナ 

リ
蓋
此
四
處
ハ
黃
道
ト
赤
道
ト
ノ
升
度

ノ
差

ナ

キ

カ

故-
一
 

實
數
シ
得
數

ト
推

算

シ
得
者
ト
相
比
校

シ
易
ク
且
四
時
變 

遷
ノ
分
界
タ
ル
ヲ
以

テ
欽
天
授
時
一
ー
在

テ
亦
貴
重
ス
ル
處 

ナ
リ
是
以
惟
太
陽
ノ
至
分-
一
入
ノ
時
分
ノ
ミ
ヲ
算
得
テ
以 

テ
本
日
ノ
條

ーー揭
ヶ
測
算
比
校
ノ
用

ト

ス

其

コ
レ
ヲ
求

ル 

ノ
法

ハ

寬

政

曆

法

一ー詳

ナ
ル
ヲ
以

テ

爰-
一
贅
セ
ズ 

實
測

記
一
覽
表
は
數
も
多
い
の
で
略
す
る
が
最
後
の
現
存
實
測 

・
記
目
錄
に
よ
っ
て
一
覽
あ
り
度
い
。

(

六)

彗

星

觀

測
 

彗
星
觀
測
は
文
化
四
年
か
ら
文
久
元
年
迄
全
部
で
九
個
に
過
ぎ 

な
い
。
之
は
肉
眼
に
映
ず
る
や
う
な
大
彗
星
の
み
し
か
當
時
に
於 

て
は
觀
測
出
來
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
觀
測
に
は 

旣
に
望
遠
鏡
が
あ
っ
て
之
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、

現
今
に
於 

け
る
如
く
彗
星
搜
索
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

又
外
國
か
ら
の
發 

見
の
通
知
が
あ
っ
た
わ
け
で
も

な

い
か
ら
、
自
然
肉
眼
に
映
ず
る

六
二 

や
う
な
大
彗
星
の
み
し
か
發
見
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

第
六
表
は
之
等
彗
星
の
觀
測
狀
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
個 

の

中

文

政

十

三

年(

天
保
元
年)

の
彗
星
は
臺
南
官
舍
と
あ
る
の 

み

で

觀

測

者

の

名

は

な

い

.0
之
は
天
保
三
年
四
月
五
目
附
の
水
星 

太

陽

面

經

過
測
記
に
よ
る
と

「
台

南

へ
は

足

立
と

東

儀
と

へ 

云 

々
」

と
い
ふ
記
し
方
が
あ
る
か
ら
、

足
立
左
內
の
觀
測
し
た
も
の 

で
あ
る
。

大
阪
に
於
け
る
測
記
錄
が
見
當
ら
な
い
の
は
觀
測
し
な 

か
っ
た
の
か
、
或
は
測
記
の
散
失
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
 

恐
ら
く
は
後
の
場
合
と
考
へ
る
の
が
適
當
で
あ
ら
う
。 

文
化
ハ
年
の
大
彗
星
は
最
も
測
記
が
詳
し
く
豐
富
で
、
東
西
に 

於
け
る
測
記
が
殘
存
し
て
居
る
。
文
化
四
年
の
彗
星
も
可
な
り
の 

觀
測
が
あ
り
、
高
橋
景
保
の
實
測
も
あ
る
。
他
の
彗
星
は
曇
天
雨 

天
等
で
觀
測
不
能
の
日
が
多
く
觀
測
日
數
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。 

文
政
ハ
年
・
の
彗
星
の
如
き
は
重
新
は
眼
疾
を
患
ひ
つ
、
も
な
ほ
觀 

測
を
續
け
た
こ
と
が
そ
の
測
記
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
之 

に
よ
っ
て
も
重
新
が
如
何
に
熱
心
な
觀
測
家
で
あ
っ
た
か
を
窺
ふ 

に
足
る
十
分
な
證
據
で
あ
る
。

此
の
彗
星
觀
測
は
ハ
月
八
日
よ
り 

十
月
六
日
迄
に
わ
た
っ
て
記
錄
が
あ
る
が
、
曇
天
雨
天
の
た
め
實 

測
出
來
た
日
は
辛
じ
て
七
日
に
過
ぎ
な
い
。
江
戶
呈
上
の
測
記
に 

重
新
は
責
任
を
感
じ
て
か
次
の
や
う
に
書
い
て
居
る
。
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第六表 彗屋觀測 覺表

番號 觀測年 月 日 彗 星 觀測者 備考 IB錄

年 月 日 月 日

1 文化 4 8 26—11 8 1807 Giovanni 重 新 羽,圖

2 4 9 4—10 19 1807 Giovanni 高橋景保
別二彗星

圖

3 8 7 28-11 27 1811 I Flaugergues 足立左內 經路圖ア. 石

4 8 7 29—11 7 1811 I Flaugergues 重 新 同 上 石

5 文政251-65 1819 II Tralleo 重 新 石

6 8 8 8—10 2 1825 IV Pons 重 新 石

7 13 11 29—12 13 1830 H Herapath 足立左內 石

8 天保!4 2 17 — 2 19 1843 I 重 遠
圖と共~■ 
枚 石

.9 嘉永 6 7 - 7 28 1853 111 Klinkerfues > 遠 石

10 安政 5 8 14 — 9 9 1858 P Donati 重 遠 石

11 文久1 5 24— 7 3 1861 IE Tebbutt 重 遠 石

右
ハ
月
初
見
ノ
後
九
月
末
一
一
至
り
連
測
ノ
多
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
怪 

シ
ミ
タ
マ
フ

！-

莫
レ
日
記
ス
ル
如
ク
連
霄
天
氣
勝
レ
ザ
ル
ヲ 

以
テ
多
測
ヲ
得.
ス
遺
憾
魅
レ
ヨ
リ
大
ナ
ル
八
無
シ:

： 

安
政
五
年
の
彗
星
の
場
合
も
重
遠
は
多
病
に
つ
き
云
々
と
述
べ

て
居
り
、
病
中
お
し
て
實
測
を
行
っ
て
居
る
。

彗
星
觀
測
法

彗
星
觀
測
に
用
ひ
た
器
械
は
地
平
經
儀
、

象
限
儀
で
彗
星
の
方 

位
、
高
度
の
測.
定
か
ら
赤
經
赤
緯
を
求
む
る
か
、

又
は
オ
ク
タ
ン 

ト
、

セ
キ
ス
タ
ン
ト
を
用
ひ
て
二
恆
星
か
ら
の
彗
星
の
相
距
角
を

測
っ
て
赤
經
赤
緯
を
計
算
に
よ
っ
て
求
む
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た 

や
う
'-
L-
あ
る
が
、

次
に
重
新
が
考
案
し
た
方
法
及
び
高
橋
曆
局
で

用
ひ
た
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
う
。

文
化
四
年
重
富
は
出
府
中
に
て
、
此
の
時
の
彗
星
は
重
新
が
觀 

測
に
あ
た-

っ
た
。

こ
の
時
重
新
は
赤
經
線
儀
な
る
測
器
を
創
造
し,

て
用
・
ひ
て
居
る0

「
文
化
四
年
ハ
月
二
十
六
日
昏
始
見
彗
星
大
阪 

實
測
」

に
於
て
重
新
は
先
づ
始
め
に
次
の
や
う
に
述
べ
て
居
る
。 

文
化
四
丁
卯
年
ハ

月

二

十

六

日

昏

始

見

彗

星

矣

加

於

是

製

ー
測
器
名
日
赤
經
線
儀
以
測
彗
恒
赤
道
相
EE
之
度
兼
用
西
洋 

製
造
之
ヲ
ク
タ
ン
ト
者
以
測
彗
星
恒
星
相
距
之
弧
度
共
以
記

垂
搖
球
之
數
隨
測
隨
記
所
得
實
測
凡
若
干
次
所
記
于
左
是
也-

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
毀
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

六
三
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第
四•

五
號 

/ 

然
彼
赤
經
線
儀
器
大
不
滿
三
尺
要
所
權
則
以
充
「
時
之
用
而 

固
非
精
製
所
謂
ヲ
ク
タ
ン
ト
亦
最
小
器
而
未
便
于
測
驗
也
是 

以
多
支
吾
而
希
有
胳
合
者
矣
云

 々

,
赤
經
線
儀
は
一
時
の
用
の
た
め
急
造
し
た
も
の
で
精
密
で
は
な 

い
や
う
に
述
べ
て
居
る
が
、
他
の
儀
器
に
よ
っ
て
測
っ
た
位
置
に 

比
し
て
遜
色
な
い
や
う
で
あ
る
。

さ
て
赤
經
線
儀
と
は
如
何
な
る 

構
造
を
持
っ
た
測
器
か
と
云
ふ
に
、
簡
單
に
說
明
す
れ
ば
子
午
線 

儀
に
よ
り
星
の
子
午
線
通
過
時
刻
を
測
る
代
り
に
任
意
の
時
角
に 

あ
る
時
圈
を
星
が
通
過
す
る
時
刻
を
測
る
や
う
に
造
ら
れ
た
も
の 

で
あ
る
。

從
っ
て
赤
經
線
儀
に
よ
っ
て
彗
星
と
之
と
前
後
し
て
こ 

の
時
圏
を
通
過
す
る
樣
な
恆
星
の
通
過
時
刻
を
垂
搖
球
儀
に
讀
み 

と
れ
ば
、

垂
搖
球
儀
行
數
の
差
が
彗
星
と
恆
星
の
赤
經
差
で
あ
っ 

て
、
恆
星
の
赤
經
は
恆
星
表
か
ら
旣
知
で
あ
る
か
ら
彗
星
の
赤
經 

が
求
ま
る
の
で
あ
る
。
赤
經
線
儀
は
そ
の
後
も
一
、

二
度
重
新
に 

よ
っ
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
が
、
餘
り
用
ひ
な
か
っ
た 

の
は
次
に
述
べ
る
高
橋
曆
局
の
法
が
、

在
府
中
の
重
富
か
ら
大
阪 

の
重
新
に
宛
て
た
書
狀
の
中
に•

「
此
ノ
法
簡
易
ー
ー
シ
テ
赤
經
線
ー
ー 

增
レ
リ
ト
言
フ
へ
キ
カ
」
と
云
は
れ
た
が
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

在

府

中

の

重

富
は

此

の

時

「
学
彗
略
測
」

な
る
も
の
を
著
は
し 

て
重
新
に
送
り
、

「
李
彗
ー
ー
限
ル-
一
非
ス
何
等
ノ
測
星-
一
モ
用
フ
」

' 

六
四 

と
始
め
に
斷
書
き
を
し
て
居
る
。
之
は
象
限
儀
を
用

ひ
て
彗
星
の 

赤

道

經

緯

季

求

め

る

法
を
記
し
た
も
の
で
、

江
戶
空

咼
橋
の
曆 

局
で
は
常
に
こ
の
方
法
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
重
新
が
之
に 

添
付
せ
る
次
の
文
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

此
術
ハ
在
府
家
大
人/

被

申

越

W.
測
法
一 
ー
御

座

汕
高
橋
君
曆 

局

ハ
此
法
相
用
ヒ
申

uh
趣
ー
ー
皿
此

方

ハ
ヲ
ク
タ
ン
ト
ヲ
以
恒 

星
ト
彗
卜
の

BE
度
を
測
り
赤
道
緯
度
を
相
求
め
赤
經
線
儀
を
， 

新
一
一
臺
上-
一
作
り
恒
星
ト
彗
星
ト
ヲ
測
り
甌
度
ヲ
以
て
赤
道 

經
度

EE
冬
至
を
推
し
求
め
申
皿
赤
經
線
儀

測

量

無

之

物

ハ
ヲ 

ク
タ
ン
ト
測
ヲ
以

テ
弧
三
角
法
一
ー
し
て
SE
冬
至
ヲ
求
ル
也 

高
橋
が
用
ひ
た
こ
の
方
法
は
ど
ん
な
も
の
か
、

そ
の
原
理
に
面 

白
い
處
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
そ
の
大
略
を
こ
こ
に
載
せ
る
。

象
限 

儀
を
任
意
の
方
位
に
あ
る
垂
直
圈Z

A
C

內
に
備
付
け
た
と
す
る
。 

C

を
彗
星
と
し
、
彗

星
が
こ
の
垂
直
圈
通
過
時
に
於
け
る
地
高
度 

ゐ
と
、

そ
の
時
の
垂
搖
球
儀
行
數
む
を
讀
み
と
る
、C

を
前
彗
と
, 

名
づ
け
て
居
る
。
前
彗
が¢
 
(

之

を

後

彗
と

呼

ん;
■■
一居
る)

に
來 

た
時
に
一
恒
星A

が
こ
の
垂
直
圈
をA

に
於
て
通
過
す
る
。

こ
の 

時A

の
地
高
度/

一
と
時

刻

九
を
測
る
。
恒

星A

の
赤
經
赤
緯
は
恒 

星
表
か
ら
旣
知
で
あ
る
。

從

っ
て

球

面

三

角

形P
Z

A

に
於
て
、
 

9>
を
そ
の
地
の
緯
度
と
す
る
と
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P
Z
H

9
0

。——£
9

 

Z
A
H
9
0
。—

.?』
P
A
H

9
0
0
1
8
 

で

あ

る

か

ら4
P

0
C

卽
ち
こ
こ
に
設
け̂

^

直
圈
の
方
位
角

を
計
算
に
よ
っ
て
求
め 

る
こ
と
が
出
來
る
ヽ
次 

に

球

面

三

角

形P
Z
C

 

に
於
て

1
&
 =
 9
0

。
— $
 

Z
C

 

=
=
9
0

。—
ず9

トP
Z

〇
は 

旣
知
で
あ
る
か
ら
、P
W
 

を
全
弦
公
式
に
よ
っ
て 

計
算
出
來
る
。
匕0

は 

彗
星
の
距
北
極
角
で
あ 

る
か
ら
赤
緯
を
知
っ
た 

こ
と
に
な
る
。

次
に
彗 

星

の

赤

經

は

球

面

三 

角

形P
Z

A

に
於
て 

卜Z
P

A
U

T
K

を
求
め
、

更

に

球

面

三

角

形P
Z

C

に
於
て
トZ

P
C
U
T
L

を
琳
む
。

彗
星 

と

恒

星

人

の

赤

經

差

はK
M

に
等
し
く
、

垂
搖
球
儀
の
行
數
の 

差
に
相

當

す

る

も

の

はL
M

で
あ
る
。

L
M

 =

 =
r

t
g

h
x

3
6

。
。

で
あ
る
か
ら
恆
星A

の
赤
經
を

«0
、.
彗
星
の
わ
時
の
赤
經
を0

と 

す
れ
ば 

・. 

a
o
,
d

 =

 K
L
+
L
M

 =

 T
L
I
T
K
+
L
M

 

に
よ
っ
て
彗
星
の
赤
經a

を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

一
七
〉

觀

測

の

精

度

觀
測
の
精
度
は
觀
測
者
の
技
倆
に
も
觀
測
の
方
法
に
も
よ
る
こ 

と
は
勿
論
な
る
も
觀
測
測
器
に
も
關
係
す
る
。
測
器
の
こ
と
は
此 

處
に
は
述
べ
な
い
が
、

他
日
發
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

な
ほ
前 

者
の
場
合
卽
ち
觀
測
者
の
技
倆
、
或
は
觀
測
法
に
よ
る
誤
差
は
之 

等
現
存
す
る
實
測
を
整
理
し
た
上
で
な
く
て
は
判
別
す
る
こ
と
は 

出
來
な
い
の
で
、

こ
こ
に
は
唯
だ
當
時
の
測
器
で
ど
の
程
度
の
精 

度
で
測
定
し
得
ら
れ
た
か
を
記
錄
の
上
か
ら
述
べ
て
お
き
度
い
と 

思
ふ
。

總
て
天
文
觀
測
は
時
間
測
定
が
一
方
の
基
礎
要
素
で
あ
る
か
ら
、
 

儀
器
中
時
刻
測
定
器
、
卽
ち
垂
搖
球
儀
の
良
否
が
觀
測
の
精
度
を 

一
部
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

垂
搖
球
儀
は
觀
測
者
の
合
圖
に
依 

っ
て
そ
の
球
行
數
を
讀
み
、と
り
記
錄
す
る
の
で
あ
る
が
、

現
今
ー

間
家
を
中
心
と
し
た
寛»

以
後
に
於
け
る
天
文a

測
の
槪
耍(

渡
邊)

六
汛
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

秒
の
十
分
の
一
を
耳
目
法
に
よ
り
讀
み
と
る
如
く
、
當
時
に
於
て 

は
い
つ
の
場
合
に
も
球
行
數
は
一
行
の
十
分
一
迄
は
讀
み
と
ら
な 

か
っ
た
。

精
々
半
行
迄
の
程
度
で
あ
り
、
普

通

は

の

單

位
 

で
と
め
て
居
る
。

間
家
使
用
の
垂
摇
球
儀
は
一
日
の
行
數
は
五
萬 

ハ
九
千
程
度
で
現
在
の
時
計
と
比
較
し
て
一
行
は
大
體
一
秒
半
位 

に
相
當
す
る
。

從
っ
て
球
行
讀
み
取
り
に
半
行
の
誤
差
が
あ
っ
た 

と
す
れ
ば
〇•

七
秒
位
の
誤
差
は
時
計
の
方
だ
け
で
も
旣

に
存
す 

る
わ
け
で
あ
る
。

又
垂
搖
球
儀
の
一
日
の
行
數
の
增
減
卽
も
儀
器
の>

度
が
一
定 

で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

每
日
ー
ニ
行
位
の
變
化
は
あ
っ
た 

や
う
で
、
之
が
觀
測
の
整
理
に
影
響
し
て
く
る
。

時
計
の
步
度
の 

事
は
考
慮
に
入
れ
な
い
で
、
翌
日
の
午
中
に
於
は
る
垂
摇
球
儀
の 

行
數
か
ら
當
日
の
そ
れ
を
差
引
し
た
も
の
を
當
日
に
於
け
る
一
日 

の
垂
搖
球
儀
の
行
數
と
し
て
、
觀
測
を
整
理
す
る
め
が
普
通
で
あ 

っ
た
や
う
で
あ
る
。

又
若
し
雨
天
曇
天
で
午
正
に
於
け
る
垂
搖
球 

儀
行
數
が
記
錄
出
來
な
い
場
合
は
、

二
日
或
は
三
日
間
等
の
平
均 

値
を
と
っ
た
り
、
或
は
前
日
の
値
を
採
用
し
た
り
し
て
居
る
の
で 

あ
っ
て
、
今
後
之
等
の
事
柄
を
も
考
慮
に
入
れ
て
再
び
觀
測
を
整 

約
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。 

/
 

次
に
天
體
の
南
中
を
子
午
線
儀
或
は
之
と
類
似
の
測
器
を
も
つ

六
六 

て
測
る
際
に
球
行
一
行
位
の
と
こ
ろ
は
判
別
出
來

な
か
っ
た
や
う 

で
あ
る
。

例
へ
ば
文
政
十
三
年
七
月
十
日
に
木
星
及
び
斗
宿
第
一 

第
四
星
の
南
中
時
刻
を
靈
新
は
測
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

次 

の
樣
に
注
意
し
て
居
る
。
卽
ち 

右
測
ル
所
木

星

斗

一
同
經
度

ト
ス
然
ル
ー
ー
斗
一
ヲ
球
一
行

ノ 

後
-
一
測
定
ス
ル
者
ハ
兩
星
子
午
線
上
一
一
罹.
ル
上

下
ノ
星
同

ク 

南

中

ス
ト
雖
圧
兩
星
來
テ
線
ー
ー
迫

り
旣
_ 
一
同
ク
線
上
一
一
進
ミ 

中
ス
ル
ノ
時
益
—
謹

テ
心
目
ヲ
其
精
致
ー
ー
處
夕
之
ヲ
揆
觀
ス 

ル
ー
一
斗
一
星
ノ
線
上
一
一
進
ム
「
木
星
ヨ
リ
ニ
三
彈
指
ノ
遲

キ 

ー
ー
在
ル
歟
故
ー
ー
斗

一
 

ノ
中
ス
ル
木
星
旣

ー
ー
二
三
彈
指
ヲ
過
ク 

其
間
球
一
行
許
ト
ス
蓋
シ
子
午
線
上
一
ー
於
テ
球
一
行
ノ
先
進 

後
進
豈
ー
ー
容
易
ー
ー
辨
ズ
ベ
ケ
ン
ヤ
固

ヨ
リ
護

リ
ー
一
定
ム
べ
カ 

ラ
ズ
ト
雖
F&
其

測

ル

所

ノ

マ

、
ヲ
擧
テ
姑
ク
錄
レ
之
其
精
疏 

當
否
八
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云 

又
同

じ

く

文

政

十

一
年
戊
子
夏
秋
火
星
南
中
實
測
目
錄
に
も 

火
星
と
斗
宿
ニ
ト
上
下
同
時
一
ー
子
午
線
上-
一
罹
ル
以
テ
南
中 

ス
蓋
シ
微
意
ヲ
將
テ
言
フ
キ
ハ
則
火
星
南
中
ヨ
リ
球
一
行
之 

後
一-

斗
二
南
中
セ
リ
然
F&
一
行
ノ
前
後
固
ヨ
リ
定
メ
易
カ
ラ 

ズ
因
以
テ
兩
星
同
時
ノ
南
中
トy

可
ナ
ラ
ン
歟 

と
記
錄
し
て
居
る
。

以
上
か
ら
推
し
て
星
の
子
午
線
經
過
に
於
て
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球
一
行
の
誤
差
が
認
め
ら
れ
る
。

從
っ
て
太
陽
、

太
陰
、

五
星
等 

の
經
度
觀
測
は
少
く
と
も
以
上
述
べ
た
垂
搖
球
儀
の®S

み
取
り
の 

誤
差
、
及
び
子
午
線
通
過
時
の
不
精
、

及
び
之
等
諸
天
體
が
大
さ 

を
持
つ
た
め
に
そ
の
正
し
き
中
心
の
子
午
線
通
過
測
定
困
難
か
ら 

惹
起
す
る
誤
差
等
を
含
む
わ
け
で
あ
る
。

な
ほ
之
は
觀
測
直
接
の 

誤
差
で
は
な
い
が
、
觀
測
整
約
に
伴
ふ
誤
差
と
し
て
前
記
垂
搖
球 

儀
の
日
差
は
勿
論
、
之.
等
諸
天
體
の
基
準
に
な
る
恆
星
の
位
置
の 

不
確
實
か
ら
起
る
誤
差
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恆
星
の
位 

置
と
し
て
は
曆
象
考
成
か
ら
之
を
採
用
し
て
居
る
。
曆
象
考
成
所 

載
の
恆
星
表
の
精
度
が
ど
の
程
度
な
る
や
、
未
だ
之
を
調
べ
た
も 

の
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
觀
測
整
約
に
先
立
っ
て
先
づ
こ
の
恆
星 

表
の
精
度
の
吟
味
を
必
要
と
す
る
。

(

八)

濛
氣
差
硏
究
の
爲
の
觀
測 

濛
氣
差
硏
究
の
た
め
氣
壓
及
び
溫
度
の
測
定
觀
測
を
文
政
十
年 

か
ら
天
保
・
四
年
迄
重
新
は
行
っ
て
居
る
。

天
文
觀
測
に
は
入
ら
な 

い
が
、

天
文
學
上
重
要
な
る
濛
氣
差
調
査
の
た
め
の
準
備
觀
測
で 

あ
る
か
ら
、

此
處
に
述
べ
て
も
差
支
へ
は
な
い
で
あ
ら
う
。 

文
政
十
年
重
新
出
府
の
砌
り
九
月
十
三
日

天
氣
儀
壹
器

間
家
を
中
心
と
し
た
賈
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

氣
候
儀
壹
器 

右
之
御
測
器
三
四
ヶ
年
之
間
其
方
は
御
預
ヶ
被
成
14>
右
林
肥 

後
守
殿
被
仰
渡
皿
間
得
其
意
於
大
坂
可
致
測
量
vh 

と
お
っ
て
歸
阪
後
同
年
十
二
月
五
日
以
來
天
保
四
年
再
び
出
府
返 

上
す
る
迄
每
日
觀
測
に
從
事
し
た
。
天
氣
儀
は
現
今
の
晴
雨
計
の 

事
で
あ
り
、
氣
候
儀
と
は
寒
暖
計
の
事
で
あ
る
。
何
が
故
に
か

 ゝ

る
觀
測
を
命
ぜ
ら
れ
た
か
、

そ
の
理
由
は
同
年
七
月
高
橋
作
左
衞 

門
景
保
が
幕
府
役
人
に
願

ひ
出
で
た
る
理
由
書

に

明
か
で
あ
る
。 

左
に
引
用
し
て
お
く

測

量

家

常-
一
心
を
用E

品

ーー濛
氣
差
と
申
物
有
之
帀
是
は
地 

/

發
uh
蒸
氣
ー
ー
而
靄
霧
之
如
く
國
々
土
地
ー
ー
從
而
厚
薄
有
之 

卯
普
通
八
南
地
薄
ク
北
地
濃

キ

物

ーー御
座
皿
得
共
山
海
江
河 

之
有
無
ー
ー
從
て
又
厚
薄
有
之
帀
此
濛
氣
厚
濃

之

地

八
星
月
是 

ガ
爲
ー
一
眞
高/

高
く
相
見
沧
尤
其
厚
薄
ー
ー
依
而
升
降
度
視
差 

之
數
多
寡
有
之
譬
は
月
の
出
杯
實
之
時
刻/

は
早
く
出
又
は 

實
之
時
刻/

遲
く
入E

是
皆
濛
氣
之
所
爲
一
ー
御
座
uh
土
地
ー
ー 

從
て
此
濛
氣
差
を
測
り
置
不
申
uh
而
は
推
步
と
測
量
と
の
比 

校

相

成

不

矍

を

測

量

14.
ー
ー
は
星
月
之
測
量
は
勿
論
右
之
天 

氣
儀
氣
候
儀
幷
燥
濕
儀
を
以
空
氣
之
淸
濁
輕
重
乾
濕
等
を

日 

々
驗
記
之
上
双
方
合
考
校
算
仕
求
得
血
術

路

一一而
就
中
精
器
・ 

六
七
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科

學

史

硏

究
-

第
四•

な
號 

精
測
無

之̂

而
は
容
易
ー
ー
被
求
帀
物
ー
ー
は
無
御
座f

此
義
年 

來

心
掛
ヶ
罷

在

皿
處
右

三
儀
之
內
天
氣
儀

手
-

入
不
申

14>
間 

其
段
申

上
文
政
元
寅
年
右
二
儀

阿
蘭
陀

ふ
御
取
寄

ー
一
相
成
私. 

沦
御
預
ヶ
御
座

w>-

付
其
砌d

唯
今
以
日
々
測
驗
仕

居f

而 

御

當

地
之
濛
氣
差
測
量
は
事

足

リ
申

vh
得
共
京

都

大

坂

ー
ー
は 

嬴

之
精

器
無
之
故
未
タ
實
測
無
御
座
冰
然
ル
處
今
度
間
五 

・
郞
兵
衞
伺
之
上
出
府
仕
對
面
仕
右
濛
氣
差
測
量
之
話
ー
ー
も
及 

f

同

人

父

以

來

大

坂-
一
而
測
量
御
用
相
勤

居

帀

事-
ー
も
有
之 

皿
間
可
相
成
は
於
大
坂
濛
氣
差
測
驗
爲
仕
度
奉
存̂

仍
之
右 

私
御
預
天
氣
儀
貳
器
之
內
壹
器
氣
候
儀
三
器
之
內
壹
器
三
四 

ヶ
年
之
間
間
五
郞
兵
衞
は
御

預

ケ
ー
ー
相
成

uh
樣

仕
度
奉
存
冰 

尤
右
二
器
共
年
來
役

所
-

而
測
リ
樣

ーー̂

御

品

ーーも
有
之
只 

蠻

製
精
巧
之
品
故
此
器

ーー無
御
座f

て
は
御
當
地
と
之
比
較 

相
成
不
申
则
依
之
此
段
奉

伺f

以
上 

亥
七
月 

高
橋
作
左
衞
門 

右
の
次
第
で
文
政
十
年
十
月
廿
三
日
歸
阪
す
る
や
早
速
之
が
準 

備
に
か
ゝ
リ
、

同
年
十
二
月
五
日
よ
り
測
候
を
始
め
、
天

保

二
年 

七
月
廿
二
日
迄
約

三

ヶ
年
半
に
わ
た
っ
て
每
日
の
實
測
の
結
果
を 

未
加
精
之
測
驗
と
題

し
て
四
册
に
書
き
留
め
て
居
る
。

之

は

一
日 

一
囘
朝

六
時
或
は
午
時
或
は
又
昏
時
に
測
驗
し
た
も
の
で
、
稀
に

六C
 

一
日
二
囘
讀
み
と
っ
た
日
も
あ
・
る
。
更
に
續
い
て
天
保
二
年
七
冃 

二
十
三
日
よ
り
天
保
三
年
十
二
月
册
日
迄
の
測
驗
日
誌
は
加
精
密 

之
測
驗
と
し
て
七
册
に
記
載
さ
れ
て
居
る
。

加
精
密
と
い
ふ
の
は 

一
日
に
於
け
る
測
器
讀
み
取
り
の
囘
數
の
增
加
を
云
っ
て
居
る
の 

で
あ
っ
て
、
測
器
目
盛
の
讀
み
取
り
、
或
は
測
器
が
精
密
に
な
っ 

た

と

い

ふ

意

味

で

は

な

い

。

一
日
六
、

七
囘
朝
六
時
、

四
時
午 

時
、

ハ
時
暮
六
時
夜
四
時
頃
の
測
驗
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
天 

保
四
年
正
月
朔
日
な
り
同
年
二
月
十
五
日
に
至
る
間
は
曉
八
時
、
 

七
時
を
除
い
て
朝
六
時
よ
り
始
め
て
約
ニ
時
間
お
き
に
一
日
十
囘 

の
測
驗
を
施
し
、

そ
の
結
果
は
愈
加
精
密
之
測
驗
二
册
に
ま
と
め 

ら
れ
て
居
る
。

以
上
五
ケ
年
二
月
に
わ
た
っ
て
天
氣
儀
氣
候
儀
の 

測
驗
日
誌
十
三
册
に
は
氣
壓
、
氣
溫
の
み
な
ら
ず
、
殆
ん
ど
每
日 

の
天
氣
模
樣
、

雲
の
有
無
、
空
氣
の
淸
濁
狀
態
等
、
或
は
又
地
震 

流

星

等

の

事

も

記

し

て

居

る

の

で

あ

っ

て

、
當
時
の
大
阪
の
氣 

象
硏
究
資
料
と
し
て

貴
重
な
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。 

- 

今
左
に
測
驗
日
誌
の
詳
細
を
表
記
し
て
お
く
。

天
氣
儀
氣
候
儀
の
二
器
は
天
保
四
年
重
新
出
府
の
際
持
參
返
還 

し
た
の
で
、
測
驗
は
同
年
二
月
十
五
日
で
終
っ
た
。

之
等
の
實
測 

は
重
新
だ
け
で
は
な
く
弟
子
達
も
手
傳
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
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表 七 第

測 記 測 定 期 間 日數 試測通計

未之 

加測

精驗

第一卷 文 政
篇

12
日・

5 文政
年

11
月

12
日

29 230日 233次
第二卷 文 政 12 1 1—— 文政 12 12 30 172 173
第三卷 天 保 1 1 1—— 天保 1 12 30 229 230
第四卷 天 保 2 1 1—— 天保 2 7 22 139 139

第一卷'
天 保 2 7 23—— 天保 2 9 29 66 353

加 •第二卷 天 保 2 10 1—— 天保 2 12 30 89 503

精 第三卷 天 保 3 1 1—— 天保 3 3 30 76 421
密 第四卷 天 保 3 4 1---- 天保 3 6 29 81 443
之 第五卷 天 保 3 7 1—— 天保 3 9 30 87 465
測

第六卷 天 保 3
関

3

10 1 天保 3 11 30 57 330
驗

第七卷 天 保 11 1—— 天保 3 12 30 60 434

愈之 
加測 第一卷 天 保 4 1 1—— 天保 4 1 29 29 278
精驗 
密

第二卷 天 保 4 2 1—— 天保 4 2 15 15 150

殊
に
終
り
の
方
は
重
新
は
眼
病
及
び
神
經
痛
を
患
っ
て
居
る
の
で 

弟
子
が
行
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

次
に
測
驗
日
誌
の
一
部
を
左
に 

抄
出
す
る
と

文
政
十
年
丁
亥

十
二
月
五
日

朝

五

時

天

氣

儀

三

十

〇

寸

四

分

二

厘
.
氣
候
儀
四
十
五 

度

半

此

日

前

夜

晴

天

今

朝

晴

天

少
ク

遊

雲

ア 

り
終
日
微
風
又
少
シ 

濛
氣
ア
ル
ガ
如
シ

同

六

日

•

朝

五

時

同
 

三

十

〇

寸

五

分

一

厘

同 

四
十 

六
度

之
に
よ
れ
ば
寒
暖
計
は
華
氏
寒
暖
計
を
用
ひ
た
も
の
で
あ
り
、
 

晴
雨
計
の
方
は
寸
分
厘
と
單
位
は
日
本
の
尺
度
單
位
な
る
も
、
之 

は
明
か
に
和
蘭
の
尺
度
單
位
な
る
事
は
明
か
で
あ
ら
う
。

和
蘭
の 

當
時
に
於
け
る
尺
度
單
位
は
何
で
あ
っ
た
か
未
だ
私
は
知
ら
な
い 

が
、
吋
單
位
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
前
記
三
十
寸
幾
ら
の
數
字
を
現 

在
の
耗
單
位
に
換
算
す
れ
ば
七
百
六
十
何
耗
と
な
る
。

第
四
節
現
存
實
測
記
目
錄

以
上
寬
政
以
後
に
於
け
る
本
邦
主
と
し
て
大
阪
を
中
心
と
し
た

間
家
を
中
心
と
し
た
寛
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
要(

渡
邊)

六
九
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

本
邦
天
文
觀
測
の
槪
要
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
が
、

な
ぼ
こ
の
詳 

細
は
近
日
纏
め
て
世
に
出
し
度
い
と
思
っ
て
居
る
。 

こ
の
稿
を
草
す
に
あ
た
り
、
間
一
統
の
後
た
る
大
阪
の
羽
間
平 

三
郞
氏
、

三
高
敎
授
石
橋
榮
達
氏
は
御
所
藏
に
か
ゝ
る
貴
重
な
る 

記
錄
を
御
«.
與
下
さ
れ
、

又
大
阪
市
立
圖
書
館
長
國
澤
照
光
氏
に 

は
同
淸
水
谷
圖
書
館
保
存
の
間
家
記
錄
の
自
由
閱
覽
を
お
許
し
下 

さ
れ
る
等
、

多
大
の
便
宜
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
末
筆
乍 

ら
附
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

又
東
京
天
文 

臺
技
師
神
田
茂
氏
に
も
便
宜
を
賜
り
、

又
東
方
文
化
硏
究
所
天
文 

曆
算
硏
究
室
主
任
能
田
忠
亮
博
士
に
は
硏
究
の
自
由
を
賜
り
、
併 

せ
て
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

次
は
間
一
家
の
實
測
記
の
現
存
す
る
も
の
の
目
錄
で
年
代
順
に 

排
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
一
種
類
の
觀
測
に
し
て
測
記
の
數
多 

存
す
る
も
の
は
最
も
纏
め
ら
れ
て
居
る
と
思
は
れ
た
も
の
を
記
し 

た
。

現
在
百
八
十
四
記
に
及
ぶ
が
今
後
と
も
測
記
類
の
發
見
さ
れ 

る
も
の
も
あ
ら
う
か
ら
も
っ
と
增
加
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
な
ほ 

曇
天
雨
天
等
の
た
め
、

無
測
之
記
も
數
多
く
現
存
す
る
の
で
あ
る 

が
、
之
等
は
こ
の
目
錄
か
ら
省
い
た
。

間
家
以
外
に
し
て

石
橋• 

羽
間
の
兩
氏
、
及
び
大
阪
淸
水
谷
圖
書
館
所
藏
に
か\

る
測
記
類 

は
別
に
し
て
第
二
目
錄
と
し
て
揭
載
し
た
。
單
に
圖
書
館
と
記
し

七
〇

た
る
は
大
阪
市
立
淸
水
谷
圖
書
館
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
間
家
現
存
實
測
記
目
錄

番
號

1345689
 

〇

 
112345

實 

測 

記 

寬
政
六
年
「
甲
寅
」
正
月
十
六
日
「
甲
辰
」
月
帶
食 

寬
政
十
年
「戊
午
」
四
月
十
四
日
「
戊
申
」
月
食 

寬
政
十
年
「
戊
午
」十
月
朔
日
日
食 

寬
政
十
年
「戊
午
」
十
月
十
六
日
「
丙
午
」
望
食
實
測 

寬
政
十
二
年
「
廣
申
」
三
月
十
六
日
「
戊
辰
」
月
食
細
測 

寬
政
十
二
年
「庚
申
」
四
月
朔
「癸
未
」
日
食 

寬
政
十
二
年
「
庚
申
」
ハ
月
十
五
日
「
乙
丑
」
之
曉
天
月 

入
帶
食

享
和
元
「辛
酉
」
年
ハ
月
十
五
日
初
昏
有
月
帶
食
於
大 

阪
施
實
測
如
左

享
和
二
年
「
壬
戌
」
二
月
十
六
日
夜
月
食
測
記 

享
和
ニ
「
壬
戌
」
年
十
一
月
北
極
出
地
度
測
量 

文
化
元
「
甲
子
」
年
六
月
十
七
日
之
曉
月
食
大
阪
實
測 

文
化
元
「
甲
子
」
年
十
二
月
十
五
日
夜
月
出
帶
食
實
測 

文
化
二
「
乙
丑
」年
六
月
十
六
日
曉
月
帶
食
大
阪
實
測 

之
記

文
化
四
「
丁
卯
」
年
ハ
月
廿
六
日
昏
始
見
彗
星
大
阪
實 

測文
化
四
年
「
丁
卯
」十
月
十
六
日
月
帶
蝕
大
坂
測
量
之 

記

所 

屬 

圖

書

館 

同 

右 

同 

右 

羽
間
文
用 

圖

書

館 

羽
間
文
庫

同

右

圖 同 同 同 同

書

館右 右 右 右

同同

右右

羽
間
文
庫
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16
文
化
六
年
「
己
巳
」
九
月
十
五
日
「
壬
申
」
月
帶
蝕
實
測

圖

書

餡 

17
文
化
七
年
「
廃
午
」
二
月
十
九H

「
癸
卯
」養
分
午
中
實 

測 

石
橋
榮
逹 

18
文
化
七
「庚
午
」
年
三
月»

食
大
阪
實
測 

圖 

書

餡 

19
文
化
ハ
年
「辛
未
」
二
月
卄
九
日
「戊
申
」春
分
午
中
實

・
 

測 

石
橋
榮
達 

20(
文
化/k

年)

彗
屋
貧
測
記
並
び
に
文
化
ハ
年
「歲
次 

辛
未
」
彗
星
實
測
俯
觀
之
圖 

同 

右 

幻 

文
化/\

年
!
-

辛
未
」
十

一
月
七
日
「
壬
午
」
冬
至
午
中 

賞
測 

同

.
右 

22
文
化
九
年
「
壬
申
」
二
月
十
一
日
「
甲
寅
」
春
分
午
中
賛 

測 

同 

右 

23
文
化
九
年
「
壬
申
」
五
月
十
四
日
「
乙
酉
」
夏
至
午
中
實 

測 

同 

右 

24
文
化
十
年
「
癸
酉
」
二
月
廿
一
日
「
己
未
」
春
分
午
中
實 

測 

同 

右 

25
文
化
十
年
「
樂
酉
」
五
月
廿
四
日
「
庚
寅
」
夏
至
午
中
實 

測 

同 

右 

26
文
化
十
年
「癸
酉
」
十
一
月
三
十
日
「
癸
巳
」
冬
至
午
中 

實
測 

同 

右 

27
文
化
十
一
年
「
甲
戌
」六
月®

H

食
測
記
草
稿 

圖

書

館 

28
文
化
十
一年

!
-

甲
戌
」A.
月
九
日
「
丁
卯
」
秋
分
午
中
农 

測 

石
橋
榮
達

29
文
化
十
一
年
「
甲
戌
」
十
一
月
十
一
日
「戊
戌
」
冬
至
午 

中
贸
測 

同 

右 

30
文
化
十
一
年
「
甲
戌
」
十
一
月
十
六
日
月
入
帶
食
大
阪 

實
測
記 

圖

書

餡 

31
文
化
十
二
年
「
乙
亥
」
五
月
十
四
日
「
己
亥
」
夜
月
蝕
皆 

旣
大
阪
實
測 

羽
間
文«
 

32
文
化
十
二
年
「
乙
亥
」
六
月®

R

「
乙
卯
」
日
食
大
阪
實 

測
記 

圖

書

餡
 

33
文
化
十
二
年
「
乙
亥
」十
一
月
十
六H

「
丁
酉
」
夜
月
食 

皆
旣
實
測
記 

羽
間
文
庫 

34
文
化
十
二
年
「
乙
亥
」
十
一
月
廿
二H

「癸
卯
」
冬
至
午 

中
實
測 

・
 

石
橋
榮
達 

35
文
化
十
三
年F

丙
子
」十
月
十
六B

翌
曉
月
食
實
測 

圖

書

餡
 

36
文
化
十
四
年
「
丁
丑
」
四
月®

食
大
阪
實
測
記 

同 

右 

37
文
化
十
四
年
「
丁
丑
」
十
月
朔
日
「辛
未
」R

蝕
大
阪
實 

測 

羽
間
文
庫 

38
文
化
十
四
年
「
丁
丑
」
十
一
月
廿
五
日
「
甲
寅
」
冬
至
午 

中
實
測 

石
橋
榮
達 

39
文
政
二
年
「
己
卯
」
二
月
廿
ハ
日
「庚
寅
」
春
分
午
中
實 

測 

同 

右 

■
40
文®

一
年
「
己
卯
」
三
月
十
六日

!
・

戊
申
」
測

S3
月
食
皆 

旣

®

書

餡 

41
文
政
二
年
「
己
卯
」
五
月
彗
星
實
測 

石
橋
榮
達

間
家
を
中
心
と
し
た
囂
畋
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
耍(

渡
邊)

七
ー
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24
4344454647

84
5051

25
54

科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號

文
政
二
年
「
己
卯
」
ハ
月
四
日
「
癸
巳
」
秋
分
午
中
實
測 

文
政
二
年
「
己
卯
」
ハ
月
十
五
日
月
蝕
皆
旣
大
阪
晴
天 

•
實
測
記
草
稿

文
政
三
年
「庚
辰
」
二
月
十
六
日
「
壬
寅
」
之
夜
月
食
三 

限
實
測

文
政
三
年
「
庚
辰
」
十
一
月
十
六
日
「
己
巳
」
冬
至
午
中 

實
測

文
政
四
年
「辛
巳
」
二
月
朔
日
「
壬
午
」
日
食
大
阪
初
虧 

實
測
記

文
政
四
年
「辛
巳
」
ハ
月-
tl-
五
日
「
癸
卯
」
秋
分
午
中
箕 

測文
政
五
年
「
壬
午
」
九
月
廿
二
日
「癸
巳
」
水
星
合
退
伏 

測
量

文
政
五
年
「
壬
午
」
十
二
月
十
五
日
夜
月
食
皆
旣
初
虧 

實
測

文
政
六
年
「
癸
未
」
六
月
朔
食
測
記

文
政
六
年
「癸
未
」
十
二
月
十
二
日
「
丙
午
」
夜
太
陰
與 

昴
宿
第
一
第
五
第
六
第
七
之
諸
星
凌
犯
實
測 

文
政
ハ
年
「
乙
酉
」
ハ
月
ハ
日
「
癸
亥
」
夜
見
彗
星
至
十 

月
上
旬
隱
實
測
日
記

文
政
七
年
「
甲
申
」
ハ
月
廿
九
日
「
己
未
」
秋
分
午
中
實 

測文
政
八
年
「
乙
酉
」
十
月
十
六
日
「
己
巳
」
之
夜
月
食
晴

同圖同

右

書

館右

石
橋
榮
達

圖

書

館

石
橋
榮
達

同

右

5556578595
606162

圖

書

館右

63

七
二

石
橋
榮
達

同 

右

同

・
右

4656
67

天
三
限
實
測
諸
數
草
稿

文
政
八
年
「
乙
酉
」
十
一
月
十
三
日
「
丙
申
」
冬
至
太
陽 

午
正
及
恒
星
南
中
實
測

文
政
九
年
「
丙
戌
」
四
月
十
五
日
月
食
測
記 

文
政
九
年
「
丙
戌
」
六
月
廿
ハ
日
「
戊
寅
」昏
測
金
星
與

木
星
逼
近

文
政
九
年
「
丙
戌
」
六
七
ハ
月
烏
刺
奴
斯
測
算
日
記 

文
政
九
年
「
丙
戌
轟

筋

ご
HB

火
星
金
屋
赤
經
線 

儀
實
測
記

文
政
九
年
「
丙
戌
」A

月
廿
一
日
「
庚
午
」
秋
分
太
陽
午 

正
依®

屋
南
中
實
測 

ー

文
®:
九
年
「
丙
戌
」
十
一
月
廿
三
日
「庚
子
」
夜
土
星
井 

宿
第
一
星
遍
近
兩
星
南
中
實
測

文
政
九
年
「
丙
戌
」
十
一
月
廿
四
日
「
辛
丑
」
冬
至
太
陽 

南
中
午
正
及
恒
星
南
中
實
測

文
政
十
一
年
「
戊
子
」
正
月
廿
一
日
「
辛
酉
」
夜
月
木
星 

兩
體
相
切
幷
木
星
半
體
入
月
體
實
測 

文
政
十
一
年
「
戊
子
」
五
月
十
一
日
「
已
酉
」
夏
至 

文
政
十
一
年
「
戊
子
」
七
月
七r

「
乙
巳
」昏
後
火
星
與 

斗
宿
第
二
星
同
時
南
中
實
測

文
®:
十

一
年
「
戊
子
」
夏
秋
之
間
fl
翳

-
f-A
B'B
火
屋 

南
中
經
緯
測
算
目
錄

文
政
十
一
年
「戊
子
」A

月
十
三
日
「庚
辰
」
秋
分
太
陽

同同 同同同同同同同圖 同同

右右 右右 右右右右右

書

館右右

石
橋
榮
達
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同 圖 同 同 同 同 圖 同
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館 右 右 右 右

書 

館 右

書 

館

89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78

千

ロ

星日 
出出 
太後 
陽水 
實 
測

測

5

圖 同 同 同 同 同 同 同

書 

館 右 右 右 右 右 右 右
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第
四•

五
號

*
天
保
七
年
「
丙
申
」
十
一
月
十
四
日
「
癸
巳
」
冬
至
太
陽 

午
正
幷
恒
屋
南
中■
箕
測

天
保
七
「
丙
申
」
九
月
片
翌
今
年
「
丁
酉
」
正
月
元
日
マ 

デ
進
退
御
用
書
大
下
書
木
屋
火
屋
金
屋
水
星 

天
保
七
年
歲
次
「
丙
申
」十
一
月
朔
日
「
庚
辰
」十
四
日 

「癸
巳
」
冬
至
前
後
測
量
日
記
抄
出
諸
數 

天
保A

年
一•

丁
酉
」
正
月
水
星
南
中
測
量
談
及
測
量
記 

天
保
/\
「
丁
酉
」
正
月
二
日£

 
丁
酉
」
今
五
月
廿
三
日 

マ
デ
進
達
御
用
書
大
下
書
木
屋
火
屋
・ 

天
保
ハ
年
「
丁
酉
」
三
月
十
七
日
「
甲
午
」曉
月
入
帶
蝕 

皆
旣
初
虧
食
旣
實
測
錄

天
保A

年
「
丁
酉
」
養
夏
土
星
中
時
大
阪
實
測
目
錄 

天
保A

年
「
丁
酉
」
五
月
二
十
日
「
丙
申
」
夏
至
前
後
测 

量天
保
A.
年
「
丁
酉
」
十
一
月
廿
五
日
「
己
亥
」
冬
至
太
陽 

午
中
幷
同
日
昏
後
中
屋
實
測
・

天
保
九
年
一.
戊
戌
」
ハ
月
三
日
「
壬
申
」
秋
分
太
陽
午
正 

幷
恒
星
中
時
實
測

天
保
九
年
「
戊
戌
」
ハ
月
十
五
日
「
庚
申
」
月
食
九
分
半 

ー
ー
ー
限
測
量

天
保
十
年
「
己
亥
三
月
七
目
癸
酉
」
天
關
大
星
月
體 

の
北
を
過
ぐ

同同同同 同圖

右右右・
右 右

書

館

石
橋
榮
達

同

右

同同同同同

右右右右右

103 102105107 106109 108113 112

七w

天
保
十
年
「
己
亥
」
二
月
九
日
「
乙
亥
」春
分
太
陽
午
中 

幷
恒
星
南
中
實
測 

同 

右 

天
保
十
年
「
己
亥
」
ハ
月
一
日
「
甲
子
」
日
出
帶
蝕
復
间 

K

測 

・
 

同

右
 

天
保
十
年
「
已
亥
」
ハ
月
十
五
百
「
戊
寅
」
秋
分
太
陽
午

正
幷S

星
中
時
實
測 

同 

右 

天
保
十
「
己
亥
」
年

十

「
月
十
七
日
「
己
酉
」
冬
至
太
陽 

午
正
幷
恒
星
中
時
實
測 

• 

同 

右 

天
保
十
一
年
「庚
子
」
二
月
朔
「
壬
戌
」
日
食
三
限
測
量 

同 

右

天
保
十
一
年
「
庚
子
」
二
月
十
九
日
「
庚
辰
」
春
分
今
日 

太
陽
午
正
幷
前
十.
《
日
「
已
卯
」
衣
恒
星
中
時
實
測 

同 

右 

天
保
十
一
年
「庚
子
」
夏
木
星
幷
土
星
退
衝
前
後
大
阪 

實
測 

同 

右 

天
保
十-

年
「庚
子
」
A.
月
廿
六
日
「癸
未
」
秋
分
今
日 

太
陽
午
正
幷
前
廿
五H

「
壬
午
」
夜
恒
星
中
時
實
測 

同 

右

天
保
十
一
年
「
庚
子
」
十
一
月
廿
八
日
「
甲
寅
」
冬
至
午 

正
太
陽
幷
恒
屋
中
時
實
測 

同 

右 

天
保
十
二
年
「辛
丑
匕
一
月
一
日
春
分
前
測
量H

I0
鈔 

出 

同

・

右 

天
保
十
二
年
「
辛
丑
」
四
月
十
七
日
「辛
丑
」
木
星
退
衝 

前
後
測
量 

• 

同 

右 

天
保
十
一
一
年
「辛
丑
」A

月
七
日
「戊
子
」
秋
分
太
陽
午
・ 

正
幷
恒
星
中
時
測
量
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天
保
十
二
年
「
辛
丑
」
十
一
月
十
日
「庚
申
」
各
至
太
陽 

午
正
幷
恒
星
中
時
測
量 

同 

右 

天
保
十
二
年
「
辛
丑
」十
二
月
十
五
日
「
乙
未
」之
夜
月 

食
大
阪
測
量 

同 

右 

天
保
十
三
年
「
壬
贸
」
二
月
于
二
0;

「辛
卯
」稼
分
太
陽 

午
正
幷
恒
屋
中
時
測*

同 

右

天
保
十
三
年
「
壬
寅
」
六
月
朔
「
戊
寅
」
日
食
大
阪
初
虧 

有
測
甚
復
無
測
之
Ba
・
 

同 

右

天
保
十
三
年
「
壬
寅
」
十
一
月
廿
一
日
「
乙
丑
」
冬
至 

驕
蠶
來
前
太
陽
及
中
星
測
量H

sa
抄
出 

同 

右 

天
保
十
四
年
「癸
卯
」
二
月
十
七
日
至
十
九
日
彗
屋
實 

測
之
一
記 

同 

右 

天
保
十
四
年
「癸
卯
」十
一
月
朔
「
己
巳
」H

食
大
阪
測 

量 

同 

右 

天
俵
十
四
年
「癸
卯
」
十
一
月
二H

「庚
午
」
冬
至
本
日

「
陰
雨
」
無
測
前
後
日
太
陽
幷
中
星
測
量
日
記
抄
出 

同 

右

天
保
十
五
年
「
甲
辰
」
二
月
二R
r

己
亥
」春
分
前
後
太 

陽
幷
中
星
軽
血
林
昵
測
量
日
記
抄
田 

同 

右 

天
保
十
五
年
「
甲
辰
」A

月
木
屋
退
衝
實
測R

錄
抄 

羽
間
文
庫

弘
化
二
年
「
乙
巳
」
二
月
十
四H
I
■

乙
巳
」春
分
太
陽
午

正
幷
恒
星
中
時
測
量
，
 

石
橋
滎
達 

弘
化
二
年!■
乙
巳
」
年
四
月
水
退 

同 

右 

弘.
化
二
年
「
乙
巳
」十
一
月
廿
四
日
「辛
巳
」
冬
至
前
後

130129128 127134133 132135139 138 137 136

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
要(

渡
邊
し

太
陽
丼
中
星
測
量
日
記
抄
出

弘
化
三
年
「
丙
午
」
五
月
十
二
日
「
丙
寅
」
昏
後
太
陰
凌 

犯
角
宿
・
一
之
箕
測

弘
化
三
年
「
丙
午
」十
月
木
星
「
退
衝
」前
後
測
量 

弘
化
三
年
「
丙
午
」
十
一
月
冬
”至
前
後
測
量
日
記
抄
出 

弘
化
四
年
「
丁
未
」
ハ

莘

五

日

「
壬
戌
」
秋
分
太
陽
午 

正
幷
恒
星
中
時
測
量 

、

弘
化
四
年
「
丁
未
〕
ハ
月
十
五
日
「
壬
戌
」
夜
月
食
初
虧 

復
圓
測
量
記

弘
化
四
年
「
丁
未
」
十
一
月
十
五
日
冬
至
本
日
無
測
前 

後
測
量
疏
記

弘
化
四
年
「
丁
未
」十
二
月
木
星
退
衝
記

弘
化
五
年
「
戊
申
」
二
月
十
六
日
「庚
申
」
月
入
帶
食
大 

阪
測
量

弘
化
五
年
「
戊
申
」
二
月
十
六
日
「蔗
申
」春
分
太
陽
午 

正
幷
恒
星
中
時
大
阪
測
量

嘉
永
元
年
「戊
申
」
ハ
月
廿
六
日
「
丁
卯
」
秋
分
本
日
前 

後
大
阪
測

-!
It

嘉
永
元
年
「
戊
申
」十
一
月
廿
七
日
「
丁
酉
」
冬
至
本
日 

疏
測N

記

嘉
永
二
年
「
己
酉
」
二
月
朔
「庚
子
」
日
食
大
阪
測
量 

嘉
永
二
年
「
己
酉
」
二
月
廿
七
日
「
丙
寅
」春
分
本
日
大 

阪
測
量
記

七
五

同

右右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右 右 右右 右

同 同 同 同 同 同 同

右 右
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四•

五
號

嘉
永•

一
年
「
己
酉
」
七
月
十
六
日
「辛
亥
」
夜
月
食
大
阪

測H,
嘉
永
三
年
「
庚
戌
」
二
月
ハ
旦
幸
未
」春
分
本
日
前
後

測

:!
1::
日
記
抄
出

嘉
永
三
年
「
庚
戌
」
ハ
月
-1-
ハ
日
「
丁
丑
」
秋
分
太
陽 

午
正
幷
恒
星
中
時
測
量

嘉
永
三
年
「庚
戌
」
九
月
亠
ハ
日
「
乙
未
」
土
星
退
衝
本
日

前
後
測
量 

•

嘉
永
三
年
「
庚
戌
」十

一
月
十
九
日
「
丁
未
」
冬
至
本
日

前
後
日
記
抄
出

嘉
永
三
年
「庚
戌
」十
二
月
十
六
日
「癸
酉
」
月
食
初
虧 

食
甚
無
測
復
圓
測
量

嘉
永
四
年
「辛
亥
」
二
月
十
九
日
「
丙
子
」春
分
本
日
前 

後
測
量
疏
記 

嘉
永
四
年
「
辛
亥
」
夏
至
測
記

嘉
永
四
年
「
辛
亥
」
十
一
月
三
十
日
「
壬
子
」
冬
至
前
後

太
陽
午
正
幷
恒
星
中
時
日
記
抄
出

嘉
永
五
年
「
壬
子
」
三
月
二
十
一
日
「辛
未
」
木
星
退
衝 

前
後
測
量
疏
記•

嘉
泳
五
年
「
壬
子
」
五
月
十
四
日
「
甲
子
」
月
食
五
限
拙 

測
記

嘉
永
五
「
壬
子
」
年
十
一
月
一
日
「
丁
未
」H

食
初
虧
復 

圓
無
測
食
甚
測
量

同同同同同同同同同同

右右右右右右右 右右右

狩
野
文
庫

石
橋
榮
達

152154 153157156 155160 159 158163 162 161

右
六

嘉
永
五
「
壬
子
」
年
十
一
月
十
六
日
「
壬
戌
」
夜
月
食
大 

阪
測>

拙
測
記

症
永
」ハ
「
癸
丑
」
年
二
月
十
二
日
「
丁
亥
」春
分
太
陽
午 

正
幷
恒
星
中
時
測
量

嘉

永

/,<

年
「癸
丑
」
五
月
五
日
「
己
酉
」木
星
退
衝
本
日 

换
天
無
測
前
後
測
量
疏
記

嘉
永
六
「
癸
丑
」
七
月
十
八
日
「
辛
酉
」
黃
昏
後
彗
星
測 

量
爾
後
測
量
疏
記

嘉
永
六
秋
分
實
測
下
書

嘉
永
七
年
「
甲
寅
」
二
月
二
十
三
日
「
壬
辰
」春
分
本
日 

午
正
幷
前
日
二
十
二
日
「辛
卯
」
夜
恒
星
中
時
測
量 

安
政
二
年
「
乙
卯
」
ハ
月
十
四
旦
，甲
辰
」
秋
分
前
後
日 

太
陽
幷
中
星
測
量
日
記
抄
出

安
政
二
「
乙
卯
」年
九
月
十
五
日
「
乙
亥
」
月
帶
食 
辭
却 

復
圓
測
量

安
政
三
年
「
丙
辰
」
五
月
十
九
日
「
乙
亥
」
夏
至
太
陽
午 

正
幷
恒
星
中
時

安
政
四
「
丁
巳
」年
五
月
三
十
日
「庚
辰
」夏
至
前
後
陰 

雨
疏
測
量
之
記

安
政
五
年
「戊
午
」
七
月
十
六
日
「
己
丑
」
之
夜
月
食
大 

阪
測
量

安
政
五
年
「
戊
午
」
ハ
月
十
四
日
「
丙
辰
」彗
星
初
見
爾 

後
疏
測
量

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右 右

同 同
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安
政
六
年
「
己
未
」
正
月
十
五
日
「
丙
戌
」
夜
月
食
皆
旣 

汎
限
大
阪
測
量
・

安
政
」ハ
年
「
己
未
」
二
月
十
七
日
「
戊
午
」
春
分
太
陽
午 

正
幷
恒
星
中
時
測
量

元
治
元
年
「
甲
子
」
四
月
一
日
「辛
丑
」
日
食
初
虧
食
甚 

復
圓
細

測

記

・

元
治
二
「
乙
丑
」
二
月
廿
三
日
「・
己
丑
」春
分
太
陽
午
正 

幷
恒
星
中
時
測
量

萬
延
二
年
「辛
酉
」
二
月
ト
日
「戊
辰
」春
分
太
陽
午
正 

幷
恒
星
中
時
測
量

文
久
元
年
「辛
酉
」
五
月
十
四
日
「
己
丑
」夏
至
測
量 

文
久
元
年
「辛
酉
」
五
月
廿
四
日
「
辛
亥
」彗
星
初
見
爾 

後
測
量

文
久
元
「
辛
酉
」
年A

月

一
日
「戊
酉
」
日
蝕
測
量 

文
久
元
年
「
辛
酉
」十

一
月
十
六
日
「庚
子
」
月
帶
食
月 

出
食
甚
不
測
復
圓
測
量

文
久
元
年
「辛
酉
」十
一
月
廿
一
日
「
乙
巳
」
冬
至
本
日 

夜
曇
天
無
測
前
後
日
太
陽
幷
中
星
測
量
日
記
抄
出 

文
久
二
「
壬
戌
」
二
月
十
日
土
星
退
衝
本
日
及
以
後
雨 

天
無
測
前
測
校
算
記

文
久
二
「
壬
戌
」
二
月
廿
一 

ロ
「
甲
戌
」春
分
本
日
雨
天 

午
正
及
恒
星
無
測
前
後
日
期

校

算

文
久
二
年
「
壬
戌
」十
月
十
五
日
「
甲
午
」
月
帶
食
皆
旣

ヒ
ヒ

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

右 科 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右

4 3 2 1
番 
號 183 182 180 179 178 177

實

測

記

測 

細 
記

間高 同

富時 右

測

者

圖 同 所 圖 同 同 同 同 同 同 同

書 

館 ・右 屬

書 

館 右 右 右 右 右 右 右

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
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渡
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榮
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廿
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五
號

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究

ハ
〇

矢

島
 

祐

利

は

し

が

き

A
 

司
馬
江
漢
の
窮
理
學
へ
の
關
心

九 

廣
瀨
周
伯
の
『
三
才
窺
管
』

十

宇

田

川

榛

齋

の

『
遠
西W

方
名
物
考
』

十

一

吉

雄

南

皐

。

『
遠
西
觀
象
圖
說
』

あ

と

が

き

は

し

が

き

さ
き
の
報
文
に
於
て
著
者
は
明
和
頃
か
ら
文
化
文
政
頃
に
到
る
約
五
十
年
間
の
物
理
學
的
硏
究
に
つ
い
て
記
述
し
た
が
、

な
ほ
此
の
期 

に
屬
す
る
も
の
若
干
に
つ
い
て
記
す
。

何
れ
も
科
學
の
中
に
未
だ
物
理
學
と
い
ふ
が
如
き
專
門
化
を
生
ぜ
ず
、

凡
そ
科
學
へ
の
新
し
い
關 

心
の
も
と
に
著
作
せ
ら
れ
た
も
の
や
又
醫
家
の
著
述
の
中
で
物
理
學
的
科
學
に
關
係
あ
る
も
の
を
取
上
げ
る
こ
と
前
論
文
と
同
樣
で
あ
る
。 

但
し
排
列
の
順
序
は
前
論
文
に
年
代
的
に
接
續
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
1
)

本
誌
第
二
號
。 

・

A

368



此
の
期
に
於
け
る
物
理
學
的
科
學
の
硏
究
者
に
は
種
々
の
系
統
の
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

そ
の
中
に
は
平
賀
源
內
の
や
う
な
特
異 

の
人
物
の
あ
っ
た
こ
と
も
旣
に
記
し
た
。

源
內
と
好
一
對
を
な
す
の
は
司
馬
江
漢
で
あ
る
。

江
漢
は
源
內
と
同
じ
ゃ
う
に
多
藝
多
才
の
士 

で
あ
り
、
源
內
と
交
遊
も
あ
り
、
そ
の
影
響
も
受
け
て
ゐ
る
。
彼
が
本
邦
に
西
洋
畫
を
取
り
入
れ
た
事
や
銅
板
畫
を
作
っ
た
こ
と
等
は
よ
く 

人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

彼
は
長
崎
に
も
遊
び
、
西
洋
の
科
學
に
注
目
し
て
窮
理
の
學
に
心
を
潜
め
此
の
方
面
の
著
述
を
も
な
し
た
。 

(

1

)

司
馬
江
漢
の
傳
は
餘
り
明
か
で
な
い
が
元
文
三
年(

一
七
三
ハ'一

頃
生
れ
た
。
江
戶
の
人
で
あ
る
。
名
は
峻
、
字
は
君
獄
、
號
を
司
馬
江
漢
と 

い
ふ(

こ
れ
は
江
戶
の
芝
の
男
と
い
ふ
處
か
ら
來
て
ゐ
る
と
も
肯
は
れ
る)

。
艾
、
賽
波
搀
、
不
言
、
無
言
、
桃
肓
、
西
洋
道
人
等
と
も
號
し
た
。 

前
野
蘭
化
の
門
に
入•
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
學
ん
だ
。
天
明
ハ
年(

一
七
ハ
八)

、
五
十
一
歲
の
頃
長
崎
に
遊
ん
だ
。
ま
た
江
戶
に
於
て
參
府
の
オ
ラ 

ン
ダ
人K

も
接
し
て&

S

。
銅
板
畫
を
始
め
5.

と
き
ボ
イX

の
書(
国

B
u
y
®

 w
o
o
r
d
e
n
b
o
e
k
)

に
據
っ
た
が
其
の
讚
解
に
は
大
槻
玄
澤
の
補 

導
を
受
け
て
ゐ
る
。
文
政
元
年
二
ハ
一
八)

殘
。
江
漢
の
著
書
は
今
日
得
易
く
な
く
圖
書
館
へ
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゐ
で
あS

が
近
頃 

中
井
宗
太B

氏
の
『
司
馬
江
漢
』(

昭
和
十
七
年
、
ア
ト
リ
エ
社
刊)

の
中
に
窮
理
學
關
係
の
も
の
も
複
刻
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
吾
人
を
稗
益
す
る
と 

こ
ろ
多
大
で
あ
る
。 

・
 

江
漢
の
科
率
的
述
作
は
更
に
は
っ
き
り
言
へ
ば
地
理
に
關
す
る
も
の
と
天
文
物
理
等
に
關
す
る
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者 

に

屬
す

る
も

の
は

『
輿
地
略
說
』(

寬
政
四
年
、
，
一
七
九
二
、
刊)

『
銅

版

地

鑿

圖

』(

同
、
刊
)

『
地
球
全
圖
略
說
』(

寬
政
五
年
、

一
七
九
三
、
 

刊)

『
銅
版
天
球
全
圖
』(

寬
政
七
年
、

一
七
九
五
、
刊
)

『
和
蘭
天
地
球
圖
』(

同
ハ
年
、

一
七
九
六
、
刊)

『
和
蘭
通
舶
』(

文
化
二
年
、

一
ハ
〇 

五
、
刊)

等
で
あ
り
、

後

者

に

屬

す

る

も

の

は

『
和
蘭
天
說
』(

寬
政
七
年
、

一
七
九
六
、

刊)

『
地
轉
儀
略
圖
解
』(

文
化
五
年
、

一
ハ
〇
ハ
、
 

刊)

『
刻
白
爾
天
文
圖
解
』(

同
、
刊)

『
天
地
理
譚
』(

文
化
十
三
年
、

一
八
一
六
、
寫

本)

等

で

あ

る

.0
次
に
此
の
後
者
に
屬
す
る
も
の
に 

つ
き
檢
討
し
て
み
る
。

『
和

蘭

天

說
』

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
島) 
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五
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八
二 

此
の
書
は
太
田
叔
龜
の
序
文
に
寬
政
乙
卯
十
二
月
と
あ
り
、

江
漢
の
跋
文
に
寬

政
七
年
乙
卯
十
二
月
と
あ
り
、

卷

末

に

「
寬
政
丙
辰
正 

月
上
旬
春
波
樓
藏

版

」
と
あ
る
か
ら
寬
政
八
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
從

っ

て

本

木

仁

太

夫

の

『
天
地
二
球
用
法
』(

新
譯
本)

の 

完

成

し

畫

政

五
年
の
三
年
後
で
あ
り
、

志

筑

忠

雄

の

『
曆
象
新
書
』

上
編
の
出
來

た
寬
政
十
年
に
先
立
つ
二
年
で
あ
る
。 

さ
て
凡
例
を
見
る
と
其
の
一
節
に
次
の
や
う
に
記
し
て
あ
る
。

遠
西
ノ
諸
州
ハ
格
物
窮
理
ヲ
學
デ
天
性
空
言
虛
談
妄
說
ヲ
不
レ
為
近
ヲ
不
レ
取
必
ス
遠
ヲ
慮
テ
目
前
ノ
利
ヲ
不
レ
言
且
ハ
萬
巧
精
妙
ー
ー
シ
テ
他
州
之- 

不
レ
及
故--

天
地
ノ
圖
ハ
之
一-

本
ク

こ
こ
で
遠
西
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
學
問
が
實
際
的
で
あ
り
精
妙
で
あ
っ
て
學
ぶ
べ
き
こ
と
を 

述
べ
て
ゐ
る
。

さ
う
し
て
天
地
の
圖
は
之
に
本
く
と
言
っ
て
ゐ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
天
地
圖
は
元
祿
の
頃
我
國
に
來
て
ゐ
た
ら
し
く
、

元
文
二 

三
年
頃(

一
七
三
七1

三
八
頃)

長

崎

の

北

島

見

信

の

『
紅
毛
天
地
二
圖
贅
說
』

と

い
ふ
の
が
あ
る
。

こ
と
に
よ
る
と
江
漢
は
こ
ん
な
も
の

0

を
も
見
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
江
漢
は
何
も
言
っ
て
ゐ
な
い
し
、

又
此
の
傳
本
の
甚
だ
少
い
こ
と
等
か
ら
考
へ
て
は 

っ
き
り
し
た
こ
と
は
勿
論
分
ら
な
い
。

凡
例
中
の
別
の
一
節
に

此
編
ノ
全
說
ハ
西
儒
及
ビ
子
六
等
ガ
所
レ
說
ノ
善
ヲ
取
非
ヲ
捨
テ
加
一
一
和
譬

中
ノ
說
ヲ
以
テ
ス
、

夫
天
文
ト
ハ
天
ト
地
ノ
事
一
ー
シ
テ
仰
見
蒼
・
ノ 

色
ヲ
以
テ
天
ト
云
日
月
星
辰
及
ビ
地
ヲ
文
ト
云
、

凡
天
中
ノ
文
一
ー
シ
テ
窮
理
ヲ
推
究
ン
ト
欲
ル
ト
雖
廣
大
幽
玄
一
ー
シ
テ
盡
事
不
レ
能
、

然
ト
モ
西
域 

ノ
諸
邦
恒
一
一
此
理
ヲ
究
ン
ト
ス 

・
 

と
言
っ
て
ゐ
る
。
子

六

は

言
ふ

ま
で

も

な

く

『
天
經
或
問
』

の
編
游
子
六
で
あ
る
。

卽

ち

『
天
經
或
問
』

あ
た
り
を
本
と
し
、

こ
の
惡
い 

所
を
和
蘭
說
に
依
っ
て
改

め

た

の
で
あ
る
。

そ
の
事
は

本
文
中
に
例
へ
ば

「
天
氣
地
氣
ヲ
推

ト
キ
ハ
二
氣
相
逼

テ
風
ヲ
生
ズ
總
テ
天
地
皆 

氣
中
ノ
大
機

ヲ
爲
ス
大
氣
是
ヲ
包
ム
ト
云
其
根
元
ハ
太
陽
一
物
一
一
歸
ス
」

と
い
ふ
や
う
な
書
き
振
り
の
支
那
臭
に
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

3/〇



本

文

の

初

め

に

「
夫
天
地
ノ
理
ヲ
窮
ン
ト
欲
セ
バ
先
地
體
ノ
大
意
ー
ー
通
曉
シ
テ
而
後
ー
一
其
說
ヲ
悟
べ
シ
」

と
言
っ
て
大
地
の
こ
と
を
述 

べ
、

句
股
弦
の
法
、

ハ
線
法
、

象
限
儀
等
に
も
及
ん
で
ゐ
る
。

此
の
書
の
中
に
は
コ
ペ
ル
ー
ー
ク
ス
說

に

つ

い

て

述

べ

「:
:

刻
白
爾
ト
云 

人
ノ
說
-

シ
テ
日
輪
ハ
天
ノ
中
心
一
ー
ア
リ
テ
運
轉
シ
月
ハ
大
地
ヲ
中
心
ト
シ
テ
旋
リ
ナ
ガ
ラ
ー
一
地
ハ
ー
日
ニ
ー
旋
轉
シ
テ
ー
晝
夜
ヲ
ナ
シ 

一
年
三
百
六
十
旋
翥
テ
總
天
ノ 

ー
周
ヲ
ナ
ス
」
と
言
っ
て
居
り
太
陽
中
心
の
宇
宙
體
系
の
圖
を
も
載
せ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
旣
に

『
地 

球
全
圖
略
說
』(

寬
政
五
年
、

一
七
九
三)

の
中
に
も
簡
單
な
が
ら
述
べ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

卽

ち

其

處

で

は

「
古
來
天
地
の
說
は
地 

は
天
の
正
中
に
あ
り
て
日
月
天
を
旋
り
地
も
亦
左
に
旋
の
說
に
て
其
理
數
を
窮
あ
た
り
、

又
近
來
西
洋
の
人
の
說

に
は
日
は
正
中
に
あ
り 

て
地
は
天
を
旋
月
も
」

の
世
界
に
し
て
此
地
を
中
心
と
し
て
旋
五
星
も
亦
皆
一
の
地
也
と
云
說
有
、
其
全
象
を
器
に
製
し
て
ヲ
ル
レ
レ
イ 

と
名
づ
け
た
り
、
其
圖
說
は
ボ
イ
ス
と
云
ふ
人
の
書
中
に
も
あ
ら
ま
し
を
載
せ
た
り
」

と
述
べ
太
陽
系
の
圖
を
も
揭
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

併
し
是
を
詳
細
に
說

い
た
の
は

次
に
記
す

『
刻
白
爾
天
文
圖
解
』

で
あ
る
。

な

ほ

『
和
蘭
天
說
』

に
は
風
雨
、

雷
電
、
流
星
、

虹
、

日
月 

暈
、

地
震
等
に
つ
い
て
も
述
べ
て
あ
る
。

『
地
轉
儀
略
圖
解
』

こ
れ
は
中
央
に
太
陽
を
象
り
、

次
に
水
星
、
金
星
、

地
球
、
火
星
、

木
星
、

土
星
を
配
し
、
外
側
に
圓
を
畫
い
て
三
百
六
十
度
に
分
ち
、
 

且
つ
こ
こ
に
十
二
宮
を
置
き
、

又
二
十
ハ
宿
を
配
し
て
地
球
運
行
の
模
型
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

其
の
說
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

一
外
ノ
大
環
ハ
和
蘭
ノ
法
一
ー
シ
テ
晝
夜
二
十
四
時
分
ッ
テ
亘
一
十
刻
ト
ス
其
次
三
百
六
十
度
ヲ
刻
シ
周
天
ト
シ
テ
彼
國
三
十
度
ゴ
ト-
二
宮
ヲ
置
テ
則 

チ
十
二
宮
ド
ス
是-
一
倣
ツ
テ
二
十
ハ
宿
ヲ
配
シ
又
土
木
火
ノ
三
屋
ヲ
列
ネ
是
ヲ
上
ノ
惑
星
ト
名.
ッ
ク
其
次
ハ
地
球
ー
ー
シ
テ
ー
晝
一
夜
一
二
旋
轉
シ
テ 

天
ノ
ー
度
ヲ
進
ム
月
ハ
地
球
ヲ
中
心
ト
シ
テ
ー 
H
 -

十
三
度
ヲ
行
ク
圖
中
ノ
眞
心
ハ
日
輪
也
其
外
環
ハ
水
星
天
ト
ス
又
一
層
ノ
環
八
金
星
天
ト
ス
半 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥) 
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人
四 

' 

. 

年
ハ
西
一
一
現
ハ
レ
半
年
八
東
一
一
現
ル
、
ノ
形
ヲ
ナ
ス
水
星
日
輪
一
ー
近
シ
此
二
星
ヲ
下
ノ
惑
星
卜
名
ヅ
ク 

一
此
圖
ヲ
囘
旋
シ
テ
天
ヲ
窺
ン
ト
欲
セ
バ
譬
バ
七
月
ノ
節
立
秋
ノ
時
ナ
ラ
バ
中
心
ノ
日
輪
ヲ
恆
天
立
秋
ノ
所
二
當
見
レ
バ
則
日
輪
柳
星
ノ
間--

ア
リ
地 

•
球
日
本
ノ
處
ヲ
昏
ノ
所-
一
メ
グ
ラ
シ
則
チ
初
昏
西
ノ
方
ヨ
リ
氐
房
心
尾
箕
斗
ヲ
望
厶
又
地
球
旋
轉
シ
テ
夜
半
一
一
至
レ
バ
牛
女
虛
危
室
ヲ
望
ガ
如
シ 

心 

2
"
2

 

次
-
一
五
星
ノE

度
ハ
七
耀
曆
ヲ
求
メ
テ
見.
ヘ
シ
又
土
木
火
ノ
順
逆
ハ
土
木
ヲ
ワ
レ
ル
者
蠶
ミ
火
星
疾
ク
行
モ
ノ
遲
ク
行
ヲ
見
べ
シ
是
皆
地 

球
運
轉
ス
ル
故
也
然
ル-
一
皆
右
旋
ノ
說

ニ
シ
テ
右
ヨ
リ
左
リ
エ
メ
グ
ラ
ス
ベ
シ

『
刻
白
爾
天
文
圖
解
』 

此
の
書
の
凡
例
を
見
る
と
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。

日
く 

此
編
ノ
全
說

ハ
西
洋
ノ
書
ー
ー
シ
テ
最
ー
ー
崎
陽
ノ
譯
司
本
木
氏
翻
譯
ス
ル
者-

シ
テ
余
請
テ
之
ヲ
閱
ス
ル
ー
一
虬*

爾
ノ
窮
理
地
轉
ノ
說
也
悉
ク
符
合
ノ 

文
字
ヲ
以
テ
圖
解
ス
ト
雖
甚
解
得
ガ
タ
シ
爰-
一
於
テ
積
年
虛
ク
勞
ス
頃P

其
原
本
ヲ
得
稍
ク
片
端
ヲ
披
ク
然
レ
ト
モ
天
儀
ヲ
製
造
シ
以
テ
天
度
ヲ
測 

量
セ
ザ
レ
バ
了
解
シ
タ
リ
ト
ハ
言
ガ
タ
シ
故--
啻
地
轉
ノ
窮
理
地
轉
儀
略
圖
解
ヲ
造
製
シ
テ
日
月
五
星
ノ
高
低
ヲ
圖
シ
此
說
ヲ
疑
フ
者
ノ
爲
ー
ー
ス
・
 

と
。

卽
も
本
木
仁
太
夫
の
飜
譯
し
た
コ
ペ
ル
ー
ー
ク
ス
說
は
難
解
な
の
で
、
其
の
原
本
を
得
て
そ
れ
に
よ
り
此
の
說

の
圖
解
を
試
み
た
と
い 

ふ
の
で
あ
り
、
事
實
本
木
の
書
よ
り
も
分
り
易
く
說
か
れ
て
ゐ
る
。

圖
は
三
十
許
り
あ
り
、
終
り
の
方
に
タ
ル
モ
メ
ー
テ
ル(

寒

暖

計)

、
 

象
限
儀
及
び
バ
ル
モ
メ
ー
テ
ル
之
圖
と
い
ふ
の
が
あ
る
。

「
バ
ル
モ
メ
ー
テ
ル
之
圖
」

の

傍

ら

に

「
天
變
考
ト
名
ヅ
ク
」
と
あ
り
、

ま
た 

「
ハ
ル
モ
ハ
天
雨
ラ
ン
ト
ス
ル
前
日
水
銀
升
ル
其
分
厘
ヲ
測
テ
大
雨
小
雨
ヲ
知
ル
」
と
あ
る
。
圖
を
見
る
と
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
少
し
異
っ
て 

ゐ
る
。

「
此
器
戊
辰
年
七
八
九
月
數
ま
雨
天
遂
ー
一
天
地
ノ
氣
ト
昇
降
ノ
理
ヲ
考
究
シ
テ
新
製
ス
」

と
あ
る
か
ら
、

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
圖
を 

見
て
か
か
る
も
の
を
作
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
戊
辰
の
年
と
は
文
化
五
年(

一
ハ
〇
ハ)

で
あ
る
。

江
漢
が
本
木
の
コ
ペ
ル
ー
ー
ク
ス
說
の
飜
譯
を
見
て
ゐ
る
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
木
の
飜
譯
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
對
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し
て
此
の
書
は
木
版
を
以
て
出
版
さ
れ
て
居
る
の
と
、

解
說
が
平
易
な
こ
と
と
相
俟
っ
て
地
動
說
を
紹
介
す
る
上
に
於
て
は
そ
の
與
へ
た 

影
響
が
少
く
な
い
。

往
々
司
馬
江
漢
を
以
て
我
が
國
に
地
動
說
を
傳
へ
た
最
初
の
人
で
あ
る
如
く
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
此
の
た
め
で
あ 

ら
う
。

『
天

地

理

譚

』

・

以
上
は
刊
本
で
あ
る
が
、
此

の

ほ

か

に

『
天
地
理
譚
』
と
題
す
る
寫
本
が
あ
る
。

『
天
地
理
譚
』
は

ま

た

『
天
地
理
談
』
と
も
な
っ
て
ゐ 

(
1
)る

。
序
文
に
文
化
丙
子
初
夏
と
あ
る
文
化
丙
子
は
文
化
十
三
年(

一
八
一
六)

で
あ
る
。
此
の
內
容
は
旣
に
前
述
の
著
書
の
中
に
記
さ
れ
て 

ゐ
る
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
よ
り
は
一
層
廣
い
立
場
に
立
っ
て
天
地
間
の
理
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、

特
別
の
興
味
が 

あ
る
。
前
揭
の
刊
本
は
西
洋
說
の
紹
介
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
書
は
よ
し
紹
介
で
あ
る
に
し
て
も
ー
應
自
己
の
言
葉
を
以
て 

說
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
漢
文
の
序
文
ま
で
附
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
刊
行
す
る
積
り
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
傳
本
の
甚 

だ
少
い
の
を
考
へ
る
と
ど
の
く
ら
ゐ
人
に
讀
ま
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

(
1
)

先
年
村
岡
典
嗣
氏
が
『
天
地
理
談
』(

昭
利
五
年
、
R.

書
院
刊)

と
し
て
刊
行
し
た
も
の
ば
江
漢
の
隨
筆
で
あ
っ
て
こ
れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

併 

し
そ
れ
は
江
漢
そ
の
も
の
に
つ
い
て
知
る
に
は
一
資
料
で
あ
リ
、
ま
た
同
書
の
口
繪
妃
江
漢
の
著
書
の
寫
眞
版
が
多
く
あ
り
、

附
錄
の
「
市
井
の 

哲
人
司
馬
江
漢
」
と
題
す
る
村
岡
氏
の
文
等
は
有
徒
で
あ
る
。

初

め

に

「
天
地
之
理
」
と
題
す
る
項
目
が
あ
っ
て
其
處
に
は
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。

夫
天
ト
ハ,
仰
見
ル
靑
天
ヲ
云
此
靑
キ
ハ
氣
ノ
積
リ
テ
靑
キ
ヲ
ナ
ス
水
淵-
一
沮
マ
ッ
テ
底
深
キ
所
其
水
ノ
色
靑
キ
カ
如
シ
天
ノ
遠
キ
ュ
ト
限
ナ
シ
文
形 

ナ
シ
啻
象
卜
ス
ル
者
ハ
星
ノ
座
ヲ
以
テ
ス
ニ
十
ハ
宿
一
年-
二
周
囘
ス
ル
ヲ
知
ル
ノ
ミ
大
地
ハ
圓
一
ー
シ
テ
丸
シ
往
古
之
ヲ
三
稜
ト
ス
而
後H

隅
ト
ス 

然
一
一
西
洋
人
大
地
ヲ
一
周
囘
シ
テ
是
ヲ
知
ル
大
地
ハ
天
ノ
中
間--
係
テ
墜
ス
傾X

四
面
皆
國
ア
リ
東
へ
船
ヲ
出
セ
ハ
數
萬
里
一-

シ
テ
元
所-

還
ル
ナ 

本
邦
に
於
け
ち
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥)
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科

學

史

硏

究
 

第㈣
•

五

號

A

犬 

リ
西
ノ
方
へ
乘
モ
亦
同
シ
故
一
一
是
ヲ
無
東
西
ト
ス
南
北
一
ハ
楼
軸
ア
リ
大
槪
大
地
ノ
大
キ
サ
ー
周
廻
一
萬
零
ハ
百
里
ー
ー
シ
テ
徑
ー
シ
テ
三
千
五
百
里 

餘
其
地
球
ヲ
三
百
六
十
度-
一
割
一
度
ハ
大
槪
三
十
里
一-

近
シ
圖
ヲ
見
テ
知
ル
ヘ
シ 

卽
ち
斯
樣
に
地
の
圓
き
こ
と
及
び
其
の
大
さ
等
に
っ
き
述
べ
、

次
で
コ
ペ
ル
ー
ー
ク
ス
の
地
動
說
に
關
し
て
は 

„•.
.

今
ヨ
リ
三
百
五
十
有
餘
年
前
西
洋
「
ホH

ク
ネ
」
國
卜
「
ホ
ー
ル
ン
」
卜
云
所
ノ
人-

シ
テ
名
ハ
「
ヘ
イ
コ
ッ
ポ
ハ
ー
リ
ン
コ
ー

ヘ
ル-
ー
キ
ー
ユ 

ス,
ー
ナ
ル
者
ノ
始
テ
地
轉
ノ
說
ヲ
考
究
ム
歐
羅
巴
諸
州
皆
此
說
-
B

ス
日
輪
ハ
天
ノ
中
心=

7

リ
テ
處
ヲ
不
レ
移
吾
地
球
及
五
星
日
輪
ヲ
中
心
ト
シ
テ 

旋
ル
大
地
ハ
ー
旋
轉
シ
テ
ー
晝
一
夜
ヲ
ナ
シ
三
百
六
十
ヲ
旋
轉
シ
テ
一
年
ヲ
ナ
ス 

と
述
べ
て
ゐ
る
。

次

に

「
氣
之
理
ヲ
論
ス
」
と
題
し
て 

夫
氣
ト
ハ
虛
空
ノ
天
皆
氣
ナ
リ
是
ヲ
空
氣
ト
云
空--
火
ノ
混
ス
ル
ヲ
火
氣
ト
云
水
ノ
混
ス
ル
ヲ
水
氣
ト
云

シ

と
述
べ
て
ゐ
る
あ
た
り
は
支
那
の
書
物
を
讀
む
や
う
で
あ
る
が
、
氣
の
通
じ
な
い
處
で
は
火
が
消
え
、

人
が
死
ぬ
と
い
ふ
こ
と.
も
あ
る
。 

「
磁
石
ノ
南
北
ヲ
指
之
理
」

の
條
で
は

磁
石
ハ
鋼
ノ
氣
土
中-

7

y

石
ノ
如
ク
塊
ヲ
ナ
ス
右
一
一
云
如
ク
總
テ
首
尾
南
北
ア
リ
此
者
別
テ
南
北
ヲ
引
ノ
氣
强
ク
大
地
北
極
軸
南
極
軸
ア
リ
大
地 

恒
--
旋
轉
シ
テ
其
中
心
軫
軸
ノ
如
シ
萬
象
皆
天
地
ノ
中
一
一
生
ス
ル
者
其
氣
ノ
爲
一
生
ス
磁
石
ハ
北
ヲ
首
ト
シ
テ
南
ヲ
尾
ト
ス
譬
ハ
兩
頭
ノ
蛇
ノ
如
シ 

左
右-
一
頭
ア
リ
鐵
針
二
頭
ヲ
持
テ
其
頭
ヲ
石
ノ
北
一
一
磨
シ
針
ノ
尾
ノ
方
一-

ハ
石
ノ
南
ヲ
磨
ス
ル-
一
二
針
ハ
北
ヲ
磨
ス
ル
所
南
ノ
尾
ヲ
吸
ヒ
尾
ハ
北
ヲ 

・
吸
フ
亦
磁
石
ヲ
小
石
ト
ナ
シ
水
一
一
浮
へ
見
ル
ー一反
覆
シ
テ
北
ノ
首
ハ
南
ノ
尾
ト
ナ
リ
南
ハ
首
ト
ナ
リ
北
八
尾
ト
ナ
ル
又
磁
針
長
サ
五
六
寸
平
均
ト
ナ 

シ
磁
氣
ヲ
磨
ス
ル
時
忽
チ
右
ノ
如
ク
反
覆
シ
テ
南
ノ
尾
上
へ
傾
キ
北
ノ
首
ハ
下
へ
傾
ク
南
ハ
卽
チ
北
ナ
リ
吾
地
北
極
三
十
六
度
傾
キ
ア
リ
此
故
ナ
リ 

磁
針
ト
ン
或
八
小
石
ト
ス
ル
時
ハ
反
覆
ス
ル
此
理
未
タ
之
ヲ
窮
理
ス
ル
コ
ト
不
能
靈
臺
儀
象
志
南
懷
仁
ノ
論
ア
リ
ト
亦
蘭
說
モ
ア
ル
ヘ
シ
後
人
之
ヲ 

詳
-

ー
シ
テ
可
ナ
リ

と
書
い
て
ゐ
る
。

磁
針
ヲ
磁
石
の
北
で
磨
る
と
南
を
吸
ふ
や
う
に
な
る
こ
と
、

及
び
平
均
し
て
ゐ
る
針
を
帶
磁
さ
せ
る
と
南
は
上
へ
北
は
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下
へ
傾
く
、

此
の
理
が
分
ら
な
い
と
あ
る
。
「
靈
臺
儀
象
志
南
懷
仁
ノ
論
ア
リ
ト
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
南
懷
仁(

T
-  

v
e
r
b
i
e
s
f
)

の

『
靈 

臺
儀
象
志
』

は
實
地
に
見
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

ま
た

凸
ノ
硝
石
ヲ
以
テ
物
ヲ
視
レ
ハ
悉
ク
倒
ー
ー
ナ
ル
一
室
ノ
內
ヲ
闇
ク
シ
テ
戶
一
一
穴
ヲ
穿
テ
其
穴
ヨ
リ
映
シ
移
ル
者
皆
轉
倒
ス
望
遠
鏡
顯
微
鏡
共
ー
ー
瞑
目 

自
然
ノ
機
ヲ
法
ト
リ
作
ル
モ
ノ
ナ
リ
磁
針
ノ
反
覆
ス
ル
ハ
此
ノ
理
一
一
似
テ
亦
別
ナ
リ 

と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
磁
石
の
說
明
は
明
確
で
は
な
い
が
、

少
く
と
も
實
驗
的
事
實
は
こ
れ
を
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

此
の
ほ
か
地
震
之
理
、
溫
泉
之
理
、
望
遠
鏡
製
作
之
法
、

タ
ル
モ
メ
ー
テ
ル
の
圖
、

ハ
ル
モ
メ
ー
テ
ル(

氣
壓
計)

之
圖
、
潮
滿
干
之
理 

等
數
十
項
目
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
。
終
り
の
方
に
「
西
洋
窮
理
の
悟
道
」
と
題

す

る

一
項
が
あ
り
、
其
處
に
は
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。 

吾
日
本
佛
法
ア
リ
人
間
及
ヒ
森
羅
萬
象
之
レ
皆
天
地
ノ
間
一
一
生
シ
忽
チ
滅
亡
シ
テ
無
卜
ナ
ル
理
ヲ
云
西
洋
ノ
語
一
=.
ア
ポ
ト
カ
ー
卜
・
ー
ト
云
窮
理
學
師 

ト
云
也
其
辭
一
一
日
人
瞑
一
一
看
テ
欲
念
ヲ
起
シ
物
ヲ
求
メ
視
ル
ー-

萬
形
悉
ク
土
ヤ
泥
ヤ
塵
ラ
テ
有
ル
•/
未
レ
天
地
水
火
ノ
ニ
氣
萬
造
ト
ナ
リ
テ
現
眼
ノ 

鏡
一
ー
ウ
ッ
リ
神
經
之
ヲ
意
識
シ
テ
思
念
シ
疑
惑
シ
是
無
形
ヨ
リ
出
テ
復
無
一
一
蘭
ス
ル
コ
ト
也
コ
レ
ヲ
知
ル
ヲ
悟
リ
ト
云
日
本
禪
學
ノ
云
身
牀
死
ス
レ 

ハ
地
水
火
風
ト
散
シ
只
神
氣
而
已
不
滅
故
一
生
死
ナr

ト
ス
西
洋
窮
理
ノ
悟
リ
ハ
不
然!s

經
象
ア
リ
象
ア
ル
モ
ノ
皆
滅
亡
ス
此
理
ヲ
知
ル
ト
雖
壯
年 

知
ル
コ
ト
不
弗
也
考
テ
知
ル
ト
雖
欲
念
ノ
爲
一
一
迷
ヒ
死
ス
ル
ノ
期
ア
ルh

ト
ヲ
不
疇
凡
人
ト
共
一

惑
エ
ル
ハ
是
智
者
ノ
ナ
ス
所
ー
ー
ア
ラ
ス
佛
法
一
一
三 

世
ア
リ
西
洋
不
言
之
前
世
ア
ル
ー-

非
ス
未
來
ノ
世
ア
ル
コ
ト
無
シ
凡
夫
ヲ
シ
テ
善
心
ト
ナ
サ
ン
方
便
ナ
リ
爰-
ー
梁
ノ
鐘
傀
儡
ノ
詩
・
一
云
刻
木
牽
絲
作 

老
翁
鷄
皮
鶴
髮
與
眞
同
須
曳
弄
鴨
寂
無
事
還
似
人
生
一
夢
中

即
ち
西
洋
科
學
の
唯
物
的
な
と
こ
ろ
を
良
く
捕
へ
て
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
こ
ら
が
市
井
の
哲
人
と
い
ふ
看
方
を
首
肯
せ
し
め 

る
の
で
あ
る
。
江
漢
の
蘭
學
は
餘
り
深
い
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
け
れ
ど
も
藝
術
家
的
感
覺
を
以
て
よ
く
耍
點
を
つ
か
ん
で
ゐ
る
。

そ
れ 

は

『
刻
白
爾
天
文
圖
解
』
等
に
於
て
十
分
に
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
西
洋
科
學
に
對
す
る
態
度
は
深
く
硏
究
的
と
い
ふ
よ
り
は
寧 

ろ
市
井
の
哲
人
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
の
や
う
な
市
井
の
哲
人
の
居
た
こ
と
は
江
戶
時
代
に
窮
理
學
を
弘
め
る
上
に
一
つ
の
役
目
を
な 

本
邦K

於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
島)
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科

學

史
W

究 

第
四•

五
號 

A
A

し
て
ゐ
る
の
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

九,

廣
瀨
周
伯
の
『三
才
窺
管
』
 

-

文
化
の

初

め

頃

廣

瀨

周

伯

に

『I

翳

三

才

窺

管

』(

刊
三
冊)

と
題
す
る
著
書
が
あ
る
。
此
の
書
の
自
序
に
は
寬
政
己
未
仲
春
望(

寬
政 

十
一
年
、

一
七
九
九)

と
あ
る
が
、
「
江
都 

鳩
谷
孔
平
信
敏
識
」
と
記
さ
れ
た
序
文
に
は
享
和
二
歲
十
月
朔
日(

一
ハ
〇
二)

と
あ
る
。

ま 

た
著
者
の
子
廣
瀨
験
周
度
の
書
い
た
跋
文
に
は
文
化
乙
丑
歲
春
三
月(

文
化
二
年
、

一
八〇

五)

と
あ
り
、

卷
末
に
出
版
書
舖
の
名
を
記
し 

た
處
に
は
文
化
五
年
戊
辰
季
夏
と
あ
る
か
ら
出
版
に
な
っ
た
の
は
文
化
五
年(

一
ハ
〇
ハ)

で
あ
ら
う
。

(
1
)

著
者
は
常
陸
の
人
、
名
は
信
、
字
は
周
伯
、
號
を
紫
山
園
と
い
っ
た
が
詳
細
は
未
だ
知
るC

と
を
得
な
い
。

此
の
書
は
天
部
、

地
部
、

人
部
の
三
部
に
分
れ
て
居
り
、
天
部
に
は
先
づ
渾
儀
圖
說
、
左
旋
右
轉
、

五
星
小
輪
、
・
大
空
無
方
、

天
色
蒼 

等
の
項
目
が
あ
る
。

此
等
は
支
那
の
天
學
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、

地
球
中
心
に
書
い
て
あ
る
。
坎
の
地
動
新
說
の
條
に
到
・
っ
て 

「
西
洋
天
文
一
說

に
日
日
輪
大
虛
ノ
中
心
ト
ナ
リ
テ
五
星
及
衆
星
層
よ
ト
シ
テ
以
テ
之
ヲ
裹
厶
而
シ
テ
地
天
ハ
金
火
二
天
ノ
間―

在
リ

共 

ー
ー
右
旋
シ
テ
ー
息
モ
停
ル
コ
ト
ナ
シ
日
外
ヲ
一
周
ス
ル
コ
ト
三
百
六
十
五
日
四
分
日
ノ 

ー
自
轉
一
囘
百
刻
ー
ー
シ
テ
晝
夜
ヲ
ナ
シ
・
其
運
リ
迅 

疾
ナ
リ
云
々
」

と
述
べ
て
地
動
說
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

其

の

文

の

終

り

に

「
然
レ
ド
モ
其
說
奇
異
聞
者
踽
然
ト
シ
テ
恠
ム
此
測
器
ヲ
オ
ル 

レ
レ
ー
ト
呼
ブ
吾
邦
ノ
人
之
ヲ
銅
板-
一
鐫
テ
世
ー
ー
行
フ
故
一
ー
兹

ー
ー
贅
セ
ズ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
前
記
司
馬
江
漢
の
も
の
を
指
し
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。

そ

の

紹

介

の

仕

方

も

「
西
洋
天
文
一
說
-
一
日
ク
」

と
い
ふ
程
度
で
あ
り
、
記
述
も
極
め
て
簡
單
で
あ
る
。
併
し
次
に
極
星
無 

ー
差
の
條
で
「
或
人
難
シ
テ
日
近
世
ノ
天
說
衆
星
五
星
太
陰
地
球
ノ
諸
天
皆
太
陽
ヲ
心
ト
爲
テ
旋
ル
ト
云
地
モ
シ
輪
旋
セ
バ
天
ノ
極
心
ト
地
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ノ
極
心
ト
膠
戾
シ
テ
北
辰
ノ
居
ル
所
冬
八
當
一
ー
遠
ク
シ
テ
卑
カ
ル
ベ
ク
夏 

ハ
當
ー
ー
近
ク
シ
テ
高
カ
ル
ベ
シ
然
ル-
ー
今
之
ヲ
望
ム
ー
ー
四
時
其 

所
ー
ー
居
テ
無"

差
モ
ノ
ハ
何
ゾ
ヤ
日
地
球
ノ
天
ハ
內
輪
一
ー
ア
リ
テ
小
也
衆
星
ノ
天
ハ
最
外
ー
ー
在
テ
至
大
ナ
リ
至
大
ナ
ル
者
ハ
至
遠
也
小
ナ 

ル
者
ハ
小
旋
也
小
旋
ノ
地
ヨ
リ
至
遠
ノ
天
極
ヲ
窺
フ
故
ー
一
大
視
差
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
譬
バ
遠
山
ノ
如
キ
人
步
小
遷
ス
レ
バ
山
亦
隨
ヒ
移
テ
其 

見
ル
所
ノ
方
向
ヲ
初
視
ノ
方
向
ー-

差
ハ
ザ
ル
ガ
如
シ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
簡
單
に
し
て
要
を
得
て
ゐ
る
。

ま

た

日

鏡

製

法

の

條
で

は

「
日
輪
ノ

光

氣

人

目
ヲ

眩

ス

故-
一
親
シ
ク
之
ヲ
目
ス
ル
コ
ト
不
”
能

是
=

於

テ

西

洋

人

「
ゾ
ン
ガ
ラ
ス
」

ノ 

製
ア
リ
其
造
法
二
重
ノ
眼
鏡
ヲ
取
テ
其
間
燈
煙
ヲ
以
テ
之
ヲ
薰
シ
テ
暗
ナ
ラ
シ
メ
以
テ
遠
鏡
ノ
小
箇
鏡
ヲ
薇
也
云&

」
と
言
ひ
、
「
ブ
ン
ガ 

ラ
ス
」

の

下
に
割
註
を

旋
し
て

「
按
ル
ー
ー
人
烟
中
ー
ー
在
テ
白
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
目
眩
セ
ズ
又
朝
暮
山
海
ノ
氣
ヲ
サ
ヱ
ギ
リ
テ
日
ヲ
望
厶
故
一
一 

目
眩 
セ
ズ
蘭
人 

コ 

ノ
理
一
一
ヨ
ッ
テ
工
夫
シ
テ
コ
ノ
目
鏡
ヲ
作
ル
モ
ノ
カ
」

と
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。

圖
解
に
油
煙
に
て
ガ
ラ
ス
を
黑
く
す 

る
處
、

サ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
望
遠
鏡
を
以
て!
！

g

星
を
見
た
圖
、

竝

に

「
寬
政
己
未
十
一
月
四
日
之
月
以
望
遠
鏡
視
之
」 

と
說
明
の
あ
る
月
の
圖
な
ど
が
あ
る
。

本
文
に
は
月
體
凸
凹
、
天
河
微
星
、

日
中
黑
點
、

金
星
晝
見
、
彗
星
ノ
白
影
等
が
あ
る
。

・ 

地
部
に
は
地
氣
總
論
、

地
震
、
游
氣
、

日
星
動
搖
、

日
月
暈
、
虹
、
白
虹
、
月
虹
、
雲
氣
、
風
雲
同
源
、
沏
乙
爾
瓦
獵
和
、
雹
雨
、
雷 

電
、
雷
斧
、
磁
石
等
が
あ
る
。
此

の

中

「
ウ
ヱ
ー
ル
ガ
ラ
ス
」

と
い
ふ
條
は
次
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

「
ウ
ヱ
ー
ル
ガ
ラ
ス
」余
往
歲
惟
其
圖
ヲ
見
ル
狀
約
腸
壺
ノ
倒
懸
ス
ル
ガ
如
シ
且
其
内
一
一
汞
ヲ
充
ル
ト
キ
ハ
乃
天
氣-
一
隨
テ
管
中
ー
一
升
降
ス
ト
云
然
レ 

ト
モ
未
ダ
其
然
ル
所
以
ヲ
詳
一-

セ
ザ
ル
ナ
リ̂
;
1

豐

饌

豔

处
蠢

鸳

諺

殊

簇
*S

則
之
ヲ
製
セ
ン
ト
欲
ス
ト
イ
ヱ
ト
モ
如
何
其
レ
コ
レ
ガ 

爲
-
一
邸
思
ス
ル
コ
ト
久
矣
而
シ
テ
ー
日
豁
然
ト
シ
テ
悟
テ
憶
フ
ー一其
始
メ
略
聞
シ
テ
誤
テ
以
テ
汞
ノ
盈
縮
ト
爲
モ
ノ
ハ
否
ナ
リ
實
ハ
則
當-
一
氣
ノ
盈 

縮
ナ
ル
ベ
キ
ナ
リ
然
ラ
バ
則
汞
ヲ
壺
中
一-

納
ル
ノ
法
之
ヲ
シ
テ
其
大
腹-

充
シ
メ
ズ
シ
テ
惟
其
小
腹-
一
充
ル-
ー
至
テ
已
故-

大
腹
ハ
氣
ヲ
藏
シ
小
腹 

ハ
汞
ヲ
藏
シ
而
シ
テ
天
氣
暖
ナ
ル
ト
キ
ハ
氣
海 

鎰
 

盈
チ
氣
海
盈
レ
バ
則
汞
海 

讎
溢
ル
汞
海
溢
ル
ト
キ
ハ
則
蒔
中 

皿 

之
汞
從
テ
升
ル
寒
ナ
ル 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥)
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五
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/ 

九
〇 

ト
キ
ハ
則
之-
一
反
ス
也
ト
思
へ
リ
於
レ
是
之
ヲ
製
シ
テ
以
テ
驗
ル-
一
果
シ
テ
其
意
フ
所
ノ
如
シ
管
子
日
思
レ
之
思
レ
之
不
レ
得
鬼
！

S

敎
レ
之
誠
哉
是
言
也 

蓋
シ
吾
邦
二
十
年
來
蘭
學
次
一
一
開
テ
如
レ
是
ノ
器
一
ー
於
テ
环
ト
セ
ズ
然
レ
ト
モ
予
今
思
レ
之
得
レ
焉
故-

其
喜
一
一
堪
ズ
乃
其
由
ヲ
記
シ
又
其
圖
ヲ
載
テ 

之
ヲ
詳
一
一
解
ス
ト
云 

一
 

卽
ち
寒
暖
計
の
圖
を
見
て
之
を
作
ら
う
と
し
苦
心
し
て
水
銀
寒
暖
計
の
代
り
に
氣
體
寒
暖
計
に
到
達
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ 

は
吾
が
先
進
の
貴
重
な
經
驗
と
し
て
特
筆
す
る
價
値
が
あ
る
。

ま
た
右
の
文
に
依
っ
て
著
者
が
杉
田
玄
伯
に
學
ん
で
ゐ
る
こ
と
も
分
る
。 

(
1
)

筆
者
が
此
の
文
に
注
嵐
し
た
の
は
最
初
中
村
淸
二
先
生
が
筆
者
に
示
さ
れ
た
の
に
基
く
。
こ
こ
に
其
の
由
を
記
し
て
抒
き
た
い
。 

磁

石

の

條

で

は

「
慈
石
ノ
性
質
自
然
一
ー
首
尾
ア
リ
卽
北
首
南
尾
ー
ー
シ
テ
生
ス
今
劈
取
テ
之
ヲ
見
バ
則
細-
一
碎
ク
モ
ノ
ト
イ
ヱ
ト
モ
各
首 

尾
ヲ
具
ス
然
シ
テ
之
ヲ

絲-
一
テ
懸
レ
バ
首
ハ
南
一
一
向
ヒ
尾
北
ヲ
指
ス
云
々
」
と
い
ひ
司
馬
江
漢
の
說
く
と
こ
ろ
と
酷
似
し
て
ゐ
る
。

最
後 

に

註

し

て

「
此
論
固
南
懷
仁
靈
臺
儀
象
志-
一
據
テ
考
ル
處
尙
彼
書
ヲ
讀
テ
其
理
ヲ
詳
一
ー
シ
テ
可
也
」

と
い
ふ
處
ま
で
よ
く
似
て
ゐ,
る
。 

-

S

此
の
著
者
も
亦
『
靈
姦
儀
象
志
』
を
直
接
に
は
做
ん
で
る
な
い
。
圖
解
の
丈
に
「
予
固
ヨ
リ
書
一
乏
シ
故
慈
石
北
向
ノ
論
ノ
如
キ
往
年
之
ヲ
仙
蛊 

ノ
エ
藤
球
卿
子
抄
出X

ル
所
ノ
靈
臺
儀
象
志
中
ノ 

ー
篇
ヲ
借
覽
シ
テ
之
ヲ
讀
テ
得
タ
リ
而
シ
テ
今
年
將
一
一
此
書
ヲ
刻
セ
ン
トX

ル
ー
ー
及
テ
其
圖
卷 

ヲ
浪
華
ノ
書
肆
屋
文
堂
一
於
テ
之
ヲ
一
覺X

乃n
レ
ヲ
寫
出
シ
テ
以
テ
玆--

附
シ
以
テ
觀
者
ノ
考
勘
ヲ
助
ク
ト
云
」
と*

5
0
 

卷
之
下
人
部
は
人
體
に
關
す
る
も
の
で
生
理
疾
病
等
の
事
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
之
を
耍
す
る
一
に
此
の
書
は
天
地
人
の
三
才
に
つ
い 

て
著
者
の
管
見
を
記
す
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、

此
の
中
に
は
期
せ
ず
し
て
氣
體
寒
暖
計
を
製
作
し
た
記
事
な
ど
も
あ
る
こ
と
前 

記
の
通
り
で
あ
る
。

記
述
何
れ
も
簡
潔
に
し
て
要
點
を
示
し
て
居
り
加
ふ
る
に
圖
解
を
以
て
し
て
ゐ
る
。

窮
理
學
へ
の
啓
蒙
に
か
な
り
の 

貢
獻
を
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

な

ほ

『
西
洋
學
家
譯
述
目
錄
』

に
依
る
と
此
の
fe
か

に

『
磁
石
論
』(

寫
本)

其

他

の

著
述
が

擧
げ
て

あ
り
『
三
才
窺
管
』

の
卷
末
に
も
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「
磁
石
論
未
so
ー
」
と
し
て
豫
吿
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

此

の

『
磁
石
論
』

に
つ
い
て
は
筆
者
は
未
だ
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

(
1
)
其
他
の
著
述
と
は
『
脈
源
論
』(

寫
一y

『
脈
動
儀
』(

一
枚y

『醫
事
獨
斷
』(

寫)

、
『
天
斷
』(

寫)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
矢
張0

『
三
才
窺
管
』
の
卷 

末
廣
吿
に
あ
げ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
脈
動
儀
』
は

「藏
板
出
來
」
と
書
い
て
あ
る
が
他
は
す
べ
て
未
刻
と
な
っ
て
あ
る
。

そ
れ
ら
の
中
に
は
未 

划
の
儘
に
終
つ
fc
も
の
も
ち
る
で
あ
ら
务
 

更
に
想
像
す
れ
ば
『
西
洋.
學
家
譯
述
目
錄
』
は
此
の
廣
吿
に
據
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。 

•

十

宇
田
川
榛
齋
の"
遠
西
醫
方
名
物
考
』
 

宇

田

川

榛

瓶

の

『
遠
西
醫
方
名
物
考
』(

文
政
五
年
、

一
ハ
ニ
ニ
、
此
の
年
號
は
凡
例
の
記
述
に
よ
る)

は
藥
劑
等
の
こ
と
を
書
い
た
も 

の
で
あ
る
が
、
此
の
補
遺
卷
七
以
下
に
物
理
學
や
物
化
學
に
關
係
し
た
も
の
が
あ
る
。
す
な
は
ち
卷
七
に
は
元
素
、
溫
素
、

驗
溫
儀
、
光 

素
、

瓦
斯
、
酸
素
等
が
あ
り
、
卷
ハ
に
は
窒
素
、
水
素
、
炭
素
、
炭
酸
等
が
あ
り
、
卷
九
に
は
大
氣(

濛

氣)

、
驗
濕
器
、

排
氣
鐘
等
が
あ 

る
。(

1
)
宇
田
川
榛
齋(

一
七
六
九!

一
ハ
三
四y
字
は
玄
眞
、
本
姓
安
岡
氏
、
伊
勢
の
人
で
あ
る
。
宇
田
川
玄
隨
及
び
大
槻
磐
水
に
つ
い
て
蘭
學
を
學
ん 

だ
。
玄
隨
歿
し
て
嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
其
の
後
を
嗣
い
で
宇
田
川
氏
と
な
る
。
飜
譯
に
長
じ
著
述
は
多
く
あ
る
が
、
『
醫
範
提
綱
』
、
『
和
蘭
藥 

鏡
』

『
遠
西
醫
方
名
物
考
』
は
當
時
尊
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

此
の
書
は
榛
齋
先
生
譯
述
、
男
宇
田
川
榕
菴
校
補
と
な
っ
て
居
り
、
榛
齋
と
養
嗣
子
榕
菴
と
の
共
著
で
あ
る
が
、
元

素

の

條

に

於

て 

「
榕
按
一
ー
元
素
ハ
古
賢
ノ
所
謂
ル
元
行
ナ
リ
崎
陽
ノ
柳
圃
翁
譯
シ
テ
實
素
ト
ス
。
仍
テ
今
姑
ク
素
ノ
字
ヲ
用
ヒ
學
者
ノ
後
考
ヲ
俟
ッ
」

と 

あ
る
。

柳

圃
す

な

は
ち

志

筑

忠

雄

がs
?
f

を

實

素

と

言

っ

た

の

に

對

しH
o
o
f
d
s
b

s,
元
素
と
し
た
の
で
あ
る
。
學
者
の
後
考
を
俟
っ 

と
あ
る
が
、

此
の
語
は
そ
の
ま
ま
一
般
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

ま

た

「
溫
素
八
無
形
ノ
元
素.
ナ
リ
大
陽
ヲ
原
ド
シ
光
線
一
一
循
テ 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥)
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史
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•

五
號 

九
二 

大
氣
ー
ー
彌
漫
シ
萬
物-
一
充
貫
シ
テ
溫
暖
ヲ
賦
與
シ
凝
體
ヲ
融
解
シ
流
體
ヲ
氣
化
ス
。.
云
々
」
と
あ
る
。
溫

素

はw
a
l
-
m
t
e
s
l
o
f

の
譯
で
あ 

る
こ
と
言
を
俟
た
な
い
。
尙
、
溫
素
に
關
し
て
は
溫
素
張
力
、
溫
素
顯
潛
、
溫
素
平
均
、
溫
素
聚
散
、
溫
素
生
力
鑼
の
項
目
に
つ.
い
て
記 

し
て
あ
る
。'

溫
素
張
力
の
項
で
は
「
大
地
萬
物
各
上
引
カ
ア
リ
テ
换
集
凝
聚
シ
是
ヲ
以
テ
自
ラ
形
體
ヲ
成
ス
。
若
シ
引
力
偏
勝
ス
レ
ハ
萬 

物
凝
固
シ
テ
堅
塊
ト
ナ
ル
。

然
ル
ー
ー
溫
素
ハ
張
力
雄
擴
最
モ
大
ー
ー
シ
テ
萬
物
ヲ
融
解
ス
。
是
ヲ
以
テ
凝
體
ハ
融
化
シ
テ
流
體
ト
ナ
リ
流
體 

ハ
揮
散
シ
テ
氣
類
卜
ナ
ル
云
々
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。

溫
素
顯
潛
と
は
「
萬
物
溫
素
ヲ
帶
ヒ
サ
ル
者
ナ
シ
然
レ
ト
モ
是
ー
ー
ニ
樣
ア
リ
ー
ハ
顯
溫 

素
一
八
潛
溫
素
ナ
リ
。
顯
溫
素
ハ
溫
素
ヲ
帶
ル
コ
ト
多
ク
シ
テ
體
表
ー
ー
顯
ハ
レ
是-
一
觸
テ
溫
熱
ヲ
覺
ユ
喩
へ
ハ
火
焰
及
ヒ
大
陽
ノ
光
線
ノ 

如
シ
。
潛
溫
素
ハ
溫
素
潛
伏
シ
是
一
一
觸
テ
微
モ
溫
熱
ヲ
覺
エ
ス
或
ハ
寒
冷
ナ
リ
喩
へ
ハ
水
冰
及
金
石
類
ノ
如
シ
」

と
の
意
で
あ
る
。

今
日 

の
潛
熱
は
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
溫
素
の
顯
潛
と
い
ふ
考
へ
が
先
蹤
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

溫
素
平
均 

と

は

「
溫
素
ノ
性
、
其
寡
キ
者
ハ
多
キ
ー
ー
取ア

多
キ
者
ハ
寡
キ
ー
ー
與
へ
テ
平
均
ヲ
爲
ス
」

こ
と
を
述
べ
た
の
で
む
り
、

溫
素
聚
散
は
溫
素 

の
移
動
に
依
っ
て
凝
體
・
流
體
・
氣
類
の
變
化
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
溫
素
生
力
と
は
溫
素
が
動
物
植
物
の
生
育
に
必
要
な
こ 

と
、

ま
た
そ
れ
が
過
ぎ
れ
ば
却
て
害
あ
る
こ
と
を
說

い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
驗
溫
儀
に
つ
い
て
記
す
處
が
あ
り
、

懷
中
時
計
の
形
を
し 

た
バ
イ
メ
タ
ル
の
寒
暖
計
の
圖
解
が
あ
る
。

バ
イ
メ
タ
ル
は
鐵
と
黃
銅
を
合
せ
た
も
の
が
擧
げ
て
あ
る
。

次

に

「
光
素
八
無
形
ノ
元
素
ナ
リ
溫
素
ト
抱
合
シ
大
陽
及
ヒ
物
體-
一
禀
舍
シ
テ
光
線
ヲ
現
ス
。

云
々
」

と
あ
る
。

ま
た
瓦
斯
の
條
で
は 

せ
斯
ハ
精
微
ノ
氣
類
ナ
リ
分
析
術
ー
ー
テ
是
ヲ
採
ル
。

形
質
觀
ル
へ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
稀
稠
輕
重
測
ル
ヘ
ク
器
ー
ー
收
メ
貯
フ
へ
キ
者
ナ
リ
。 

古
來
是
ヲ
氣
ト
稱
シ
或
ハ
類
氣
流
體
ト
釋
ス
。
然
レ
ト
モ
大
虛
蒼
々
の
大
氣
ト
分
別
セ
ン
カ
爲
メ
ー
一
晩
近
是
ヲ
瓦
斯
ト
名
ッ
ク
。

云
々
」 

と
述
べ
て
ゐ
る
。

瓦
斯
は
今
日
常
用
の
語
と
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
酸
素
・
窒
素
・
水
素
・
炭
素
・
炭
酸
瓦
斯
等
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。

夫
等
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の
性
質
の
み
な
ら
ず
採
取
の
方
法
等
も
說

い
て
あ
る
。
酸
化
と
い
ふ
語
も
用
ひ
て
あ
る
。

大
氣

の

條

に

於

て

は

「
大

氣

ハ
天
地
萬
物
一
ー
彌
漫
セ
ル
氣
ノ
總
稱
-

ー
シ
テ
涯
際
ナ
ク
分
界
ナ
ツ
。
然

レ
ト
モ
地

ヲ

去

ル

コ
ト
近
ケ

レ
ハ 

愈
・
諸
瓦
斯
水
蒸
氣
多
ク
シ
テ
愈

ゝ
稠
厚
ナ
リ
是
ヲ
濛
氣
ト
日
フ
。
其

地
球
ヲ
周
匝
し
萬

物

ヲ
覆
育

ス
ル
故

ーー又
是
ヲ
濛
氣
輪
ト
日
フ
喩
へ 

ハ
地
球
ハ
卵
黃
ノ
如
シ
濛
氣
輪
ハ
卵
淸
ノ
如
シ
」

と
言
ひ
、

大

氣

の

厚

さ

と

し

て

「
濛
氣
輪
・
ノ
高

低

遠

近

精

密-
一
測
算
シ
難
シ
或
云
濛
氣 

地

ヲ

距

ル

コ

ト

十

四

里

ツ
蠶

國

或

日

十

六

里̂

3

國
」
と
言
ふ
。
大
氣
の
成
分
に
つ
い
て
は
「
濛
氣
八
酸
素
、
窒
素
抱
合
シ
テ
成

ル
。 

分
析
術
ー
ー
テ
純
粹

ノ
濛
氣
百
錢

ヲ

剖

解

ス
レ
ハ
窒
素
瓦
斯
七
4-
六
錢

九
分
一
釐
、
酸
素
瓦
斯
二
十
三
錢

零
九
釐
ア
リ
。

體

容
一
ー
テ
ハ
窒
素 

瓦
斯
七
十
九
分
、,

酸

素

瓦
斯
二
十
一
分
ア
リ
」
と
記
し
て
ゐ
る
。

此
の
ほ
か
濛
氣
張
力
、
濛
氣
壓
力
等

に

つ
い
て
述
べ
て
お
る
。

濛
氣

張 

力

と

は

「
濛
氣

ハ
寒
ー
ー
由
テ
縮
收

シ
テ
稠
厚
ト
ナ
リ
溫
ヲ
得
テ
增
擴
シ
テ
稀

薄

ト.
ナ
ル
。
是
ヲ
濛
氣

ノ
張
カ
ト
日
フ
」

こ
と
を
述
べ
た
も 

の
で
あ
る
。

濛
氣
壓
力
は
今
日
の
意
味
と
全
く
同
じ
い
壓

力
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
濛

氣

と

い
ふ
語
は
今
日
な
ほ
濛
氣
差

-O
場
合
に
使 

は
れ
て
ゐ
る
こ
と
人
の
知
る
と
ほ
り
で
あ
る
。
最
後
に
驗
濕
器
と
し
て
毛
髪
濕
度

計
及
び
排
氣

鐘
の
圖
說
が
あ
る
。 

以
上
が
名
物
考
補
遺
卷
七•

八•

九
の
大
要
で
あ
る
。
是
等
は
部
分
的
で
は
あ
る
が
物
理
學

や
物
化
學
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、

次
に
現 

は

れ

る

『
氣
海
觀
瀾
』
等
の
先
蹤
を
な
し
て
ゐ
る
。

ま
た
其
の
書
き
方
は
多
く
の
場
合
見
る
や
う
な
漢
文
で
な
く
、

漢
字
假
名
交
り
に
書 

い
て
あ
る
の
は
寧
ろ
進
步
し
て
ゐ
る
。

さ
て
此
等
の
問
題
は
何
に
據
っ
て
記
述
さ
れ
た
か
も
言
ふ
に
、
『
名
物
考
』
の
卷
首
に
引
用
書
二
十 

四
部
を
擧

げ
、
同
補
遺
の
部
に
十
一
部
ば
か
り.
を
擧

げ

て
ゐ
る
。

参
く
は
醫
學
書
藥曇

!
！!

で
あ
る
が
、

一
般
の
も
の
と
し
て
は
肖
墨
盧
及 

び
裴
斯
の
百
科
辭
典
が
記
し
て
あ
り
、

ま
た
依
百
乙
舍
密
全
書
と
い
ふ
の
が
あ
る
。

シ
ョ
メ
ー
ル
及
び
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
は
旣
に
屢
・
述

3

 

• 

- 

べ
た
通
り
で
あ
り
、

ま
た
最
後
の
も
の
も
筆
者
の
前
の
報
文
に
記
載
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

九
四

(
1
)

物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書
、
科
學
史
硏
究
、
第
一
號
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
。

十

I  

吉
雄
南
皐
のS

西
觀
象
圖
一說
』
 

・

こ
れ
と
は
系
統
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
矢
張
り
物
理
學
の
體

系

を

備

へ

る

前
の
科
曇

と

し

て

吉
雄
南

皐

の

『"

梅
遠
西
觀
象
圖 

說
』(

文

政

六
年

、

一
八
二
三)

を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。

此
の
書
は
太
陽
系
の
說
明
を
與
へ
、

こ
れ
に
圖
を
附
し
た
も
の
で
あ 

る
。

文
政
の
出
版
で
あ
る
か
ら
コ
ペ
ル-
ー
ク
ス
說

に
立
脚
し
て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

(
1
)

吉
雄
南
皐
は
長
崎
の
人
。
有
名
な
通
詞
吉
雄
耕
牛
の
孫
で
あ
る
。
名
を
尙
貞
、
字
を
伯
元
、
通
稱
を
俊
三
と-H

っ
た
が
後
に
常
三
と
改
め
た
。
號 

を
南
皐
と
い
ひ
、
其
堂
を
觀
象
堂
と
い
っ
た
。
文
®:
三
年(

一
八
二〇

)

尾
張
侯
の
飜
譯
員
に
擧
げ
ら
れ

翌
年
其
の
侍
醫
と
な
っ
た
。
『
遠
西
觀
象 

•

圖
說
』
は
門
人
草
野
養
準
が
筆
記
し
、
吉
雄
の
校
閱
を
經
て
版
に
し
よ
う
と
し
た
が
果
き
ず
に
亡
く
な
つ
だ
。
草
野
の
書
い
た
題
言
に
は
宀
女
政
四 

年
のH

附
が
あ
る
草
野
の
死
後
吉
雉
自
身
が
草
野
の
筆
記
に
加
筆
し
て
出
版
し
た
の
で
お
る
。

吉
雄
の
洋
學
は
醫
學
が
主
で
あ
っ
た
み
う
け
れ
ど
も
、
自
分
の
家
を
觀
象
堂
と
號

し
て
ゐ
た
く
ら
ゐ
で
、
究
理
の
學
に
關
心
と
造
詣
を 

持
っ
て
ゐ
た
。
門
人
草
野
養
準
の
書
い
て
ゐ
る
題
言
に
、
吉
雄
先
生
が
究
理
の
學
に
精
し
い
の
で
其
の
口
授
を
筆
記
し
て
同
好
に
分
つ
由 

を
言
ひ
「:
:

車

ラ

究

理

家

ノ

爲

一ー設

ク
ル
所

ナ
リ
凡
ソ
宇
宙
ノ
事
物
此
理

ヲ

外
一
ー
シ

テ

云

フ

ベ
キ
ナ
ク
天
文
醫
術
農
工
航
海
等
一
切
ノ 

技
藝
先
ヅ
道
ヲ
此
ー
ー
求
メ
テ
後
コ
レ
ヲ
擴
充
シ
各
自
好
ム
所
ー
ー
趣

ク
ト
キ
ハ
本
末
分

明

ー
ー
シ
デ
進
退
意
ー
ー
隨
ヒ
條

理
井
然
ト
シ
テ
壅
開
ノ 

患
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
其
論
單
ラ
天
文
ヲ
說
ク
ー
ー
似
タ
レ
ド
モ
實
ハ
究
理
ヲ
主
ト
シ
漸
次
一
ー
誘
導
シ
テ
其
ffi
ヲ
極
メ
百
事
一
一
涉

ル
ノ
規

範

タ
ラ 

シ
メ
ン
ト
ス
ル
ガ
故
一
ー
測
量
推
步
等
ノ
コ
ト-
一
至
リ
テ
ハ
敢
テ
穿
鑿
セ
ズ
」

と
書
い
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
專
ら
天
文
を
說

い
て
ゐ
る
や 

う
だ
け
れ
ど
も
、
實
は
自
然
科
學
を
目
指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

た
だ
天
文
か
ら
始
め
を

に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

悶2



さ
て

、『
觀
象
圖
說
』

の
內
容
で
あ
る
が
、

此
の
書
は
三
卷
か
ら
成
り
、

卷
之
上
に
用
語
の
解
說
と
天
象
圖
十
二
箇
、

卷
之
中
に
理
學
發 

端
、
太
虛
、
太
陽
、
澈
星
、

地
球
等
に
つ
い
て
說
き
、

卷
之
下
に
五
星
總
論
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
等
に
つ
い
て
述
べ
て 

あ
る
。
就
中
天
象
圖
は
此
の
書
の
主
要
な
る
部
分
で
あ
ら
う
。

初
め
に
布
多
祿
某
斯
の
地
球
中
心
の
天
圖
を
擧
げ
、

次

に

「
世
人
龐
细
我 

刺
私

ガ
地
動
圖

ヲ
信
ゼ
ザ
ル
ガ
故
ー
一
地
谷
白
刺
格
コ
レ
ヲ
患
へ
テ
直
チ
ー
一
其
圖
ヲ
用
ヒ
ナ
ガ
ラ
只
地
ヲ
天
心
ト
シ
太
陽
ハ
五
星
ヲ
率
ヒ
テ 

コ
レ
ヲ
旋
囘
シ
五
星
ハ
太

陽

ヲ
心
ト
シ
旋
リ
ナ
ガ
ラ
太
陽
一ー從
ヒ
テ
地
ヲ
周
ル
ト
云
フ
ノ
說
ヲ
發
シ
假
リ
・
一
一
製
ス
ル
所
ノ
圖
ナ
リ
」

と
い 

ふ
の
を
揭
げ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
地
動
說
と
天
動
說
の
折
衷
で
あ
る
。

此
の
二
つ
は
歷
史
的.
說
明
の
意
味
で
あ
ら
う
。

次

にn

ペ
ル
ー
ー
ク
ス 

の
太
陽
系
を
・
畫
き
其
の
說
明

に

「
コ
レ
龐
细
我
刺
私
ガ
說

一
 
一
本
ッ
キ
刻
白
爾
ガ
製
ス
ル
所
ノ
天
圖
ニ
シ
テ
太
陽
ハ
天
ノ
中
心
一
ー
ア
リ
地
ハ 

五
星
ト
共
一
一
コ
レ
ヲ
旋
囘
ス
太
陰
ハ
地
ヲ
旋
リ
衞
星
ハ
土
木
金
ノ
三
星
ヲ
周
リ

地
球
ト
五
星
ト
同
類-
ー
シ
テ
太
陰
ト
衞
星
ト
異
ル

コ
ト
ナ 

ク
尾
星
ハ
其
行
圈
我
澈
星
天
內

ー
ー
ア
ル
ヲ
見
テ
恒
星
天
ー
ー
入
ル
時
ハ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ノ
象
ヲ
示
セ
リ
」

と
あ
っ
て
、

こ
れ
は
今
日
見 

る
處
の
も
の
で
あ
る
。

因
に
記
せ
ば
木
星
に
は
四
個
の
衞

星
が
描
い
て
あ
り
、

土
星
に
は
五
個
描
い
て
あ
る
。

土
星
の
五
個
は
カ
シ
ー
ー
の 

發
見
し
た
四
個
と
ホ
イ
ヘ
ン
ス
の
發
見
し

た

一
個
で
あ
り
、

ハ
ー
シ
ェ
ル
が
一
七
八
九
年
に
發
見
し
た
二
個
は
ま
だ
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
の 

で
あ
る
。

ま
た
文
中
尾
星
と
あ
る
の
は
彗
星
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
望
遠
鏡
を
以
て
太
陽
の
黑
點
を
見
る
の
圖
、

滿
月
を
見
る
の
圖
、
 

土

星
•

木
星
の
圖
、

地
球
全
圖
等
が
あ
る
。 

• 

卷
之
中
の
初
め
に
あ
る
理
學
發
端
と
い
ふ
條
に
は
「
西
說

一
ー
日
天
文
八
格
物
究
理
之
首
務
ト
支
那
ノ
游
子
六
深
ク
此
言
ヲ
感
セ
リ
凡
ソ 

天
文
ハ
體'

=.
シ
テ
本
タ

リ

理

學

ハ

用-
ー
シ
テ
標
タ
リ
云
々
」
と
言
ひ
、
天
文
學
が
科
學
の
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
游

子

六

は

『
天 

經
或
問
』

の
著
者
な
る
こ
と
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
續
い
て
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
か
ら
コ
ペ
ル-
ー
ク
ス
に
到
る
天
文
學
の
發
展
を
略
述 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
島) 

九
五
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科

學

史

硏

究

第

四

農

號
 

九
六 

し
て
あ
る
。
其
の
中
に
傑
布
列
爾
、
牙
里
禮
、
得
私
加
而
的
私
、

聒
僧
佇
須
、
奈

端
等
の
名
が
擧
げ
て
お
る
。

次

に

太

陽•

太
陰
・
日
月 

蝕

等

に

つ
い
て
诞
べ
て
あ
る
。

卷
之
下
は
五
星
す
な
は
ち
水
星
金
星
火
星
木
星
土
星
星
座
等
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
說
述 

の

一
例
と
し
て
「
恒
星

EE
離
」

の
條
を
左
に
引
い
て
み
る
。

西
洋
ノ
人
甫
剌
獨
列
、上
好

ノ
測
器
ヲ
以
テ
龍
象
星
頭
內
ノ
明
星 

囂

覺

鑒

蠡

ヲ
測
ル
ー
ー
吾
地
球
ヲ
距
ル
コ
ト
年
圈
全
經
ノ
二
十
萬
倍
ナ
リ
ト
云 

ヘ
リ
鬱

聲

隸

ra
前
ー
ー
モ
云
ヘ
ル
如
ク
凡
ソ
恒
星
各
其
體
ノ
大
小
光
輝
ノ
多
少
齊
シ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ア
レ
バ
遠
キ
モ
ノ®

ス
微
ナ
リ
ト
云
フ
べ
カ 

ラ
ズ
近
キ
モ
ノ
必
ズ
明
ナ
リ
ト
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
此
星
最
モ
明
亮
ナ
レ
バ
地
球
ヲ
距
ル
コ
ト
遠
カ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
モ
ノ-
ー
シ
テ
此
ノ
如

シ
今
年
圈
全 

經

ヲ
假
リ.-
二
分
ト
ス
ル
時
ハ
其
距
離
二
十
丈
一
一
當
ル
故-

地
球
公
轄
ス
ル
ノ
際
北
星
ハ
常
--
北
極
ヲ
守
リ
其
他
ノ
恒
星
各
其
方
位
ヲ
亂
サ
ザ
ル
者 

ハ
ー
分
ノ
內
ヲ
往
來
シ
テ
二
十
丈
ノ
處
ヲ
見
ル
ガ
如
キ
ナ
レ
バ
其
差
ヲ
知
ル
コ
ト
能

ハ
ザ
ル
ナ
リ:
:

太
陽
ト
恒
星
ト
同
類
亍
シ
テ
其
相
距
ル
コ
ト 

此

ノ
如
ク
ナ
レ
バ
其
恒
星
互
一
一
相
距

ル
コ
ト
モ
亦
大
抵
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ
コ
レ
ー
一
因
リ
テ
モ
亦
太
虛
ノ
廣
大
ナ
ル
ヲ
察
ス
ベ
キ
ナ
リ 

此
等
の
記
述
が
當
時
非
常
に
新
し
い
知
識
と
し
て
讀
む
人
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

此
の
書
は 

如
何
な
る
も
め
を
參
考

し
て
作
っ
た
か
と
い
ふ
に
題
言
の
中
に
「
此

編

ハ
西
洋
究
理
諸
書
數
部
ヲ
譯
定
シ
其
要
ヲ
資
ル
ー
一
成
レ

リ

然
レ
ト 

モ
馬
兒
琢

め
馬
盧
蟄
涅
杜

愈
ノ
兩
氏
ノ
說

一
ー
據
ル
モ
ノ
尤
多
シ
」

と
書
い
て
あ
る
。

マ
ル
チ
ン
の
書
は
未
見
で
あ
る
が
、

マ
ル
チ
ネ
ッ
ト 

と
い
ふ

はM
a
r
f
i
n
e
E

 " K
a

s-c
h
i
s
m
u
s

 

d
e
r

 z
a
b
u
u
T

な
る
べ
き
こ
と
は
筆
者
の
旣
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

此
の
頃
は
精
密
科
學
に 

關
す
る
飜
譯
の
少
か
っ
た
時
で
あ
る
か
ら
此
の
『
遠
西
觀
象
說
』

は
物
理
學
的
科
學
の
發
展
史
上
か
な
り
車
要
な

位
置
を
占
め
る
も
の
と 

思

ふ
。

(
1
.
)

マ
ル
チ
ネ
ッ
ト
の
『
格
致
閒
答
』
に
つ
い
て
科
學
、
昭
利
十
六
年
三
月
號
。

な

ほ

『
遠
西
觀
象
圖
說
』

の

附

錄

と

し

て

「
地
動
或
問
」,
と
題
す
る
ー
篇
が

收
め
て
あ
る
。

こ
れ
は
地
動
の
理
を
問
答
體
に
記
し
た
も
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の
で
あ
り
、
飜
譯
で
は
な
く
著
者
の
意
見
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
「
西
說
_
一
地
ハ
圓
球-
一
シ
テ
天
中
一
ー
懸
レ
リ
ト
ス
實-
一
然
リ
ヤ
」 

と
い
ふ
問
を
設
け
、

こ
れ
に
對
し
て
次
の
や
う
に
答
へ
て
ゐ
る
。

日
支
那
ノ
梅
勿
菴
地
圓
可
信y

論
ヲ
作
リ
其
說
初
メ
テ
西
洋
ヨ
リ
傳
フ
ル
ー
ー
非
ラ
ズ
支
那
ノ
賢
哲
旣
一
一
往
バ
コ
レ
ヲ
論
ズ
ル
者
ア
リ
且
其
理
確
乎 

ト
シ
テ
更
フ.
へ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
明--

ス
不
佞
淺
學
更
ー
ー
何
ヲ
カ
辨.
ス
ルM

ト
ヲ
待
ソ
ヤ
然
レ
ト
モ
尙
其
證
ノ
ー
ニ
ヲ
云
ハ
バ
月
蝕
ハ
地
影--
據
ル 

コ
ト
世
人
ノ
知
ル
所
ナ
リ
若
シ
地
形
圓
ナ
ラ
ザ
ル
時
ハ
何
-/
其
影
ノ
圓
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
又
西
洋
ノ
人
航
海
ノ
術-
一
精
シ
ク
シ
テ
常
一
一
地
體
ヲ
周
行 

シ
其
圓
形
ヲ
測
定
シ
テ
製
ス
ル
所
ノ
圖
說
多
シ
然
レ
ト
モ
コ
レ
ヲ
解
ス
ル
=■
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
疑
フ
者
ア
ラ
バ
近
來
吾
東
北--
漂
流
シ
テ
北
方
ノ
氷
海 

,
二
臨
ミ
亞
齊
亞
東
北
隅
ノ
地
ニ
上
リ
西
ニ
向
ヒ
テ
其
北
邊
ヲ
通
リ
魯
西
亞
ノ
都
ニ
到
り
之
ヨ
リ
舶
二
乘
リ
テ
弟
那
馬
爾
加
ノ
北
岬
ヲ
過
ギ
暗
又
利
亞 

ノ
東
邊
海
峽
ヲ
逋
リ
西
南-
一
向
ヒ
テ
南
方
ノ
氷
海-
一
到
リ
南
亞
墨
利
加
ノ
南
岬
ヲ
過
ギ
西
北
一-

向
ヒ
テ
大
南
洋
ヲ
渡
リ
歸
朝
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
コ
レ
等 

ハ
中
線
ヲ
過
ル
コ
ト
兩
囘
ニ
シ
テ
南
北
ノ
氷
海
ヲ
見
西-
一
向
ヒ
テ
東
一
一
出
デ
地
球
ヲ
一
周
セ
ル
コ
ト
的
實
ナ
ル
ヲ
見
テ
理
會
ス.
ヘ
シ
又
若
シ
地
面
平 

坦
ナ
ル
時
ハ
北
星
ノ
高
低
ヲ
測
ル-
二
度
ノ
里
數
北
地
ハ
少
ク
南
地
ハ
多
カ
ル.
ヘ
キ
ー-

南
北
通
シ
テ
違
ヒ
ナ
キ
者
ハ
地
形
ノ
圓
ナ
ル
ー
ー
非
ズ
シ
テ
何 

.
ゾ

ヤ

，

〇
更
に
數
箇
條
の
問
と
答
を
以
て
地
動
の
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
右
の
引
用
に
、

地
の
圓
い
こ
と
は
西
洋
か
ら
初
め
て
傳
は
っ
た
も
の
で 

な
く
支
那
に
も
之
を
論
じ
た
者
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
ゐ
る
。

西
洋
の
學
の
詳
密
な
こ
と
を
十
分
認
め
な
が
ら
も
猶
支
那
を
重
要
視
し
て
ゐ 

る
の
は
當
時
の
學
界
の
空
氣
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

地
動
が
正
し
い
と
す
る
と
古
來
地
不
動
を
說
く
も
の
は
誤
っ
て
ゐ
る
か
と 

い
ふ
問
を
設
け
、

こ

れ

に

對

し
て

は

「
日
凡
ソ
究
理
ノ
學
ハ
視
動
一
一
據
リ
テ
實
動
ヲ
察
シ
再
ピ
視
動
一
一
復
リ
テ
用
ヲ
ナ
ス
、
地
ヲ
不
動
ト 

云
フ
者
ハ
視
動
ー
一
シ
テ
其
用
ヲ
說
キ
、

地
動
ヲ
云
フ
者
ハ
實
動
ー
ー
シ
テ
其
理
ヲ
明
ー
ー
ス
、

理
ヲ
明
一
ー
ス
ル
者
ハ
用
ヲ
利
セ
ン
ガ
爲
ー
ー
シ
テ
、
 

用
ヲ
利
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
先
ヅ
其
理
ヲ
明
一
ー
ス
、

兩
者
全
ク
シ
テ
後
其
本
眞
ヲ
得
タ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
何
ゾ
ー
方
ヲ
擧
ゲ
テ
是
非
ヲ
論
ズ 

ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」

と
答
へ
て
ゐ
る
。
因

に

視

動•

實
動
等
は
志
筑
忠
雄
の
譯
語
で
あ
る
が
、

志
筑
の
こ
と
は
本
論
中
に
も
、

ま

た

「
地 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
島) 

九
七
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動
或
問
」

の
中
で
も
觸
れ
て
ゐ
る
。
例

へ

ば

後

者

の

う
ち

で

「
地
球
自
轉
公
轉
等
ノ
動
ア
ラ
バ
常
一
一
震
搖
シ
テ
止
マ
ザ
ル
ベ
キ
ー
一
然
ラ
ザ 

ル
ハ
何
ゾ
ヤ
」

と

い

ふ

問

に

對

し

て

「
日
柳
圃
先
生
曆
象
新
書
中
之
ヲ
辨
ズ
ル
コ
ト
甚
ダ
詳
密
ナ
リ
」

と
言
ひ
鹽
谷
判
官
の
條
を
擧
げ
て 

ゐ
る
。

こ

れ

は

『
曆
象
新
書
』

上
編
の
下
に
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
支
那
と
西
洋
と
究
理
の
法
同
じ
く
な
い
が
何
れ
を
是
と
す
べ 

き

や

と

い
ふ

設
問
に
對
し
て

「
日
支
那
ハ
氣
一
一
通
シ
西
洋
ハ
物
一
一
達
ス
、

凡
ソ
天
文
ヲ
觀
測
器
ヲ
製
シ
人
身
ヲ
解
剖
シ
テ
疾
病
ノ
由
ヲ
探 

リ
地
理
ヲ
察
シ
稼
植
ヲ
示
シ
航
海
ノ
術
ヲ
精
ク
シ
テ
海
外
ヲ
究
メ
人
ノ
耳
目
ヲ
シ
テ
殆
ン
ド
無
究
ー
ー
游
バ
シ
ム
ル
ハ
西
洋
ノ
能
ト
ス
、

太 

極
兩
儀
ノ
論
ヲ
設
ケ
象
數
ヲ
究
メ
易
ヲ
作
リ
居
ラ
ー
ー
シ
テ
鬼
神
一
一
通
ス
ル
ハ
支
那
ノ
能
ト
ス
、

サ
レ
バ
柳
圃
先
生
ハ
地
谷
、
刻
白
爾
ガ
骨 

髓
ヲ
究
メ
案
端
啓
兒
ガ
心
裡
一
一
入
り
曆
象
新
書
ヲ
著
ス
ー
ー
及
ビ
テ
易
ヲ
學
ブ
ー
ー
非
ズ
バ
造
化
ノ
妙
ヲ
究
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ
ト
云
へ
リ 

豈
淺
學
ノ
徒
輕
チ
之
ヲ
臧
否
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。
卽
も
西
洋
は
實
地
の
事
に'
特
徵
が
あ
り
、
支
那
は
理
論
に
於
て
特 

徵
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

西
洋
の
究
理
の
方
法
の
優
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
認
め
る
け
れ
ど
も
、
支
那
を
理
論
的
に
優
れ
た
も
の
と
見
て 

ゐ
る
の
は
矢
張
り
時
代
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

な
ほ
草
野
の
書
い
た
題
言
の
中
に
「
本
編
ハ
純
ラ
地
動
ノ
說

ー
ー
據
リ
テ
太
陽
ハ
中
央
一
一
位
シ
地
ハ
五
星
ト
共
一
一
コ
レ
ヲ
旋
轉
ス
ル
ノ
象 

ヲ
示
ス
示
餘
一
切
ノ
懸
象
天
中
一
ー
來
往
シ
萬
物
地
一
一
麗
キ
テ
離
ル
コ
ト
ナ
ク
雲
雨
雷
風
兩
間
ー
ー
發
動
シ
榮
枯
ノ
草
木
ー
ー
於
ル
色
聲
ノ
耳
目 

ー
ー
於
ル
等
一
切
動
靜
一
一
關
ス
ル
ノ
理
一
ー
至
リ
テ
ハ
動
論
ノ
著
ア
リ
テ
草
稿
旣

一
一
成
レ
リ
コ
レ
亦
先
生
ノ
餘
暇
ヲ
量
リ
訂
正
ヲ
請
ハ
ン
ト
ス
」 

と
あ
る
。
す

な

は

ち

「
動
論
」

の
草
稿
が
出
來
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
り
、

こ

れ

は

「
地
動
或
問
」
中

に

も

「
引

用

ノ

コ

ト

動

論-
一
詳
ヵ 

ナ
リ
」

と
い
ふ
割
註
が
あ
る
の
で
も
明
か
で
あ
る
が
、
今
日
こ
れ
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

ま
た
尾
張
醫
學
館
で
編
纂
し
た
も
の
で
『
晴
雨
考
』

と
い
ふ
本
が
あ
る
。

こ

れ

を

見

る

と

「
尾
張
醫
學
館
門
人
吉
雄
常
三
考
定
」
と
な

386



っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
編
纂
の
代
表
者
と
い
ふ
や
う
な
意
味
の
も
の
で
あ
ら
う
。
「
尾
張
醫
學
館
門
人
等
謹
誌
」

と

書

い

て

あ

る

“
 

跋

文

に

「
右
吾
醫
學
館
に
考
定
す
る
處
の
晴
雨
考
は
黃
帝
素
問
の
奧
祕
に
し
て
醫
門
の
樞
要
な
り
、

云
々
」

と
あ
る
の
を
見
て
も
其
邊
の 

情
況
が
想
像
出
來
る
と
思
ふ
。

今

筆

者

の

手

許

に

あ

る

『
晴
雨
考
』

は
內
題

に

「
天
保
十
二
年
辛
丑
歲
晴
雨
考
」

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
も
の 

で
あ
る
が
、

天
保
十
年
の
も
の
も
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
ゐ
る
。
其
他
の
年
の
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
內
容
は
陰
陽
說
に
據
っ
て
天 

候
を
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。

此
の
種
の
も
の
は
古
く
か
ら
あ
る
も
の
で
、
例

へ

ば

箕

輪

蕃

昌

の

『
天
時
占
候
』(

寬
政
三
年
、

一
七
五〇

)

 

や

中

西

敬

房

の

『
民
用
晴
雨
便
覽
』(

增
補
版
、

明
和
四
年
、

一
七'A

七)

等
皆
支
那
の
陰
陽
說
を
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

仔
細
に
檢
す 

れ
ば
、
晴
雨
水
旱
に
備
へ
る
た
め
經
驗
に
依
る
占
候
の
術
も
述
べ
て
あ
る
で
あ
ら
う
が
、

中
核
と
な
る
も
の
は
陰
陽
五
行
說
で
あ
る
。 

〇
・

〇

「
天
保
十
六
年
乙
巳
歲
睛
雨
考
」
と
い
ふ
も
の
を
見
る
と
序
文
、
凡
例
聲
す.
へ
て
前
の
も
の
に
同
じ
く
、
著

者
が

「尾
張
醫
學
館
門
人
平
井
豐
亮
直 

之
著
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
以
て
見
る
も
編
著
者
が
形
式
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

ヽ
 

あ

と

が

き

以
上
は
專
ら
西
洋
の
科
學
の
系
統
に
立
つ
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
來
た
、
今
取
扱
っ
て
ゐ
る
時
代
が
此
の
樣
な
も
の
の
み
で
あ
っ
た
と 

い
ふ
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

是
等
が
今
日
か
ら
見
て
重
要
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

卽
ち
明
治
に
入
っ
て
物
理
學
の
硏
究
が
軌
道
の 

上
に
乘
っ
て
運
轉
を
開
始
す
る
基
礎
に
な
っ
た
の
は
主
と
し
て
蘭
學
者
の
窮
理
學
で
あ
り
、

そ
れ
は
次
に
取
扱
ふ
文
化
文
政
頃
か
ら
盛
に 

，な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
金
た
基
礎
に
な
る
の
が
以
上
に
擧
げ
た
や
う
な
諸
學
者
の
硏
究
で
あ
る
と
思
ふ
。
右
に
述
べ
た
時
代
に
於
て
も 

勿
論
支
那
の
天
學
陰
陽
說
の
系
統
に
立
つ
も
の
は
ま
だ
澤
山
あ
る
。

さ
う
い
ふ
方
面
の
天
學
が
此
の
時
分
に
ど
ん
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
島▼
 

九
九
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第
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五
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， 

-
0
0
 

か
を
知
る
に
は
例
へ
ば
西
村
遠
里
の
『
天
學
指
要
』(

安
永
五
年
、

一
七
七
六
、
刊
)

あ
た
り
を
見
れ
ば
よ
い
。

併
し
今
は
そ
の
問
題
に
は 

觸
れ
な
い
。

ま
た
そ
れ
ら
と
も
異
る
獨
自
の
も
の
と
し
て
三
浦
梅
園
の
自
然
哲
學
が
此
の
時
代
に
出
て
ゐ
る
が
こ
れ
も
暫
く
措
く
こ
と
と 

す
る
。本

篇
は
服
部
報
公
會
よ
り
援
助
を
受
け
て
行
ひ
つ
つ
あ
る
「
本
邦
に
於
け
る
物
理
學
的
科
學
の
發
達
に
關
す
る
硏
究
」
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
記
し
て
同
會
に
對
し
謝
意
を
表
す
。 

(

昭
和
十
七
年
十
一
月)
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「曆

象

新

書

天

明

舊

譯

本

の

發

見

大

崎 

正

次

今
夏
帝
國
學
士
院
よ
り
天
文
曆
學
書
に
關
す
る
調
査
出
張
を
命
ぜ
ら
れ 

中
國
京
阪
の
二
、
三
圖
書
館
を
訪
書
中
、

廣
島
市
立
淺
野
圖
書
館
に
於
い 

て
志
筑
忠
雄
の
大
著T
曆
象
新
書
」
の
舊
譯
本
と
も
稱
す
べ
き
書
物
を
發 

見
し
た
の
で
、
そ
の
內
容
の,
あ
ら
ま
し
を
報
吿
か
た
が
た
紹
介
い
た
し
た 

い
と
思
ふ
。

そ
れ
は

「
天
文
管
闕
」
「動
學
指
南
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
二
書
で
あ
る
。 

と
も.
に
も
と
は
淺
野
家
の
奮
藏
書
で
あ
っ
た
が
、

奮
藩
主
淺
野
侯
の
出
資 

そ
淺
野
圖
書
館
が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
同
圖
書
館
の
所
藏
と
な
っ
て
今 

日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

「
天
文
管
關
」

は
上
下
二
卷
、
美
濃
大
判
一
册
の
寫 

本
で
あ
る
。
題
簽•

內
題
と
も
に
「
天
文
管
H.
」
と
記
さ
れ
、
約
三
十
字
ー 

行
、
各
葉
二
十
六
行
、
墨
付
上
卷
は
四
十
葉
、
下
卷
は
十
三
葉
を
か
ぞ
へ 

る
。

「動
學
指
南
」
は
書
名•

卷

數•

字

數•

行

數•

册
數
ほ
ド
こ
れ
に 

準
じ'

た,
Jr
墨
付
紙
數
が
上
卷
は
二
十
九
葉
、
卞
卷
は
十
四
葉
で
あ
る
。 

實
は
こ
の
兩
書
が
「曆
象
新
書
」
の
舊
譯
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
に
あ
げ
る
「曆
象
新
書
」 

の
細
目
と
の
比
較
に
よ
っ
て
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ'

で
は
ま
づ 

-

天
文
管
關
」
の
序
文
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
じ
ょ
う
。

「
曆
象
新
書
」
天
明
舊
譯
本
の
發
見(

大
崎)

序
人
也
者
萬,

物
之
靈
五
—
蟲
之
長
。
華
夷̂

異
而
人̂

f

也
。
愉
之 

所
レ
動
必
見
一-
于
言
一
也
。

傳
聞
古
，
昔
或
有
一
一
能
解
一
鳥
—
獸
之
語-

者- 

也
。

況
乎
蠻
語
矣
。

予
自
レ
繼
紅,

毛
譯,

家
之
業-
以
，
來
、

讚
-
蠻 

書-
誦
一®

語
一
未-

曾
懈
—
怠
一
也
。
然
不
レ
思
一
且
得
レ
番
—
居
旣
經 

レ
年
、

支
蔬
猶
未
レ
平
焉
。
每
懷
ー
ー
身
無
二
寸
—
分
之
功
一
空
辱=

公
祿
之 

量
一
而
不
レ
暇
二
太
息7

是
故
保
—
養
之
暇
則
必
譯
ニ紅
—
毛
之
語-
•>
聊
以 

解
一
憤
悶
一
也
。
今
積
而
爲
レ
篇
每
日
二
天
’
文
管
翼 

其
言
癒
其
文
拙
、
 

不
レ
足
二
以
見
匸
人
也
。
自
譯
而
自
書
自
序
而
自
讀
而
已
。
于
レ
時 

天
明
二
年
仲
秋 

崎

腸

晚

生 

こ
の
序
文
は
も
ち
ろ
ん
「
曆
象
新
書
」
に
は
見
出
さ
れ
ぬ
も
の
で
あ
る 

が
、
次
の
諸
點
が
注
意
さ
る
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。 

• 

ー
、
志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
詞
を
辭
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
從
來
口
舌
が 

不
得
手
で
あ
っ
た
た
め
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
 

病
を
得
て
蟄
居
數
年
、
む
な
し
く
公
祿
を
食
む
こ
と
を
怩
じ
て
辭
任
し
た 

こ
と
に
な
る
。
自
序
で
あ
る
た
め
或
は
口
舌
不
得
手
の
ゆ
ゑ
を
も
っ
て
し 

た
と
は
自
ら
記
し
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
忠
雄
の
通
詞
辭
任
の

ー
〇

ー
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理
由
に
つ
い
て
一
史
料
と
な
る
。)

二
、 
而
し
て
こ
の
飜
譯
は
そ
の
矍
保
養
の
暇
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る 

こ
と
。

三
、 
自
譯
而
自
書
自
序
而
自
讀
而
已
と
あ
る
以
上
こ
の
飜
譯
は
も
と
も 

と
稿
本
の
つ
も
り
で
fe
・
つ
た
こ
と
。

四
、 
「
天
文
管
闘
」
と
題
し
た
部
分
は
、
天
明
二
年
の
秋
に
は
旣
に
一
通 

り
の
飜
譯
が
す
ん
で
ゐ
た
こ
と
。(

林
鶴
一
博
士
は
「
曆
象
新
書
上
編 

駭

に
つ
い
て
「
其
の
着
手
は
寬
政
九
年
な
り
と
い
ふ
」
と
記
さ 

れ
た
が
、
籬

」
比
-

5®
こ
れ
は
何
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。) 

な
ほ
右
の
序
文
に
は
「崎
陽
晩
生
」
と
の
み
あ
っ
て
、
譯
者
の
名
が
み 

•
え
な
い
。
こ
れ
は
序
文•

凡
例
の
次
に
も
、

諳,

厄,

利
，
亞
國 

計
意
留
述

日
本
肥
前
長
崎 

何

某

譯
 

と
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
名
を
か
く
し
、
更

に

「
天
文
管
闕
」
・「動
學
指
南
」
二
部 

を
通
じ
て
志
筑
忠
雄
の
名
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
、
或
は
こ
の 

あ
た
り
に
も
こ
の
飜
譯
に
自
ら
滿
足
し
得
な
か
っ
た
志
筑
の
氣
持
が
現
は 

れ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

序
文
に
つ
い
で
は
目
次
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
曆
象
新
書
中
の
細 

目
と
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
便
宜
上
こ
ゝ
で
は
下
卷
の
目
次
も 

い
っ
し
ょ
に
な
ら
べ
て
み
る
。
但
し
天
文
管
關
の
方
一.
字
下
げ
て
示
し
た 

も
の
は
卷
頭
の
目
次
に
は
擧
げ
ら
れ
て
を
ら
ぬ
が
本
文
中
細
目
と
し
て
と 

り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
、
曆
象
新
書
と
の
比
較
上
こ
ゝ
に
摘
記
し
た
。
•

天
文
管
闕
卷
之
上

視
動
上 

視
動
下 

重

天

・

辨
疑 測

算
定
法
之
起
原

廻
轉諸

曜

醫
 

天
文
管
闕
卷
之
下 

蠻
星
七
曜
記 

六
曜
離
太
陽
遠
近 

六
曜
一
周
時
數 

七
曜
球
大 

六
曜
斜
規 

蠻
星
星
種
記

彗
李 

歲
差 

客
星

星
學
指
南
評
說

ー
〇
二

.
曆
象
新
書
上
編
卷
之
上 

視
動
匕

視
動
下

天
體
上

天
體
下

衆
動
歸
ー
の
訣 

諸
曜
廻
轉 

諸
曜
一
轉 

曆
象
新
書
上
編
卷
之
下 

諸
天
行
道
交
角 

五
星
地
球
離
太
陽 

六
曜
一
周 

七
星
大
小 

六
曜
行
道 

諸
曜
運
行

異
星彗

李
客
星

歲
差

諸
說
百
年
歲
差 

附
錄
天
體
論

3〇9
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^

山

上̂I

丘

「
曆
象
新
書
k.

天
明
舊
譯
本
の
發
見(

大
崎)

右
に
み
る
や
う
に
「
天
文
管
闕
」
と

「曆
象
新
書
」
の
目
次
を
比
較
し 

て
み
る
と
、
そ
の
章
目
及
び
排
列
に
幾
分
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
 

兩
書
の
內
容
は
ほ
ヾ
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
相
違
す
る
と
こ
ろ 

は
舊
譯
よ
り
新
譯
完
成
に
至
る
間
に
譯
述
者
の
意
考
に
よ
っ
て
變
へ
ら
れ 

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
兩
書
の
目
次
の
比
較
に
よ
っ
て
、
 

ー
、
「
天
文
管
關
」
卷
之
上
は
「曆
象
新
書
」
上
編
卷
之
上
に
、- 

"

二
、
「
天
文
管
關
」
卷
之
下
は
「
曆
象
新
書
」
上
編
卷
之
下
に
そ
れ
ぞ
れ 

相
當
し
、

三
、 
天
明
二
年
秋
に
は
一
應
飜
譯
が
す
ん
だ
「
天
文
管
關
」
二
卷
は
、
 

寬
政
十
年
に
完
成
さ
れ
た
「曆
象
新
書
」
上
編
の
舊
譯
本
に.
あ
た
る
こ
と
、

四
、 
從

っ

て

「
天
文
管
闕
」
の
譯
者
は
志
筑
忠
雄
で
あ
る
こ
と
、
 

が
、
こ
ゝ
に
自
ら
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

目
次
に
つ
い
で
究
の
や
う
な
凡
例
が
み
え
る
。

凡
例



、
此
書
ハ
蠻
說
ノ
本
意
ヲ
譯
ス
ル
而
已
、
其
學
ノ
眞
僞
邪
正
二
至
テ 

ハ
別
二
辨
說
ア
ル
ヲ
以
此
二
略
ス
。

見
ル
人
察
シ
タ
マ
ヱ
。

ー
、
書
中
用
ル
所
ノ
相
印
ハ
靈
方
ノ
文
字
ニ
シ
テ
、
本
書
ノ
通
リ
ニ
是 

ヲ
ウ
ッ
ス
。
若
シ
改
テ
漢
字
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
却
ッ
テ
紊
亂
ノ
患
ヲ
ナ
サ
ン 

事
ヲ
思
フ
ガ
故
ナ
リ
。

ー
、
第
一
篇
視
動
ハ
眼
中
ヲ
云
、
第
二
篇
視
動
ハ
覺
不
覺
ヲ
云
、
第
三 

篇
重
天
ハ
天
文
ヲ
云
、
第
四
篇
辨
疑
ハ
右
旋
ヲ
證
ス
、
第
五
篇
廻
轉
八
左 

旋
ヲ
證
ス
。

ー
〇
三
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此
の
凡
例
は
天
文
管
關
と
曆
象
新
書
と
の
本
文
の
相
違
を
豫
想
せ
し
め 

る
。 

- 

筆
者
は
一
通
り
兩
書
を
比
較
し
て
み
た
が
、
舊
譯
と
新
譯
と
の
相
違
は 

ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
量
に
於
て
は
い
ふ
ま
で
も
な 

<
'

そ
の
術
語•

文
體
、
そ
の
天
文
學
的•

カ
學
的
說
明
に
於
て
新
譯
の 

「曆
象
新
書
」
は
舊
譯
に
比
し
て
少
な
か
ら
ぬ
飛
躍
發
展
を
云
じ
て
ゐ
る
。 

こ
の
奮
譯
よ
り
新
譯
へ
の
進
化
生
長
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
志
筑
忠
雄
に
と 

っ
て
遂
に
は
畢
生
の
大
著
と
な
っ
た
「曆
象
新
書
」
完
成
へ
の
彼
の
傾
倒
、
 

ま
た
新
譯
完
成
の
過
程
に
於
け
る
彼
の
學
問
的
深
化
生
長
を
語
る
も
の
で 

あ
ら
う
。 

-

「
天
文
管
闕,-
と

「曆
象
新
書
」
と
の
相
違
は
、
兩
書
を
一
・
比
較
し 

て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
そ
れ
も
な
し
得 

な
い
の
で
、
こ
ゝ
で
は
筆
者
が
「
通
り
對
校
し
た
結
果
を
ま
と
め
て
報
吿 

し
よ
う
。

ー
、
上
記
の
凡
例
に
「此
書
ハ
蠻
說
ノ
本
意
ヲ
譯え

ル
而
已
、
其
學
ノ 

眞
僞
邪
正-
一
至
テ
ハ
別
一
一
辨
說
ア
ル
ヲ
以
テ
此-
ー
略
ス
」
と
あ
る
如
く
天 

文
管
闕
の
本
文
に
は
、
「曆
象
新
書
」
の
中
に
あ
の
や
う
に
頻
出
す
る
譯 

者
志
筑
の
意
見
や
孜
注
は
殆
ど
あ
ら
は
れ
て
こ
な
い
。
僅
か
に
み
え
る
も 

の
は
「
私
日
云
々
」
と
見
え
て
ゐ
て
、

そ
の
・內
容

を

「曆
象
新
書
」
の 

「忠
雄
日
」
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
意
味
の
淺
い
も
の
で
あ
る
。

二
、
同
じ
く
凡
例
に
「書
中
用
ル
所
ノ
相
印
ハ
蠻
方
ノ
文
字
ー
ー
シ
テ
本 

書
ノ
逋
リ-
一
是
ヲ
ウ
ッ
ス
」
と&

る
が
、
そ
の
例
證
と
し
て
ち
げ
ら
れ
る 

も
の
は
揷
圖
の
符
號
及
び
術
語
で
あ
る
。
管
闕
の
中
で
は
ア
ル
フ
ァ.
へ
一
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ト
は
す
べ
てn

l

マ
字
そ
の
ま
ゝ
で
用
ゐ
ら
れ
、
術
語
も
譯
述
上
未
熟
の 

も
の
に
は
「刺
的
音
語
」
又

は

「
阿

器

語

」
の
音
を
そ
の
ま
ゝ
漢
字
に 

う
つ
し
假
名
を
付
し
て
ゐ
る
。
凡
例
に
よ
れ
ば
「
若
シ
改
メ
テ
漢
字
ト
ナ 

え
ト
キ
ハ
却
ッ
テ
紊
亂
ノ
患
ヲ
ナ
サ
ン
」
と
S3
そ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ 

に
反
し
「曆
象
新
書
」
に
あ
っ
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
ト
は
す
べ
て
漢
字
に 

改
め
ら
れ
、
術
語
の
飜
譯
も
か
な
り
自
信
を
も
っ
て
和
解
ら
れ
て
ゐ
る
や 

う
で
あ
る
。

三
、 
管
闕
は
新
書
の
舊
譯
本
で
は
あ
る
が
必
ず
し
も
後
者
よ
い
簡
短
で 

あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
時
に
は
新
書
に
比
し
こ
と
こ
ま
や
か
に
敷
衍
し
て 

記
述
さ
れ
て
あ
る
所
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
異
例
に
屬
す
べ 

き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
文
は
主
と
し
て
ケ
イ
ル
・
の
蘭
譯
原
著
に
よ
れ 

る
も
の
ゝ
如
く
、
新
書
に
屢
・
あ
ら
は
れ
て
く
る
天
經
或
間.
曆
算
全
書• 

曆
象
考
成
等
他
書
の
引
用
は
み
ら
れ
ず
、
ま
し
て
ケ
イ
ル
以
外
の
外
國
書
，
 

に
よ
る
增
删
は
ま
っ
た
く
施
さ
れ
て
を
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
。
從
っ
て
管
闕 

全
體
の
量
は
新
書
の
數
分
の
_.
に
し
か
あ
た
っ
て
ゐ
な
い
。

四
、 
「曆
象
新
書
」
の
文
體
は
殆
ん
ど
首
尾
一
貫
し
て
一
つ
の
體
を
形 

成
し
て
ゐ
る
が
、
管
關
の
文
體
に
は
三
種
類
あ
る
。
卽
ち
序
文•

上
卷
末 

尾
の
奧
書•

下
卷
蠻
說
星
種
記
は
漢
文
、
下
卷
末
尾
の
星
學
指
南
評
說
は 

御
家
洗
字
體
で
書
か
れ
た
平
假
名
ま
じ
り
の
和
文
、
そ
の
他
は
す
べ
て
片 

・
假
名
ま
じ
り
の
和
文
で
あ
る
。
卽
ち
管
闕
は
文
體
の
上
か
ら
だ
け
み
て
も
、
 

ま
だ
整
っ
た
形
を
示
し
て
ゐ
な
い
未
定
稿
本
と
も
い
へ
る
も
の
で
あ
る
。

以

上

「
天
文
管
闘
」
を

「曆
象
新
書
」
と
比
較
し
て
筆
者
の
氣
の
つ
い 

た
そ
の
相
違
點
を
擧
げ
て
み
た
が
、
管
闕
上
卷
の
末
尾
に
、

「
曆
象
新
書
」
天
明
舊
譯
本
の
發
見(

大
崎)

右
星
學
書
ハ
異
國
ノ
千
を
百
一
年
則 

本
朝
ノ
寬
保
元
年
騎
羅
，
巴
洲
諳
「r

利
—
亞
國
淪
«?,

府
高
學
校
・
ノ 

天1

文
「
敎
・
・
師
野
克
計-

意,

留
著
セ
ル
星
學
指
南
大
成
中
首
ノ
五
篇
ヲ 

取
テ
譯
ス
ル
所
ナ
リ
。
初
メ
計
意
留
刺
「
的,

音
語
ヲ
以
是
ヲ
書
ス
。
後 

四
十
年-

シ
テ
布
留
米
喜
卜
云
モ
ノ
阿
蘭
陀
語
ヲ
以
是
ヲ
飜
譯
ス
。 

と
ケ
イ
ル
の
ラ
テ
ン
語
原
著
及
び
志
筑
の
よ
っ
た
蘭
譯
原
本
に
つ
い
て
附 

記
し
て
ゐ
る
。

こ
、
に
志
筑
は' 

彼
の
よ
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
飜
譯
者
を
「布
留
米
喜
」 

で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
お
る
。
小
倉
金
之 

助
博
士
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
た
蘭
譯
原
書
の
表
題
紙
に
よ
る
と
、
ケ
イ
ル 

原
書
の
蘭
譯
者
は
ヨ
ハ
ン•

ルロ

ル
フス

 
(
J

・Luolfs)

で
あ
っ
て
「布 

計®

?

(
F
L

 v
e
r
b
e
e
k
)

は
出
版
者
で
あ
る
。(

譯

it
謡
九) 

天
文
管
關
に
於
て
最
後
に
注
意
さ
る
べ
き
箇
所
は
下
卷
末
に
あ
る
星
學 

指
南
評
說
で
あ
る•

こ
の
一
條
は
さ
き
に
も
一
言
ふ
れ
た
や
う
に
他
の
部 

分
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
平
假
名
ま
じ
り
の
御
家
洗
書
體
で
書
か
れ
て 

ゐ
る
。
筆
者
は
は
じ
め
後
人
の
附
加
せ
る
も
の
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
子 

細
に
對
校
し
て
み
る
に
至
っ
て
、
こ
れ
が
「曆
象
新
書
」
上
編
下
卷
の
附 

錄
天
體
論
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
哲
學
全
書
の 

解
題
に
、
三
枝
博
音
氏
は
志
筑
の
思
索
の
跡
を
み
得
る
も
の
と
し
て
此
の 

條
に
注
目
し
て
を
ら
れ
る
が
、

左
に
評
說
の
一
部
を
鈔
記
し
て
み
よ
う
。

ー
 

〇
五
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天
地
之
始
初
混
沌
た
る
も
の
旣
に
判
れ
、
淸
者
は
升
て
天
と
な
り
、
濁 

と
い
へ
り
。
是
則
晝
夜
を
以
地
の
廻
轉
と
し
、
春
秋
を
以
地
の
周
行
と

者
は
礙
て
地
と
な
る
。
猶
濕
氣
の
靑
蒼
中
に
變
て
霧
粒
と
な
る
が
如
し
。 

>
4

日
、
本
ー
ー
乎
上
一
者
は
親
レ
上
、
本
ー
ー
乎
下-
も
の
は
親
レ
下K

F

驛
0®
 

今
や
歐
羅
巴
の
人
機
巧
之
術
を
好
み
、
形
器
之
天
學
を
專
に
す
、
事
理 

の
採
る
べ
き
を
知
て
陰
陽
の
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。
故
に
說
辭 

煩
碎
に
し
て
溫
な
ら
ず
、
氣
象
急
進
に
し
て
平
な
ら
ず
。
然
と
い
へ
ど 

も
小.
知
者
是
を
愛
し
、
利
口
者
は
是
を
好
む
。

是
故
に
近
來
和
人
往
 々

其
說
を
唱
る
も
の
あ
り
。
其
道
本
よ
り
見
る
べ
き
無
き
に
あ
ら
ず
と
い 

へ
ど
も
、若
し
或
は
遠
流
に
溺
れ
て
返
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
必
え 

後
世
邪
說
を
爲
す
の
端
を
發
さ
ん
。
是
を
以
聊
管
見
を
述
し
、
こ
れ
が 

評
說
を
作
る
こ
と
し
か
り
。

盈

長
 

夫
機
械
あ
る
も
の
は
必
機
事
あ
り
、
機
事
あ
る
も
の
は
火
機
心
あ
り 

と
い
へ
り
。
蠻
方
玩
ふ
所
測
天
諸
器
皆
天
學
者
の
功
夫
出
星
學
者
諸
法 

皆
天
學
者
の
心
に
出
た
り
。
則
形
氣
之
天
學
は
機
事
の
み
。
蓋
し
其
器 

を
見
て
其
事
を
知
り
、
其
事
を
推
し
て
其
心
を
察
る
時
は
、
機
心
極
盛 

の
氣
象
を
見
る
に
足
ら
ん
。
是
を
以
て
星
學
諸
術
の
天
下
に
於
る
、
和 

漢
は
略
に
し
て
戎
夷
は
精
な
り
ゝ
“且
機
巧
之
術
ハ
皆
後
世
に
至
て
精
し
。 

日
月
交
蝕
五
星
運
行
の
如
、
豈
一
朝
一
タ
に
し
て
是
を
窺
ん
や
。
处
上 

代
傳
來
之
記
錄
を
考
て
其
の
得
る
所
を
著
し
て
、
又
後
人
に
傳
へ
、
後 

人
又
是
を
論
じ
て
其
理
漸
く
明
白
な
り
。
今
の
蠻
說
は
太
陽
恒
星
を
靜 

物
と
し
、
地
と
五
星
と
を
一
種
と
し
、
各
太
陽
を
旋
り
て
、
內
な
る
は 

速
や
か
に
外
な
る
は
遲
く 
・
二
地
に
廻
轉
あ
り
て
視
動
左
旋
之
本
た
り

す
。
醜
^

臨

輕
W

茲
繰
是
を
觀
れ
ば
蠻
人
の
云
ふ
所
地
動
の 

說
又
自
ら
一
理
あ
り
。
爾
雅
の
疏
に
、

地
に
升
降
あ
り
、
冬
至
よ
り
夏 

至
に
至
て
降
る
三
萬
里
、
夏
至
よ
り
冬
至
に
至
っ
て
升
る
こ
と
三
萬
里 

と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
然
れ
ば
一
日
の
行
凡
百
六
十
餘
里
也
。
此
の
如
く 

な
る
時
は
、
地
動
の
說
古
昔
よ
り
是
あ
り
、
何
ぞ
必
し
も
蠻
人
而
已
な 

ら
ん
。
列
子
民
、
天
地
密
に
移
る
、
疇
か
是
を
覺
せ
む
。
又
日
、
凡
ー 

氣
®'
に
進
ま
ず
、

一
形
頓
に
虧
ず
。
是
等
の
論
蠻
說
、と
同
じ
か
ら
ざ
れ 

ど
も
、
又
何
も
合
ふ
所
あ
り
。
唯
蠻
說
は
か
な
ら
ず
其
事
を
見
て
而
後
、 

其
理
を
云
ふ
。
故
に
其
語
淺
陋
に
し
て
味
な
く
、
其
心
勞
役
し
て
益
す 

く
な
し
。
古
之
人
は
其
の
理
に
通
し
て
其
事
を
善
す
。
故
に
其
語
簡
易 

に
し
て
含
容
あ
り
、
心
慮
苦
ま
ず
し
て
、
言
敎
と
す
る
に
足
れ
り
。
是 

其
異
な
る
所
な
り
。
嘶
蠻
人
揣
摩
を
好
ん
で
緘
騰
す
る
こ
と
を
し
ら
す
、
 

天
を
玩
ふ
事
を
好
ん
で
、
天
を
敬
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
故
に
放
言
誕 

說
し
て
是
を
神
に
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
若
以
至
言
妙
道
と
す
る
も
の 

は
本
よ
り
論
る
に
足
ら
ず
。
常
見
に
し
て
容
る
こ
と
能
ざ
る
も
の
も
又 

得
り
と
せ
ず
。
異
方
の
天
學
は
形
色
名
聲
の
末
に
止
て
精
微
の
理
に
達 

せ
ず
。
是
を
以
證
を
引
譬
を
設
る
こ
と
明
白
な
り
と
雖
、
又
唯
線
を
畫 

し
、
形
を
比
ぶ
る
に
過
ぎ
ず
。
見
ん
ひ
と
宜
く
是
を
察
し
給
へ
。 

天
文
管
關
卷
之
下
終

天
明
五
年
春
正
月
，
 

と
れ
を
新
書
の
天
體
論
に
比
較
し
て
み
れ
ば
、

一
讀
彼
の
思
索
發
展
の
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跡
を
み
る
で
あ
ら
う
。
卽
ち
地
動
論
と
儒
敎
的
宇
宙
體
系
と
の
矛
盾
調
和• 

の
立
場
に
於
い
て
、
同
じ
歷
史
的
制
約
の
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
舊
譯
と 

新
譯
と
で
は
思
索
數
年
の
差
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
こ
ヽ
に
注
意
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
右
に
擧
げ
た
天
明
五
年
春
正
月
の
記
載
で
あ
る
。 

こ
の
年
時
に
つ
い
て
は
い
ま
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
或
は
評
說
成
稿
の
時 

で
も
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。

以

上
で

「
天
文
管
闕
」
の
紹
介
を
一
應
す
ま
せ
た
こ
と
に
し
て
、
次
に 

「動
學
指
南
」

に
う
つ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「動
學
指
南
」
坷
曆
象
新
書
」 

中
編
の
舊
譯
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
新
書
の
細
目(

但
し
動
學
指
南
の
細 

目
に
相
當
す.
る
も
の
の
み
を
擧
げ
て
他
は
こ
れ
を
省
く)

と
こ
れ
を
比
較
す 

る
と
お
ほ
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

r

曆
象
新
書
」
天
明
舊
譯
本
の
發
見(

大
崎.
一

轉
輪
動
法 

•

畫
輪
速
力
無
增
減
之
論

1
第
二
大
法

第

大 
法

重
說

動
學
指
南
例

力
勢
多
寡

轉
輪
體
動
法
凡
例

動
學
指
南
卷
之
上

旋
輪
動
法

畫
輪
速
力
無
増
減

重
動

同

右

・

•

加
力
變
速

1
曆
象
新
書
中
編
卷
之
上

薄
氣
之
說

正
輪
大
小
一
周
遲
速
之
事
」

正
斜
二
輪
一
周
日
時

氣
障
疑
問

相
引
力
疑
問

求
心
力
疑
問

星
行
畫
積
二
同
論

行
道
眞
形
明
證

,

動
學
指
南
卷
之
下

薄
氣

同

右

衆
動
一
貫
比
例
起
源

諸
氣
障
碍

同

右

求
心
力
疑
問

星
行
應
三
角
積
起
源

諸
曜
行
道
眞
形

曆
象
新
書
中
編
卷
之
下

「動
學
指
南
」
と

「曆
象
新
書
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
二 

書
を
對
校
す
る
餘
裕
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
こ
、
に
詳
細
に
紹
介
す
る
こ 

と
が
出
來
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
ふ
。
た
Ar
「動
學
指
南
」
は

「
天
文
管 

闢
」
に
比
し
て
、
よ
り
素
朴
な
曹
譯
的
形
態
を
も
っ
こ
と
、
い
ひ
か
へ
れ 

ば

「曆
象
新
書
」
と
は
甚
だ
し
く
異
同
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
う
。 

な
ほ
最
後
に
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
「動
學
指
南
」
下 

卷
大
尾
に
あ
る
次
の
奧
書
で
あ
る
。

天
學
書

一
部
分
テ
爲
前
中
後
三
篇
矣
。
前
篇
ハ
日
天
文
管
關
也
、
・
中 

編
ハ
則
此
書
也
、
下
編
八
日
求
心
力
ノ
法1

又
飛
流
度
須
旋
多
羅
里 

須
啓
蒙
演
段
ト
也
。
皆
言
形
與
數
而
已
。

可
謂
得
天
學
家
者
洗
之
皮
毛 

焉
。
又
蠻
方
之
人
有
好
而
說
天
地
萬
物
千
變
萬
化
之
道
理
者
。
雖
然
其 

論
多
出
於
管
見
、
其
言
不
足
聞
矣
。
及
天
地
之
形
象
運
動
者
而
却
テ
有

ー
 

〇

七
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可
見
者
也
。
天
地
有
中
之
最
呂
者
也
。
實
養
難
窮
難
測
難
識
矣
。
閱 

此
書
以
爲
有
一
理
者
可
也
。
以
爲
天
地
不
過
此
理
殊
可
笑
也
。 

こ
れ
は
天
文
指
南
評
說
に
對
し
て
い
はr

動
學
指
南
評
說
と
も
い
ふ
べ 

き
も
の
で
お
る
。
こ
の
奧
書
に
よ
っ
て
「
天
文
管
關
」•

「動
學
指
南
」
は 

實
は
三
部
作
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
而
し
て
「曆
象
新
書
」
の
舊 

譯
は
、
こ
ゝ
に
紹
介
し
た
「
天
文
管
關
」•

「
動
學
指
南
」

の
ほ
か
に
更
に 

「求
心
力
法
」(
"

飛
流
度
須
旋
多
羅
里
須
啓
蒙
演
段)

と
い
ふ
書
が
あ
っ 

た
の
で
あ
る
。
淺W

圖
書
館
に
は
こ
の
第
三
の
書
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
こ
の
書
が
、
旣
に
わ
れ
わ
れ
の
間
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
天
明
四
年
譯

(

附

錄
)

-

・
「
天
文
管
關
」•

「
曆
象
新
書
」
異
同
一
瞥

天
文
管
関
卷
之
上

M

視
動
上

第

三

圖

解

，

天
道
ハ
髙
遠
ナ
リ
、
精
察
ヲ
極
ル
コ
ト
實-
一
難
シ
。
況
ヤ
粗
漏
ナ
ル
ベ 

ケ
ン
ヤ
。
必

X*
精
ヲ
盡

シ
、
微
ヲ
極
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス.
ヘ
シ
。
然
ラ
ザ
レ 

バ
ー
寸
ノ
差
ヒ
千
里
ノ
謬
ヲ
生
ズ
。
精
ヲ
盡
シ
微
ヲ
極
メ
ン
ト
欲

セ
バ
泌 

オ
遠
鏡
ヲ
用
ユ
ベ
シ
。
夫
遠
鏡
ハ
天
學
第
一 

ノ
要
器
タ
リ
、
人

コ
レ
ア
ル

-

〇

ハ 

述

の

「
求
心
論
」(

蠶

勰

蠶

蠶

郁
)

を
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
が 

な
い
。
「求
心
論
」
が

「
曆
象
新
書
」
の
舊
譯
三
部
作
の
一
に
あ
た
る
こ
と 

は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

淺
野
圖
書
館
以
外
に
、
此
に
紹
介
し
た
ニ
書
が
傳
は
っ
て
ゐ
る
か
ど
う 

か
、
管
見
の
範
圍
で
は
私
は
知
ら
な
い
。
と
も
か
く
我
が
國
に
於
け
る
天 

文
學
硏
究
史
上' 

不
朽
の
位
置
を
占

め

る

「曆
象
新
書
」
の
舊
譯
本
と
し 

て
、
本
二
書
は
貴
重
な
書
物
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。 

末
筆
な
が
ら
同
圖
書
館
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、

一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
に 

預
っ
た
館
長
粟
屋
信
夫
先
生
に
厚
く
御
禮
申
上
げ
る
。

(

昭
利
十
モ
年
八
月
十
四
日
稿)

曆
象
新
書
上
編
卷
之
上 

(

據
日
本
哲
學
全
書
第
九
卷
所
收
本)

視
動
上

第
三
圖
解

〇
天
は
高
な
り
、
遠
な7

・
精
微
を
極
む
る
こ
と
甚
だ
難
し
。

況
や
又 

粗
略
に
し
て
可
な
ら
ん
や
。
測
象
の
轅
を
極
め
ん
と
欲
せ
ば.
、
遠
鏡
を 

用
ふ
る
に
若
く
は
な
し
。
遠
鏡
は
天
學
第
一
の
要
器
な
り
。
視

甫

し

て 

居
な
炉
ら
萬
里
の
外
に
目
遊
せ
し
む
る
の
德
あ
り
。
其
の
用
固
よ
り
枚
擧
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ト
キ
ハ
居
ガ
ラ
萬
里
ノ
遠
一
一
眼
遊
ス
。
其
ノ
德
タ
ル
コ
ト
堪
テ
云
フ
べ
カ 

ラ
ズ
。
是
ニ
ョ
ッ
テ
近
來
天
學
ノ
名
家
何
モ
目
ニ
遠
鏡
ヲ
帶
シ
テ
測
器
二 

ヨ
ル
ノ
術
ア
リ
。
委
シ
キ
コ
ト
此
二
略
ス
。

夫
留
米
喜
日
、
遠
鏡
ヲ
帶
テ
測
器
二
望
ム
ノ
法
ハ
羅
比
連
ト
云
人
ノ
書 

ニ
詳
ナ
リ
。
邊
々
里
由
須
ト
云
人
日
、
我
曾
テ
遠
鏡
ヲ
以
火
土
亂
度
ヲ 

見
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
雖
、
其
測
り
得
ル
所
過
失
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
ヱ
り
。 

此
人
天
學
名
擧
ノ
オ
ナ
ル
故
ナ
ル,
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
今
時
遠
鏡
ノ
上
品 

ヲ
以
測
考
シ
テ
得
ガ
タ
キ
ヲ
得
、
シ
リ
ガ
タ
キ
ヲ
知
ル
コ
ト
實
二
多
シ
。 

第
一 

ノ
用
ハ
白
畫
二
星
ヲ
見
ル
。
邊
々
里
由
須
ノ
測
ト
雖
、
遠
鏡
ヲ
以 

是
ヲ
正
ス
ニ
過
失
ナ
キ
コ
ト
能
ハ.
ス
。
邊
留
比
方
ト
云
人
星
ノ
高
低
ヲ 

測
ル
法
ヲ
說
テ
日
、
先
ヅ
達
鏡
ヲ
以
其
高
サ
ノ
度
分
秒
ヲ
測
り
、
次
二 

氣
差
視
差
ヲ
算
シ
テ
實
所
ヲ
定
ム
ベ
シ
ト
云
々
。

又
此
測
器
ヲ
以
遠
體
ノ
視
徑
ヲ
度
リ
定
ム
ベ
シ
。
視
徑
ト
ハ
物
體
二
大
小 

遠
近
ノ
不
同
ア
ル
ニ
ョ
ッ
テ'

其
直
線
ノ
全
徑
ナ
ル
者
又
異
ナ
リ
、
小
ナ 

ル
モ
ノ
モ
見
テ
以
テ
大
ト
ス
ベ
ク
、
大
ナ
ル
モ
ノ
モ
或
ハ
小
ト
ス
ベ
シ
。 

月
ハ
日
・
ヨ
リ
大
ナ
リ
ト
云
カ
如
キ
是
ナ
リ
。
其
實
徑
ハ
算
勘
ニ
ョ
ッ
テ
得 

ッ
ヘ
キ
コ
ト
ア
リ
。
視
徑
ハ
測
器
ヲ
以
度
ル
ベ
シ
。(

下
略)
 

重
天 

，
 

所
謂
六
星
ハ

も
第
一
塡
星
則
土
星
剌
的
音
阿
翟
共
呼
為
二
左
手
留
泥
須
ー
 

・

第

二

歲
星
則
木
星
同
呼
爲-
・
由
毗
多
留
一

0

第
三
熒
惑
星
則
火
星
同
呼
爲
二麻
流
須
ー

「
曆
象
新
書
」
・
天
明
舊
譯
本
の
發
見 

附
錄

す
べ
か
ら
ず
。
是
に
因
て
近
世
の
天
學
者
ヽ
此
を
帶
し
て
測
器
の
法
に
從 

ふ
。
測
器
測
術
等
の
詳
な
る
こ
と
、
今
此
に
雜
へ
說
か
ん
こ
と
を
欲
せ
ず
。 

リ
エ
ロ
ヲ
ス
日
く
、
遠
鏡
を
測
器
に
服
し
て
天
象
を
觀
る
の
法
、
ラ
ビ 

レ
と
云
へ
る
者
の
天
學
書
に
詳
に
見
へ
た
り
。

測
器
、
第
く
二
體
相
距
る
所
の
中
間
の
度
分
を
知
る
而
已
な
ら
ず
ゝ
又 

以
て
一
物
の
視
徑
の
度
分
を
計
る
べ
し
。
所
謂
視
徑
は
、
物
體
の
大
小
と 

遠
近
と
に
よ
り
て
其
の
全
徑
の
不
同
を
見
る
こ
と
有
る
を
云
ふU

是
を
測 

る
に
も
右
の
如
き
の
測
器
を
用
ゆ
。
其
の
事
左
に
見
へ
た
り
。(

下
略)

天
體
上 

所
謂
六
緯
星
は
、

含*も

火木柱

熒歲塡 
惑星星 
星

〇

九
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史

硏

究
 

第
四,

五
號 

〇
!
・

第
四
地
球
剌
的
音
呼
多
羅
須
、
阿
蘭
陀
阿
い
辭
多 

早
第
五
太
白
星
則
金
星
共
呼
爲
一
一
邊
依
泥
須- 

草
第
六
辰
星
則
水
星
同
呼
爲
一
一
面
留
久
里
由
須
一 

私
日
、
五
行
配
當
ノ
事
ハ
蠻
書
中-

1

ア
ル
コ
ト-
ー
八
ア
ラ
ズ
。
初
生 

ノ
爲--
其
名
ヲ
出
ス
而
已
。
蓋
シ
譯
者
ノ
意
ナ
リ
。
蠻

方-
ー
テ
ハ
七
星 

ヲ
以
七
金
一
一
配
ス
ル
ノ
說
ア
リ
。

太
陽
ハ
金
、
太
陰
ハ
銀
、
太
白
ハ
銅
、
 

熒
惑
ハ
鐵
、
歲
星
ハ
錫
、
塡
星
ハ
鉛
、
辰
星
ハ
水
銀
ト
ス
。
蓋
ツ
明
光 

ノ
盛
美
一
一
依
テ
其
位
ヲ
分
チ
タ
ル
ト
見
タ
リ
。
然
ド
モ
天
文
家
ノ
說

一一
 

八 

ア
ラ
ズ
ト
見
エ
タ
リ
。

右
六
星
何
モ
西
ヨ
リ
東-
一
至=>

太
陽
ヲ
心
ト
シ
テ
是
ヲ
繞
ル(

下
略)

辨
疑

動
-
一
視
實
ア
リ
、
知
一-

眞
妄
ア
リ
、
視
ハ
眼
中
以
然
ト
シ
テ
彼
必
シ
モ 

然
ラ
ズ
。
妄
ハ
心
中
以
然
ト
シ
テ
彼
必
ズ
シ
モ
然
ラ
ズ
。
故
二
神
ヲ
無
窮 

一
-

游
バ
シ
メ
テ
飛
行
自
在
ヲ
極
メ
、
魂
ヲ
無
方
一
一
游
バ
シ
メ
テ
萬
億
ノ
世 

界
一
一
偏
ク〇

至
ラ
ス
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ク
、
能
セ
・
ス
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
ト
雖
、
 

而
モ
又
眞
知
一
ー
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
所
謂
眞
知
ハ
ヨ
ク
其
正
實-
一
達
シ 

所
謂
妄
知
ハ
唯
是
ヲ
然
リ
卜
ス
ル
而
已
。
誰
力
ヨ
ク
妄
ハ
ラ
ッ
テ
直
一

其 

眞
--

至
ラ
ン
。
何
レ
ヲ
力
妄
ト
シ
何
レ
カ
眞
ト
セ
ン
。
然
ラ
バ
則
天%

ノ

- 

二 

〇 

吉

四

地

地

球
 

早

五

金

太

白

星
 

草

亠

^.
辰
星 

忠
雄
日
、
地
よ.
り
見
る
所
の
五
星
右
旋
不
齊
の
行
を
、

太
陽
よ
り
見 

る
に
至
っ
て
始
め
て
齊
平
な
る
こ
と
を
得
べ
き
が
故
に
太
陽
を
以
て
五 

星
の
天
の
中
と
す
。
是
れ
此
の
篇
の
大
旨
た
り
。
然
れ
ど
も
五
星
不
齊 

の
行
に
大
小
の
二
種
あ
り
。
其
の
進
退
の
變
を
な
す
が
如
き
を
大
不
齊 

と
す
。
太
陽
よ
り
見
る
に
及
ん
で
は
大
不
齊
の
行
は
無
け
れ
ど
も
、
小 

不
齊
の
行
は
猶
fc
り
。
小
不
齊
は
太
陽
の
運
に
盈
縮
あ
り
、
太
陰
の
行 

に
遲
速
あ
る
が
如
く
の
不
齊
の
行
、
五
星
の
天
に
も
各
々
是
あ
る
を
云 

ふ
。
但
し
此
の
篇
及
び
次
の
篇
は
大
不
齊
の
行
に
よ
り
て
論
ず
る
の
み
。 

小
不
齊
の
こ
と
は
後
に
詳
な
り
。
又
日
く
、
此
の
篇
は
直
に
天
動
の
實 

を
說
く
の
み
な
り
。
次
の
篇
に
至
っ
て
詳
に
其
の
證
據
を
擧
ぐ
る
な
り
。 

右
六
星
の
行
皆
西
よ
り
東
し
太
陽
を
中
心
と
し
て
こ
れ
を
繞
る
。(

下
略
〉

天
體

下
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眞
又
得
テ
知
へ
カ
ラ
サ
ル
カ
、
日
、

一
理--
達
ス
ル
而
已
、

其
本
ヲ
悟
ル 

而
已
。

夫
レ
戶
--
樞
ア
リ
、
磨
一
一
臍
ア
リ
、
言
-
一
歸
」
ノ
理
ア
リ
。
故
ー-

理
一
一 

達
ル
モ 

ノ
ハ
言-
一
明
ナ
リ
 ゝ

理
--
達
セ
ザ
ル
モ
ソ
ハ
言-
一
暗
シ
、

聞
ク
コ 

ト
多
シ
ト
雖
、
奚
ソ
疑
ナ
キ
コ
ト
ヲ
得
ン
。
前
篇
ノ
如
キ
ハ
其
說
ア
ツ
テ 

而
モ
其
由
テ
來
ル
所
ヲ
イ
ワ
ズ
、
是
ヲ
以
學
者
疑
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
、
然 

ト
雖
先
疑
テ
而
後
一
-

通
・
ズ
、
疑
ズ
ン
バ
何
ゾ
通
ゼ
ン
是
致
知
ノ
法
ナ
リ
。 

旣
二
此
篇
一
一
至
リ
テ
ハ
其
證
ヲ
著
シ
、
其
據
ヲ
述
テ
以
疑
ヲ
ハ
ラ
サ
シ
ム
。 

此
書
ノ
說

ハ
悉
ク
理
學
ノ
大
本-
ー
ヨ
リ
出
テ
證
ス
ル
ー
一
數
學
ヲ
以
テ
シ
、
 

辨
ス
ル
ー
一
視
實
兩
動
ヲ
以
テ
ス
。
故
一
一
萬
方
符
合
セ
ン
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ク
、
 

玄
妙
ノ
論
ヲ
以
大
世
界
ノ
形
象
卜
運
動
ト
ヲ
明
ス
。
讀
者
深
ク
其
旨-
一
達 

セ
バ
則
チ
飛
流
度
須
旋
多
羅
里
須
ヲ
モ
曉
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
。

醫

需
^

 

動
學
ノ
奧
義
ニ
シ
テ
盈 

• 

縮
不
動
ノ
本
ヲ
論
ズ
。

此
二
太
白
熒
惑
ノ
圖
ヲ
解
ヨ
リ
以
下
皆
前
卷
二
論
ズ
ル
所
ノ
證
タ
リ
。 

，先
ヅ
太
陽
八
如
何
ナ
ル
所
ニ
在
ス
ゾ
卜
疑
テ
而
後
金
星
ノ
行
輪
是
ヲ
メ 

グ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ
。(

下
略)

第
二
圖
解

此
三
星
又
內
外
ノ
別
ア
リ
。
火
星
ヲ
內
ト
ス
、
木
星
是
二
次
ギ
、
土 

星
ヲ
最
外
ト
ス
、
而
シ
テ
皆
太
陽
ヲ
繞
ル
。

私
日
、
金
星
太
陽
ノ
下
ニ
テ
合
ス
ル
砌
リ
退
行
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
此
ノ 

時
金
星3

リ
地
球
ヲ
見
レ
バ
地
球
ノ
退
行
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
地
球
ヨ
リ
土 

「
曆
象
新
書
」•

天
明
舊
譯
本
の
發
見
附
錄

戶
に
樞
あ
り
、
磨
に
臍
あ
り
。
事
に
歸
ー
の
理
あ
り
。
其
の
ー
に
達
す 

る
時
は
、
其
事
卽
ち
理
會
し
っ
べ
し
。
全
戶
の
開
閉
は
一
樞
の
揭
る
所
、
 

全
磨
の
旋
轉
は
一
臍
の
提
る
所
な
る
が
如
し
。
今
彼
の
七
曜
の
運
動
ゝ
進 

退
、
遲
速
、
錯
綜
變
化
窮
り
無
き
が
如
く
な
る
も
、
亦
都
て
一
理
に
本
づ 

か
ざ
る
こ
と
な
し
」
前
編
旣
に
天
體
の
大
樣
を
明
ら
か
に
す
と
雖
も
、
其 

の
然
る
所
以
の
理
に
於
て
、
未
だ
其
の
說
を
詳
か
に
せ
ざ
る
が
故
に
、
是 

の
篇
に
至
っ
て
明
證
を
引
き
、
象
數
を
詳
か
に
し
て
、
初
學
の
徒
を
し
て 

彼
の
歸
ー
の
理
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す
。

太
陽
の
所
在
は
如
何
な
る
處
ぞ
と
尋
ぬ
る
に
、
先
づ
金
星
の
本
天
こ
れ 

を
圍
繞
せ
る
こ
と
を
知
る
。(

下
略)

第
二
圖
解

土
木
二
星
も
亦
右
に
類
せ
り
。
然
れ
ば
三
星
の
天
皆
太
陽
を
心
と
し
て 

地
を
も
包
め
る
こ
と
知
る
べ
し
。
三
天
內
外
の
こ
と
、
左
に
於
て
こ
れ
を 

辨
ぜ
ん
。

金
水
何
れ
も
タ
伏
合
の
前
後
に
當
り
て
退
行
す
る
事
あ
り
。

此
の
時
金 

水
よ
り
地
球
を
望
ま
ば
、
必
ず
其
の
太
陽
と
相
對
す
る
の
前
後
に
當
っ
て

ー
ニ
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第㈣
•

五
號 

木
火
ノ
退
行
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
金
星
ハ
外-
ー
ア
ッ
テ
、
水
星
ハ
內

ー
ア 

リ
。
故
-

金
星
退
行
大
一

シ
テ
水
星
退
行
小
チ
リ
。
然
レ
バ
地
球
輪
外 

-
ー
ア
ル
ノ
星
其
離
地
遠
キ
ハ
退
行
小
ク
、
近
ク
ハ
多
キ
ノ
理
ナ
リ
。
三 

星
退
行
ハ
火
最
大
ナ
リ
、
木
是
一
次
ギ
、

土
最
モ
小
ナ
リ
、
依
テ
內
外 

ヲ
定
ム
ル
コ
ト
右
ノ
如
シ
。(

下
略)

廻
轉

物
-
一
五
德
ア
リ
、
日
色
、
日
聲
、
日
香
、
日
味
、
日
形
是
也
。
人
--

五 

官
ア
リ
、
日
瞑
、
日
耳
、
日
鼻
、
日
舌
、
日
身
是
ナ
リ
。

五
官
ノ
主
ト
ル

所
是
ヲ
五
用
ト
云
。
所

謂

五

用,

瞑
ノ
用
ハ
視
、
耳
ノ
用
ハ
聽
、
鼻
ノ"

ニ
ニ 

退
行
す
る
を
見
る
べ
し
。
亦
猶
地
球
よ
り
上
三
星
の
退
行
を
見
る
が
如
く 

な
ら
ん■

上
三
星
と
は
土
木
火
を
云
へ
り
。
土
木
火
は
何
れ
も
每
に
、
太 

陽
と
相
對
す
る
の
前
後
に
當
っ
て
退
行
す
る
事
あ
り
。
此
の
時
土
木
火
よ 

り
望
ま
ば
、
地
球
タ
伏
合
の
前
後
に
當
っ
て
退
行
す
る
を
見
る
べ
し
、
又 

猶
地
球
よ
り
下
二
星
の
退
行
を
見
る
が
如
く
な
ら
ん
。
下
ニ
星
と
は
金
水 

を
云
へ
り
。
金
星
タ
伏
合
の
時
は
、
地
を
離
る\

こ
と
遠
か
ら
ず
、
水
星 

タ
伏
合
の
時
は
、
地
を
離
る
こ
と
遠
し
。
而
し
て
金
星
の
天
は
大
な
り
。 

水
星
の
天
は
小
な
り
。
是
を
以
て
金
星
は
退
行
の
度
多
く
し
て
、
水
星
は 

退
行
の
度
少
し
。
然
る
と
き
は
金
星
よ
り
見
る
所
の
地
球
の
謳
行
は
少
か 

る
べ
し
此
の
理
を
推
し
て
上
三
星
に
及
ぼ
し
觀
れ
ば
其
星
地
球
の
座
よ
り 

外
に
あ
り
て
遠
き
は
退
行
少
く'

近
き
は
退
行
多
き
の
理
な
る
こ
と
を
知 

る
。
今
上
三
星
の
退
行
を
測
る
に
、
火
星
十
三
度
計
り
、

木
星
十
度
計
り
、
 

土
星
六
七
度
な
り
。
是
に
依
っ
て
三
星
の
上
下
內
外
を
分
辨
す
る
こ
と
を 

得
て
、
土
星
を
最
外
と
し
、
木
星
を
次
と
し
、
火
星
を
又
其
の
次
と
す
。 

忠
雄
日
く
、
五
星
退
行
の
度
も
時
に
よ
り
て
不
同
あ
り
.0
是
れ
又
小 

不
齊
に
よ
め
て
火
星
退
行
十
八
九
度
な
る
時
も
有
り
と
云
へ
り
。
五
星 

小
不
齊
の
行
、
水
火
二
星
極
め
て
甚
だ
し
。

天
經
或
問
に
は
退
行
、
火 

星
十
七
度
餘
、
木
星
十
度
弱
、
土
星
七
度
餘
と
せ
め
。(

下
略)

諸
曜
廻
轉

4〇〇



用
ハ
嗅
、
舌
ノ
用
ハ
味
フ
、
身
ノ
用
ハ
觸
ル
、
色
譯
香
味
形
是
ヲ
五B

塵 

ト
云
、
視
ハ
色
ヲ
知
ル.
ヘ
ク
、
聽
ハ
聲
ヲ
シ
ル
ベ
ク
、
嗅
ハ
香
ヲ
シ
ル
ベ 

ク
、
味
フ
ハ
味
ヒ
ヲ
知

ベ
ク
、
觸

ハ
形
ヲ
シ
ル
ベ
ク
而
モ
又
世
二
眼
ヲ
以 

テ
見
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
耳
ヲ
职
聽
べ
カ
ラ
ズ
、
鼻
ヲ
以
嗅
ベ
カ
ラ
ズ
、

舌
ヲ 

以
テ
味
フ
べ
カ
ラ
ズ
ゝ
身
ヲ
以
觸
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
理
ア
リ
。
而
シ
テ
人 

又
ヨ
ク
是
二
通
ズ
ル
モ
ノ
ハ
何
ゾ
ヤ
、

意
ア
ル
ヲ
以
ナ
-y
。
是
故
二
意
八 

五
官
ノ
君
ナ
リ
、
君
ア
ッ
テ
臣
ナ
キ
ト
キ
ハ
通
ゼ
ズ
、
臣
ア
ッ
テ
君
ナ
キ 

所
ハ
會
セ
ズ
、
君
臣
其

一
ヲ
カ
ク
ベ
カ
ラ
ズ
、
而
モ
五
官
ノ
用
恃
り
視
ヲ 

以
第
一
ト
ス
ノ
中
ン
ヅ
ク
星
學
ハ
他
用
ヲ
カ
ラ
ズ
、
偏

ニ
眼

ニ
ョ
ッ
テ
意 

ヲ
得
ル
而
已
。
此
篇
說
ク
所
太
陽
眞
體
ノ
如
キ
是
ナ
リ
。

太
陽
離
地
甚
遠
ガ
故
二
我
ヲ
以
太
陽
ヲ
ノ
ゾ
ム
ニ
其
眞
形
ヲ
見
ズ
、
平 

圓
ノ
如
ヲ
見
テ
深
珠
ノ
如
ヲ
見
ズ0 
(

下
略)

「
曆
象
新
書
」•

天
明
舊
譯
本
の
發
見
附
錄

太
陽
地
を
離
る
ゝ
こ
と
遠
き
が
故
に
人
唯
其
の
形
平
圓
の
如
く
な
え
を 

見
て
、
其
實
は
渾
球
の
如
く
な
る
こ
と
を
察
す
る
こ
と
能
は
ず
。(

下
略)

ヽ

二

三
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科

學

史

硏

究
 

第
四;

五
號 

二
㈣

『鐵
煩
鑄
鑑
』
の
譯
者
金
森
錦
謙
に
就
て

桃 

裕 

行

金
森
錦
謙
の
名
は
從

來

『
鐵
煩
鑄
鑑
』
の
譯
者
と 

て
の
み
知
ら
れ
て 

ゐ
た
樣
で
あ
る
。
私
は
昨
年
九
月
海
舟
手
記
中
に
其
名
に
接
し
た
の
を
始 

め
と
し
て
、
少
し
づ
ゝ
史
料
を
見
る
機
會
を
與

へ
ら
れ
る
中
、
『
日
キ
科 

學
古
典
全
書
』
に
此
書
が
收
め
ら
れ
る
に
當
っ
て
幾
分
其
解
說
の
御
役
に 

立
つ
こ
と
が
出
來
た
が
、
其
後
に
な
っ
て
見
得
た
史
料
も
あ
る
の
で
、
こ 

こ
に
纏
め
て
簡
單
な
報
吿
を
記
す
こ
と'

す
る
。

先
づ
始
め
に
、
金
森
錦
謙
の
名
の
出
て
來
る
史
料
を
、
見
得
た
順
序
い 

番
號
を
附
し
、
本
文
中
の
參
照
に
備

へ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

⑴

「
江
戶
在
住
蘭
學
者
姓
名
」(

安
政
二
年)
(

『海
舟
全
集
』
第
十
卷A

貢) 

こ
れ
に
は
「
上
屋
敷
松
平
気
奠

來
金
森
謙
作
」
と
あ
る
。

⑵

『(

松
江
藩)

御
給
帳
』(

安
政
二
年)
(

正
井
儀
之
丞
•

早
川
仲
兩
氏 

共

編

『
雲
藩
職
制
附
錄
』

-E—:
二

定

江
戶
蠶

」
の
所

に

「
ー
、
壹
〇 

人

扶

持

同

前
(

御
前
樣
附
、
廣
間
番)

金
森
建
策
』
と
あ
る
。

⑶

『海
陸
兩
防
祕
策
』
卷
之

上(

筆
者
所
藏
『
上
書
集
』
所
收)

⑷

『
鐵
煩
鑄
鑑
圖
』
刊

一
册(

東
京
帝
大
圖
書
館
蠶

核

及

び

三

枝

博

音. 

氏
所
藏)

⑸

『(

松
江
藩)

新
番
組
拔
取
牒
』
坤
(

島
根
縣
所
藏)

昨
年
十
月
刊
行
の 

『松
江
市
誌
』
经

に
引
用
。
其
後
野
津
靜

一
郞
氏
よ
り
、
原
文
に
近

き
も
の
を
示
さ
れ
、
錦
謙
の
略
歷
及
び
藩
侯
へ
の
進
獻
書
名
が
始
め
て 

知
ら
れ
、
著
譯
書
檢
索
の
手
懸
り
と
な
り
、
小
文
の
骨
子
を
形
作
り
得 

ヽ
た
。

⑹

『鐵
煩
鑄
鑑
圖
解
篇
』
刊

三

册(

大
槻
茂
雄
氏
所
藏
、
外
に
彰
考
館• 

有
馬
成
甫
氏
藏
本
、
岡
田
伊
三
次
郞
氏
舊
藏
本
あ
り'

。

⑺

『
步
兵
使
用
雷
銃
新
書
』
刊

ー
册
(

佐
藤
堅
司
氏
所
藏)

⑻

『
竹
島
圖
說
』
寫

一
册(

內
閣
文
庫
に
二
部
あ
り)
 

■ 
•

⑼

『緖
方
洪
庵
癸
丑
年
中
日
次
之
記
』(

嘉
永
六
年)
(

緖
方
富
雄
博
士
所 

藏
、
同
博
士
『緖
方
洪
庵
傳
』
所
載)

二
月
十
八
日
及
び
三
丹
ハ
日
の
條
。
 

(10)
『
脩
齋
叢
書
』
贈
寄
文
詩(

筆
者
所
藏)

⑴

『
威
遠
譚
筆
』
後

編(

神
営
文
庫
所
藏)

⑵

『
公
私
要
記
』(

筆
者
所
藏)

安
政
三
年
六
月
十
五
日
條
鬪
詩
の
作
者 

に

if
番
士
建
曇
金
森
恭
平
」
と
あ
り
、
嘉
永
七
年
十
一
月
十
一
日 

I
X

之
助
拜
借
金
證
文
に
金
森
建
策
の
加
判
が
あ
る
。

一

履
 

歷
1

(3)( 4)( 6)( 3(
11) 

金
森
錦
謙
、
通
稱
建
策
、
鳶
巢
と
號
し
、
錦
謙
は
そ
の
名
で
あ
る
。
本 

國
は
備
前
、
生
國
は
備
中
。
少
年
の
時
西
長
崎
に
遊
び
、

和
蘭
の
名
流
に

4〇2
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科
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史

硏
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第
四:

九
號 

親
炙
し
、
尋
で
諸
國
に
遊
學
し
、

一
時
岡
山
に
雀.
し
た
が
、
白
髮
を
交.
へ' 

銳
氣
和
ぐ
に
及
ん
で
、
江
戶
に
住
し
、
器

の

転

術

師
範
下
曾
禰
氏
の3

:

 

懲
館
に
賓
客
と
な
り
、
下
曾
彌
信
敦(

稱
金
三
郞
、
號
威
遠)

の
爲
に
西 

洋
兵
書
を
譯
し
、、
信
敦
の
子
信
之(

稱
次
郞
助
・
號
致
堂)

は
錦
謙
よ
り 

嚳

の
句
讀
を
受
け
た
。
此
間
嘉
永
二
年
閏
四
月
十
六
日
、
松
江
藩
主
松 

平
齊
貴
(

齊
齋)

の
許
に
量

御
用
と
し
て
出
入
す
る
こ
と'

な
り
、
五 

人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
、
三
年
六
月
六
日
、
江
戶
麴
町
御
中
屋
敷
へ
引
越
し
、
 

七
年
七
月
十
二
日' 

新
番
組
と
し
て
召
抱
へ
ら
れ
、
十
人
扶
持
を
給
せ
ら 

れ
、
此
間
屢
・
兵
學
等
に
關
す
る
自
他
の
著
譯
書
•

外
交
文
書
等
を
進
獻

(5) 

し
、
文
久
二
年
五
月
朔
日
、
武
藏
に
於
て
歿
し
た
。

二

下

曾

禰

氏

と

の

關

係

錦
謙
の
學
統
•

年
齡
を
詳
に
し
な
い
が
、
恐
ら
く
學
統
上
下
曾
禰
信
敦 

よ
り
も
先
輩
格
に
當
る
の
で
あ
ら
う
。
錦
謙
が
松
江
侯
に
出
入
し
、
士
班 

に
列
し
て
ゐ
る
間
、
下
曾
禰
氏
と
の
關
係
も
同
時
に
持
續
さ
れ
た
。
安
政 

三
年
出
版
の
『
鐵
煩
鑄
鑑
』
は
下
曾
禰
信
敦
校
閱
、
膺
懲
館
藏
版
で
あ
り
ゝ
 

同
時
に
出
版
さ
れ
た
『雷
銃
新
書
』
は
下
曾
禰
信
之
閱
で
、
同
人
の
序
が
っ 

い
て
ゐ
る
。
後
者
は
そ
の
中
に
信
之
が
長
崎
よ
り
傳
へ
た
雷
銃
操
藥
法
が 

記
さ
れ
た
關
係
か
ら
で
あ
り
、
該
法
の
詳
細
を
知
る
爲
に
は
其
門
に
入
る 

べ
き
こ
と
を
勸
め
て
ゐ
る
如
き
、
關
係
の
深
さ
を
思
は
せ
る
。
信
敦
父
子 

の
校
閱
は
、
其
社
會
上
の
地
位
に
よ
る
も
の
で
、
學
統
上
の
師
弟
關
係
で 

は
な
い
。
更
に
錦
謙
の
進
獻
書
中
に.
見

え

る

『
威
遠
譚
筆
』
前
後
篇
は
、
 

後
に
述
べ
る
如
く
下
曾
禰
信
敦
關
係
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

二

六

，
 

下
曾
禰
信
敦
は
筒
井
政
憲
の
次
男
で
下
曾
禰
信
親(

稱
小
十
郞)

の
跡 

を
襲
ぎ
、
天
保
十
二
年
江
川
英
龍
と
共
に
高
島
秋
帆
よ
り
西
洋
火
技
を
學 

び
、
信
敦
は
弘
化
嘉
永
の
間
之
を
幕
臣
陪
臣
に
傳
へ
た
が
、
藩
主
自
ら
其 

門
に
入
る
者
す
ら
あ
り
、
米
舶
來
航
以
後
特
に
著
し
く
、
場
所
が
狹
隘
と 

な
っ
た
爲
、
門
人
中
先
進
の
者
を
し
て
最
寄
を
分
け
各
所
に
敎
場
を
設
け
、
 

安
政
の
初
に
至
っ
て
門
人
數
萬
を
算
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
各
所
の
敎 

法
を
同
一
な
ら
し
む
る
爲
め
、
稻
垣
オ
七
は
生
兵
小
隊
の
圖
解
を
著
し
、
 

大
島
萬
兵
衞
は
拔
隊
龍
圖
解
を
善
し
た
。

安
政
元
年
大
塚
練
兵
場
が
、
更 

に
鼠
山
が
貸
渡
さ
れ
、
安
政
三
年
講
武
所
が
開
か
れ
る
と
共
に
、
信
敦
及

(
註
ー)

び
門
人
中
の
先
進
の
者
そ
の
敎
授
に
任
じ
た
シ
か
ゝ
る
下
曾
禰
氏
の
砲
術 

敎
場
を
膺
懲
館
と
名
付
け
、
ぞ
の
場
所
は
芝
飯
倉
雁
木
坂
上
に
あ
っ
た
。 

『
鈴
林
必
携
』
『
和
閹
吕
軍
步
操®

§
』

『
白
鹿
屯
學
校
圖
解
』
『啖
國
步
兵 

練
法
』
等
の
下
曾
禰
氏•

下
曾
幫

古
場•

膺
懲
館
等
の
藏
版
と
し
て
板 

行
さ
れ
た
も
の
は
、
殆
ん
ど
す
べ
てW

S

の
同
社
中
の
用
に
供
す
る
爲 

に
著
譯
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
是
等
の
譯
者
は
膺
懲
館
の
智
囊
者
で
あ 

り
、
錦
謙
は
正
に
夫
等
の
中
の
早
い
時
期
の
主
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ 

た
と
考
へ
ら
れ
る
。

三

松
江
藩
主
と
の
關
係 

松
平
齊
貴
は
九
代
目
の
松
江
藩
主
で
、
そ
の
夫
人
は
鍋
島
閑
叟
の
姉
妹 

で
あ
っ
た
。
豪
邁
な
性
質
で
蘭
學
を
好
み
、
天
保
十
年
蠻
社
の
嶽
に
は
下 

曾

禰

憂

等

と

並
ん
で
藩
士
か
ら
望
月
兎
毛
重
明
・
庄
司
郡
平
の
嫌
疑
者 

を
出
し
、
小
川
友

忠•

藤

岡

隽
(

號

番
)

・
北
尾
德
庵
等
の
蘭
學
者
・

4〇4



蘭
醫
を
重
用
し
、
機
械
類
の
蒐
集
等
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
砲
術
に
於 

て
は
自
ら
下
曾
禰
氏
の
門
に
入
り
、
弘
化
よ
り
安
政
に
か
け
て
藩
士
荒
川 

扇
平
•

佐
々
六
郞
•

橋
本
保
藏
・
小
出
甚
左
衞

門•

竹
內
三
郞
左
衞
門
・

(
註
四•

五) 

宇
佐
美
尙
藏
等
を
し
て
、
下
曾
禰
氏
に
就
い
て
砲
術
を
修
行
せ
し
め
た
。 

か
ゝ
る
松
江
藩
と
下
曾
禰
氏
と
の
密
接
な
關
係
か
ら
遂
に
、
附
懲
鯨
に
客 

分
で
あ
っ
た
錦
謙
を
松
江
藩
に
も
迎
へ
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。 

(

錦
謙
が
膺
懲
館
と
關
係
の
出
來
た
年
時
を
詳
に
し
な
い
が
こ
ゝ
に
は
嘉 

永
二
年
松
江
藩
と
の
關
係
の
出
來
る
以
前
と
解
し
た)

。

・
 

錦
謙
の
號
鳶
巢
は
出
雲
の
矍

に

由

來

す

る

の

で
は
な
い
か
。
從
っ
て 

松
江
藩
に
仕
へ
る
以
前
か
ら
出
雲
に
緣
故
を
有
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想 

像
せ
ら
れ
る
が
未
だ
確
證
を
得
な
い
。

關
癖
大
笛
松
平
齊
貴
と
蘭
學
者
錦
謙
と
の
交
情
は
『
価
陸
兩
防
祕
策
』 

の
結
言
に
に
じ
み
出
て
ゐ
る
。
齊
貴
は
蘭
書
の
重
要
な
價
値
を
認
識
し
、
 

殊
に
嘉
永
の
始
頃
よ
り
貨
財
を
惜
ま
ず
盛
に
購
求
し
、
蘭<

者
に
貸
與
し 

て
硏
究
せ
し
め
た
。
錦
謙
は
そ
の
英
明
決
斷
に
對
し
て
滿
腔
の
感
謝
の
文 

字
を
綴
る
と
共
に
、
そ
の
退
隱
を
心
か
ら
愛
惜
し
て
ゐ
る
。
嘉
永
六
年
養 

子
定
安
が
齊
貴

の
跡
を
襲
い
で
松
江
藩
主
と
な
る
や
、
共
後
は
、
錦
謙
は 

「
兩
殿
樣
」
に
對
し
て
書
物
を
進
獻

し

て

ゐ
た
が
、
「
御
隱
居
樣
」
の
中 

に
ゝ
彼
の
最
も
よ
き
保
護
者•

理
解
者
を
見
出
し
て
ゐ
た
樣
で
あ
る
。
錦 

謙
の
死
後
、

一
年
經
た
ぬ
中
に
彼
の
保
護
者
も
亦
歿
し
た
。

四

著

譯

，
書

1

竹
島
圖
說

錦
謙
の
進
獻
書
の
最
初
が
、
嘉
永
二
年
九
月
の
「
竹
島 

『
鐵
烦
鑄
鑑
』
の
譯
者
金
森
錦
謙
に
就
て
(

桃)

(5) 

圖
說

一
册
、
同
圖
面
一
枚
」
で
あ
っ
た
。
錦
謙•
の
題
言
に
よ
る
と
、
備
前 

藩
の
隱
士
北
园
子
の
祖
の
通
庵
が
寶
曆
頃
因
幡
の
人
某
か
ら
傳
聞
し
た
こ 

と
を
記

し

た

『竹
島
圖
說
』
に
、
錦
謙
が
長
藏
と
呼
ぶ
石
見
濱
田
の
漁
夫 

で
岡
山
の
小
原
町
に
來
住
し
て
ゐ
た
者
か
ら
聞
い
た
所
を
增
補
し
た
の
が 

本
書
で
あ
る
。

竹
島
は
今
の
朝
鮮
の
鬱
陵
島
で
、

元
和
四
年
以
後
伯
耆
米
子
の
村
川
・
 

大
谷
兩
氏
が
入
獵
し
て
ゐ
た
が
、
元
祿
五
年
以
後
、
朝
鮮
人
が
次
第
に
定 

住
し
た
爲
、
需

は

其
消
極
政
策
か
ら
紛
爭
を
恐
れ
て
同
九
年
渡
海
を
禁 

止
し
た
。
其
後
享
保
九
年
聶
は

鳥
取
藩
に
對
し
て
竹
島
に
關
す
る
數
個 

條
の
質
問
を
發
し
、
鳥
取
藩
は
村
川•

大
谷
兩
氏
の
書
上
に
基
い
て
幕
府 

に
報
吿
す
る
と
共
に
、
宀
霞
た
る
岡
山
藩
に
も
そ
の
寫
し
を
送
っ
て
來
た
。
 

通
庵
は
こ
れ
に
基
き
、
更
に
寶
曆
年
間
岡
山
に
來
た
鳥
取
藩
の
使
に
質
し 

て
著
作
し
た
の
で
あ
る
。
通
庵
•

北
园
子
が
如
何
な
る
人
か
、
未
だ
詳
に 

し
な
い
。-

こ
の
報
吿
の
控
、
其
他
竹
島
史
料
は
大

谷•

村
川
兩
家
に
藏
さ

(

註

六)
 

.

れ
て
ゐ
る
。

こ
の
後
明
治
四
年
に
發
刊
さ
れ
た
松
浦
武
固
郞

の

『
竹
島
雜
誌
』

の
引 

用
書
目
中
に
「
竹
島
圖
說
」
「
金
森
建
策
筆
記
」
「
長
兵
衞
竹
島
は
な
し
」
 

を
擧
げ
て
ゐ
る
が
、
後
の
二
者
は
『
圖
說
』

の
增
補
の
部
分
を
指
し
た
の 

で
、
武
四
郞
が
獨
立
し
た
書
を
見
た
譯
で
は
な
い
。(

但
し
長
藏
が
長
兵 

衞
と
變
っ
て
ゐ
る)

そ
の
他
に
も
圖
說
と
共
通
の
引
用
書
目
も
あ
っ
て
、
 

『
竹
島
雜
誌
』
の
主
要
な
種
本
は
錦
謙
の
增
補

の
手
の
加
っ
た
『
竹
島
圖 

說
』
で&

っ
た
‘と
言
ひ
得
る
。

2

百
幾
山
新
識 

こ
の
原
書
は
松
平
齊
貴
の
藏
書
で
齊
貴
は
錦
謙
を
し
て

• 

二

七

d.O S
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五
號
・ 

之
を
飜
譯
せ
し
め
た
。
錦
謙
は
譯
成
っ
て
嘉
永
四
年
七
月
二
十
六
日'
 

「
百
幾
山
新
識
全
部
五
册
」
を
獻
上
し
た
。
安
政
六
年
四
月
十
一
日
獻
上 

の

「
百
幾
山
小
識
全
五
册
」
も
恐
ら
く
同
書
で
あ
ら
う
。 

百
幾
山

H
e
n
r
i

 J
o
s
e
p
h

 P

巴x
h
a
u
s

 (

題

ー̂

咱
筝)

は
佛
蘭
西 

の
砲
將
で
、
ボ
ン
ベ
カ
ノ
ン
を
發
明
、
海
岸
砲
海
軍
砲
の
改
良
に
よ
り 

ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
後
佛
國
を
英
國
の
侵
略
か
ら
守
っ
た
人
物
で
、
》co
n
s
,
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等
の
著
述
が
あ
る
が
、(》M

e
y
p
r
s

 

K
o
n
v
e
r
s
a

竺on
s
u
L
e
x
i
k
o
I
K

 

及
び⑶

我
國
へ
の
影
響
は
勿
論
蘭
譯
本
を
通
じ
て
ヾ
あ
っ
て
、
現
に
福 

井
縣
大
野
町
有
終
男
子
校
所
藏

の

》pr
o
e
f
n
e
m
i
n
g
e
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d
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)

が
そ
れ
に
當 

る
と
思
は
れ
る
。
天
保
十
年
頃
旣
に
鈴
木
春

山
は

『海
上
攻
守
略
說
』
に 

「
巴
以
幾
珊
斯
」
と
し
て
引

用

し
て

ゐ
る
が
、
飜
譯
は
嘉
永
二
年
鹿
田

(
爾
註) 

正
明
の
『
海
軍
要
略
』
二
册
(

佐
藤
堅
司
氏
所
藏)

が
最
初
で
、
錦
謙
の 

『
百
幾
山
新
識
』
こ
れ
に
次
ぎ
ヽ
以
上
はP

a
i
x

コan
s

の
生
存
中
で
あ
っ 

て
、
zlt
履
安
政
二
年
に
小
山
杉

溪

の

『
西
洋
兵
書
[--1
幾
撤
私
』

四
册
が
出 

た
。『

百
幾
山

需

』
は
未
だ
見
出
し
得
な
い
。

但

し

『
海
陸
兩
防
祕
策
』

二

八 

に
引
用
文
が
あ
つ.
て
、,
以
て
譯
書
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
來
る
。
此
六 

個
の
引.
用

文

を

『海
軍
要
略
』
と
對
照
す
る
と
、
乾
の
第
二
輯
第
四
篇
に 

二
箇
、
第
八
輯
に
三
箇
、
' 

坤
の
第
十
九
記
抄
に
一
箇
相
當
の
文
が
見
出
さ 

れ
る
ハ
引
用
文
が
ど
れ
だ
け
原
譯
文
に
忠
實
か
も
問
題
で
あ
る
し
、
原
文 

と
も
對
照
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
鹿
田
・
金

森

兩

嚼 

比
較
の
み
を
以
て 

す
る
と
、
雄
勁
簡
結
な
譯
文
が
後
者
で
あ
り
、
懇
切
丁
寧
な
の
が
前
者
で 

あ
る
。

3

鐵
煩
鑄
鑑 

大
坂
在
住
の
緖
方
洪
庵
が
ヽ
同
國
に
し
て
江
戶
在
住
中
な 

る
錦
謙
か
ら
書
狀
と
共
に
、
「鐵
煩
鑄
鑑
凡
例
」
を
受
取
っ
た
の
は
嘉
永 

六
年
二
月
十
八
日
で
あ
り
、
錦
謙
は
同
年
ハ
月
七
日
、
「续
煩
鑄
鑑
全
部 

二
十
册
、
同
圖
面
大
小
十
三
枚
」
を
藩
侯
に
獻
じ
た
。
翌
七
年
の
獻
上
に 

は
右
の
外
「卷
物
一
軸
」
が
見
え
る
。
安
政
三
年
ハ
月
に
第
一
册
、
十
月 

に
第

二•

三
册
が
刷
上
り
兩
殿
樣
へ
獻
上
、
五
年
•

六
年
に
は
軍
用
方
へ 

上
納
、
七
年
に
は
「
三
册
分
板
木
」
を
獻
上
し
た.
。

『鐵
煩
鑄
鑑
』
二
十
册
の
中"0

仃
さ
れ
た
三
册
と
は
、
實
物
に
つ
い
て 

見
る
と
圖
解
篇
天
地
人
三
册
で
卷
數
で
云
ふ
と
十
六
丄
一
十
で
あ
っ
て
、
 

十
三
枚
の
圖
に
對
す
る
說
明
で
fe
る
。
圖
も
亦
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
二 

本
共
慶
應
元
年
秋
田
小
林
高
興
の
敍
あ
る
復
刻
本-
Go
、
原
刻
本
は
部
數
僅 

少
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
且
つ
圖
解
篇
が
膺
懲
館
藏
版
で
あ
る
に
對
し
て
圖 

に
は
淸
議
藏
版
と
あ
る
。
淸
新
館
と
は
何
か
、
未
だ
詳
に
し
な
い
。
此 

圖
及
び
圖
解
篇
は
最
近
『
日
本
科
學
古
典
全
書
』
に
收
め
ら
れ
て
復
刻
さ 

れ
た
が
、
本
文
は
存
否
不
詳
で
あ
る
。

こ
の
原
書
は
內
閣
文
庫
所
藏.(

外
・
に
有
馬
成
甫
氏
故
武
藤
長
藏
氏
等
所

4。6
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Gravenhage

 1826)

が
こ
れ
に
當
る
〇 

銅
材
の
流
出
と
銅
價
の
昂
騰
、
更
に
西
歐
に
於
け
る
銅
製
砲
よ
り
鐵
製
砲 

へ
の
轉
換
自
體
が
、
我
邦
に
於
て
も
、
從
來
の
銅
製
砲
に
代
っ
て
鐵
製
砲 

鑄
造
の
計
畫
ヽ
マ
の
爲
の
反
射
爐
築
造
、
製
鐵
等
を
試
み
し
め
、

そ
の
技 

術
指
導
の
書
と
し
て
ヽ
ヒ
ュ
ギ
ュ
エ
ニ
ン
の
本
書
が
譯
さ
れ
る
に
至
っ
た
。 

か
ゝ
る
事
情
は
錦
謙
自

身
=

海
陸
兩
防
祕
策
』
の
中
に
述
べ
て
ゐ
る
。
 

此
書
の
邦
譯
は
弘
化
嘉
永
の
交
、
手
塚
謙
藏
に
よ

る

F

西
洋
鐵
煩
鑄
造 

篇
』ゝ

同
じ
頃
伊
東
玄
朴
等
に
よ
る
『
鐵
煩
全
書
』
が
、金
森
譯
に
先
っ
も 

の
で
あ
る
。
何
れ
も
實
際
の
鑄
砲
事
業
と
關
連
し
た
飜
譯
事
漾
で
あ
る
が
、
 

金
森
譯
が
ヽ
嘉
永
七
年
荒
川
扇
平•

宮
次
群
藏
が
鑄
筒
懸
と
な
り
、
反
射 

爐
を
築
い
て
大
砲
を
鑄
た
が
、
試
砲
に
當
っ
て
砲
身
破
裂
し
、
村
松
幸
左

(
註
七) 

衞
門
が
死
ん
だ
と
云
ふ
松
江
藩
の
鑄
砲
事
蹟
と
直
接
關
係
あ
る
か
ど
う
か 

は
確
證
を
得
な
い
。

4

威
遠
譚
筆 

嘉
永
六
年
ハ
月
ハ
日
、
「
威
遠
譚
筆
一
册
」
を
獻
上
、
七
年 

五
月
、
「
威
遠
譚
筆
後
編
一
册
」
を
兩
殿
樣
に
獻
じ
た
。
十
一
月
に
は
前 

編

一
册
を
御
隱
居
樣
へ
上
っ
て
ゐ
る
。
威
遠
は
下
曾
禰
信
敦
の
號
で
あ
る 

か
ら
、
信
敦
の
談
話
筆
記
の
如
き
も
の
で
、
獻
上
の
時
期
と
同
時
に
獻
上 

し
た
文
書
の
種
類
か
ら
、
初
度
及
び
再
度
の
米
舶
來
航
關
係
の
も
の
が
、
 

夫
々
前
後
編
で
あ
ら
う
と
考
へ
た
。
神
宮
文
庫
に
藏
せ
ら
れ
る
後
編(

古

ー
ニ
〇

事
類
苑
編
纂
事
務
所
よ
り
引
繼
、
內
藤
耻
叟
藏
書
印
あ
り)

を
見
る
と
、
 

錦

謙

の

「筆
錄
」
と
の
み
あ
っ
て
、
威
遠
が
信
敦
の
號
か
、
字
義
通
り
の 

も
の
か
斷
定
で
き
な
い
が
、
內
容
は
果
し
て
、
「嘉
永
七
年
甲
寅
正
月
十
日 

夷
船
三
隻
近=

於
駿
州
田
中
港
而
忽
去
矣
、
數
隻
別
見
二
于
遠
洋
」

に
始 

ま

り

「
四
月
十
一
日
夷
船
二
隻
再
入
ー
ー
于
浦
港
こ
に
終
る
再
度
來
舶
に
關 

す
る
事
件
の
綱
文
を
立
て
、

一
々
詳
細
の
說
明
を
附
し
、
更
に
處
々
、
 

「
錦
謙
日
」
と
し
て
、
正
月
廿
三
日
、
友
人
岩
名
昌
山
、
男
恭
平
等
と
浦
賀 

に
赴
い
た
時
の
見
聞
其
他
を
以
て
敷
衍
し
た
も
の
で
、
本
牧
及
び
金
澤
能 

見
堂
よ
り
翼
遠
鏡
に
て
觀.
た
る
夷
船
の
景
況
及
び
屠
場
の
結
構
彼
我
席 

准
の
圖
併
せ
て
二
葉
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
前
編
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
 

後
編
中
の
參
照
記
事
に
よ
っ
て
も
前
編
が.
ヘ
リ
ー
初
度
來
航
に
關
す
る
も 

の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

5

海
陸
兩
防
祕
策 

威
遠
譚
筆
に
依
っ
て
米
船
來
航
の
正
確
な
情
報
を
蒐 

集
報
吿
し
た
錦
謙
は
、
六
年
十
月
に
は
、
『
海
陸
兩
防
祕
策
』
一
を
獻
じ
た
。 

卷
之
上
、
海
防
篇
第
一
の
み
存
し
て
、
卷
之
下
陸
防
篇
が
書
繼
が
れ
た
か 

ど
う
か
、
又
其
存
否
共
に
不
明
で
あ
る
が
、
海
防
篇
の
み
で
首
尾4
70
結
し
、
 

附
言
迄
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

先
づ
水
深
の
淺
い
品
川
沖
に
效
の
な
い
臺
場
を
築
く
よ
り
は
、
浦
賀
海 

の
防
備
を
嚴
に
す
べ
き
を
說
き
、
其
第
一
策
と
し
て
、
「
猿
島
ヲ
後
背
二 

シ
、
富
津
岬
ト
十
石
崎
ト
ノ
岸
涯
戶
各 <
 
方
三
十
餘
丁 
ノ
浮
泛
砲
臺
ヲ
作 

ク
リ
、
其
中
央
ヲ
メ
僅
カ
・
一
ー
ニ
十
丁
內
外
ヲ
相
距
ラ
シ
メ
、
其
前
側
ニ
ハ 

各,

五
六
十
封
度
以
上
の
盆
龍
迦
炳
二
百
挺
許
リ
ヲ
備
へ
、
又
其
後
側
二 

モ
各
く 

ー
rl
挺
許
り
ヲ
備
」
ふ
べ
し
と
し
、
其
第
二
策
と
し
て
、

『
百
幾

會

4〇8



『
鐵
煩
鑄
鑑
』

の
諜
者
金
森
錦
謙
に
就
て(

桃)

w

i

に
所
謂
「
驅

逐

砲

臺

蒸

氣

船

耀2
n

律

>4
へ
」
を
製
作
し
、
 

二
十
隻
許
り
を
、

一
隻
每
にa

籠
迦
炳
六
七
十
挺
を
備
へ
て
浦
賀
海
口
に 

•

ゝ
繫
ぎ
置
き
、
米
船
と®

ふ
べ
し
と
し
、
軍
艦
製
作
に
は
國
誅
に
應
じ
て
諸 

侯
に
課
し
、
蔘
勤
交
代
を
舟
行
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
獻
言
し
た
。 

譬
に
よ
る
兵
學
智
識
を
活
用
し
た
純
戰
術
論
で
あ
り
、
他
の
彼
の
手 

に
な
る
も
の
が
す
べ
て
飜
譯•

譯
述•

增
補
等
で
fc
る
の
に
對
し
て
最
も 

彼
の
眞
面
目
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。 

、 

松
江
藩
に
於
て
、
此
後
軍
艦
の
購
入
が
行
は
れ
た
の
も
彼
の
論
よ
關
係 

が
な
い
と
は
い
へ
な
い
。

6

步
兵
使
用
雷
銃
新
書 

錦
謙
は
安
政
三
年
四
月
晦
「
步
兵
使
用
雷
銃
瑣 

言
一
册
」
を
獻
上
し
た
。
板

本

『
雷
銃
新
書
』
附
言
の
日
附
が
一
日
違
の 

同
年
五
月
一
日
で
あ
る
か
ら
、

恐
ら

く
『雷
銃
瑣
言
』
は

『
雷
銃
新
書
』 

の
前
名
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
同
年
十
月
、
『
鐵
憤
鑄
鑑
』
と
共
に
板
行
さ 

れ
た
。
四
年
に
は
兩
殿
、
五
年
に
は
軍
用
方
へ
差
出
し
、
七
年
に
は
板
木 

を
獻
上
し
た
〇'-,
板

木
は

「
雲
藩
金
森
氏
藏
板
」
で
，あ
っ
て
、

錦
謙
傳
記
史 

料
を
提
供
す
る
所
の
下
曾
禰
信
之
の
序
文
が
つ
い
て
ゐ
る
。 

原
書
を
未
だ
詳
に
し
な
い
が
、
單
ー
の
原
書
か
ら
の
飜
譯
で
は
な
く
、
 

•

附
言
に
據
れ
ば
、
始

の

「
雷
銃
圖
」
の
如
き
は
、
其
春
舶
來
の
蘭
銃
の
實 

物
に
よ
っ
て
作
圖
し
た
も
の
で
あ
り
、
最

後

の

「
ハ
節
次
裝
藥
法
」
は
未 

だ
原
書
を
得
な
い
が
、
下
曾
彌
信
之
が
前
年
よ
り
長
崎
に
於
て
、
蘭
人
の 

親
夾
を
受
け
て
同
社
に
傳
へ
た
も
の
を
記
し
た
の
で&

る
と
い
っ
て
ゐ
る
。 

信
之
の
長
崎
行
は
『
西
洋
火
技
銃
陣
傳.
播
之
原
始
來
歷
』
『
海
軍
歷
史
』 

『
贅
言
』
等
で
も
知
ら
れ
る
。

ニ
ニ
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五
號

一
三
一

火
繩
放
よ
り
火
燧
石
放
、へ
、
そ
れ
よ
り
雷
紛
へ
と
火
器
の
變
遷
は
、
錦 

謙
は
旣
に

『海
陸
兩
防
祕
策
』
中
に
も
說
い
て
居
り
、
此
書
は
主
と
し
て

(
註\

〕
 

此
新
武
器
の
操
作
を
記
し
て
ゐ
る
。
松
江
藩
に
作
ら
れ
た
「
雷
火
銃
製
作 

所
」
が
彼
と
關
係
あ
る
か
ど
う
か
は
、
詳
で
な
い
。

・

五

書

籍

の

獻

上

ー
、
著
譯
者
未
詳
の
も
の 

錦
謙
の
獻
上
書
目
か
ら
、
前
に
揭
げ
た
錦
謙 

自
身
の
著
譯
と
し
て
明
か
と
な
っ
た
も
の
と
、
.

後
に
揭
げ
る
他
人
の
著
譯 

と
し
て
明
か
な
も
の
と
を
除
い
た
未
勘
の
も
の
を
こ
ゝ
に
揭
げ
る
。
錦
謙 

自
身
の
著
譯
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
故
ら
他
人
の
著 

譯
よ
り
前
に
位
置
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

1

艦
煩
法
則 

錦
謙
は
、
嘉
永
二
年
十
二
月
、
「
艦
煩
法
則
全
部
七
册
、
同 

圖
面
ニ
枚
」
を
獻
土
ヽ
・
四
年
に
は
軍
用
方
へ
差
出
し
た
。
安
政
六
年
に
は 

「
全
六
册
」
と
あ
る
。

2

燒
夷
彈
鑑
・
嘉
永
四
年
九
月
、
「
燒
夷
彈
鑑
上
下
二
册
」
を
獻
上
、
十
一 

月
軍
用
方
へ
差
出
し
た
。
安
政
六
年
に
「燒
紅
彈
鑑
」
と
あ
る
の
も
同
書

(5)

で
あ
ら
う
。

あ
軍
陣
必
携
馬
療
埠
的
嘉
永
五
年
九
月
二
十
日
、
「
軍
陣
必
携
馬
療
埠 

的
全
部
四
册
」
を
獻
上
、
安
政
六
年
に
も
上
っ
た
。
か\

る
馬
醫
書
は
錦 

謙
の
著
譯
ら
し
く
な
い
。

，

4

洋®

祕
綢 

安
政
五
年
十
月
七
日
、
「洋®

祕
鷄
全
三
册
」
を
御
隱
居
へ
、
 

十
一
月
に
は
御
手
元
へ
上
り
ヽ
十
二
月
に
は
軍
用
方
へ
差
出
し
た
。

5

彩
色
雷
銃
圖•

大
砲
迦
蘭
車
圖 

安
政
五
年
十
二
月
朔
、
「
彩
色
雷
銃

410



圖
一
册
、
大
砲
迦
蘭
車
圖
二
枚
」
を
若
殿
樣
へ
獻
上
し
た
。

6

蘭
學
訓
蒙 

安
政
五
年
十
二
月
廿
六
日
、
「蘭
學
訓
蒙
二
帖
」
を
兩
御
殿 

へ
上
っ
た
。

ニ
ゝ
他
人
の
著
譯
書 

•

1

遠
西
秤
量
尺
度
考 

嘉
永
四
年
九
月
、
「
遠
西
秤
量
尺
度
考
一
册
」
を
獻 

上
、
十
一
月
、
軍
用
方
へ.
差
出
し
、
安
政
六
年
に
も
獻
上
し
た
。
杉
田
成 

卿
の
譯
で
あ
る
。 

•

2

雷
火
銃
小
解/

嘉
永
四
年
十
一
月
卄
九
日
、
「
雷
火
銃
小
解
一
册
、
同 

圖
面
四
枚
」
を
軍
用
方
へ
差
出
し
た
。
東
條
公
賓
の
和
解
で
あ
る
。

3

坤
輿
圖
識 

嘉
永
五
年
三
月
、
「坤
輿
圖
識
前
後
二
篇
、
同
圖
面
一
軸
」 

を
獻
じ
た
。
箕
作
省
吾
の
著
で
あ
る
。

4

牛
痘
解
蔽•

愛
育
茶
譚 

嘉
永
六
年
正
月
、
「
牛
痘
解
蔽
一
册•

愛
育 

茶
譚
一
册
」
を
上
っ
た
。
前
者
は
西
村
春
雄
著
の
種
痘
書
、
後
者
は
桑
田 

立
齋
著
の
小
兒
科
書
で
あ
る
。

5

種
痘
新
書
安
政
六
年
六
月
九
日
、
「
種
痘
新
書
全
一
册
」
を
御
隱
居
樣 

入
上
っ
た
。
朝
鮮
撰
述
書
で
あ
る
。

6

萬
寶
新
書
，
萬
延
元
年
四
月
十㈣

日
、
「萬
寶
新
書
初
篇
一
册
」
を
上
っ 

た
。
宇
田
川
興
齋
著
で
あ
る
。

亠
ハ
外
交
文
書
の
進
獻

「蘭

人

書

上

風

說
書
」
の
進
点
は
、
嘉
氷
二
年
十
一
月•

三
年
十 

月
•

五
年
正
月•

七
年
十
月
等
に
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
不
斷
に
國
際 

情
勢
に
就
い
て
の
藩
の
耳
目
で
あ
っ
た
錦
謙
は
、
・
ヘ
リ
ー
來
航
以
後
特
に 

『
鐵
煩
鑄
鑑
』•

の
譯
者
金
淼
錦
謙
に
就
て(

桃)

こ
の
方
面
の
活
動
が
顯
著
と
な
っ
た
。
下
曾
禰
信
敦
が
當
時
幕
府
に
於
て 

外
國
應
接
に
任
じ
て
ゐ
た
筒
井
政
憲
の
實
子
で
あ
る■

と
は
多
く
の
便
宜 

を
供
與
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。:

嘉
永
六
年
六
月
、
米
使.
ヘ
リ
ー
浦
賀
へ
來
る
や
、
其

月

「
異
國
船
風
說 

.
書
六
通
」
を
獻
じ
、
こ
れ
に
つ
い
で
、
『威
潼
譚
筆
』!f

海
陸
兩
防
祕
策
』
が 

獻
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
翌
七
年
正
月
再
び
來
朝
す
る
や
、
正
月 

十
日
、
「
異
國
船
豆
相
沖

ーー相
見
ニ
付
、
風
評
區I

 -
ー
ツ
キ
、
浦
賀
表
迄
罷 

越
、
委
敷
聞
探
、
伺
ノ
上
、
右
被
仰

付
一
付
罷
越
、
風
說
書
一
通
差
上
」
げ 

2
0

五
月
に
は
、
「
魯
西
亜
航
到
聞
、
亜
墨
利
加
航
到
諸
說
錄
一
册
」
を
威 

鬣

筆

後

編

と

共

に

「御
兩
殿
樣
に
一
部
宛
差
上
之
」
げ
た
。

魯
西
亞
航 

到
聞
と
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
來
朝
に
關
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
六
月
七
日 

に
は
、
「
淸
國
上
諭
附
唐
船
風
說
書
一
册
、
薩
州
ヨ
リ
屆
置
願
書
附
蒸
氣
船 

蘭
人
に
注
文
書
奉
吐
露
愚

按

口
章

書

一
小
册
御
兩
殿
樣
チ
ー
部
宛
差
上
」.

(

マ 

)ヽ

げ
た
。
ハ
月
廿
四
日
に
は
、
「
一
昨
年
閏
七
、
十
五
入
港
英
國
船
將
崎
陽
鎭 

臺
に
遞
書
和
解
之
寫
一
小
册
差
上
之
」
げ
、
九
月
十
日
に
は
、
「
英
國
軍
艦 

都
督
呈
簡
漢
文
之
分
二
册
、
御
兩
殿
工
」
上
っ
た
。

右
は
是
歲
閏
七
月
十 

五
日
英
國
水
師
提
督
文
タ
ー
リ
ン
グ
長
崎
へ
入
港
し
、
露
國
と
開
戰
せ
る 

の
故
を
以
て
、
日
本
の
港
灣
を
開
か
ん
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
十 

月
十
八
日
に
は
、
「
魯
西
亞
人
唐
太
遺
書
一
通
差
上
之
」
げ
た
。
こ
れ
は
四 

月
十
六
日
(

露
曆
五
月
三
十
日)

樺
太
ハ
カ
ト
マ
リ
に
於
て
船
將
次
官
ポ 

ス
シ
エ
ト
の
遺
し
た
蘭
文
書
翰
と
思
は
れ
る
。
同
日
、
蘭
人
書
上
萬
國
風 

說
書
と
共
に
、
「英
國
船
將
崎
陽
鎭
臺
工
遞
書
一
部
、
魯
西
人
唐
太
遺
書
ー 

通
、
隱
居
樣
へ
差
上
」
げ
た
。
十
月
廿
九
日
に
は
、
「•••
筒
井
川
路
兩
員
上 

ー
二
三
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第
四•

五
號 

書
一
册:.

差
上
」
げ
た
。
こ
れ
は
露
西
亞
應
接
掛
筒
井
政
憲
川
路
聖
護
の 

米
人
取
扱
に
關
す
る
上
申
書
で
あ
ら
う
。
十

一
月
ハ
日
に
は
、
「
松
前
家 

屆
書
一
册
、
御
隱
居
」

へ
上
ら
れ
た
。
七
八
九
月
に
亙
っ
て
露
船
に
關
す 

る
こ
と
が
度

念

前
崇
廣
よ
り
屆
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

十
一
月
十
六
旧
に
は
、
 

錦
謙
は
、
「
中
村
爲
彌
、
魯
西
亞
人
對
話
記
一
册
、
御
隱
居
へ
」
上6
が

。 

こ
れ
は
十
一
月
七
日
、
下
田
長
樂
寺
に
於
て
、
蹩

組
頭
中
村
爲
彌(

時 

.
萬)

と
露
國
船
將
官
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
、
開
港
並
國
境
の
件
に
つ
い
て
の
對 

話
書
で
あ
ら
う
。

ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
文
書
以
下
は
大
日
本
古
文
書
幕
末
外 

國
關
係
文
書•

北
海
道
史
等
に
之
二
相
當
す
る
と
思
は
れ
る
も
の
が
見
出 

さ
れ
る
。

右
の
如
く
、
米
使
露
使
の
來
朝
に
關
す
る
重
要
な
外
交
文
書
は
そ
の
時 

時
速
に
報
吿
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-

國
際
關
係
の
み
で
な
く
、
國
內
關
係
で
も
、

安
政
元
年
卡
二
月
六
日
、
 

「
長
州
侯
藩
士
へ
御
意
ノ
旨
寫
二
册
、
兩
御
殿
樣
へ
」
上
り
、
萬
延
元
年 

四
月
三
日
に
は
、
「
水
府
浪
士
上
書
ノ
寫

一
册
、
御
隱
居

へ
」
上
つ
號

七

蘭

學

敎

育

金
森
錦
謙
の
著
述
に
は
、
『
雷
銃
新
書
』
が
、
「
童
幼
初
學

ノ
士
」
を
目 

標
と
し
た
如
き
、
又
恐
ら
く
錦
謙
の
著
と
思
は
れ
る
『
彩
色
雷
銃
圖
』
『
大 

砲

迦

譬

ノ

圖
』
『
蘭
學
訓
蒙
』.
の
如
き
も
其
書
名
か
ら
啓
蒙
的
な
も
の
が 

あ
っ
た
と
思
は
れ
る
、
實
際
敎
授
の
上
に
も
、
膺
懲
館
に
於
て
下
曾
禰
氏 

の
御
曹
子
が
錦
謙
に
就
い
て
蘭
書
の
句
讀
を
う
け
た
こ
と
は
前
に
の
べ
た 

所
で
fe
る
が
、
錦
謙
の
蘭
學
敎
育
に
於
る
事
蹟
は
之
の
み
に
止
ら
な
か
っ

ニ
ー
四

ヽ

た
。嘉

永
二
年
閏
四
月
、
錦
謙
が
蘭
學
御
用
と
し
て
松
江
藩
に
出
入
し
て
最 

初
の
事
蹟
は
、
其
年
八
月
十
八
日
、
「
間
宮
繁
之
丞
蘭
學
敎
授
之
儀
被
仰
将
」 

ら
れ
た
こ
と
で
為
る
。
な
ほ
こ
の
外
安
政
二
年
七
月
二
十
日
に
も
、
「蘭 

學
志
之
面
？
モ
於
有
之
ハ
可
令
相
傳
旨
被
仰
渡
」
れ
て
居
り
、
松
江
藩
邸 

に
於
る
蘭
學
敎
育
の
行
は
れ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

間
宮
繁
之
丞
と
は
安 

政
二
年
勝
海
舟
手
記
に
見
え
る
其
頃
手
塚
律
藏
の
塾
に
あ
っ
た
繁
之
進
の 

こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
繁
之
進
は
後
藩
士
に
登
用
さ
れ
、

つ
い
で
文
久
二 

年
五

月(

錦
謙
の
歿
月)

に

は

需

の

蕃
書
調
所
敎
授
手
傳
出
役
と
な
り
、
 

是
年
十
二
月
に
は
江
戶
の
松
江
藩
邸
に
西
洋
學
校
が
開
か
れ
た
際
、
布
野 

雲
平
の
洋
學
敎
授
と
共
に
敎
授
手
傳
に
任
じ
、
〔
こ
の
頃
觀
ー
と
改
む)

翌 

三
年
十
月
に
は
、
國
許
松
江
に
於
て
同
じ
く
布
野
と
共
に
洋
學
敎
授
を
開 

始
し
觀
ー
は
蘭
學
掛
と
な
っ
た
。
此
後
松
江
に
於
て
間
宮
篤
郞
、
更
に
名 

を
渾
之
介
と
い
ひ
、
後
に
は
佛
學
敎
授
を
勤
め
た
者
が
知
ら
・
れ
る
が
、
恐 

ら
く
同
一
人
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
布

野•

間
宮
の
歸
國
後
藩
邸
及
び 

開
成
所•

大
學
南
校
に
佛
學
を
廣
め
た
入
江
文
郞
は
錦
謙
の
友
人
岩
名
昌 

.
山
を
師
と
し
た
點
等
か
ら
考
へ
て
、
錦
謙
に
師
事
乃
至
兄
事
し
た
と
想
像 

さ
れ
る
。
從
っ
て
錦
謙
の
蘭
學
敎
育
は
膺
懲
館
以
外
に
藩
邸
に
於
て
も
行 

は
れ
、
そ
れ
が
需

及

び

藩
の
洋
學
敎
育
の
一
源
流
を
な
し
た
と
い
ふ
こ 

と
が
出
來
る
。ハ

文

藻
•

交

友
•

家
族 

旨

幾
山
新
識
』
『鐵
煩
鑄
鑑
』
『
雷
銃
新
書
』
の
譯
文
、

『
威
遠
譚
筆
』
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『
海
陸
兩
防
祕
策
』
の
文
に
於
け
る
簡
結
な
漢
文
調(

支
那
の
稗
史
小
說 

式
文
章
の
影
響
も
見
ら
れ
る)

の
假
名
交
り
文
章
、
『竹
島
圖
說
』
題
言
に 

殒
る
漢
文
の
外
に
、
次
の
安
政
戊
午
の
年
の
詩
一
篇
を
知
る
こ
と
が
出
來 

空

又
(

懷
君
綽
桃
君)
 

金
森
錦
謙 

屋
梁
落
月
一
輪
殘
、
想
像
曾
遊
思
百
端
、
今
日
況
聞
身
抱
病
、
遙
投
尺 

素
問
加
餐-

(
9
)
 

(
1
)
 

交
友
中
の
蘭
學
者
と
し
て
は
、
緖
方
洪
庵•

岩
名
昌
山
あ
り
、
家
族
と 

し
て
は
男
恭
平
が
あ
る
こ
と
は
旣
に
觸
れ
た
如
く
で
あ
る
。 

以
上
で
多
く
の
不
明
の
點
を
殘
し
っ
ゝ
も
金
森
錦
謙
の
事
蹟
の
槪
略
を 

述
べ
終
へ
た
。
錦
謙
の
子
孫
で
も
が
判
明
し
て
、
材
料
が
そ
こ
に
そ
っ
く 

り
殘
っ
て
ゐ
る
と
な
れ
ば
、' 
こ
の
小
文
は
恐
ら
く
無
駄
の
も
の
と
な
ら
う
。 

し
か
し
萬
一
そ
の
樣
な
こ
と
の
機
緣
と
な
る
と
す
れ
ば
、
寧
ろ
小
文
の
目 

的
は
達
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

本
文
を
草
す
る
に
當
り
御
蔭
を
蒙
っ
た
石
井
孝•

石
村
吉
甫•

市

閤
 

應
•

岩
崎
克
己•

緖
方
富
雄•

大
久
保
利
謙•

大
槻
茂
雄•

佐
藤
堅
司• 

三
枝
博
音•

舊
鳶
巢
村
役
場•

中
村
英
勝
・
野
津
靜
一
郞
“
原
平
三•

藤 

田
東
一
郞
の
諸
氏
に
こ
の
場
所
を
か
り
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。 

註
ー
明
治
十
一
年
下
會»

信
之
書
上
げ
『
西
洋
火
技
銃
陣
傳
播
之
原 

始
來
歷
」(

史
料
編
纂
所
所
藏)

。

註

二

山

崎

有

信

氏

著

『
幕
末
血
淚
史
』
、

下
曾W

信

守
(

信
敦
の
末. 

子)

筆

『
下
會
斓
邸
繪
圖
』(

三
井
常
太
郎
氏
所
藏)

。

『
鐵
煩
鑄
鑰
』
の
譯
者
金
森
錦
謙
に
就
て(

桃)

註
三 

拙

稿

『
松
江
藩
の
洋
學
と
洋
醫
學
』(

日
本
醫
史
學
雜
誌
ニ
ー
ー
・ 

〇ーーー—
五
號
所
載)

、
尙
こ
の
外

に

『
慕
氏
兵
論
』(

松
山
藩
演
武
館' 

版)

の
譯
者
會
田
勇
次
郎
も
松
江
藩
出
身
の
人
物
で
齊
貴
の
蘭
僻
と 

關
係
づ
け
て
考
へ
ら
れ
る(

信
太
英
『
淞
北
夜
譚
』
、
山
口
宗
義
『
松 

陵
漫
談
』)

。 

- 

註
四
伯
爵
松
平
直
國
氏
所
藏

『
列
士
錄
』
。

註
五 

『
贈
從
三
位
松
平
定
安
公
傳
』
五
一
頁
、.
四
四
頁
。 

註
六 

『
村
川
氏
舊
記
』•

『
大
谷
氏
舊
記
』(

史
料
編
纂
所
影
寫
本)

。
 

註
七 

松
江
野
津
靜
一
郞
氏
敎
ー
ホ
。

註A

『
松
江
市
誌
』
五
一
四
頁
。

補
註
一
藤
田
東
一
郎
氏
「
鹿
田
正
明
の
『
海
軍
耍
略
』
と
そ
の
原
書 

—
洋
學
史
上
に
新
け
る
所
謂
ペ
キ
ザ
シX

の
影
響
—
」(

書 

物
展
望
一
三
五•

一
三
七
號
所
載)

參
照
。

補
註
二 

有
終
男
子
校
所
藏
の
原
書
を
一
瞥
す
る
機
會
を
與
へ
ら
れ
た. 

が
、
金
森
譯
は
鹿
田
譯
の
誤
譯
を
踏
襲
し
た
と
思
は
れ
る
個 

處
が;
fe
り
兩
者
の
關
係
が
考
へ
ち
れ
る
。

ー
ニ
五
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ギリシア人の記數法ど計算術

平 田 寬

与

序， 言

近代科學の每胎はつねにギリシア科學であるといはれ 

てゐる.けれども，この二つの科學をもし大まかに性格 

づけようとすれば,前者を實證的,後者を思辨的と呼ぶこ 

とによって,一應滿足せられるであらう.そしてかやうな 

性格をひきおこした最も大切な契機の一つこそはじつに 

技術知としての計算術の驅使如何であったと思はれる.

じっさい,初期のギリシアの科學者（または哲學者）た 

ちは,計算術に對しては關心を畲せ・てゐなかったやうで 

ある.かれ£> （i, api6pyTLK>jと\0'tiaTiKT）とを.「數の學」 

と「計算の獅」といふふうに區別してめ,もっぱら前者一; 

一數論の硏究に從事してゐたのである.この區別はかな; 

り早くからおこなよれてゐたが,プラトン（Platon紀元前 

380年頃）によって充分に確立せしめられた〔例へば，Gor

gias, 451 B.〇; Theaitetos,145A, 19SA など:）.殊にその「カ 

ルミデス」篇（165E）の註釋者は,はっきリと次のやうに 

述べてゐる,「計算術とは,數へられた事物を取扱ふ學で 

あって,數を取扱ふ學ではない.その本質においては數 

を取らないが,1を單位と假定し,數へられた對象を數と 

假定する.すなはち,3をtriad,10をdecadと見做し, 

かやうな（特殊なj場合に算術の理論を適用する.かくて 

計算術は,一方においてはアルキメデスが家畜問題と呼 

んだところのものを硏究し，他方においては,林檎に關し 

てはmelitesの數を，酒器に關してはphialitesの數を硏 

究する.またその他の種類のものにおいても,計算術は 

知覺せられる物體の・數を諒究し,それらを完全なるもの］ 

のごとくに（心nepl re\eia>v^）取扱ふ.その主題は,數へ 



られる一切のものである.その分科は,乘法と除法,分數 

の加法と分解における,いはゆるギリシア的とエジプト 

的方法を含む.そしてこれらの方举に'よって,特殊なる 

問題の主題に關して三角數および多角數の理論の祕密を 

探るのである」〔T. Heath, Hist, of Gr. Math. vol.I pp, 

14-15］.つまり計算術とば，ピュタゴラス學徒たちにおい 

・て把握せられるやうな,數による物の形相,本質を究明す 

る形而上學なのではなくて，單に物の計算測量をことと

するテクネなので,ある.それゆゑ,加減乘矗,分數,開平 

方などの計算がその職分として擧げられる.そこで數の 

考察において造物主の意圖を發見しようとする哲學者た 

ちのうちには,「1 オボロスにつき10尾の觸は1タラン 

トシで何尾買ひ得るか,といふことのみを問題とする商 

人どもを蔑視する」［J. Gow, Hist, of Gr. Math. p. 72）も 

ののゐたことは當然のことであったらう.そしてかやう 

な仕打ちを受けたギリシアの計算術は,あの獨創的なギ 

リシア科學の目覺しい發展にはついてゆけず,图難な茨 

の途を進まねげならなかったのである.

私は今ここで,この困難な途を步んだギリシアゐ計算 

術りの跡を簡單に辿ってみることに・よって,ギリシア人.

狞^,ゝト-＜く碾毅斑宀益歸坦（补田） 

の科學的技術の才能の一端を示唆し，またギリシア科學 

の特質を間接的に立證してみたいと思ふ.

1） これに做ってアリストテレス［Mcthaph・B. 2. 997 b 26,

31］は,ye（op€Tpioe （幾何學）とo8^i（rioe （實際的な測地

、術）とを區別してゐる.

2） ただし，ここでは問題を「筆算」に限定して論ずることに

・ する.

ヘロディアノス式記數法

さて,計算術の重要な基底をなすものは記數法である• 

われわれは,天文學以外では十進法を使ってゐたギリシ 

ア人の記數法が,どんなものであったかをまづ知らねば 

ならないであらう.

「ヘロディアノス式」・は,眞の意味での記數法ではな 

い.この名の由來は,紀元後第3世紀頃のビュヅアンティ 

オンの文法學者へロディアノス（Herodianos）に歸せら 

れる〜斷篇め中にこの記號が述べられてゐることに基く 

ものである.かれは,この記號がソpン（Solon,紀元前第 

6世紀）の法令のなかで使用.されてゐるのを見たといひ, 

また,さまざまな古代の碑文,指令,法律のなかに,見出 s 

されるといってゐる.この記號はまた特に,紀元前454マ

1 U-P
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年から同95年のアテナイの諸碑文においてめしばしば 

使用されてゐたため,一名「アッティカ式」とも呼ばれ 

てゐる.

この記號は,1は垂直棒Iであるが,その他は,ある特 

定の數詞の頭文字だけを取ることによって,それに對應 

する數記號としてゐる.つまり,

1-• •• •1

5...........   p (trevT'x)

10............ A (Setcoe)-

100............ H (e/ca7OP)

1000-・ ・ ・ ・X (%以如

10000............ M QzVyOt oi)

となり，それに10以上では5と乘法的に結合して，

50...........F,尺または戶

500.......... n

5000 ・•••••丙

50000...........网

が作られてゐる.尤も，アッティカ以外の地方,たとへば 

ボイオティアなどで用ゐられたこの種の記號では，字體 

や組み合せがいくぶん變化してゐる.ともかく，ヘロディ

1

アノス式は6箇の單記號と4箇の複記號とから成立し 9 

てゐる.そしてこれらの記號を按配して，任意の數を表 

示するのであるが,その記數法は加法式に並置され,した 

がって單記號は4箇まで繰り返へすことができる.ま 

た,高位の數は左方へ置かれ,低位になるにつれて右方へ 

と記されてゆく.たとへば,XXXXnHHHFAAnni 

は4879を表はす.なほ,實例を二三示してみよう.

第1圖は有名な「サラミス(Salamis)の計算板」の 

模型圖である.この計算板が何時頃のものであるか,ま 

た實際は何に使用されたものであるかなどにつSては，

X
.
し

 
〇
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V
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1
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99 • S

〇

第 1 圖



今日のところ十分解らないり.ただここで必要なのは,三 

方に記された文字である.ここには，明かにへ□ディア 

ノス式の數記號が含まれてゐる.そして一見して分るや 

うに,下方の文字は他の二方の文字に比べて左側に二文 

字追加されてゐるだけで,その他は三方とも全く等しい. 

そこで下方の文字を解いて見よう.まづ左端から,丁は 

タラントン（to.Xkvtov'）すなはち600.0ドラクオ（S严X・か 

F は5000ドラクメ,Xは1000ドラクメ，円 は500 

ドラクメ, Hは;100ドラクメ,円は50ドラクメ, △ 

は:L0ドラクメ,Fは5ドラクメ, Fはドラクメ, I 
はオボロス（60。心）すなはちドラクメのJ,Cはも 

6 2 
才:3? ロス（亟ドラクメ），Tは*オボロス（TeTCtpTT/flOp- 

：0"）りすなはち;^ドラクメ,Xは・オポロス（X»KO务） 

すなはち占ドラクメである.だから總計は,12666 * 

迈刼亦ドラクメの金高を表はしてゐることになるので 

ある. -

第2圖は,「ダレイオス（Dareios）の花瓶」と稱せら 

れるものの一部の擴大圖である.租稅爱取人か兩替屋ら 

しい男の前の机上たは,Mf（=X） H>ro<Tなる文字 

が記されてゐる,左 

から4文字目までは 

明かに!0000,1000, 

100,1〇を表はす記 

號である.次のF 

については,ヒース 

〔T. Heath, op. cit. p. 

49〕はドラクメの古 

い記號である|>の書 

き誤りではないかと
第2圖

〔D. E. Smith and J. Ginsburg,見てをり,スミスなど

Numbers and Numerals, p.133はもとのままで5 （タラ 

ントン）としてゐる.最後の三文字は，左からオボロス, 
もオボロス，マオボロスである.
厶 4
第3圖は,紀元前第5世紀に舟けるアテナイ國家の支 

拂勘定である•最後の二行は,I<e（/）aXcYzoi/ ttpa[Xoy2aro9r] 

〇7）eiri 7〔狗〕apX恥 MHHP^TTT....... （F. Cajori, Hist, of

math. Notations vo'. I, p 23〕と記されてゐる.つまり, 

「わが政府の總經費353タラントン……」といふわけで， 

その金高にヘロディアノス式の數記號が用ゐられてゐる.
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かやうにしてへロディアノス式は，國家生活や〇〇 
日常生活の實際に役立ったのであるが,併しわれ’5 

われは，この記號と記數法とに長所と短所のある 

ことを認めなければならないであらう•そしてそ 

の判定は,もう一つのより優勢だった方式,すなは 

ち次に述べるアルファベット式記數法を考察し終 

ったときはじめて分明するであらう.

1) これは今日，ステパヌス(Stephanus)の「寶典」

(The saurus)第8卷の附錄中に印刻されてゐる.

2) Corpus Inscr, Atticarum.第],卷,第 2 卷にはこ

¢0 の記號のみが用ゐられてゐる.(たとへば,そこに述

べられてゐる船の構造の數量的表現など).

3) この計算板ならびに口ーマのabacusなど,古代の 

計算器については他日稿を改めて論じて見たいと思 

ってゐる.

4) またはTf)LTJ]pOpioVすなはちi (オボロス)であ 

るといふ說もある(M. Vi cent..).

アノレファベット式記數法

アルファベット式數記號は,ギリシアのアルファ 

ベット文字との關聯に拒いて考察されなければな 

らない.ギリシア人のアルファベットはフェニキ 



ア人のそれから浦入されたものであるが，セム系とギリ 

シア系の言語的性格の差異のため,ギリシ乙人はフェニ 

キア人のアルファベットをそのまま採用することはでき 

なかった.次に,アルファベット文字のギリシア語とフェ 

ニキア語との名稱,ならびにギリシア文字とそれから派 

生したラテン文字とを,口エフレル〔E. Liiffler, Zijfern u. 

Zifferusystem, 8, 36］にしたがって表示してみよう（表中 

のc ］印で圍まれたものは，その後廢棄されたものであ 

る）.

» =ゝ卜V©忌飜塩竦縊（牛田）

1. Alpha {Alcpli) Oi a 13. My (M~em) 严 m

2. Beta (Beth') Q b 14. Ny (Nun) V n

& Gamma (G-imel) 7 c )5. Xi (SamekK) E X

4. Delta (Daleth) 8 d 16. Omikron (Ajin) 〇 〇

5. Epsilon (He) € e 17. Pi (Pe) 7T P
6. (,Di,gamma(, Waio)=(尸)〕/ tSan (ZtMの M〕

7. Zeta (Zajin) r z 19. [Kcppa (Qcplb) £ q

8. Het ar (Chetli) 7 h 2〇. Rho (Resell) p T

9. Theta (Teth) e 一 ; 21. &gma (Sehin) cr S

10. Jota (Jod) i i 22. Tau dTaiu) 7 t

11. Kappa (Kaph) K k

12. Lambda ( Lamed) A I 23. Ypsilon n，u,vfy

24. Phi 9 26. Psi W
25. Cki X 27. Omega 〇)

さてこの表のうち,最初の 22文字がセム系からの採

用である.そしてギリシア人には使用できなかった-4Ze- 

ph> Se, Chet h, A jinが,それぞれ母音記號a, e, 7, 〇に 

適用され,間もなく第23番目の文字として母音”が追 

加されたのである.最後の4文字は,さらにその後ギリ 

シア人が發明したものであるが，その發明年代を決定す 

ることほむづかしい。.ともかくこのギリシア的アルファ 

ベットの發展は,小アジアのイオニアの主都市ミレトス 

からはじまった,と一般にされてゐる.そしてミレトス 

でまた,フェニキア語のアルファベットの摩擦音たる第 

7,第15,第:18,第21番目に變化が生じた.この變化に 

よってわれわれは,ギリシアのアルファベット式數記號 

を理解し得るにいたるのである.すなはちギリシア人の 

言葉には,フェニキア人に比べて摩擦音がそれほど多く 

なかつたため,必の音にはZetaが,'ksの音にはXiが, 

一般の一sの音にはSigmaが使用された.まtc, Zade 

は最初きはめて銳いsに使用されてゐたが,二重子音が 

發明されるに務よび,Zadeは〇-〇・と書かれるやうにな

I HI 1 
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ったので不必要となった.そこでそれ以下の文字の順序 

が上り,アルファベットは合計26文字となった.•しか 

しアルファベット式數記號が發明された頃は,まだこの 

古くなったZadeがすっかりは忘れ去られてゐなかった 

やうである.さてこの數記號は,上述の26文字のアル 

ファベット順へ,一位の數,十位の數,百位の數をそれぞ

れ次のやうに適用して作られた.

B, = 2

r, ? = 3

A, S = 4

E, e = 5 

亡,N=6 

召27

H, 7 = 8

0 = 9

I, I =10

K,k= 20

A, A= 30

M,/i= 40 

瓦” =50

= 60

0, 〇 = 70

IT, 80

◎，：= 90

p,p =100

200

T, r = 300

T, v = 400

不，© = 500

X, X= 600

豆不=700

Q, ® = 800

OTし个または易=900)

さて，26文字のときは上表から分るとほり，800臺の 

數しか表はせないので,古/いZa心（一名San）を再び加 

入させ7ることになった.けれども，もはや原位置の第18 

番目におくことはできないので，これを最後に附加し,か 

つMに由來する字形mまたは个をもって900を表は 〇 

すことにしたのである.あは,紀元後第15世紀のはじ マ 

め頃，ビュヅアンティオンの寫字生たちによって生じた 

もので,その名稱Sampiはその後に附けられた、もので 

ある.

さて，以上のやうな2？文字よりなるアルファベット 

數字が發明されて後間もなく,Digamrna （または Waw） 

の音標は不必要として廢止され,またKoppaはKappa 

によって 驅逐されてしまったのである.ここにおいて, 

ミレトスから全ギリシアに普及したアルファベット數字 

27文字と，紀元前第5世紀には一般に採用されてゐた 

いはゆるイオニア・アルファベット文字（24文字）との 

相違は,etrio-yfioe と稱せられる Digamma, Koppa, Sa- 

mpiの3箇の記號の有無によって生ずるわけである.

上表のアルファペット式數記號の各文字の上に橫線が 

一本引いてあるのは,任意の文章中において，單語の文字 

と數の文字とを區別するための工夫の一つであっての,そ 

の他,數字を點（丨または:）の間においたり，數字の兩 

側を空白にしたりされてゐる.しかし上表では，1から 

999までの數字は記號できるが,それ以上の數はできな 



•い.そこで千位の數は,1から9までの記號に簡單な符 

號を附したものが適用されてゐる.すなはち心または 

匕 が!000となる.その他 も（ = 1000）*0 （ = 9000）と 

いふ形も可能であった.また萬位の數は,前のヘロディ 

アノス式から借用して10000はM （p.vpl0l'）＞そして20000 

は乘法的にM （4たは0MかM/3）となる.なほ,一つの 

覃位名稱以上を含む數,つまり二桁や三桁の數を表はす 

場合，それらの數字の組立順序は下降,上昇いづれでもよ 

かった.すなはち111はpiu （下降）またはcap （上昇）, 

さらにpea.ですら差支へなかったのであるり.しかし最 

後には,下降が大勢を制するにいたってゐる.記數法の 

實例を，二,三ここに擧げてみると,"=32, po8 = 174, 

如=580, fivv = 349450となる.なほ,ギリシア詞華 

集（Anth. Pal.X 43）にはつぎのやうな數字の洒落が讀 

みこまれてゐる.

If 〇）pair lKO£VWT（XTOlf

ext 8e per' ctvra? qphjijigi ^eiKvvpevai

ZHOI \eyov（TL /3poro?9,

（勞働に6時間を與へよ,それに續く時間の數字 

は言葉となって戒めてゐる,お'人間よ,劭んみ

'和〇,ゝトV R盘獵最）;fc掛寒Cfrffi）

の生活を樂しめ,と）

すなはち,zne!は 仏®の命令形であると同時に,7,8, 

9,10（午後時）を表はしてゐるわけでおる;

以上においてわれわれは,アルファベット數字とその 

記數法との大體を知ったのであるが,この方式の由來に 

ついては,從來しばしば論議されてきてゐる•まづネッ 

セルマン〔G. H. F. Nesselmann, Algebra der Griechen SS. 

74-79〕によれば,・ギリシアのアルファベットはセム 系の 

ものから導入したのであるから，アルファベット式數記 

號もそれと同時にギリシアで行はれたと述べて,セム系 

起原を主張してゐる.これは,この數記號のうちに3箇 

のセム系文字（^ •••6, £…90, Mすなはち易…90〇） 

が混在してゐるところから，一見もっともらしく思へる 

が,しかしフェニキア數字には,アルファベットは用ゐら 

れてゐないのである。.そこで問題は,ハンケル〔H. Han- 

kel,Zur Gesch. d. Math. S. 34）が提出したやうに,ヘブ 

ライ數字が取上げられるであらう・なるほどヘブライ人 

が,かれらの22文字のアルファベットを數字に適用し 

てゐることは確かである〔Cajori, op. cit„ pp. 20-21, fig. _ 

11;Loffler, op. cit., SS. 46-48.參照〕.しかしこれは，ガウ

1111111
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〔Gow, op. cit., pp. 43-44參照;1の指摘してゐるやうに,へ 

ブライ人の採用がギリシア人より以前であるか以後であ 

るかが疑問である.かれは,ヘブライ人のはうがむしろ 

ギリシア人から借用したもので,その反對の意見は,あら 

ゆる術におけるヘブライ人の優位性を疑義するは不敬な 

りとする,古い迷信の遺物にすぎないといってゐる.ま 

たヒース［Heath, op. cit., p. 30）は,これをギリシア人の 

獨創的な工夫なりと簡單に述べてゐるが,レッフレル 

［Loffler, op. cit„ SS. 39-40）はやや詳しく次のやうに述べ 

てゐる.「この方式は,原理的にはヒエラティッシエおよ 

びデモティッシュの數記號といくぶん類似してゐるから， 

エジプトの影響を受けながら學者たちが創作したもので 

あると推定し得る.しかし,その一段の成熟と發展とに 

は,ギリシア獨特の極印が刻まれてゐる.われわれは言 

語學的な諸理由から,アルファベット數の發明がミレト 

スであることを,ラルフェルト（W. Larfeld）とともにー 

主張する.そしてそれは,紀元前第8世紀頃に使用され 

てゐる丄 しかしながら,このギリシア人の獨創か否かの 
問題は,さま'ざまなことがらと關聯して,依然不分明であ 

るといはなくてはならないであらう.

I 1110

このアルファベット式數記號が碑文に用ゐられた最古 

の證跡は,紀元前第5世紀頃.に求められる［Ldffler, cp. 

eit., S. 40卢）.しかしこれが一般に公認されるまでには,長 

い間かからねばならなかった.すなはちわれわれは,貨 

幣に統治年號としてこの記號が鑄刻された記錄を,紀元 

前第3世紀,プトレマイオスニ世•ピラデルポス（Phila- 

delphos）の時代に見ることができるのである.その頃の 

一鑄貨には,'A.\^avSpov KA （アレクサンドロス死後24 

年）と刻まれてゐるのがあるどいはれる〔Heath, Hi". 0 

Gr. Math., p. 35］.けれどもアテナイだけは,紀元前95 

年頃までは依然へロディアノス式が使用され,アルファ 

ベット式が使用されたのは,やっとアウグストウス（.Au

gustus, 紀元前63-紀元後!4） ・時代になってからであった.

1） レッフレル［Loffler, cp. cit, S, 36〕によると,最後に發 

明された文字は,紀元前750年以前には迫加されてゐな 

いといはれる.以下,ギリシア文字の變遷については同書S. 
37による.

2） i/ pov'Xy ra>v % （600 人會）など〔Heath, op. cit., p.
36）.

3） かやうな不安定な記:數法は,要するに「位ど!）の原则」の



觀念が缺けてゐたからに外ならない.

4) カジョリ〔Cajori, cp. cit,, p.18〕によれば,1から9ま 

では垂直棒をそれぞれの 數だけ並べる.10は1本の水平 

棒，20は2本の平行または傾斜せる水平棒,また時にはト| 

あるひは人とも記されてゐる.そして100は|<|であ 

った.

5) ヒース〔Heath, Manual of Gr, Math., p.16〕の報ずる 

ところによれば,紀元前350年頃のハリカルナッソスの有 

名なMausoleumの廢虛から出土した2箇の小 匣には,

YNA ( = 754)とSQT ( = 293)といふ文字が記入されて 

ゐた・

兩方式の比較

ヘロディアノス式とアルファベット式とを上匕較すると 

き,われわれはそこに長短のあることを見出すであらう. 

これについて，從來の學者の見解はどうであらうか?

カントル〔M, Cantor, Voarles. uber Gesch、d. Math、, I8, 

&129〕によれば,ヘロディアノス式からアルファベット 

式への移行は,疑ひもなく退步であるといふ.つまり,後 

者には前者にない二つの障碍が伏在してゐる.すなは 

ち,暗記しておかねばならぬ記號が多いこと(ヘロディア 

ノス式では基本記號が6箇であるが,これでは2?箇)

と,數へる時には參大の記憶力を必要とすることとであ 

る.ヘロディアノス式では,ゝゝ、+卜、ゝト=m(3〇 

+40 = 70)を記憶すれば,IIHH+HHHH = (300

+ 400 = 700)なることは容易に導き出される.すなはち, 

同種の3單位と4單位との和は同種の5單位と2單 

位との和に等しいことが,一般に適用される.それに反 

して,X+fi= 〇 (30+40 = 70)か ら t + u=W (300+400 

=700)を直接表示することはできない.アルファベット 

式の唯一の取柄は,場所をとらないといふことである.

P=>HHHAAAA piII!は,單に3国 と記せばよいわけ 

であるから.

ガウ〔Gow, cp. cit., pp. 46-47)は,アルファベット數字 

は致命的な失敗であって,それによってギリシア人の算 

術的才能の芽生えは局限されたといひ,簡潔さのために 

發明されたといふことは怪しむべきであると述べてゐ 

る.

またカジnリ〔Cajori, cp. cit., p. 26)は,アルファふッ 

ト式記號は進步を阻む重荷になったといひ,さらに,これ 

は科學の動向が必ずしも前進的方向をとらぬといふ初期 

の表明であるとさへいってゐる.

»='か卜V©思巔教些fc竦耀 船田) 1 111 H



篠酬・艮亦伙 ta -

アルファベット式數記號の改惡論を唱へるこれらの人 

びとに對し,タンネリイ〔P. Tannery, MSmoires scie“#M- 

ques, I, pp, 200-1）は,アルファベット數字の價値はそ 

れを使用してみるにしくなしとし,アルキメデスの圓の 

求積問題の計算を全部これによって行ったところ,その 

利點のあることを認めたと述べてゐる.

ヒース〔Heath, Hist, of Gr. Math., p. 38）は,カントル 

などの主張する多大の記憶力の必要性に對し，次のやう 

な具合に反駁してゐる.すなはち,われわれが「數へる」 

のは數記號をもってするのではなく，數の言葉によるの 

である.たとへば,3といふ數字と4といふ數字とを合 

して7といふ數字とするのではなく,「サンとシとはシ 

チ」といふのである.同樣にギリシア人も,ッと》はfと 

いはずして,7y?e“ /cor； ■recro'a/'e9歸加 といふであらう. 

そしてこの言葉から,ヘロディアノス式の場合とある程 

度同じ理由から,Tpiocicotrioi Kai rerpaKoaioi eirrajCo<r»oi 

（サンビャクとシヒャクとはシチヒャク）などが容易に喑 

示できるであらう.これは九々の場合も同樣である.と 

もかく加減乘除いづれでおれ,暗算においてわれわれが 

數へるのは，それに相當する言葉をもってするのであっ 

1 111 K

て,記號をもってするのではない.だから,數字はどんな 

ものを選ばうと計算には關係ない.アルファベット式で 

唯一の不便は,記號が多い（二七箇）といふことである 

が，これはさして不便ではない.ヒースはかやうにアル 

ファベット式の退步を否定するのであるが，しかし最後 

に正當にも,このアルファベット式にとって眞の障碍を 

なすものは，數組織としての零の記號の缺如であると斷 

定してゐる.そして，もし10, 20,100など特定の數にお 

いてその缺如を示す記號があれば,ギリシアのこの方式 

は,位どりの原則のある數組織となるであらう,とかれは 

述べてゐる..

さて,以上の諸學者の皐解を纏めてみると,

（1） ヘロディアノス式では,數記號は少いが記數法が 

長くなる.

（2） アルファベット式では,數記號は多いが記數法が 

簡潔になる.ただし,零の記號の缺如がこの場合,特 

に不便である.

といふやうになるであらう.かく眺めるとき，ヘロディ 

アノス式からアルファベット式への移行が退步である 

か,進步であるかは，それぞれの實際的用途。によって判 



斷されねばならないであらう.しかし少くとも,この移 

行が大なる進步であったとはいひ得ないやうに思はれ 

る.そしてわれわれは,今日インド•アラビア數字に對 

してこの兩方式のいづれを比較して・も，そこに格段の相 

違があることを十分に留意しなければならない.

1）たとへば,上述した鑄貨のごとき阻られた場所では,アル 

ファベット式の簡潔な記數法が好都合であら5 .

大數の記數法

アルファベット式記數法において,萬位の數を記すに 

は,皿の上にその單位數の文字が附せられる.たとへば, 

M= 20000であり,饗'',e<uoe = 71755875〔サモスのアリス 

タルコスAristarchos]であった.あるひはまた,・萬位の數 

をMまたは比の次において,千位以下の數とは一點で 

區切るやうにするとともできたすなはち,盒卩"•上もお 

= 1507984 [Diophantos, IV. 28]となる.また時には,萬 

位の數は普通のアルファベット數字の上に二點を附して 

表はされ九.すなはち,0=18592 [Heron, Geome- 

trica,17. 33] Eなる.もうと高位の數を表はすために 

は,萬位の寡が用ゐられた.かくて10000はtrpa>T'l pv- 

pi&s （第一の萬）と呼ばれて，Sevrepix pvpias （第二の萬） 

すなはち;100002などと區利された.そしてその記數法 

は,言葉のま•省略されずに用ゐられたり,M? M掃な 

どの記號で表はされることもあった・たどへば,Sevrep- 

（xi pvpiaZes i 〇 irpatTOd （严ywMes）於ゐ卩り]く 杭= 

1629 58 656〇, [Diophan tos, V. 8]となる.ただし备は,萬 

位を示す記號である.

大數といへば特に，いろいろな理由で一般に採用され 

なかったアルキメデス（Archimedes,紀元前250年頃）の. 

記數法が想起されるであらう.それは，宇宙に存在する 

砂の數を計算した（arenarius）といふ かれの 

著作中に述べられてゐる.そこでかれは，じつにハ〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇箇の零の伴ふ數を取 

扱ってゐるのである.

分數の記數法

分數の記數法£は,エジプトの影響が認められる。.す 

なはち,算術的操作によって大なる數を小なる數で除し 

た結果を書き留める場合,ギリシア人はそれを單位分數 

の和として（¥は例外）表はした叫 そしてこの單位分 C 

ゝト<0盅報珈Rife疑黑 〇田） 1 HI-V
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數の袒數法は,普通,それに相當するアルファベット數字 

の右上にアクヤント符號を附して表はされた.ただ，~ 

に對しては普通し,£に對してはarといふ£寺別な數記 

號が用ゐられてゐる.たとへば,”0?'ぬ入ha'〔Heron, 
如.15. 8,13］は29眷詔（=29#+占+右=29梟 

であった.また,（"=〒のやうに2箇のアクセント符號 

を附すこともあった.

單位分數以外,つまり普通の正しい意味での分數には， 

樣々な記數法があった.まづ,分子は普通のアルファベ 

ット數字で表はし,分母數をアクセント附き數字で表は 
す方法,たとへば，泌'=移などがある.しかしこの方 

法は,たとへば上例の場合だと劈以外に,10^とも解さ 

れるおそれが生ずる.そこでこの間違ひを防ぐために, 

分母に,その分珮數の數詞の格語尾を附する方法が考案 

された.かくて讯，く〔Dioph., V. Lemma, 8］は文字ど 

ほり「4分の6」であり，pw^acuXS =18344-/121 

Cibitl.,IV. 39〕である.またヘコンなどは,分闪:數を2 

囘繰返すことによって,この間違ひを肪がうとしてゐ 

る.すなはち,e",呷は元を意味じた.そして帶分數 

の場合には,正數の尸。”閔"に對してAe^rra （小部分す 

なはち分數）といふ言葉を加へて分數部分を區別してゐ9 

る・たと个ば，卩〇必みヾKai Xenri iy' ty' i/3 = 12^ 

［Heron, Geom.,12. 5〕のどときである.

最後に,最も簡明な方法として,今日とは逆に分子を下 

に分母を上に書く方法が,ディオパントス（Diophantos, 

紀元後三六〇年頃）やヘロン〔M如ica〕などによって 

使はれてゐる.たとへば,，觀汁鬻〔Dioph., W. 28）, 

:爲〔V. 9）-などである.しかもディオパハ 

スのごときは,單位分數の場合にもこの方法を用ゐ, 

希 は触げでよいのに,わざわざめゲ［IV. 283として 

ゐるのである.

なほここに忘れてならないのは,バビロニア起原の六 

十進法分數である。.ギリシア人はそれを天文計算に使 

用 し,天文學者 プトレマイオス（Ptolemaios,紀元後!50 

年頃）によって十分に運用されるにいたってゐる.圓周 

は360のrpypocrocまたは卩〇“〇a,つまり今日の「度」 

に分割される.各pGpsは六十分されて（iryowra）も切か 

ocrrcbまたは4帀りすなはち「分」に分割される.さら 

にこの各「分」が六十分されてZevrepcc e^jKoara,すな 

はち「秒」た分割される.また,直徑は!20の屮］严心 



に分割され,その各・が六十分され,さらにその各》が六 

十分されてゐる.そこで記數法は，まづパで義示された 

「度」數が記さ.れ,次に「分」數は!箇のアクセント符號, 

「秒」數は2箇のアクセント符號が記される.’かくて肖 

阴/〃= 47° 42’ 4〇/,となる.同樣に7•円/尸亦切能》九” 

=67卩4' 55〃 となる.ただし，pは直徑のTfijparaを 

表宗する•また單位數の缺如してゐる場合は,ovSe/itoc 

尸〇か。または〇も淀リc^Koo-tovを意味する符號〇が用ゐ 

られた（だからこの符號は,今日の零と同視され得るや 

うな數字では決してない）.ゆゑに,pspE 〇 〇'Q〃 = 

〇0 r 2-となる.いったい,六十進法分數は十進法分數 

に比して取扱ひが不便なのであるが,これの唯一の取柄 

は,不可通約數の近似値が容易に求められるといふ點で 

ある・

1） エジプトの分數計算については,特に〇, Neugebauer, 
Die Grundl, d. agypt. Bruchreclinung を見よ.

2） たとへば,3200を365で除した答は,8彳も 金 とい 

ふ形式で書かれた.

3） バビロニアの六十進法については,0. Neugeb., Zur En- 

tst.（7. Sexagesimalsystems を見よ.

加法と減法

われわれは，以上においてギリシア人の記數法の大體 

を考察したが,これらの記數法，特にアルファベット式記 

數法による計算法（ヘロディアノス我は冗長な筆記のゆ 

ゑに筆算には不適當であった）は,遺憾ながらその文獻 

的記錄があまり多く遺されてゐないのである，それは一 

般に計算板が用ゐられてゐたからであって，このごとは, 

加法を〇・WTiekvOCl （一緖に置くこと），減法をな恤叩血 

取去ること）およびv^aipe?v （こっそり除くこと）と 

稱してゐることからも推察されるであらう.しかしヒー 

ス 〔Hea让，Hist, of Gr. Math. p. 52〕は,ギリシア人の加 

法と減法は原理的には今日と同一であることを，次のや 

うな模範例を擧げて示してゐる.

1424

103

122 81

30 03 0

438 38

・厂,ゝトく〇羅飜斑宀亦轴坦〇田）
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減法＜6場合,

“いく 

iV V 〇

9 36 36

23409

70227

乘 法

乘法には九々が必耍である.ギリシア人はこれをもつ 

てゐた.第4圖は今日British Museumに保存されて 

ゐる二枚の蠟板で,その左方の板の文字は,a a (lxl 

=1)からV » A (3X10 = 30)にいたるまでの九々の表で 

第 4 圖

ある.この板は,紀元後第2世紀頃にアレクサンドレイ8 

アまたはその附近から出土したものであるといはれてゐ ・ 

るが,もっと以前のものかも知れない.

乘法の計算も,本質的には今日と同樣で,まづ被乘數が 

記され,その下に,加 を冠した乘數が記された.ただそ 

の方法で違ってゐるのは,今日とは逆に上位の數から掛 

けはじめてゐることである.アルキメデスの删者エウ 

トキオス(Eutokios)からの次の二つの實例によって,わ 

れわれには乘法の全貌が窺はれるであらう.

tarv(x

etrl /(XTVOi

P入 e
MMM/Of
K 9 a
MMM/6T

MMc朋”

lOCTVfX

bflQV

1351

X 1351

1000000 300000 50000 1000

300000 90000 15000 300

50000 15000 2500 50

1000 300 50 1

計1825201

帶分數の場合も同樣である.



かッ？®

M〃”ろ乍'

301311(=3013

X3013 冷

1500
あy
MM如如 9000000 30000 9000

M小€0ク 30000 100 30

,臥加じ匕お' 9000 30 9

じ/6/护 1500 5 诗
/叩ク/ろ/$和V' 750 時 11

2~4

5

4
1
8"

1
2
 1
-
4
 1

一
 8
 1
 
一16

2
 
1
-2

5

垮
1

おり !
bpov M 似価 V メ 計 9082689 —

その他へロンもGeonvetriaにおいて,上と同じ方法を 

用ゐてゐる.たとへば〔Gow, op. dt・,p. 50 n. 3〕,pov- 

aSe? i8r Kai 入eirra> tpiaKQCTQTptrix Ky'* 6 TroXvTrX<x（r- 

i^trpos yivercxi 097・のb め'i8' pq =ハ kcxl 18' ra, Ky,入ツ'' 

\y,r TK/3f入ッ''Xy,r /c.r.A.つまり14—X14|^を求めるの 

に,14X14 = 196 ：14x- = — などとしてゐるのであ 

る.換言すれば,ヘロン（紀元前!50年頃から紀元後250 

年頃までの間）からエウトキオス（紀元後550年頃）にい 

ゝ巔圾亠亦箱黒（牛田）

たる數百年間,その方法にはなんらの變化も認められな 

0といふことになる.そしてかやうな計算法が,專門家 

と呼ぱれる人たちのなす方法だとすれば,その他の人び 

との方法はもっと不手際なものであったにちがひない•

除 法

ここでもギリシア人は，今日の方法と本質的にば違っ 

てゐない.アレクサンドレイアのテオン（Theon,紀元後 

380年頃）は,長除法の場合を說明してゐる.それは除 

數,被除數ともに六十進法（「分」と「秒」）を含んでゐ 

る.すなはち,P0 心@“ k' ie"（=1515° 2〇,15"）を p° 

Ke仰"（=25°12,10"）で割る問題で,その方法を現代 

式に書き移してみると次のやうになる.

除數 被除數

25 12'10" 1515 2〇/15"

25.60 = 1500

剩餘15 = 900' _

計 920'

12'.60= 72〇,

剩餘200'

1ST

商

第1項60
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*

10z,,60= 10'

剩餘19〇/

257 = 175,
第2項で

157 =二 900〃

計 915〃

12：7'= 84〃

剩餘 831〃

10〃.卩= 1〃側〃

剩餘 829〃 50〃'

25.33〃 = 825"
第3項33〃

剩餘 4" 50"'= 290"'

12233〃 = 396"’

したがって,商は60° 7' 33"よりいくらか小さいこと 

になる.しかしテオンはここで計算を打切ってゐるので 

ある.この計算法が如何に面倒であったかが推察でき 

る.

開 平 方

平方根またはその近似値を求める方法は,計算術のう 

ちでも高等技術に屬し，ヘレニズムス時代以前には，その 

法則の定立がほとんど見られなかったやうである•い 

なアルキメデスでさへ,たとへばその著「圓の求積」 

（kvkXovパ77刃〇・”）中において,—< #3 V'T丽 が成立 

するにいたるまでの過程を述べてゐないのである.思ふ 

に,ギリシア人の開平方は法則化されるほど發達せず,ひ 

とへに經驗にのみ依存してゐたものであらう.したがっ 

て,開平方を行ふための時間の徒費はたいへんなものだ 

ったにちがひない.

しかしながら,上述のテオンがプトレマイオスの六十 

進法分數による開平方について說明してゐる方法は,幾 

何學圖形を補助手段としてゐる點で最も興味あるもので 

ある.そしてこの方法は,明かにエウクレイデス〔Euklei- 

des, I!幻。に基礎をおいてゐるものと考へられる.

それは,45〇〇円3%すなはち4500度の平方根を近 

似的に見出す問題で,第5圖を參照しながら次のやうな 

算術的表現をすれば，テオンの耍旨は明白となるであら 

う.プトレマイオスはまづ,平方根の整數部分が6?で 

あることを見出した…さて,672=4489であるから剩餘 

は工!となる.今,平方根の剩餘を六十進法分數で表は 

せば,



1/4500 = 67+^ + ^

となし得る.ここにめyがさらに求められねばなら 
ぬ.かくてのは，2（67・盒）＜1!なるごときのでなけ 

ればならぬ.すなはち〃は,・曙=響（＞4）よりい 

くぶん小でなければならぬ.そして吟味によって，4が 
問題?條件を滿足することが分る.すなはち（67+翕）" 

は4500より小でなければならぬ.そこで殘るは，それ 

によって"を見出し得るところの剩餘である.さてこ

第 5 圖

の剩餘は，111琴£1（壽）すなはち磊まである，ゆ 

ゑに,2（67+烏）濡が需より.いくぶん小となるや 

うなVを求めなければならぬ.換言すれば，8048?/は

7424.60よりいくぶん小でなければならぬ.かくて2/は 

近似的に55に等しい.次に；上に見出された剩餘而 

与ら,2（67+韵器+（點 

じなければならぬ.而から 

.+ , 442640（ 3025, _
すなはちー旷+而を减 

442640チ、亠亠”，エえ800亠亠
を減すれは而・すな

はち丽+丽となるが，テオンはさらにそれ以上進んで， 

殘る 常を減じてゐない.かれはただ,丽の平方が 

丽+丽に近似すると述べてゐるにすぎない.

1）この命題を方程式化すれば,（a + 6）2 = a2 + 62+2abとな

る.

結

以上においてわれわれは，ギリシア人の記數法と計算 

術の槪貌を知った.そしてこれから抽き出し得る重要な 

結論は,ギリシア人のこの分野における才能は,まさに非 怙 

ギリシア的といはざるを得ない,といふ事である.幾何 F

ゝトV A盅飜牌Rife轴耀・田） 1 am
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學と算術（M論）とが緊密な聯關を保ちながら，エウクレ 

イデスにいたってその頂黠に達したところのあの形式論 

理の美しい展開一それはギリシア哲學の不可缺の一環 

である——,あのやうな美しい調和が,この記數法と計算 

術とに見られるであらうか? もちろん,ヘロディアノ 

ス式からアルファベット式への移行や併用,および大數 

や分數の記數法の不統一曲どのうちに，統一"のあがき 

は十分に看取されるのであるが,しかしつaにそれは,滿 

足な成功を見るにはいたらなかったのである.また,た 

とひギリシア世界において記數法と計算術の統一化が成 

功したとしても,零の記號の缺如と「位どり」の不安定 

とによって,それは依然難解なる數組織たらざるを得な 

かったのである.

これらのことがらは,主としてギリシア人の思想的傾 

向と社會的情勢どによって究明されるであらう.

ギリシア人は技術を蔑視してゐた.デ彳一ルス〔H. 

Diels, Antike Tech., S. 31］によれば,古代人は民主的な 

都市形態を發展,させたけれども，思想的にはまったく貴 

族的であった.技術者は職人と見做され,「美にして善良 

なる」貴・族階級から,職人や農民を隔てる鐵壁は打彼さ

I SS

れてゐないのである.プラトンが,コムパス（圓）と定 

規（直線）以外の器具を用ゐた一聯の幾何學者たちを非 

難した〔Plut” Quaest. Corn. VIII. 9, 2Jのも,數學への 

技術導入を拒否したためとみるべきであらう.かういふ 

ギリシア人の思想的傾向を考へるとき，技術的にして實 

證的手段たるコギスティケがおろそかにされたことは， 

けだし當然のことであらう.

學問が閑暇のうちに成立し,個人生活が共同生活と比 

較的緊密にからみ合ってゐるうちは,この技術蔑視（乃 

至は輕視）の態度はさまで社會的生活の妨げとはならな 

かった.けれども,アレクサンド口ス大王（Alexandros, 

紀元前356—323）の死後は,周知のごとく事情はまった 

くー變した.ギリシア語は一應いはゆる「共通語」とし 

て人びとに廣く使用されはしたが,しかし人びとの生活, 

人び.との精神からはもはや共通的なものは失はれたので 

ある.理論哲學伏實踐哲學にその座を讓り,その結果,應 

用科學や技術的なものへの要請が世界の擴大と相俟っ 

て,いよいよ高まってきた.そしてこのことはひつぜん, 

計算の頻繁なる使用を促さずにはおかなかった.けれど 

も,計算術の頻繁なる使用にもかかはらず,技術蔑視の風 



潮はなほ遺ってゐたため（たとへばアルキメデスなど）， 

數字や計算術に對する根本的な改革が積極的には行はれ 

ず,前代の遺物の基礎の上にいろいろ複雜な附加や玫良 

がなされたにすぎなかった.しかもいま述べたやうに, 

人びとの生活と精神とに共通的なものが失はれ,殘るは 

私生活と私的關係だけなのであるから,それらの附加や 

改良も,個人かごく狹い範圍でのみ公認されるにすぎず, 

ヘレニズムス世界に通じる標準的なものの約束を規定す 

ることはできなかったのである.

かくて科學と技術の强固なる結合には,より合理的で 

普遍的な數記號と計算術との出現が豫定されねばならな 

かった.じっさい,實證的な近代科學の出發には,あの零 

を含み位どりの確かな簡便なインド・アラビア數字がす 

でにヨー Vッパに普及してゐたことが,何より・も强い推 

動力となってゐるのである.

* =ゝト ＜ぐ盅鄒坦亠盂坤;黑〇田） 1
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罷
越
候

ー
御
用
掛
衆
御
宅
へ
罷
越
候

右
之
外
御
禮
無
之

一
四
六 

記

』

ロ 

・

緖 

方 

富 

雄 

ハ
ッ
半
比
御
廣
式
へ
罷
出
表
使
山
田
二
謁
シ
御
用
人
部
屋
番
々
頭
部
屋 

へ
罷
出
ニ
丸
表
使
袖
野
二
謁
し
御
用
人
番
々
頭
へ
罷
出
夫/

囘
勤
日
暮 

歸
宅

一
ヽ
今
日
醫
學
所
講
釋
始
メ
ニ
有
之
候
へ
と
も
右
御
用
召
二
て
不
得
出
勤 

十
三
日

一

ヽ
當
番 

緖 

力 

洪 

庵 

ー
、
四
ッ
半
出
簫
海
御
廣
式
沦
囘
り
讥
樣
退
出
の
よ
し
不
面
會 

ー
、
御
小
性
頭
取
野
村
丹
後
守
風
邪
ニ
付
診
察
振
り
出
vf.
lb'i

逍
ス

落
口
カ
ミ
ル
ロ

ロ

ー
、
中
川
飛
彈
守
診
察
心
下
痛
健
胃
丸
四
匙
ツ

、
三
包
遣
ス 

ー
、
御
序 

御
前
御
禮
十
德
歟
之
事
豐
後
守
に
承
り
合
候
處
取
調
之
上
平 

服
工
て
宜
キ
旨
相
達
ス 

・
 

ー
、
醫
學
所
引
移
屆
書
狂
之
通
認
メ
頭
取
大
和
守
に
差
出
ス

奧
御̂

師
緖

力

洪

庵
 

私
儀
先
逹
而/

伊
東
灸
春
院
宅
に
同
居
仕
罷
在
候
處
手
狹 

ニ
付
當
分
之
內
髓
學
所
內
二
假
住
居
仕
度
旨
奉
願
候
處
願
之
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通
被 

仰
付
候
ニ
付
昨
十
二
日
右
醫
學
所
に
引
移
り
申
候
依 

ー
 

之
御
屆
申
土
候
以
上 

・

九
月
十
三
日

ー
、
高

奎

次

郞/

醫
學
所
建
增
御
普
請
今
十
三
日/

取
懸
り
之
書
付
受 

取
宅
使
二
長
春
院
へ
遣
ス

一
ゝ
塩
谷
豐
後
守
頑
癬
診
察
戶
塚
療
治
之
よ
し
同
人
へ
申
談
べ
き
旨
二
咄 

し
置
打
續
捺
劑
ヨ
チ

ニ
ム
內
服
杯
可
然
乎

一
ゝ
辨
當
使
之
節
留
守
中
へ
土
井
大
隅
守
殿
小
兒
危
篤
之
よ
し
賴
之
書
狀 

爲
持
越
明
日
退
出
懸
ケ
立
寄
旨
ニ
申
遺
し
置

一
、
月
見
御
祝
義
二
付
夕
方
部
屋
工
て
芋
豆
頂
戴
し
夜
二
入
於 

御
休
息 

御
酌
工
て
御
酒
頂
戴
被
仰
付
御
吸
物
壹
御
肴
三
種
被
下
置
戴
殘
之
御
肴 

御
膳
之
儘
部
屋
へ
持
歸
り
直
樣
御
小
性
頭
取
部
屋
へ
罷
出
中
川
飛
彈
守 

へ
御
禮
申
上
但
し
御
奧
泊
り
之
も
の
不
殘
列
坐 

快
庵
洪
庵
御
廣
式
泊 

り
番
盤
安
一
同
二
頂
戴

一
ゝ
向
番 

三 

上 

快

■

庵 

ー
、
昨
日
之
御
前
御
禮
御
序
と
相
成
居
候
ニ
付
明
朝
之
積
今
夕
之
御
禮
序 

飛
彈
守
へ
御
取
合
之
事
賴
置

十

四

日

晴 

"

ー
、
御
定
式
如
何
楓
之
間

三

上

快

庵

伊 

澤 

盤 

安 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
,?=
(

緖
方)

・
緖 

方 

土 

生 

吉 

田 

佐 

藤 

野 

間

洪 

庵 

玄 

~

昌 

秀

員
 

道 

安 

玄 

琢

謁
三
郞
右
衞
門

i

ヽ
御
膳
濟
ニ
て
御
前
御
禮
野
村
丹
後
守
御
取
合
を
以
て
楓
之
間
二
て
申 

上
ル 

' 

二
土
井
大
隅
守/

昨
日
妁
越
候
へ
共
病
兒
今
朝
最
早
及
大
切
候
間
不
及 

見
舞
旨
宅
使
之
節
申
來
ル

一
、
醫
學
所
俗
事
役

へ
手
紙
二
て
同
所
引
移
之;S

相
濟
候
旨
申
遣
ス

一
、
昨
日
差
出
候
醫
學
所
引
移
屆
書
泊
方
殿
へ
被
差
出
相
濟
候
旨
大
和
守 

被
達 

-

ー
、
石
谷
鐵
之
丞
よ
り
退
出
懸
ヶ
立
寄
吳
候

儀

相

賴

ー
、
當
番 

・

竹
 

內
•

玄 

四
ッ
過
登
城

十
五H

 

•

一
、
當
番 

林 

洞'

十
六
日

ー
、
當
番

一
四
七

同海

玄 

貞
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十
七
日

ー
、
當
番

十
八
日

科

學

史

硏

究
 

第

削
•

五
號

長
春
院
替
番 

伊 

東

”

替
番 

戶 

塚

ー
、
當
番

ー
、
朝
五
ッ
時
出
宅
登
城
天
璋
院
樣
御
診
相
濟

貫

齋

一
四
ハ

見
懸
り
御
禮
申

-J2

ル

一
、
醫
學
所
御
書
物
代
之
進
達
書
御
右
筆
高
奎
次
郞
へ
渡
ス
・

十
九
日

ー
、
當
番

ー
、
今
十
九
日
醫
學
所
へ
引
移
ル
ー

靜
海
桁伊

東

長

春

院

亮

大 緖 本

方 康

庵庵達

章 
洪 宗

靜

本 石 緖 伊 三 井 竹 戶 大

康 川 方 澤 上 上 內 塚,
膳

亮

宗 玄 ・洪 盤 快 玄 玄 靜 ・ヾ丄

達 貞 庵 安 庵 幡 同 '海 庵

廿

日
向 
番

大

亮

章

庵

促

緖

方 

洪 

庵"

海

廿
日
雲
晴
不
定

右
同
列
拜
診
御
診
前
出
營
早
々
表
使
藤
瀨
と
御
用
人
倉
地
久
太
郞
二
謁 

ス同
僚
へ
玄
貞
と
兩
人
z-

菓
子
差
出
ス

ー
、
退
出
懸
兩
法
印
御
世
御
匙
並-
取
メ
リ
方
囘
勤

ー
、
御
表
二
て
頭
取
御
膳
番
へ
吹
聽
し
御
禮
式
受
取
大
久
保
越
中
守
殿
へ

野
間
與
五
郞
兵
衞
門
二
謁
ス

ー
、
五
ッ
時
紅
葉
山
御
參
詣
五
ッ
半
時 

還
御
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•

御
御B

番
へ
謁
し
益
御
機
嫌
之
旨
兩
法
印
へ
及
文
通 

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同 

ー
、
今
卄

一
日
九
ッ
半
時
御
隘
二
て
三
之
丸
へ
被
為
成
候
旨
頭
取
駿
河 

守
達
之

ー
、
明
後
廿
三b

六
半®

^

二
て
濱
御
庭
へ
被
爲
成
候
御
沙
汰
之
旨
伊. 

與
守
達
之
玄
同
へ
申

送

り

置•

・一、
九
時
御
膳
番
與
五
郞
兵
衞/

呼
工
來
り
春
嶽
殿
不
快
ニ
付
御
使
可
被 

仰
付n

御
用
懸
り
出
羽
守
殿/

被
仰
渡
候
よ
し
申
間
同
道
二
て
御
部
屋 

へ
出候

®
®

第

仰
付
之
體
ニ
て
罷
越
候
樣
可
致
と
の
事
ニ
付
早
…
常 

盤
橋
屋
敷
へ
御
小
人
一
人
新
組
一
人
召
連
レm

越
而
會
ハ
ッ
半
二
御
城 

へ
歸
り
御m

番
七
郞
右
衞
門
へ
屈
候
處
最
早
御
退
出
後
二
て 

上
に
は 

御
成
中
之
出
無
致
方
旨

ニ
て
同
人
御
小
姓
頭
取
へ
及
相
談
可
然
取
計
可 

置
勝
手
二
退
出
可
致
と
の
爭
七
ツ
時
に
退
出
し
石
谷
と
鬲
地
佐
之
介
旅 

宿
に
金
澤
八
郞
秋
山
と
へ
見
舞
同
暮
二
歸
宅

北

rl

ー
、
當
番 

林 

洞 

海 

廿
三
日 

<

1

、
當
番 

石 

川 

玄 

貞 

・
、
今
训K

御

庭

御

成

卄
四
日

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

一
四
九

、、、 

九九當 
ッッ番 
時時 
御交 
供代 
揃退 
御出 
堀 
囘

御 
成

ヽ卄
御 
7E日 

あ哺

廿

B

晴

廿
五
H

'當 
番

戶 又 本 杉 緖 伊 津 津 °緖

戶
塚
桁 伊 伊

塚 康 枝 方 澤 輕 輕 方 東
東

靜 仙 洪 盤 玄 玄
殃

貫

長

/春

海 玄 達 貞 庵 安 意 意 庵 齋 院
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科

學

史

硏

究
 

第

四•

五
號

'

廿
八
日

ー
、
當
番 

竹•

內 

玄 

同

ー
、
今
日
種
痘
出
勤

廿
九
日

ー
、
當
番 

林 

洞 

海 

ー\

・
昨
夜
頭
取
ふ
以
書
狀
早
朝
登
城
可
致
旨
達
し
來
り
早
朝
出
營
候
處
御 

扶
持
方
護
文
玄
蕃
殿
御
渡
之
旨
ニ
て
播
磨
守
被
逹 

ー
、
今
日
朝
四
時
御
供
揃
吹
上
並
講
武
所
へ
被
為
成

晦
日

當
番

玄 

貞

十
月
朔
日 

ー
、
一
當
番

伊

東

長

春

院

二
日

ー
、
當
番 

・

 

伊 

東 

ー
、
來
ル
二
日 

御
上
洛
御
供
左
之
面
々
ね
被
仰
付

貫 

齋

養
春
院 

長
春
院 

貫

齋
 

玄

同
 

洞

海
 

玄

貞
 

艮

甫
 

伯

元
 

宗

哲

一
五
〇

宗

達

X

十
人

三
日

:

當
番 

戶 

塚 

靜

海
 

ー
、
今
曉 

御
發
熱 

御
頭
痛
被
爲
在
候
旨
長
春
院
被
召
拜
診
の
よ
し
全 

く
御
風
邪
の
旨 

四

日
®

晚
暫
時
晴
夜
雨 

一
ヽ
當
番 

緖 

方 

洪 

庵 

H

ッ
時
出
營
靜
海
と
交
代
今
朝
虑
春
院
玄
同
御
床
出
拜
診
少
—
御
輕
快 

之
旨
と
承

ル

靜

海

立
合
御
小
水
拜
見 

ー
、
七
ツ
時
前
御
膳
番
藤
左
エ
門/

長
春
院
H*.

勤
ナ
レ
ハ
御
廣
式
へ
囘
り 

候
翳

成

候
へ
ど
も
同
人
不
出
合
旨
申
遣
し
候
處
洪
庵
二
て
も
と
申

ス 

事
故
早
々
囘
り
可
申
旨
相
達
ス
卽
刻
罷
り
出
候
處 

御
中
老
お
い
と
殿 

昨
日
よ
り
發
熱
の
旨
診
察
の
處
麻
疹
と
見
受
け
候

間
-

JI

旨
表
使
藤
江
へ 

達
ス

ー
、
向
番 

伊 

澤 

盤 

安 

ー
、
夜
中
長
春
院
出
營
拜
診
泊
り

五

日

昨

夜/

雨
降

ー
、
正
六
ツ
時
御
床
出
診
被
長
春
院
洪
庵
兎
角
御
熱
不
退
御
脈
數
也 

一
、
御
定
式
如
例 

伊

東

長

春

院

津 

輕 

玄 

意
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仰 
付

當 
番

九 
日

入 
日

ヽ七
當日

■

當 
番

謁

井

上
伊 ■伊

•

石 林 竹 服 士 佐 緖 伊

河 東
東

川 內 部 田 藤 生 方 澤
內

守 貫

長

春
•玄

洞
玄 良 秀 道 玄 洪 盤

殿
齋 院 一 貞 海 同 伯 貞 安 昌 庵 安

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

固
ッ
時
出
營 

長
春
院
洞
海
兩
人
登
城
罷
在
面
會
靜
海
八
御
廣
式
二
囘 

り
居
不
面
會

、十

番日

仰 
付

仰 
付

7十 
當日

緖 福 服 戶

方
村

部 塚

洪

淡

路
歸 靜

庵 守 一 海

-

頭
取
伊
與
守
御
膳
番
與
五
郞
工
門
へ
屆;

ー
、
向
番 

・
井 

上 

玄 

幡 

ー
、
暮
過
御
膳
番
部
屋/

呼
工
參
り
明
早
朝
御
膳
濟
早
 々

御
直
被 

仰 

渡
候
姿
に
て
堀
出
雲
守
殿
へ
見
舞
二
罷
越
候
樣
越
中
守
殿
被
申
渡
候
旨 

孫
四
郞
相
達
ス

・
一
ゝ
醫
學
所
圍
込
地
所
袋
丁 
ノ
場
所
圍
込
ミ
願
書
一
通
願
濟
御
書
附
添
丹 

波
守
殿
御
書
取
之
旨
伊
賀
守
殿
被
申
渡
之
よ
し
甲
斐
守
相
達
ス

十
二
日

玄
同
桁

當
番 

伊 

東 

貫 

齋
-

±
f
 

-

一
五
一

439



當
番

科

學

史

硏

究
 

第

四
•

五
號

榊 

洞 

海

牛
四
日

玄
貞
桁

當
番 

伊

東

長

春

院

 

ー
、
今
朝
五
ツ
時
御

第

芝

文
昭
院
樣
御
靈
屋
沱 

• 

- 

御
參
詣
御
先
番
玄
幡
洪
庵
伯
元
相
勤
厶

十
五
日

當
番

石 

川 

玄 

貞

一
五
二

益 

御
機
嫌
之
旨
謁
與
五
郞
工
門
兩
法
印
ニ
及
文
通 

ー
、
向
番

半

井

山

十
六
日

當
番

竹 

內

玄 

同

十
七
日

當
番

戶

塚

靜

海

十
八
日

塞
番 

・
 

•
緖 

方 

洪 

:

四
ッ
時m

i

w

ト
交
代

「

今
朝
五
ッ
時
御
供
揃
濱
御
庭 

御
成
タ
匕
ッ
半
打□

囘
り 

仙
洪
庵
拜
診

庵 

還
御
ト

後 竹 前 牛 緖
・ 

小 石 渡 松

ー
、
竹
內
玄
同
昨
日
濱 

御
成
二
付
今
朝
診
出
ル

ヽ

靠
 

竹 

ー
、
今
朝
松
本
良
順 

御
前
御
禮
之
事
洪
庵/

野
村
丹
後
守
へ
賴
ミ
御
膳

前
二
相
濟 

ー
、
四
ッ
半
時
御
廣
式
へ
囘
り
退
出

十

九

日

睛 

一
、
御
定
式
如
例

內

玄

同

井 方 堀 阪 邊 本

洪 秋 宗 雄 良

山 庵 益 哲 伯

內

ま

同

卄
日

當

番

H

「H

〃 

廿
二
日

林 

洞 

海

汝
1*1

桁 伊

東

長

春

院

長
春
院
桁
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、廿 
當四 
番日

ヽ!t
・番H

當、・
番

ヽ

靜
“讎
緖桁

貫
齋 

戶桁 石

方 塚 川

洪 靜 玄

庵 海 貞

一
、㈣

ッ
時
出
營
此
頃/

御
不
例-
一
付
玄
同
詰
切
リ
長
春
院
御
不
快
今
晩 

出
營
愈
御
麻
疹
御
模
樣
ニ
付
今
日/

詰
切
リ 

ー
、
御
臺
樣 

御
麻
疹
ニ
付
今n

惣
御
診 

ー
、
夕
方
御
上
御
麻
疹
御
模
樣
ニ
付
明
日
六
ツ
時
惣
御
診
被
仰
出
候
旨
駿

河
守
相
達
ス

ー
、
頭
取
小
笠
原
曇
守
外
國
奉
行
被
仰
付
旨B

一
相
達
ス 

三
通
觸
囘

狀
差
出
ス

ー
、
向
番 

伊 

澤

•

盤 

安 

ー
、
暮
後
御
用
部
屋
ふ
呼
--

來
リ
罷
出
ル

・
豐
前
守
殿
周
防
守
殿
和
泉
守
殿
河
內
殿
四
人
一
ー
御
容
體
被
尋
委
細
申
上 

ル
一
ヽ
六
ッ
半
比
御
次
ノ
旨
申
來
リ
長
春
院
玄
同
盤
安
一
同
御
診
申
上
ル
最 

早
御
麻
疹
十
分
見
點
今
日 

御M

血
兩
度
之
よ
し
御
不
食
咳
嗽
强
ク
被 

爲
在 

・

御
藥
今
日
立
合
調
合

淸
凉
發
表
飮

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
力)

茅

麥

布

葵

花

カ

ミ

ッ

消

甘

淸
凉
飮

酒
石
酸
二
沒
カ
ン
キ
リ
ー
「
致 

ソ
イ
ク
ル
六
錢 

水

百

二

十

錢 

右
消
化
紙
ニ
テ
濾
ス 

ー
、
・
霄
長
春
院
更
玄
同
御
伽
キ

廿
五
日

ー
、
今
朝
御
定
式

長 

春 

玄玄盤洪宗雄祐

院 同 意 安庵 莒 们 益

一
ヽ
御
定
式
後
漢
科
蘭
科
惣
御
診
被
御
付
御
麻
疹
之
事
御
治
定
本
日/

左

ノ
通
相
勤
候
樣
伺
被
出
相
濟 

詰
切 

每
日
ロ
代
り

多

紀

養

春

院

 

伊

東

,
長

春

院
 

竹 

內 

玄 

同 

漢
科
兩
人
ツ
、

泊
り 

蘭
科
兩
人
ツ
、

泊
り

一
五
三
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

日
々
御
診 

多

紀

永

春

院 

日
・
御
機
嫌
伺 

雜
科
其
外 

一
、
蘭
科
之
方
當
番
相
定

ム
左
ノ
通 

詰
切 

長 

春 

院

玄 

同 

日
々
御
診 

靜 

海 

隔
日
ロ
代
リ
泊
ひ 

貫 

齋

玄 

貞 

洞 

海

洪 

庵

㈣

ッ
時
前
出
營
新
宿
高
松
喜
六
一
一
見
舞
ハ
ッ
時
一一
»

宅
講
釋
ス

一
ヽ
明
廿
六
日/

泊
リ
方
御
側
衆
御
部
屋
へ
日
々
御
機
嫌
伺
罷
出
候
旨
頭 

瑕
伊
豫
守/

囘
狀
ヲ
以
テ
申
來
ル

廿

六

日

晴

ー
、
朝
四
ッ
時
出
營
當
番 

洞 

海

洪 

庵 

一
、
晝
後
ふ
洞
海
洪
庵
上
意
二
て
始
終
御
介
抱
申
上
曉
方
迄
相
勤
厶 

廿

七

日

睛

當

番
 

貫 

齋

玄 

貞 

一
、
御
定
式 

長
春
院 

玄

幡
 

靜

海
 

玄

同
 

快

庵
 

盤

安
 

洞

海
 

洪

庵
 

玄

昌

一
五
四 

宗

達
 

秀

貞
 

祐

益
 

益t

御
機
嫌
之
旨
安
藝
守
七
郞
衞
門
一
一
謁X

廿

八

日

晴

當

番
 

洞 

海

洪 

庵 

ー
、•
㈣

ッ
時
出
營 

當
番
兩
人
晝
夜
御
介
抱
申
上
ル 

廿

九

日

晴

當

番
 

・
貫 

齋

玄 

貞

一
、
四
ツ
時
交
代

一
ヽ
夜
分
長
春
院
ふ
以
書
狀
戶
塚
靜
海
泊
リ
相
勤
候-
一
付
明
日d

番

ト
リ 

替
之
事
申
來
リ
且
ツ
明
朝
六
ッ
時
出
營
可
致
旨
申
來
ル

十
一
月
朔
日 

晴 

朝
三
十
五
度

,

一
、
七
ッ
半
出
宅
正
六
ッ
時
出
營
御
定
式

御
診
申
上
ル

ー
、
晝
九
ッ
時
退
出
御
廣
式
御
機
嫌
伺
申
上

ー
、
當

番

・
 

•

靜 

海

洞 

海

一
、
夜
分
頭
取
駿
河
守
播
磨
守d

囘
狀
ヲ
以
て
刑
部
舉
中
納
言
工
被
任 

候=

付 

明
二
日
明
後
三
日
兩
日
之
内
恐
悅
と
し
て
一
橋
殿
御
屋
形
二 

-

御
罷
出
旨
申
來
ル
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二

日

哺

朝

三

十

一

度

當
番
，
 

貫

^

齋

玄 

貞 

ー
、
四
ッ
時
出
營
泊
り
方
御
機
嫌
伺
申
上
御
小
姓
頭
取
へ
御
菓
子
被
下
之 

御
禮
申
上
御
廣
式
沱
御
機
嫌
伺
申
上
林
洞
海
同
道
二
て
一
橋
殿
へ
轉
任 

恐
悅
ニ
罷
出
ル 

・

- 

三

日

晴

夜

半
/

雪
降
ル 

ー
、
四
ツ
時
半
出
營

・
、
抽
番 

洞 

海

•

洪 

庵 

ー
、
夜
中
代
ル
々
々
御
伽
申
上
龍
ク
御
快
寢 

四

日

朝

雪

後

雨

午

後

止

ム

-

ヽ
九
ッ
時
前
退
出
御
廣
式
御
機
嫌
伺
罷
出
歸
路
伊
東
兩
口
へ
立
寄
，
 

五

日•

晴

ー
、
當
番 

J

 

洞 

海

靜 

海 

六
日

ー
、
當
番 

貫 

齋

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

玄 

• 

貞 

ー
、
頭
取
駿
河
守/

囘
狀
ニ
て
七
日
九
日
兩
日
之
內
服
紗
小
袖
十
德
着
用 

泊
リ
方
御
側
衆
御
部
室
へ
御
祝
儀
可
罷
出
旨
申
達
し

七
日

ー
、
當
番 

・
 

洞 

海

• 

洪 

庵 

一
ゝ
五
ッ
時
出
宅
竹
垣
堀
出
雲
守
殿
へ
立
寄
四
ッ
過
出
營 

ー
、
九
ツ
前
出
仕
醫
師
不
殘
御
前
へ
恐
悅
申
上
ル
但
し
御
酒
湯
御
祝
儀
後 

御
用
掛
御
側
衆
恐
悅
之
跡
奧
御
醫
師
而
已
な
り 

ー
、
今
日
迄
御
匙
詰
切
銘
々
隔
日
當
帝
之
處
十
一
日
迄
勤
方
伺
書
差
出
シ 

左
之
通
り
相
定
ル

蘭
科

右
兩
人
明
八
日
隔
日
泊
リ
ロ
代
り

伊

東

長

春

院

竹 

內

玄 

同

八
日 

口
代
り

夕
刻 

本 

靜

出
番 

加 

衣

海 貞

九
日

本 

貫

齋

加

洪一
五
五

庵
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科

學

史

硏

究

第

四

・
汛
號

十
日 

本 

洞 

海

加 

靜 

海 

I

 
- 
H
'
 

本 

洪 

庵

加 

玄 

貞 

ー
、
今
日
迄
殳
泊
リ
方
御
側
衆
御
部
屋
た
爲
何
御
機
嫌m

出
候
處 

今 

日
限
己
來
罷
出
二
不
及
之
匕I1

存
與
守
述
之 

一
、
明
後
九
日
御
麻
疹
御
酒
湯
被爲

？;

候
御
祝
儀
之
御
吸
物
御
酒
被
下/ 

候n

ノ
御
書
付
壹
通
河
內
守
殿
御
渡
之
旨
加
賀
守
殿
被
相
渡
由
頭
取
播 

磨
守
逹
之

•

、
隔
卑
所
普
誌
懸
り
三
人
相
定
傑
和
讥
御
城
工
て
北
帛
十
郞
兵
衞
へ
相

渡
ス

ー
、
醫
學
所
御
普
請
書
生
寮
建
增
シ
願
書
並
繪
圖
御
城
二
て
長
春
院
へ
相 

渡八

日

晡

本 

靜 

海

加 

玄 

貞 

ー
、
御

定

式

長

春

院

玄

总

玄M

 S
 

洞
海
，
洪
庵
宀
>1<

秤 

雄
怕 

拜
診
謁
安
房
守
與
む
右
エ
門

.
一
、
明
九
日
四
時
城
二
罷
出
旨
御
書
付
貳
通
兵
部
少
輔
殿
御
渡
之
旨
加
賀 

守
殿
藉
渡
候
由
頭
取
伊
與
守
喜
一/

達
シ
來
ル

一
五
六

九
日 

當
番 

本 

貫 

・

齋
 

加 

洪 

庵

-

、
加
ツ
時
出
宅
小
倉
內
藏
之
介
へ
立
寄
四•
ツ
時
川
營

一
、
九
ッ
前
於
從
間
御
小
姓
御
小
納
戶
御
醫
師
一
統
た
公
方
樣
御
麻
疹
御 

酒
湯
被
遊
候
爲
御
祝
儀
井
上
河
內
守
殿
申
渡
被
下
者
有
之
候
御
醫
師
之 

分
左
ノ
通.

銀
五
十
枚

時
服
一
重 

銀
三
十
枚

時
服
一
電 

銀
二
十
枚

時
服
一
重
ヅ
、

長

春 

院

玄玄玄 章 薛 澄 貫 快 盤 卜 洞洪

同意 应 海 庵 齋 庵 安 山 海 庵
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玄

銀
十
五
枚

時
服
一
重
ヅ
、
 

宗山秀

銀
十
枚

時
服
一
重
ヅ
、
 

永 

春

三玄自宗

時
服
一
重
ヅ
、

養 

春 

玄甫

・
 

祐道

・

雄

己

上

御
禮
式

ー
ヽ
御
前
御
禮
御
用
掛
衆
御
取
合
申
上
候

一
、
御
用
掛
衆
御
禮
申
上
候

貞 哲 貞 貞 院 们 昌 伯 達

ー
、
泊
り
方
御
側
衆
御
部
屋
へ
罷
出
候

ー
、
御
老
中
方
若
年
寄
衆
御
用
掛
衆
御
宅
へ
罷
出
候 

右
之
外
御
禮
無
之
何
モ
十
德 

・
 

但
シ
御
前
御
禮
今
日
心
御
受
不
被
薔
用
掛
衆
御
宅
囘i

リ

ー
、
引
續
キ
於
御
土
圭
間
御
毫
樣
御
麻
疹
御
酒
湯
祝
儀
と
し
て
口
ロ
ロ

殿
申
渡
御
醫
師
中
へ
左
之
通
り
被
下 

銀
三
十
枚 

永 

春 

時
服
一
重
ヅ
、 

攝 

津 

時
服
一
重
ヅ
、

，
玄三 玄 章 澄 快 玄 盤 卜

銀
十
枚
ヅ\

養 

春

長 

春 

銀
十
枚
ヅ\

祐

院 守 意 们 唯 庵 庵 庵 叔 安 院 院 益

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
口
記
』(

緖
方)

一
五
七

44S



科

學

史

硏

究

第
四•

五
號

宗雄 

銀
七
枚
ヅ
、

靜貫玄

' 

洞

" 

洪玄

銀
七
枚
ヅ

、

玄自甫道白 

御
禮
式
同
斷

達 们 海 齋 同 海 庵 貞 昌 伯 周 安 元

一
ヽ
御
臺
樣
御
手
元/

銀
三
枚
ヅ
、
銘
々
共
へ
被
下
御
廣
式
部
室
二
而
受 

取 
ー
、
天
璋
院
樣
昨
今
御
發
熱
麻
疹
狀
之
よ
し

十

日

晴

靜

海

桁

洞 玄

海 貞

一
五
ハ

ー
、
九
ツ
御
前
廣
式
沦
御
禮
申
上
退
出
御
老
中
河
內
守
殿
若
年
寄
兵
部 

少
輔
殿
へ
御
禮
二
罷
出
病
用
三
四
軒
囘
勤
暮
二
歸
宅

十
一
日

晴

午

後

曇

本 

快

・

 

庵

加 

・
貫 

齋 

二

卩

返

ッ
時
半
H1,

宅
で
城 

一
、
昨
九
日
拜
領
物 

御
前
御
禮
明
十
二
日
被

爲

・請
仕
候
旨
四
ッ
時
迄
二
服
紗
十
德
着
用
可

致
旨
駿
河
守
相
達
ス
ニ
付
囘
狀
差
出
ス

一.
、
若
年
寄

ー
、
御
小
姓
組
番
頭
格 

御
勤
向
是
迄
之
通 

一
、
御
小
姓
組
番
頭
格 

御

用

掛

リ

見

習• 

右
務

付
 

是
亦
囘
狀
差
出
ス 

一
、
靜
海
事
昨
日/

御
廣
式
詰
切
り

諏

訪

因

幡

・

守

殿
 

高

・

井

備

中

守
 

佐

野

伊

與

守

・

二

日

朝

喑

一
ヽ
九
ツ
時
退
出
病
用
囘
勤
暮
魯
宅 

・

ー
、
公
方
樣
逐
日
御
順
快
ニ
付
今
日/•

一
人
ヅ
、
當
番
相
勤

ム

ー
、
當
番 

石 

川 

玄 

貞
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ー
、
天
璋
院
樣
御
麻
疹
御
模
樣

ニ
付
明
十
三
日
惣
御
診
被
仰
付
拙
者
事4 

夕
方
罷
出
候
樣
手
紙
ヲ
以
て
御
用
人
鈴
木
安
房
守/

達
シ
來
ル 

十
三
日

ー
、
當
番 

林 

・

洞 

海 

一
ヽ
七
ッ
時
御
廣
式
へ
罷
出 

長
春
院 

玄
意 

章
庵 

靜
海 

洞
海 

洪

庵

玄

昌

御

囘

診

ニ

上

ル

御
六
日
目
ニ
テ
至
極
御
順
症
ナ
・
リ 

十
四
日

ー
、
當
番 

伊 

東 

貫 

齋

是
迄
助
役

朝

倉

播

磨

守 

是
迄
奧
ノ
番

次 

田 

多 

宮 

右
昨
十
三
日
御
小
納
戶
頭
取
篇

付

候

旨

信
濃
守
達
之
旨
囘
狀
に
て
爲 

知
來
ル 

十
五
日 

・
 

ー
、
當
番 

• 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、
五
ッ
半
出
宅
堀
出
雲
守
殿
へ
立
寄
四
ッ
時
半
頃
登
城
貫
齋
と
交
代 

•
ヽ

天
璋
樣
御
麻
疹
御
治
定
之
旨
章
庵
靜
海
兩
人/

申
達
し
御
醫
師
勤
番 

左
通
り
伺
書
差
出
候
旨

詰
切 

» 

章 

庵

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

日

御 
!機 
:嫌
伺

0

御 
診

日 
々

人 
ヅ
ヽ

詰
切

此 7K 甫 玄 永 長 養 秀

御
針 
科 漢 蘭 靜

外 科 科

春 春 春

雜 之 之

科 達 周 昌 院 院 院 貞 者 者 海

右
一
ー
付
十
五
日
よ
り
廿
六
日
迄
之
御
番
割
相
認
洞
海
玄
貞
へ
遣
ス
貫
齋 

ハ
承
知
故
別
二
不
遣
頭
取
稠
膳
番
部
屋
御
廣
式
兩
部
室
へ
夫
々
相
認
メ 

差
出
ス
右
番
割
玄
同
へ
ハ
別
段
ニ
遣
ス
・
 
• 

ー
、
御
表
當
番 

玄 

貞 

一
ゝ
御
廣
式 

洞 

海 

十
七
日

一
五
九
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科

學

史

硏

究
 

第

四

・

7£
號

ー
、
御
表 

貫 

齋 

ー
、
御
廣
式 

洪 

庵 

四
ッ
時
出
番
洞
海
と
交
代 

、
 

一

ヽ

器

靜
海
秀
貞
三
人
詰
切
快
庵
洪
庵
當
番

-

、
夕
方
天
璋
院
樣
御
診
長
春
院
章
庵
靜
海
快
庵
洪
庵
玄
昌
秀
貞
七
人 

益 

御
順
症
二
被
爲
在
御
面
部
ハ
最
早
御
消
散
御
手
先
キ
ニ
少
く
和
診 

被
候
而
已
四
ッ
過
御
診
章
庵 

靜
海 

快
庵 

洪
庵 

秀
貞 

益
御
機
嫌
被
爲
入

ー
、
御
次
二
於
テ
泊
リ
之
者
へ
わ
た
子
一
御
盃
一
ヅ

、
被
下

十
八
日

ー
、
朝
御
診
多
人
數
ー
ー
付
洪
庵
相
省
ク 

・

一
ヽ
九
ッ
前
玄
貞
と
交
代
退
出
ス

ー
、
御
表
當
番 

洞 

海 

ー
、
御
廣
式 

玄 

貞

十

九

日

晴

ー
、
御
表
當
番 

洪 

庵 

ー
、
御
廣
式
當
番 

貫 

齋 

ー
、
四
ツ
時
出
番
洞
海
と
交
代 

長
春
院
玄
同

朝
御
診
後
御
用
多
二
付
居
殘
り
ハ
ッ
半
比
兩
人
と
も
退
出 

ー
、
頭
取
格
助 

疔

間

與

五

郞

工

門 

奧
之
番 

建

部

源

左

エ

門

一
六
〇 

〃

助
 

宇 

田 

川

半
 

七 

為

小

納
戶
奧
之
番 

深

澤

•

近

江

守
 

右
被
仰
付
候
旨
駿
河
守
選
之 

一
ヽ
長
春
院
縣
六
・
ツ
時
出
營
見
合
泊
り 

ー
、
六
ッ
半
比
御
小
姓
御
小
納
戶

一
同
於
帶
御
雜
煮
頂
戴
被
仰
付
同
僚 

・
は
長
春
院
澄
庵
洪
庵
三
人
な
り 

ー
、
四
ッ
過
長
春
院
洪
庵
御
診
被
仰
付

廿

日

晴

一
ヽ
當
番 

玄 

ー
、
御
廣
式
當
番 

洞 

ー
、
御

定

式

如

例

長

春

院

玄

幡

澄

庵

洪

庵
 

旨
備
中
守
藤
左
衞
門
二
謁
ス

、ノ

廿

一

日

晴

一
.'*
御
表
當
番

一
、
御
廣
式 

・

洪

雄
伯

貞海 

御
機
嫌
之

齋 庵

i

ゝ
四
ツ
前
出
番
洞
海
と
交
代

ー
、
相
番 

盤 

安 

一
ヽ
タ
刻
御
診
章
庵

靜

海

盤

安

洪

庵

秀

貞

一
 

・
今
夕/

夜
中
之
御
診
御
免
二
相
成
ル

一・、
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协

廿

二

日

晴

ー
、
御
定
式
御
診 

長
春
院 

章
庵 

靜
海 

盤
安 

玄
幡 

洪
庵 

宗 

達

秀
貞

一
ヽ
御
廣
式
當
番 

玄 

貞 

四
ッ
半
交
代
御
表
へ
囘
り
外
國
奉
行
へ
問
合
の
答
書
持
參
越
中
守
へ
渡 

ス廿

三

日

晴

ー
、
五
ッ
時
出
宅
伊
東
へ
立
寄
出
番
洞
海
妄
代

ー
、
當
番 

洪 

庵 

一
ヽ
御
廣
式 

貫 

齋 

ー
、
坪
內
藤
左
衞
門
御
膳
番
助
被
仰
付
永
田
長
門
守
病
死
之
旨
駿
河
守
達 

之
一
ヽ
九
ッ
半
比
長
春
院
調
合
立
合

ー
、
七
ツ
時
比
頭
取/

呼
二
來
り
罷
出
候
處
與
五
郞
工
門
ぷ
內
々
申
聞
候 

工
は
長
春
院
事
兵
部
少
輔
殿
御
宅
危
召
候
間
其
旨
此
方/

同
人
宅
佗
相 

達
候
へ
共

萬

一
行
違
出
仕
い
た
し
候
ハ
ゝ
不
快
ニ
し
て
早
々
退
出
爲
致 

可
申
と
の
事
也
無
程
ト

第

番
い
た
し
候
處
同
人/

同
樣
申
達
候
ニ
付 

貫
齋
事
今
日
御
廣
式
當
番
相
勤
居
候
事
申
出
候
處
同
人
へ
も
為
知
早
 々

替
番
爲
致
可
申
と
の
事
右
ニ
付
ト
仙!
1*1

樣
御
廣
式
へ
罷
出
貫
齋
へ
申
渡 

候
節
長
春
院
事
御
診
之
爲
御
廣
式
へ
罷
出
候
ニ
付
早
速
右
之
次
第
申
渡 

し
直
需
宅
ス

貫
齋
代
番
匸
は
玄
貞
差
出
長
春
院
名
代
ニ
は
洞
海
差
出
卽
兵
部
少
輔
殿 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
口
記
』(

緒
方)

*

御
宅
ニ
於
テ
左
之
通
被
申
渡

W

東

長

春

院
 

•

思
召
有
之
御
匙
御
免
被
仰
付
差
扣
被
仰
付
候 

ー
、
夜
五
ッ
時
玄
同
ト
仙
洪
庵
御
診
被
仰
付
御
機
嫌
之
旨
安
房
守
藤
左
工 

門
へ
申
述
ル 

一
、
長
春
院
代
り
泊
り
・
玄
同
罷
出
ル 

ー
、
夜
中
玄
同
連
名
工
て
洞
海
へ
明
日
早
朝
出
仕
之
事
申
遣
ス 

廿

四

日

晴 

ー
、
御
定
式
如
例
玄
意
玄
同
ト
仙
洪
庵
玄
昌
甫
周
道
安
拜
診
丹
後
守
藤
左 

衞'H

へ
謁
ス 

ー
、
貫
齋/

父
長
春
院
差
扣
被
仰
付
候=

付
差
扣
伺
之
義
卜
仙
洪
庵
連
名 

工
て
賴
來
ル
右

ニ
付
頭
取
ま
で
書
附
ヲ
以
て
申
出
置
候
處
不
及
其
義
旨 

夕
方
二
達
し
有
之
よ
し 

ー
、
貫
齋
引
込
ニ
付
洞
海
を
御
表
當
番
と
し
洪
庵
直〇

:

廣
式
沦
囘
り
當 

番
相
勤
厶

一
、
タ
方
御

診

永
春

院

章

庵

靜

海

快

庵

洪

庵

秀
貞 

廿
五

日

晴

ー
、
御

定

式

拜

診

章

庵

靜

海

快

庵

洪

庵

秀

貞

宗

達
 

一
.

、
貫
齋
差
扣
不
及
其
義
二
付
今
日/

當
番
相
勤
候
よ
し
御
廣
式.
二
來
ル 

交
代
但
シ
天
璋
院
樣/

被
下
物
有
之
ニ
付
可
相
待
旨
御
沙
汰
有
之
七
ッ 

時
半
於
御
前
御
索̂

御
し
る
粉
御
菓
子
御
料
理
被
下
品
物
紙
入
一
兩
袖

一
六
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

四
•

五
號

お
と
し
一
き
せ
る
一
拜
領
被
仰
付
・
 

ー\•

今
日
竹
內
玄
同
御
匙
蓝

付 

ー
、
囊
歸
宅
伊
東
兩
口
織
田
硏
齋
來
ル 

ー
、
深
更
伊
東
哲
之
介
相
尋 

ー
、
御
表
當<

石

玄

貞

♦

廿
六
日

ー
、
當
番

ー
、
御
廣
式

一
ゝ
明
廿
七
日
四
ッ
時
御
城
へ
可
罷
出
旨
御
書
付
兵
部
少
輔
殿
御
渡
之
旨 

加
賀
守
殿
被
相
渡
趣
頭
取
喜
一
播
磨
守/

手
紙
を
以
て
達
し
來
ル

林 竹

內

洞
玄

海 同

,

一一一

一
六
二

時
服
ニ
ッ
、

玄 玄 三 澄 貫 快 玄 盤 卜

秀

貞

銀
二
十
枚 

际
服

一
、
部
屋
鄕
藏
へ
時
服
袖
之
代
金
一
兩
式
部
部
遣
ス 

一・、
陸
尺
共
へ
兩
度
御
時
服
拜
領
ノ
祝
義
と
し
て
金
貳
TI

疋
遣.
ス
但
シ
鄕

廿
七
日

時
之
通

靜 章 洪

海 庵 庵

伯 伯 雄 道 祐 自

元 貞 伯 哲 安 益 伯

甫 玄 永 養

春 春

周 達 昌 院 院

洞 洪 玄

意 
®
 庵 齋 庵 同 安 仙 海 庵 貞
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藏
-
一
渡
ス 

<

ー
、
明
廿
八
日
四
ッ
時
御
用
召
之
旨
兵
部
少
輔
殿
御
渡
之
旨
伊
勢
守
殿
被 

渡
候
趣
頭
取/

達
し

-

、
今
日
勅
使
御
對
顏
ハ
ッ
時
丽
出
御
ハ
ッ
時
入
御
白
梅
爲
知
二
て
玄
同 

能
出
拜
診
益
御
機
嫌
之
旨 

ー
、
七
ッ
時
過
御
目
付
塚
原
治
左
衞
門
面
會
內
談
いJ

た
す 

ー
、
夕
方
御
廣
式
御
調
會
立
合
罷
越
ス
處
今
日
左
之
通
被
下

銀
五
枚

〃

五

枚

，
 

-

、
右
天
璋
院
樣/

•

銀
三
枚

・

〃

ー
・
枚

右
和
宮
樣/

ー
、
昨
日
泊
リ
相
勤
候
も
の
へ
御

手

髻

下

芭
蕉
布
ー

土

瓶

一
 

‘

銘

々

盆
!

右
洪
庵
分
拜
領

ー
、
御
小
納
戶
貴
志
鉞
之
進 

發
表
劑
六
帖
制
酸
散
一
と
ロ
ロ 

ー
、
御
小
姓
柳
原
吉
之
亟
へ
・ 

發
表
劑
六
帖

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

廿
ハ
日

ー
、
御
定
式
如
例

ー
、
當
番 

伊 

東 

貫 

齋 

一
ヽ
九
ツ
時
於
笹
之
間
井
上
河
內
守
殿
篮

渡
若
年
寄
立
合
御
小
姓
御 

小
納
戶
售

師
へ
公
方
樣
御
麻
疹
御
全
快
ニ
付
拜
領
物
被
仰
付
銘
々
一
共 

銀
十
五
枚

ツ

、

一
ゝ
御
廣
式
天
境
院
樣
御
診
相
濟
タ
七
ッ
時
退
出
井
上
河
內
守
殿
稻
葉 

兵
部
少
輔
殿
佐
野
伊
與
守
殿
へ
囘
勤
暮
比
歸
宅 

・

廿
九
日

.

當
番 

石 

川 

玄 

貞

晦 
日

林

洞

海

十
二
月
朔
日
晴
陰
不
定
風
烈
シ

ー
、
正
午
頃
出
宅
登
城
洞
海
と
交
代

一
一
ヽ
當
番• 

洪 

庵

ー
、
式
二
御
禮
相
勤

厶

ー
、
御
納
戶
拂
例
年
之
通
白
り
ん
ず
一 

口
大
高
檀
紙
一
帖
靑
土
佐
紙
一
帖 

、
幣
卑
所
俗
■■h-

役
御
活
詁
掛
御

---r-

當
金
伺
vt

小
角
—
郞
兵
衞
之
處
へ
差 

出
ス

ー
六
三
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科

學

史

硏

究
 

第

四
•

五
號

:

夜
分
於
御
前
御
雜
養
下
同
僚
ハ
快
庵
盤
安
洪
庵
秀
貞
四
人
也 

ー
、
向
番 

伊 

澤 

盤 

安 

、
今
日
拜
領
物
御
前
御

量

ッ
半
頃
相
濟

二

日

晴

一
、
御
定
式
如
例-
玄
同 

盤
安 

快

庵

洪

庵

雄

伯

拜

診 

ー
、
四
ツ
時
御
廣
式
へ.
囘
り
天
璋
院
樣
御
診 

玄
幡 

章
庵 

靜
海 

快

庵

洪

庵
五
人
也

I
 

ー
、
當
番

ー
、
九
ッ
時
退
出 

三

日

・
 

ー
、
當
番

竹 

內 

玄 

同

伊 

東 

貫 

齋

一
六
四

七

日

晴

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同

一
、
御

定

式

如

例

玄

意

ト
仙

洪

庵

宗

達 

仙
貞 

玉

振

御

機

嫌
之
旨
三
郞
左
エ
門-
一
謁
ス

ー
、
四
ッ
半
比
於
御
土
圭
間
之
間
玄
同
洪
庵
へ
左
之
御
書
付
平
岡
丹
波
守

殿
被
相
渡

緖

、
方
.
洪

庵
 

先
逹
而
拜
借
地
被
仰
付
候
隣
舉
所
咆
込
地
ニ
有
來
鳥
居
織
部 

家
作
此
度
爲
差
上
取
繕
之
上
向
後
醫
學
所
頭
取
御
役
宅
二
被 

成
卞
候
間
可
被
得
其
意
候
尤
御
作
事
奉
行
可
被
談
候

四
日

ー
、•
當
番

-
1

川 

玄 

貞

五
日

一
ヽ
當
番

、林 

洞 

海

六

日

晴

寒

し

ー
、
當
番 

緖 

方 

洪 

朝
五
ッ
時
出
宅
登
城
林
洞
海
と
交
代

庵

竹

內

玄

同

沱

• 

ノ
. 

:
 

-
-
-
-

 

先

達

而

拜

借

地-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-

 

可
被
得
其
意
候

右
之
通
緖
方
洪
庵
12

相
逹
候
IfH

出
其;
U:

御
作
事
奉
行
可
被
談 

候

外
國
掛
り
御
目
付
池
田
修
理
聞
合
セ
御
日
用
頭
ヲ
以
て
若
年
寄
衆
沱
御
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禮
申
上

頭
取®

亠
差
圖
一
一
依
て
御
用
掛
御
侧
衆
部
屋
並
泊
方
御
側
衆
御
部
屋
へ

御
禮
申
上
ル

八
日 

ー
、
當
番

九
日

一
ゝ
當
番 

十
日 

ー
、
當
番

伊 

東 

貫 

齋 

石 

川 

玄 

貞 

林 

洞 

海

十

一

日

晴

ー
、
當
番

\

四
ツ
時
出
營
洞
海
と
交
代

一
、
御
城
二
而
玄
同
良
順
面
會
長
崎
傳
習

一
條
示
談
之
上

/
 

竹

、內

川 

島 

右
兩
人
傳
習
之
願
書
付
ヲ
以
て
丹
波
守
殿
へ
差
出
ス 

ー
、

一
昨
日
米
國
醫
者

シ
ン
モ
ン
ス/

申
出
候
傳
染
病
豫
防
之
御
所
置
方

緖

方

洪

庵

玄 宗

庵 瑞

今
日
良
順/

書
付
を
以
て
申
出
ル

.
ー
、
同
番

三 

上 

快

■

庵

緖
方
洪
庵
『
勤

仕

向

日

記

』(

緖
方)

计
二
日 

睛

一
ゝ
御
定
式
如
例 

章
庵 

快
庵 

洪
庵 

甫
周 

道
安 

謁
源
左
エ
門 

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同

・一、
九
ツ
時
御
退
去
麻
布
屋
敷
へ
行
暮
歸
宅

ー
、
夜
分
長
春
院
召
ニ
付
名
代
ト
シ
テ
同
役
玄
蕃
殿
御
宅
へ
罷
出
同
人
差

扣
御
免
被
仰
付

匚

夜
九
ッ
前
御
城
竹
內
玄
同/

丹
波
殿
被
渡
之
旨
長
崎
傳
習
被
仰
渡
之 

御
書
付
差
越

眼
科
爲
質
問
長
崎
表
尼
可
被
差
遣
候

醫
學
爲
傳
習
長
崎
沱
可
被
遣
候

緖 竹 川 '松

方 內 島 本

洪 玄 良

哉 庵 瑞 順

同
斷

長
崎
表
醫
學
傳
習
其
讎
罷
在
候
樣
可
被
致
候

右
ニ
付
川
島
竹
內
へ
卽
刻
明
十
三
日
胡
:-/-:
時
半
濤
學
所
だ.
可
被
罷
出
と 

の
各
封
書
狀
相
遣
ス

-

十
三
・
日

ー
、
五
ッ
半
比
松
本
良
順
立
合
宗
瑞
玄
庵
兩
人
へ
傳
脅
之
事
申
渡
ス

ー
、
直
樣
登
城
頭
取
ま
で
御
禮
申
述
御
禮
式
之
事
相
尋
之
處
洪
庵
い
づ
れ

へ
も
御
禮
二
不
及
と
の
事
也

一
六
五
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科

學

史

硏

究
 

第
四•

五
號 

一
ヽ
長
春
院
冷
扣
御
免
ニ
付
御
老
若
御
用
掛
不
殘
御
禮
名
代
囘
勤
暮
後
長 

春
院
宅
へ
歸
ル

-
:
 

伊 

東 

貫
•

齋 

十

四

日
•

一
、
當
番 

石 

川 

玄 

貞 

:

朝:
7£

ツ
阳
.,!,.
宅
溢
城
於
匕
!•:
之
同
平
岡
丹
波
守
喙
玄
同
洪
庵
へ
御 

書
付
被
相
渡

・
同
件竹 

內 

玄

.
庵

，
 

長
崎
表
醫
學
傳
習
と
し
て
被
差
泄
候
ニ
付
人
足
貳
人
馬
貳
疋
之 

御
朱
印
被
下
御
暇
金
四
十
兩
御
介
カ
米
1-1

五
十
俵
凹
ツ
物
成
日
割
ヲ
以 

被
下
候
事

・ 

洪
庵
伴

・

緖
 

方 

洪 

哉 

長
崎
表
醫
學
傳
習
と
し
て
其
儘m

Hl

候
ニ
付
人
足
貳
人
馬
貳
疋
之 

御
朱
印
被
下
御
暇
金
凹
十
兩
御
合
力
米
百
五
十
俵
四
ッ
物
成
日
割
ヲ
以 

被
下
候
事

・
竹 

內 

玄 

同

緖 

方 

洪

庵

/
 

長
崎
表
醫
學
傳
習
と
し
て
喫
淸
師
翼
被
差
遣
候
ニ
付
人
足
貳
人
馬
貳 

疋
之

御
朱
印
被
下
御
暇
金
四
十
兩
御
合
力
米
百
五
十
俵
四
ッ
物
成
日
割
ヲ
以

一
六
六 

被
出
候
事
是
迄
ハ
毂

持
方
七
人
扶
持
一
倍
御
手
當
金
三
十
兩
被
下
候 

へ
共
向
後
は
御
扶
持
方
御
手
當
金
八
不
被
下
事 

一

、
御
合
カ
米
之
儀
者
於
長
崎
表
三
季
二
割
渡
可
申
長
嗎
懸
り
御
勘
定
奉 

・
行
可
被
談
候
事

松 

本 

良 

順

川 

島 

宗 

瑞 

右
兩
人
ハ
ロ
逹
二
て
被
仰
渡
候
御
暇
金
同
樣
四
十
兩
ヅ
、
被
下 

右
御
禮
式 

一
ゝ
御
前
御
禮 

一
ヽ
御
用
掛
御
側
衆 

一
、
泊
り
方
御
部
屋 

ー
、
同
番
御
老
若 

・
 

右
囘
勤
仕
舞
夕
方
歸
宅 

十
五
日 

一
ゝ
當
番• 

戶
•

塚 

靜 

海 

ー
、
昨
日
之
御
仰
渡
奧
詰
之
兩
人
事
不
分
明
之
事
有
之
間
早
朝
北
角
へ
聞 

合
二
參
候
處
早
出
二
て
出
勤
致
シ
不
得
已
五
ッ
時"

り
な
城
北
角
へ
聞 

合
之
上
左
之
伺
書
差
出
ス

川 

島 

宗 

瑞 

右
宗
瑞
爭
竹
內
玄M

緖
方
快
哉
同
樣
長
崎
表
傳
習
被
仰
付
ニ
付
御
合
力 

米
之
儀
同
樣
長
崎
二
て
御
渡
二
相
成
候
ニ
右
之
候
哉
此
段
奉
伺
候
以
上

竹 

內 

玄 

同
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緖 

方

，

洪

庵

. 

一
、
御
城
工
て
奧
詰
醫
師
中/

申!
'l',

候
に
付
偉
習
之
義
今
度
繼
越
・
農
順
宗 

瑞
兩
人
之
義
ハ
部
屋
住
と
違
ヒ
當
人
之
事
故
同
樣
二4

有
之
間
敷
同
體 

遠
國
御
用
被
仰
付
候

節

ハ
い
つ
も
御
暇
之
節
時
服
と
金
八
拜
領
い
た
し 

來
候
此
度
も
時
服
ハ
可
有
之
處
其
御
沙
汰
無
之
後
來
之
例
ー
ー
相
成
候
て 

ハ
迷
惑
に
候
冏
願
吳
と
の
事
色§

御
祐
筆
一~

も
間
聞
合
之
上
願
書
差
出 

右
一
條
竹
内
玄
同
へ
賴
置
七
ッ
時
歸
宅
ス 

一・、
厳
宅
後
松
本
良
順
御
宛
行
か
付
之
事
書
狀
ヲ
以
て
申
遣
ス 

一
、
頭
取
部
屋
ニ
て
因
幡
守
殿
御
渡
之
旨
左
之
御
書
付
豐
後
守d

達

ス

奧
醫
師

・
緖 

方 

洪 

庵 

明
日
四
ツ
時 

御
城
沦
可
被
罷
出
候
事 

十
二
月
十
五
日

十
六
日 

一
ヽ
朝
五
ッ
時
出
宅
御
用
召
ーー俺
登
城
之
處
於
御
膳
立
之
間
石
川
玄
貞
同 

列
舉

守

殿

か 

- 

法
眼
ー
ー
被
叙
旨
被
仰
渡

御
禮
式

一
、
御
前
御
・
禮
御
用
掛
御
側
衆
御
取
合
ヲ
以
て
申
上
侯

、
御
用
掛
衆
御
祁
屋
へm

出
候 

ー
、
御
側
衆
御
部
屋
沦
罷
出
候

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

一
、
御
老
中
方
圖
書
頭
殿
若
年
寄
衆
御
側
衆
御
宅
惣
廻
リ 

右
ノ
外
御
禮
無
之
何
も
十
徳 

ー
、
今
日
同
席
ニ
於
て
章
庵
玄
意
靜
海
玄
同
四
人
法
印
二
被
仰
付 

津
輕
良
春
院
大
膳
亮
弘
玄
院 

戶
塚

靜

春

院

竹
內
謂
川
院 

ト
相
改
厶 

・
 

. 

ー
、
頭
取
三
人
受
領

部

長

門

守
 

田

淡

路

守

・

間

越

中

守
 

ー
、
ハ
ッ
半
比
御
廣
式
へ
御
禮
申
上
直
樣
御
老
中
若
年
寄
不
殘
村
松
出
羽 

殿
大
膳
亮
多
紀
兩
家
津
輕
伊
東
へ
囘
勤
薄
暮
歸
宅 

ー
、
御
城
二
て
高
奎
次
郞
へ
良
順
へ
異
人/

送
リ
候
書
籍
之
伺
書
差
出

•
し
置

一
、
留
守
宅/

御
用
召
爲
知
衆
二
任
官
吹
聽
奧
御
翳
師
一
統
へ
直
書
奉
禮 

夫
夕
爲
持
差
出
ス

十
七
日

ー
、
四
ツ
時
出
營
洞
海
と
交
代 

・
 

バ
番 

緖•

方 

洪 

庵 

一'

御
城
二・て
長
崎
行
戶
塚
佐
藤
大
槻
>•
名
並
ハ
木
へ
洪
庵
願
之
書
狀
認

SfI須養服璽一
六
七
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科

學

史

硏

究
 

第

四
•

充
號

ー
、
池
田
多
仲
伺
濟
ヒ
レ
付
ヶ
西
尾□

之
介
へ
渡
ス

ー
、
相
番 

伊•

澤 

盤 

安 

十
八
日

ー
、
當
番 

竹

內

渭

川

院

ー
、
四
ツ
時
頃
長
春
院□

口
エ
付
出
營-
一
相
成

ー
、
四
ツ
過
退
出
御
廣
式-
一
罷
出

天
璋
院
樣
御
診
申
上

一'

天
璋
院
樣 

和
宮
樣
ぷ
年
暮
御
祝
義
銀
貳
枚
ッ

、
被
下

十
九
日

7

當
番 

伊 

東 

貫 

齋

-

、
天
璋
院
樣
御
誕
生
日
ニ
付
御
餅
被
下
旨
昨
夜
達
し
有
之
今
日
受
取
二 

遣
ス

廿
日

ー
、
當
番 

伊

東

長

春

院

. 

同
人
出
勤
ニ
付
今
日/

口
入

廿

一
日

ー
、
當

番

，
 

石 

川 

玄 

貞

ー
、
和
宮
樣
御
誕
生
日
御
餅
被
下

廿
二
日 

ー
、
當
番 

廿
三
日 

ー
、
當
番

一
六
ハ

戶

塚

靜

春

.
院

・
林

洞 

海

廿
四
日

i

、
當
番 

•

緖 

方 

洪 

庵

ー
、
出
勤
前
北
角
十
郞
兵
衞
へ
尋
面
會
御
役
宅
御
模
樣
替
之
事
賴
置

ー
、
五
ッ
半
出
宅
出
營
洞
海
と
交
代
竹
內
も
出
營
長
崎
行
便
船
賃
容
易
な.

ら
ざ
る
事
承
ル
宗
瑞
妻
子
召
連
願
一
條>

ル
• 

ー
、
御
役
宅
御
模
樣
替
願
書
案
文
十
郞
兵
衞/

返
却
孚
々
淸
書
い
た
し
可 

差
出
旨
達
ス
宅
狀
二
俗
事
役
へ
右
之
段
申
遣
ス 

ー
、
御
役
料
一
條
も
粗
極
少
た
る
樣
子
幸
次
郞/

申
聞 

ー
、
謂
川
院
事
丹
波
守
殿
工
御
逢
被
成
度
旨
幸
次
郞/

達
し
ニ
付
昨
日
同 

人
當
番
之
事
申
出
候
處
早
ク
出
勤
有
之
樣
可#

の
事
ニ
付
卽
刻
申
遣

•

ス
ー
、
部
屋
暮
の
入
用
都
合
四
兩
『
一
部
餘
也
久
平
へ
渡
ス
又
太
刀
之
代
一
兩 

同
人
へ
渡

ー
、
向
番 

半 

井 

卜 

仙 

ー
、
午
後
戶
塚
靜
春
院
御
廣
式/

囘
リ
暫
時
二
し
て
退
出
ス 

ー
、
暮
後
於
御
前
小
姓
御
小
納
戶

一
同
御
酒
頂
戴
御
膳
御
養
麥
御
料
理
被 

•

下
同
僚
ハ
弘
玄
院
ト
仙
洪
庵
三
人
也
・

456



ー
、
高
木
素
介/

藥
禮
と
し
て
紙
三
帖
差
越
ス

、廿 
當六 
番日

當 
番

廿 
五 
日

伊 竹

東 .

貫

齋

.內

謂

川

院

廿
七
日

ー
、
當
^.
伊

東

長

」t

院

一
、
昨
夜
深
更
左
之
通
御
達
有
之

前
略 

、 

明
廿
七
日
四
ッ
時 

•

御
城
へ
罷
出
可
有
之
旨
兵
部
少
輔
殿
御
渡
之
書
付
伊
勢
守
御
逑
之
旨

・
御
達
申
候
ゝ
—

，

右
ニ
付
今
朝

？/£

ッ
半
洽
城
H',

懸
伊
爪
へ
立
寄

天
璋
院
貉

床

拂

二

付

銀
十
枚

被

下

於
御
廣
式

銀
五
枚

被

下

本

囂

樣
/

暮
之
御
祝
儀

金
貳
百
疋
被
下

右
御
禮
御
前
御
禮
泊
り
方
部
屋
口
口
月
番
御
老
中
若
年
寄
書
付
ヲ
渡
シ 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

兵
部
少
輔
殿
御
用
掛
御
側
御
宅
囘
勤
暮
前
歸
宅 

廿
八
日 

/ 

一
ゝ
當
番 

石 

川 

玄 

貞 

•
一
、
五
ッ
時
揃
之
惣
御
召
ー
」
付
六
ッ
半
登
城 

御
時
服
料
銀
貳
十
枚
ヅ
、
 

右
御
醫
師
一
統
へ
被
下
早
速 

御
前
御
禮
相
濟

ー
、
九
ッ
時
丹
波
守
殿
御
渡
之
筈
之
處
御
用
繁
二
付
樋
口
喜
左
衞
門
を
以 

て
左
之
御
書
付
御
渡
二
相
成

緖 

方 

洪 

庵 

西
洋
醫
舉
所
頭
取
相
勤
候
ニ
付
頭
取
中
爲
御
手
當 

三
十
人
扶
持
被
下
候 

右
御
禮
式 

御
用
掛
御
側
衆
へ
御
褂
出
ト
泊
り
方
御
側
部
屋
へ
御
禮
被 

仰
渡
若
年
寄
衆
饷
绵
掛
御
側
衆
御
宅
囘
勤 

右
IBJ

勤
仕
舞
仆
東
小
“
樋
口
へ
此
二
立
寄
タ
カ
歸
宅
竹
內

へ
も
立
よ
る 

ー
、
右
御
扶
持
被
下
吹
聽
伊
東
戶
塚
竹
內
へ

直

書

伊

貫

林

石

川
 

松

本

父

子

吉

田

川

島

佐
nl

へ
奉
禮
差
出
ス' 

-

、
歸
宅
後
酒
肴
調
池
田
太
仲
俗
事
役
相
招
ク

卄
九
日

ー
、
當
番 

戶

塚

靜

春

院

・
一
六
九
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桑 
木
森ホ 

島ワ 
恒イ 

雄ト 

需ツ 

レト'、

板 
澤

武 

雄

加
茂

儀 岱
榮

井 

上

淸 

恒

松

本

厚

神

田

茂

吉 

田 

洋

島 并

高 
陽

原

光

雄

梅

5

般

雜

誌

科 

學 

史 

文 

獻 

集 

成

科 

學 

史 

硏 

究

匸）

山
•崎

近 
藤

近 
藤

田
坂

中 
川 
登 
イ€ 

雄

山 
本

井

本

近 
藤

7*

ラ 內

彌 

永
〇 
數

天 
矢

伊

藤

1

基 洋 

逸

興 
道 淸 進,

ウ

ン 雅
昌 

吉

գ 
矣

眞
浩

q

非

I
ク 
リ

學

ガ 
リ

リ

文 ダ

イ

七
〇
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舊ゝ】

恒ト

コ

ペ 
ル

ク

:平

田

渡 
邊

平

出

荒 
木

山 
本

井 

本
«
小 
川

井 

本

山 
本

小 
川

山 
本

井

本

/ 

神 

田

田 
坂

畝 
川

山 
本

井 

木

寬
敏 

夫 諦
俊 
馬 淸 崔

淸 

彥 進 淸

淸 

彥
需

進 茂
興 
道

哲 

郞 淸 進

潮
11

8 ガ,
リ
-7 ガ 

リ

誌
5

£

ガ 

リ

原

光

雄

田

屮

賀

渡 

邊 

憩'

波 

岡

具 
雄

光

雄

渡 

邊

田

中

覧

辻

郞

田 

中

實

渡 

邊

灌

田

中

實

稻
村

耕 

男

I
博 
■>

田

中

賞

天

野

淸

朝 

比 
奈 
貞

湯 

川

秀 
樹

〇

理

花

七

リ

物 

理 
學 
者 

ウ
イ

2 ア

リ

ア 
サ 
ン 

と 
そ

業 
釈

然 
科 
舉 

と 
博 

物 
館

學
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科

學

史

硏

究

第㈣
-

五
號

-

七
二

ラ
ン

湯口 
淺ノヾ 

明! 
めト 

尊フ

今 
:井

永 
野

湯 

淺

碓 
井

湯

淺

碓 
井

碓 
井

上 
野

〇 
生

原 田

中

渡 

邊

原 原 田 

中

渡

邊
棗 原

喜 
孝

爲 
武 明

益 
雄 明

益 

雄

益 

雄
益

物

光

雄 實 弑

光

雄

光 

雄 實

光

雄

本

9 ク 

コ

リ

開 開

藤 

田
巴 
陵

江 
澤

飯 
媒

〇 
そ

吉 福 
島

石 

原

藤 
浪

篠 
井

金 
子

板 
澤

志 

賀

緖 
方

熊

〇 
醫

元 
春 祐
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史
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史
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史
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史
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〇
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史
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史
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史
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日
本
醫
學
附
本
邦
に
於
け
る
耳
鼻
咽
喉
科 

學
發
達
史 

B

六
判 

二
六
五
頁 

ニ
・0

〇
圖 

東

亞

公

論

社

16 

生

理

學

を

中

心

と

し

た

醫

學

史A

五

判

三

四

三

頁 

六•

五O

BI
河

合

商

店

16 

横

濱

市

聲

師

會

史,A

五
判
ー
ー
ニ
ニ
頁 

非
賣 

醫
師
會
ロ

16

小
川
正
一
郞
著

林

驛
著

デ
ク 

根
津

i:
sw

山

崎

淸

著

H
 
•

バ
ル
ム
著 

丸

川

仁

夫

譯

南

江

堂

編

富

士

川

游

著

岡
田
和
一
郎
著

森

信

胤

著

栗

原

淸

一

著
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•
杉

田

玄

白

著
 

緖

方

富

雄

譯
 

巴

陵

宣

祐

著
 

中

野

操

著
 

高

山

坦

三

著
 

緒

方

富

雄

著
 

藤

井

倚

久

著

蘭
學
事
始• 
B

六

判

一
七
九
頁 

ー
 
•

ハ
〇
BI. 

築
地
書

房

16

炯

豔

豐
(

科
學
史
双
書)

A

五

判

四

三

六

頁

三•

五

〇

圜

山

雅

房

16

皇
國
醫

事

大

年

表B

六

判
H

ー
〇
頁

一
五•

0
0
M

南

江

堂

17

物
語0

醫

史

A

五

判

三

五

〇
頁 

ー
 
•

ハ
〇
圖 

大

澤

築

地

書

店

17

緖
方
洪
庵
傳 

B

六
判 

三
三
七
頁 

ニ•

五
〇
圖 

岩

波

書

店

17

醫
學
文
化
年
表 

A

五
判 

四
二
四
頁

科
學
史
文
獻
集
成(

二
〉

一
〇
・0

〇

凰

日

新

書

院

17 

安

西

安

周

著

明

治

先

哲

醫

話

判

三
四
六

頁

・17 

彎

を

獻

パ

イ
&

微
公

物
を
追

ふ

人

々B

六

判

五

旱

頁

二•

五〇

圓

第

一

書

房

17 

古
賀
十
二
鄭
著 

西
洋
醫

術
傳
來
史 

A

五
判 

五
〇
〇
頁

ー
〇
・
〇0

圖

日

新

書

院

17 

藤

浪

剛

一

著

日

本

衞

生

史B

六

判

ニ

・0

〇

圖

日

新

書

院

17- 

川
端 

勇
男
著 

辭

辭

纳
;

ル.
ヘ
ト
ニ

ツ

ホ

先

座B

六
判

二
九
一
頁 

ー
 
•

五
〇
凰 

柴

山

敎

育

出

版

社

17

一
八
一
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科

學

史

硏

究
 

第

四
•

五
號

會 

報

◊

前

號

に

申

上

げ

た

「
科
學
史
辭
典
」
は
十
二
月
ま
で
か
ゝ
っ
て
漸
く
全 

項
目
の
選
定
を
了
へ
た
。

項
目
の
選
定
は
辭
典
の
生
命
で
あ
っ
て
考
へ
れ 

ば
考
・
へ
る
ほ
ど
難
か
し
い
閒
題
が
續
出
し
て
來
る
。

殊
に
科
學
史
的
見
地 

か
ら
特
別
な
意
義
を
も
つ
項
目
が
相
當
に
出
て
來
る
の
で
、

項
目
選
定
に 

非
常
な
苦
心
が
拂
は
れ
、
時
日
も
豫
想
以
上
に
费
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
そ 

の
仕
事
の
困
難
さ
か
ら
云
っ
て
當
然
で
あ
っ
た
と
云
ひ
た
い
。

十
二
月
の
，
 

例
會
の
席
上
こ
の
項
目
が
發
表
さ
れ
、
具
體
的
内
容
も
報
吿
さ
れ
て
漸
く 

編
纂
事

業
も

軌

道

に

乘

っ
て

猛

進

し

得

-5
態
勢
と
な
っ
た
。

全

九

卷(

別 

に
年
表
索
引
の
た
め
ー
卷)

總
頁
數
四
千
頁
と
云
ふ
相
當
に
大
き
な
も
の 

で
は
お
る
が
、
之
を
出
來
る
限0

短
時
間
に
仕
遂
げ
た
い
つ
も0

で
あ
る
。 

理
想
的
に
考
へ
れ
ば
何
年
か'

っ
て
も
立
派
な
完
全
な
も
の
を
仕
上
げ
れ 

ば
よ
い
と
云
ふ
こ
と
も
云
へ
よ
う
が
、

現
下
の
我
國
の
情
勞
か
ち
云
っ
て 

も
、

ま
た
科
學
史
硏
究
本
來
の
目
的
か
ら
考
へ
て
見
て
・
も
、

史
的
考
證
の 

正
確
さ
を
期
待
す
る
た
め
に
多
數
の
科
學
者
を
何
年
も
動
員
し
つ
づ
け
る 

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

科
學
史
的
な
見
方
か
ら
今
日
の
科
學
を
促
進
し 

よ
う
と
云
ふ
の
が
學
會
の
冃
的
で
も

あ0
、
叉
辭
典
編
纂
の
意
圖
で
も
あ 

る
か
ら
、

科
學
史
辭
典
は
自
然
科
學
辭
典
と
し
て
も
勿
論
十
二
分
の
役
目

ー
入
二 

を
果
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
ど
う
か
我
が
科
學
の
發
展 

-
«

た
め
に
會
員
諸
兄
の
御
協
力
を
打
願
ひ
し
え
い
。

◊

文
獻
の
目
錄
集
成
に
關
し
て
は
會
員
か
ら
の
種
々
の
申
出
が
あ0

、
會 

で
も
仕
事
自
身
大
い
に
力
痢
を
入
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
單
に
雜
誌
、 

單
行
本
等
の
新
刊
書
ば
か0

で
な
く
、

其
他
の
文
獻
に
關
す
る
集
成
に
着 

手
し
た
い
つ
も0

で
ゐ
る
。

◊

會
資
の
拂
达
は
御
面
倒
で
も
出
來
る
だ
け
振
替
を
御
利
用
願
度
く
、
學 

會
と
し
て
も
專
屬
の
事
務
員
を
置
い
て
整
理
す
る
と
云
ふ
ほ
ど
餘
裕
が
あ 

る
わ
け
で
も
な
く
、

なV

多
忙
な
仕
事
を
も
つ
委
員
や
幹
事
が
勞
力
奉
仕 

を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
時
に
ま
ち
が
ひ
も
お
り
得
る
こ
と
で*>

ら
う
。

ど 

う
か
そ
の
時
に
は
遠
慮
な
く
御
申
越
下
さ
る
や
う

4»
願
ひ
す
る
。

例
會
通 

知
、
雜
誌
の
到
着
な
ど
が
時
々
も
れ
る
こ
と
も
固
る
樣
子
だ
が
、

之
は
今 

後
事
務
上
上
く
氣
を
つ
け
る
こ
と
と
す
る
。

例 

會

◊

第

十:

囘
例
會 

昭

和

十

七

年

十

月

二

十.A

日
午
後
六
時
半
よ0

日

本
醫
師
會
餡
に
て
、

出
席
者
二
十
三
名

1
•

農
業
史
硏
究
に
つ
い
て..
.
.
.
.
.

.
小

出

.
滿

二

氏

2

、 
日
本K

於
け
る
太
陽
曆
の
歷
史.
.
.

平

曲

淸

次

氏

3

、 
現
代
物
理
學
と
科
學
史
の
方
法.
.
.

武

谷

三

男

氏
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小
出
氏
の
講
演
に
引

き

つ
ド
い
て
の
平
山
淸
次
氏
の
講
演
は.
フB

グ
ラ 

ム
以
外
の
も
の
で
、

短
か
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
非
常
に
面
白
か
っ
た
。 

ま
た
武
谷
氏
の
講
演
に
對
し
て
は
質
疑
應
答
が
盛
に
行

は

れ
、

中
々
活
潑 

な
集
會
で
あ
っ
た
。

◊

第
十
三
囘
例
會 

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十

A.
日
午

後

二
時
よ
りH

本 

醫

師
會
餡
に
て
、

出
席
者
二
十
一
名

1

、
支
那
及
び
朝
鮮
に
於
け
る
科
學
史
斷
片
:
:

矢

島
 

祐

利

氏
 

◊

第
十
四
囘
例
會
及
び
晩®

會

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
九
日
午
後
六
時 

よ
り
三
信
ビ
ル
東
洋
軒
に
て
、
出
席
者
三
十
五
名
。

i

、•

健
陀
穀

子
袈

裟

に

つ

い

て.
.
.
.
.
.
.

大

賀

一

郎

氏 

例
會

に

先
立
ち
恆

例
の
年
末
晩
餐
會
を
開
く
、
會

食

者

三
十
三
名
。
會

員 

石
川
元
助
氏
應
召
の
た
め
出
發
と
の
事
に
て
一
同
乾
杯
武
運
長
久
を
祈0

、 

日
章
旗
に
署
名
し
て
激
勵
前
途
を
祝
っ
た
。

次
に
菅
井
委
員
よ0

科
學
史 

辭
典
の
編
纂
の
趣
旨
及
び
進
行
狀
態
に
つ
き
報
吿
ち0

、 

一
同
に
全
項
目 

表
を
配
布
、

協
力
を
願
っ
た
。

ま
た
大
賀
氏
の
硏
究
發
表
は
到
底

普

通

の 

場
合
に
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
健
陀
穀

子
袈
裟
の
破
片
の
實
物
か
ら
細
密 

な
寫
眞
な
ど
と
と
も
に
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
九
時
散
會

し
た
。

委 

員 

會

委
員
會
は
十
月
七
日
と
十
一
月
二
十
八
日
と
に
開
催
、

主
と
し
て
次
囘

會 

報

の
例
會
の
相
談
及
び
科
學
史
辭
典
へ
の
協
力
の
具
體
案
等
を
論
議
し
た
。 

ま
た
分
科
會
の
進~
仃
に
つ
い
て
も
實
質
的
な
相
談
を
右
ひ
、

と
に
か
く
相 

談
決
定
さ
れ
た
事
項
か
ら
實?T

に
う
つ
る
こ
と
に
し
た
。

關

西

支

部

例

會

◊

第

三

囘

例

會

十

月

十H
(

土)

午

後

二
時
半
よ0

京
大
學

友
會
館
に 

て
、

出®

者

ー
〇
名
。

1' 
賈

政

以

後

rc
於
け
る
天
文
觀
測
の
槪
要:
:

渡

邊
 

敏

夫

氏
・ 

會

員

消

息

顧
間
と
し
て
會
の
た
め
に
種
々
と
力
を
盡
さ
れ
た
慶
大
敎
授
藤
浪
剛
一 

博
士
は
去
る
十
一
月

二
十
九
日
午
前
十
時
四
十
分

心
性
喘
息
の
た
め
に
急 

逝

さ
れ
た
。

科
學
史
殊
に
醫
學
史

IC
於
け
る
同
博
士
の
硏
究
は
著
名
で
あ 

る
し
、

同
博
士
の
そ
の
方
面
に
關g

藏
書
も
ま
た
有
名
で
あ
っ
た
。

科 

學
史
學
界
に
と
っ
て
は
大
程
な
損
失
と
云

ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
痛
惜
の
情 

に
耐
へ
な
い
。

桑
木
會
長
は
本
會
を
代
表
し
て
弔
問
に
赴
き
ま
え
十
二
月 

ーーーH

靑
山
齋
場
に
於
て
行

は
れ
た
吿
別
式

に

も
參
列
し
哀
悼
の
意
を
表
し 

た
。

一
科
學
史
學
界
の
元
老
た
る
元
一
高
校
長
、

元
京
大
文
學
部
長
猝
野
享
吉 

-
博
士
は
胃
潰
瘍
の
た
め
去
る
十
二
月
二
十
二
日
午
前
十
一
時

小
石
川
區
大

一
八
三
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科

學

史

硏

究
 

第
四
・.
五
號 

塚
坂
下
町
の
自
宅
に
於
て
死
去
さ
れ
た
。

狩
野
博
士
は
本
會
の
顧
問
と
し
て
老
體
に
も
拘
ら
ず
時
々
例
會
に
も
出 

席
さ
れ
て
を0

、

我
々
も
心
强
く
思
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
ゝ
に
藤 

浪
博
士
に
引
き
續
い
て
再
度
か
け
か 

へ
の
な
い
先
輩
を
失
ふ
悲
み
を
見
る

一A

四 

こ
と
に
な
っ
た
。
博
士
は
嘗
て
友
人
の
た
め
に
責
任
を
負
ひ
、

多
數
の
藏 

書

を

賣0

拂
は
れ
て
以
來
文
字
通0

淸
貧
の
生
活
に
廿
じ
て
を
ら
れ
た
。 

告
別
式
は
廿
四H

靑
山
齋
場
で
行
は
れ
た
が
、
桑
木
會
長
は
會
を
代
表
し 

て
參
列
さ
れ
た
。
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日
本
科
學
史
學
會
會
員
名
簿(

昭
和
一
七
年
十
二
月
現
在)

靑

木

一

郎
 

束 

健
一 

朝
比
奈
貞
一 

天
野 

淸 

淺
井
敬
太
郎 

赤

羽

千

鶴
 

赤

井

義

郞
 

阿

部

良

夫
 

秋
岡
武
次
郎 

會
田
軍
太
夫 

朝

山

榮

ユ 

顋
安
藤
廣
太
郎 

秋
元
壽

惠

夫 

相

川

春
喜 

阿
部 

徹

京
都
高
工
敎
授 

(

物
理)

陸
軍
科
學
學
校
敎 

授(

化
學)

東
京
科
學
博
物
覇 

舉
藝
當

商
工
省
技
師

(

物
理)

京
都
植
物
園
技
師 

京
大
農
學
部
講
師 

長
野
師
範
學
校
附 

屬
國
民
學
校 

文
部
省
囑
託 

北
海
タ
イ
ム
ス
社

長陸
軍
豫
科
士
官
學 

校(

地

警

岩
城
确
子
硏
究
所 

長(

物
理)

醫
師

東
大
名
譽
敎
授

(

農
學)

東
大
醫
學
部
血
淸 

學
敎
室

科

敎

授(

動
物5

會

員

名

簿

京
都
市
左
京
區
下
鴨
厚
木
町
三 

束
京
市
小
石
川
區
水
道
端
ニ
ノ
四
一 

横
濱
市
磯
子
區
西
根
岸
坂
本
下
町
ー

五東
京
市
淀
橋
區
西
落
合
一 

ノ
九 

京
都
市
東
山
區
新
門
前
通
梅
本

BT

東
京
市
大
森
區
山
王
一 

ノ
ニ
七
九
二 

大
森
山
王

ア

パJ

卜

札

幌

市

北/k

條
西
六
丁
目

東
京
市
世
田
谷
區
北
澤
ニ
ノ 

ー
ニ
三 

束
京
市
大
森
區
調
布
嶺
町
一 

ノ
四
六 

五東
京
市
下
谷®

池

之

!®
-.
仲
町
一 

〇
 

東
京
市
淀
橋
區
西
落
合
ー
ノ
ー
ー
ー
〇
」

離
倉
市
大
町
一
ニA

六 

東
京
市
外
小
金
井
町
一

7k
四
三

岩 
崎

稻 
沼

稻 
葉

井 

出

井 

本

伊 

澤
出 石

橋
荒 
木

安
藤

安 
部

蘆

田
會

田
淺 
井

赤 
松

克 

已

瑞

穗 1 彌 

門 進
凡 
人 隆

榮 俊 
馬

良 讓 

治

伊 

人 博 郞
金 
芳

敎早 

諡稻 

田 
實 
業 
學 

校

ir
學 

校 
長
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磯
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華
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院
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係
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京
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區
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町
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五
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葉
縣
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京
市
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鄕
區
駒
込
西
片
町
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京
市
濫
谷
區
千
駄
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京
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區
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五 
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區
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師
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授
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應療
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鐵
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鐵
所
病
院 

京
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市
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京
區
吉
田
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路
町
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六 

阪
大
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學
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應
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學
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室 

東
京
市
濫
谷
區
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官
山
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官
山 

ア
パ
ー
ト

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
深
澤
町
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ノ
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四
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島
縣
麻
植
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村 

東
京
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田
ヶ
谷
區
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ノ
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館
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京
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物
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內
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師(
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田
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岡
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澤
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縣
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澤
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岡
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澤
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澤
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岡
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岡
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史
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史

天 

文
史
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目(

武
村 

方)東
京
市
滥
谷
區
金
王
町
四
二 

東
京
市
杉
並
區
井
荻
ニ
ノ
三
四 

大
阪
市
住
吉
區
山
ノ
內
町
二
四
四 

大
阪
府
布
施
市
西
堤
七
四 

東
京
市
本
鄕
區
春
木
町
三
ノ
三
二 

京
都
市
左
京
區
下
鴨
北
園
町
三
一 

ノ 

ニ
ノ
ニ 

\

福
岡
市
彌
生
町
ニ
ノ
ニ
ニ 

東
京
市
大
森
値
久
ヶ
原
町
四
六
一 

福
岡
市
九
州
帝
大
理
學
部

1

乐
市

江
戶
川
區
逆
井
町
一 

ノ
四
三 

東
京
市
小
石
川
區
林
町
一
〇
〇
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シ

東
京
文
理
大
助
敎 

授(

哲

學)

佐 
藤

齋 
藤

齋 坂 

田
坂 
田

佐 
藤

坂 
入

佐 
藤

坂 
井

佐 

木
坂 
倉

佐 

治

佐 
藤

櫻 
井

書
靜

英 良 
次

昌 正 
巳

俊
雄、

堂 皐 崇 

夫

準 芳 

雄

信 
衞

博

音 衞

囑東 
託大

物第 

理一 
學早 
校高

Si
坂-會全 術著 

史述

敎建 
育築 

▼設 
計

科 
學

下
村
寅
太
郎

會

員

名

簿

東
京
市
瀧
野
川
區
西
ヶ
原
町
一
〇
へ 

〇東
京
市
赤
坂
區
靑
山
高
樹
町
一
六 

東
京
市
小
石
川
區
高
田
老
松
町
一
七 

鎌
倉
市
極
樂
寺
姥
谷

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
探
澤
町

四

ノ
五 

〇
七

東
京
市

品
川
區
上

大

崎

中

丸

四

一
六

山
口
縣
宇
部
市
岬
一
二
三 

東
京
市
淀
橋
區
下
落
合
四
ノ
ニ
ー 

京
城
府
淸
凉
里
町
大
學
官
舍 

東
京
市
牛
込
區
馬
場
下
町
四
ー

三

東
京
帝
國
大
學
理
學
部
植
物
學
敎
室 

名
古
屋
帝
國
大
學
理
工
學
部
物
理
學 

敎
室 

' 

京
都
市
左
京
區
松
ケ
崎
呼
返
町
四
ノ

四東
京
市
大
森
區
久
ヶ
原
町
五
九
二

福
井
市
丸
山
三
四
ノ 

ー

東
京
市
杉
並
區
和
泉
町
四
七
五

淸

水
幾
太
郞 

白

井

俊

明
 

篠

遠

喜

人
 

島

田

正
雄

顧

柴

田

桂

太
 

顧

柴

田

雄

次
 

芝 

龜
吉 

志
，賀
富
士
男

篠
原 

登 

篠

原

智

俊

執

行

岩

根

漩

谷

壽

夫

庄
司
吉
之
助

讀
賣
報
知
論
說
委 

員
上
智
大
學
講
師 

(
B-
會

學) 

理
化
學
硏
究
所 

(

化
學
ノ

東
大
敎
授
・(

遣
傳 

學)醫
師(

血

淸

學

病 

理
學)

束
大
名
譽
敎
授
資 

源
科
學
硏
究
所
長 

(

植
物)

名
大
理
工
學
部
長 

(

化
學)

理
化
學
硏
究
所

(

物
理)

日
本
出
版
文
化
協 

會(

化
學)

遞
信
省
工
務
局
調 

査

課

長
(

電
氣
通 

信)日
本
建
築
工
業
會 

社芝
浦
電
氣
芝
浦
支 

社
硏
究
所

京
大
農
學
部
副
手 

福
島
高
商
硏
究
調 

査

課
•

柴
田
伊
左
衞
門

淸
水 

寬

淸
水
藤
太
郞 

島

津

齊

德
 

新
村 

猛

結
核
硏
究
所
技
師 

帝
國
女
子
醫
學
藥 

學
專
門
學
校 

東
大
農
學
部
學
生 

京
大
附
屬
圖
書
館

東

京

市

板

橋

區

常

盤

臺

一
 

ノ
三
〇

中
野
區
塔
ノ
山
町
七 

東
京
市
板
橋
區
練
馬
南
町
ニ
ノ
四
一

三
五

東
京
市
本
所
區
吾
妻
橋
ニ
ノ
ニ
七 

東
京
市
小
石
川
區
小
日
向
臺

町
一 

ノ

一東
京
市
淀
橋
區
百
人
町
三
ノ
三
一
七 

東
京
市
本
鄕
區
駒

込

曙

町

一'

九 

東
京
市
豐
島

區

池

袋

四
ノ
四
〇
四 

東
京
市
杉
並
區
荻

窪

ニ
ノ 

ー
七
二 

東
京
市
板
橋
區
板
橋
町
一
〇

ノ
三
〇

二
七

東
京
市
大
森

區
馬
込
町

四
ノ
ニ
六
ハ 

尢
阪
府
池
田
市
石
橋
莊
園 

福
島
市
上
濱
町
一
〇 

八
幡
市
槻
田
川
添
町 

東
京
市
漉
谷
區
鶯
谷
町
一
四 

橫
濱
市
中
區
相
生
町
五
ノ
七
八 

東
京
市
品
川
區
五
反
田
六
ノ
二
三
四 

京
都

市

上
京
區
小
山
中
溝
町

一
九

一
八
九

4ク



科

學

史

硏

究

セ ス

杉 

讪
鈴 
木

杉 
原

須 
藤

鈴 

木

鈴 
木

杉 

山

鈴 
木

鈴 

木

鈴 

木
菅 
井

杉

靖

.1

杉 
村

杉 

田

未

綱

信

三
正
夫

丈 
夫

利 仁
藏

建 政 
衞

敬 
信

達 

雄 鑑

準
武

元 
宜

恕

局朝 
學鮮 
務總 

課督
府 
學 
務

基 

理査 yy置
蹲

敎

授

高 
敎 

授

敎北 

室大 
學理 
生學

部

化
學

工日〃 
場本

尖海
爰軍

3水
路
部 
技
師

篠

曇軍:

官
學 

校

學東 

敎大 
室醫 

學 

部 

血 
淸

物绘 

理黑

究國:學朝員小

第

四

・
五
號

東
京
市
杉
並
區
和
泉
町
六
二

福
岡
市
鳥
飼
町
三
ノ 

ー
九
三 

東
京
市
外
國
分
寺
町
本
多
新
田
四
ハ 

東
京
市
目
黑
區
五
ノ
ニ
三
八
ハ 

東
京
市
小
石
川
區
小
日
向
臺
町
一 

ノ

二
〇

東
京
市
中
野
區
鷺
宮
ニ
ノ
七
九•

一
 

骥
京
市
本
鄕
區
追
分
町
一
七
、

花
月

莊新
京
市
陸
軍
軍
官
學
校

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
北
澤
ニ
ノ 

ー
九 

二東
京
市
淺
草
區
日
本
堤
三
ノ 

ー
ニ
草 

野
方

淸
水
市
上
淸
水
七
吉
田
方

札
幌
市
南

十
二
條
西
十
丁
目
山
崎
方 

東
京
市
杉
並
區
大
宮
前

五

ノ
ニ
九
〇 

福
井
市
喪

永

上
叮
一
〇
五

千
葉
市
葛

城

町

二
七
五

京
城
府
梨
花
町
一
七

東
京
市
杉
並
區
松
ノ
木
町
一
二
三
二

一
九
〇

高 
島

田 
中

園 
池

關 關 
根

春 

雄 實
大 
樹

集

三

榮 
雄

學東 

敎京 
笑吝

鶴 

醜 夕

學東 
敎大 
室理 ソ

五神

1

浦 
和 
市 

高 
砂 

町 

四

A 
七

竹
山
晋
一
郞

高
木

玉
木

棚
橋

玉
蟲

、文
穗 

额
竹
內
松
次
郞 

顧

田
邊

唐
木

田
上

東
京
文
理
大
講 

田

中

美

知

太

郞

師
(

哲
學
及
哲 

學

史)

東
邦
醫
學
社
編
輯 

部第
一
早
高
敎
授 

(

電
氣
工
學) 

理
硏
仁
科
硏
究
室 

(

物
理)

九
大
醫
學
部
講
師 

(

生
理)

武
藏
高
校
敎
授 

(

化
學)

三
菱
重
工
業
名
古 

屋
航
空
機
製
作
所 

東
大
敎
授(

醫
學)
 

京
大
敎
授(

哲
學)
 

成
城
高
校
司
書
兼 

講
帥(

數
學)

純

一

英
彥

陽
吉

文
一元光

東
京
市
豐
島
區
稚
名
町
二
ノ 

ー
ハ
六 

東
京
市
中
野
區
鷺
宮
四
ノ
四
四
〇

束
京
市
大
森
區
北
千
束
町
四
九
七

福
岡
市
濱
田
町
三
ノ 

ー
〇
ー 

東
京
市
淀
橋
區
下
落
合
三
ノ
ニ
ー
一
七

九名
古
屋
市
港
區
大
江
町
七 

板
橋
區
中
村
町
三
ノ
六
五
七 

京
都
市
左
京
區
吉
田
下
大
路
町
四
二 

東
京
市
牛
込
區
神
樂
町
一
ニ
ノ:

47$



武

谷

三

男
 

田

中

琢

曆
 

谷
'K

專
治 

顧
田
中
館
愛
橘 

高

木
•

貞
治 

龍

野

，
一
雄 

田

村

松
平 

谷
口 

吉
郞 

武

谷

健

治
 

.
田

中

助

一 

田

坂

重
正 

武

田

元

敏
 

都
築
洋
次
郞 

鶴
田
三
千
翁

徳
川 

豐
川

宗
敬 

次
郎 

行
平

理
硏
仁
科
硏
究
室

(

物
理)

京
大
工
學
部
冶
金 

學
敎
室

東
北
大
理
學
部
生 

物
學
敎
室

東
大
名
譽
敎
授

(

物
理)

東
大
名
譽
敎
授

(

數
學
〕

醫
師

京

大

助

敎

授(

物 

理)東
京
工
大
敎
授

(

建

築)

九
大
醫
學
部
學
生 

醫
師

東
大
農
學
部
栽
培 

學
硏
究
室
學
生 

特
許
局
技
師

ツ

一
高
敎
授(

化
學)
 

春
陽
堂
書
店
編
輯 

部黄
族
院
議
員
、
東 

大
農
學
部
講
師 

(

林
學)

阪
大
工
學
部
講
師 

東
大
翳
學
部
衞
生 

學
敎
室 

.

會

員

名

簿

蠶

隸

饗

!

主

胖

理

科

東
京
市

小
石
川
區
雜

司
ヶ
谷

wr
一
四 

四東
京
市
本
鄕
區
駒
达
曙
町
二
四 

横
濱
市
中
區
宫
川

町

三
ノ
七
三 

京
都
市
左
京
區
松
ヶ
崎
森
本 

東
京
市S

原

區
小
山
町
七

ノ
五
〇

二 

福

岡

市

大

濠

町

一
 

〇
九 

山
口
縣

萩
市
北
古
萩 

東
京
市

赤
坂
區
靈
南
坂
町

ニ
ー 

東
京
市
京
橋
區
銀
座
西
ハ
ノ 

ー
 

東
京
市
淀
橋
區
西
落
合
一
ノ
ニ
ハ
三 

東
京
市

杉
並
區
上
荻
窪
ニ
ノ
七
四

東
京
市
小
石
川
區
林
町
九
二 

兵
庫
縣
武
庫
郡
良
元
村
寶
塚
南
口 

東
京
市
中
野
區
沼
袋
町
五
二
ニ

中中 
村村

幸淸

中 
島

永
野

富 

永
東
鄕

暉 
峻

柘 
植

問 

田

道鳥 
野井

健 
藏

爲 
武

五 
郞 靖

義 
等

秀 

臣

直 
幹

鶴博 
松郞

長
須
賀
周
次
郞

著
述
業(

技
術
史)

東
京
市
豐
島
區
要
町
ニ
ノ 

ー
ニ 

名
古
屋
高
工
敎
授

(

化
學)

九
大
醫
專
敎
授

(

醫
學)

陸

軍

司

政

官(

生 

物)東
京
物
理
學
校
敎

授(

物
理)

勞
働
科
學
硏
究
所•

長(

醫
學)

橫
濱
高
商
敎
授

(

哲
學)

東
大
醫
學
部
翳
學

科
學
生

東
大
理
學
部
物
理

科
學
生ナ

東
北
大
理
學
部
講 

師(

生
物)

東
大
文
學
部
講
師 

(

佛
文
學)

部遞は東 

師工大硏信 
レ場木究電 

長合員氣 譽 
敎 
授

ヨ四

那

波

東

洋

日

大

敎

師

中
瀨
古
六
郞

攀

大

學

器

秋
田
市
手
形
秋
田
鑛
山
專
門
學
校

福
岡
市
淨
水
通
一
九

東
京
市
神
田
區
駿
河
臺
東
亞
硏
究
所

市
川
市
ハ
皤
入
谷
前
六
九
二 

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
北
澤
ニ
ノ 

一
六

三橫
濱
市
中
區
淸
水
ヶ
丘
四
一 

東
京
市
品
川
區
北
品
川
三

ノ
三
一
六

水
野
方

東
京
市
牛
込
區
東
五
軒
町
四
四

仙
臺
市
元
柳
町
六
八

東
京
市
淀
橋
區
一
ニ
社
二
六
一
ー

東
京
市
小
石
川
區
指
ヶ
谷
町
五
九 

東
京
市
小
石
川
區
西
原

Kr;
ニ
ノ 

ー
 

東
京
市
小
石
川
區
音
羽
町
四
ノ 

ー
尸

耆

世

田

ヶ

谷

區

代

田

ニ

ノ

仝
 

京
都
市
上
京
區
寶
町
出
水
上
ル

九

一
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新 

村
西 
岡

浪 

岡
長 
嶋

中 
村

長 
枝

欣 秀 
夫

具 
雄 禮 浩

春 
平

礁 
色名 二

星

物

東 

大
子日 
製本 

造光 
所學 

技工 
師業 
硝

科 

學 

史 

硏 

究

ノ

四東

羽 
鳥

蓮 
沼

太 
郞

顧 

橋 

田

早 
坂

原 林 原

文 
雄

邦 

彥 郞•
種 
行 蕊

光 
雄

沼沼 

田尻

眞 郞 晉

Q水長女硏額
g戶え子究田

S高鼬所生ヌ
校暹冥矍
授門帝喜

校國學

q

!

ラ
ー
七
二

水
戶
市
天
王
町
九
二
ニ 

千
葉
市
富
士
見
町
一
四
五

喰
代

半
谷

林

雄

一

郎

林 

公
男

高
久

原

鳥

・

鮮

一
九
二

川
畴
重
工
業
株
式 

會
社
技
師(

化
學)
 

慶
大.
醫
學
部
敎
授 

東
京
高
校
敎
授
、 

內
閣
總
力
戰
硏
究 

所(

歷
史
レ 

臺
北
大
理
農
學
部 

敎
授(

地
質)
 

文
部
大
臣(

醫
學)

秋
田
商
業
學
校
敎 

談臺
灣
總
督
天
然
ガ 

ス
硏
究
所
員 

龍
・
岩
波
書
店
編
輯
部

験

(

哲
學)
 

東
大
理
學
部
化
學

科*

血

陸
軍
司
政
官 

北
海
道
工
業
試
驗 

場
技
師 

・
 

九
大
敎
授(

物
理)

長 
谷 

川

淳

野 
ロ
野

田

能 

田

彌 耕

造
忠
亮

||
1

ハ ノ

九東秋七京

平 
野

平 
山

平

田

次 
朝 諦 寬

11 學東

2大 
ヒ 敎

芦
屋
市
打
出
久
保
二
七

東
京
市
目
黑
區
五
ノ
ニ
五
三
七

東
京
市
赤
坂
區
表
町
四
ノ
三

臺
北
市
佐
久
間
町
三
ノ 

一
五 

東
京
市
杉
並
區
荻
窪
ー
ノ
ー
五
九 

大
阪
市
酉
淀
川
區
海
老
江
中
三
ノ
ニ 

耳 

• 

秋
田
市
中
龜
ノ 

丁

臺
灣
新
竹
市
天
然
瓦
斯
硏
究
所
內

東
京
市
小
石
川
區
茗
荷
谷

BT-
九
四

東
京
市
杉
並
區
永
福

Br
ニ
モ
七 

東
京
市
淀
橋
區
戶
塚
町
三
ノ
三
九
六 

札
幌
市
北
三
條
西
一
六
ノ 

ー

九
州
帝
國
大
學
理
學
部
物
理
學
敎
室

0
K

東
京
市
杉
並
區
高
圖
寺
ニ
ノ
四
〇㈣

仙
臺
市
東
北
帝
國
大
學
理
學
部

束

京

市

芝

區

白

金

猿

町

六

—
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廣
瀨 

顧
平
山 

平
井

久
內

秀

雄

央

が

理

學

部

助

手

(

天
文)

淸

次

養

譽

敎

授
 

昌

夫

春

陽

堂

書

店

編

輯 

ヨ

部

淸
孝

束
京
科
學
障
物
餡 

蘿

!

所

東
京
府
三
鷹
町
東
京
天
文
畫
官
舍 

東
京
市
目
黑
區
駒
場
町
九
ー
ー 

東
京
市
本
鄕
區
元
町
二
ノ 

ー
七
水
道 

東
京
市
濫
谷
區
北
谷
町
四
六

細
辻
伊
八
郞 

堀

,:I

直
人

秋
问
儆
山
專
門
學 

川
崎
航
啓
機
工
業

マ

伏

見

康

治
 

古

川

晴

男
 

深

尾

重

光
 

顧
藤
原
松
三
郞 

藤

田

元

春
 

藤

井

尙
久

阪
大
敎
授(

物
理) 

束
大
理
學
部
副
手 

(

動
物)

日
本
放
送
局 

東

北

大

敎

授(

數 

學
)三

高
敎
授(

地
理)
 

東
京
醫
專
敎
授 

(

醫
學)

藤

島

亥

次

郞

東

大

敎

授(

建
築)

藤

田

健

治
 

藤

井

行

彌

福

田

幸

作

蠶

彎

1$
浑 

技
術
院
參
技
官
補

ホ

細
井 

堀

淙 

伸
夫

成
城
高
校
敎
授

(

和
算)

・
東
北
大
助
敎
授

(

物
理•

哲

學)

會

員

名

簿

岐
阜
市
雲
井
町
ニ
ノ 

ー
渡
邊
方

西
宮
市
泉
町
二

東
京
市
濺
舍
區
代
々
木
西
原
叮
一
〇

-.
三

東
京
市
牛
込
區
市
ヶ
谷
仲
之
町
三
〇

仙
臺
市
二
本
杉
通
一
ニ 

京
都
市
第
三
高
等
學
校
內 

東
京
市
淀
橋
區
下
落
合
四
ノ 

ー
九
八 

東
京
市
中
野
區
江
古
田
町
一 

ノ
二
三

七東
京
市
杉
並
區
松
ノ
木
町
一
ー
六
五 

奈
良
縣
宇
智
郡
南
宇
智
村
大
字
靈
安 

寺神
奈
川
縣
葉
山
町
堀
內

一
四
ニ
ニ

增
山
元
三
郞 

松

前

重

義
 

顧

松

原

行

一 

顧

牧

野

英

一 

增

井

經

夫
 

松

原

武

夫
 

也

眞

品

利

行
 

前

田

隆

一 

正

木

慶

文

中
央
氣
象
臺
技
師 

(

衞
生
氣
象
學
、
應 

用
數
學)

遞
信
省
工
務
局
長 

(

電
氣
通
信)
 

東
大
名
譽
敎
授 

(

化
學)

東
大
名
譽
敎
授

(

法
律)

日
大
文
學
部
講
師 

(

東
洋
史)

多
賀
高
工
敎
授

(

物
理)

阪
大
總
長(

化
學)
 

文
部
省
敎
學
官 

(

數
學)

慶
應
病
院
レ
ン
ト 

ゲ
ン
科

松

本

、政

吉

日

立

製

作

技

師

牧
野
富
太
郞 

(

植
物)

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
松
原
町
四
ノ 

ー
 

九〇埼
玉
縣
北
足
立
郡
六
辻
叮
前
所
ー
〇

九
四

松
尾 

力

橫

濱

高
工
助
教
授

松
永 

丸
山

ミ
芳
夫

麗i

東
京
市
小
石
川
區
大
塚
仲
町
四
一
は 

一
七
號

東
京
府
武
藏
野
町
西
窪
二
四
六 

東
京
市
本
鄕
區
駒
込
曙
町
一
〇 

東
京
市
小
石
川
區
大
塚
坂
下
町
ー
ー

〇東
京
市
麴
町
區
麴

町

一
 

ノ
ハ 

茨
城
縣
多
賀
町
多
賀
高
工
內 

兵
庫
縣
武
庫
郡
寶
塚
南
口
郊
外
壽
樂

莊東
京
市
目
黑
區
上
目
黑
ハ
ノ
五
〇
四 

東
京
市
濫
谷
區
千
駄
ヶ
谷
五
ノ
九
〇 

二 

•

日
立
市
助
川
町
一
六〇

〇
、
會
瀨
寮
・ 

內

・

東
京
市
板
橋
區
東
大
泉
町
五
五

七
• 

横
濱
市
中
區
大
橋
町
ニ
ノ
四
七 

東
京
市
芝
區

田

町

九
ノ 

ー
三 

神
戶
市
須
磨
區
離
宮
前
町
ニ
ー
三

ー
九
三

4^1



宮
間

五
一

三

宅

剛

一 

三
石 

巖 

三
木 

淸 

三

好

保

德
 

三

浦

義

彰
 

顧

三

上

義

夫
 

三

田

博

雄
 

宮

木

高

明
 

水

野

忠

欵
 

三
好 

肇 

三

宅

泰

雄
 

三

宅

靜

雄
 

武

藤

二

郞
 

村
越 

司 

村

上

忠

敬
 

顧
村
上
直
次
郞

科

學

史

硏

究

海
軍
敎
授(

數
學)

ミ

束
北
帝
大
助
敎
授 

(

哲

學)

藤
原
工
大
豫
科
講 

師(

物
理) 

著
述
業(

哲
學)
 

松
山
高
女
敎
諭

1

—

gii
象科工
臺學學

技生部
師機

小
林
理
學
硏
究
所 

員(

物
理)

ム

京
大
理
學
部
物
理

科
學
生

技
術
院
參
技
官

(

地
質)

廣
島
高
師
敎
授

(

天
文)

上
智
大
學
敎
授

厂
史
學)

第

四
•

五
號

廣
島
縣
江
田
島
海
軍
兵
學
校

仙
臺
市
中
島
町
五
〇

東
京
市
板
橋
區

小
竹
町
二
四
〇
一

東
京
市
杉
並
區
高
圓
寺
四
ノ
五
三
九 

松
山
市
菊
柳
井
叮
ハ
九

東
京
市
神

田

區
駿
河
臺
ニ
ノ 

ー
 

東
京
市

淀
橋
區
下
落
合
三
ノ 

ー
三
二 

神
戶
市
須
磨
區
行
幸
町
一 

ノ
六
五 

東
京
市

漩
谷
區
千
駄
ヶ
谷
五
ノ
ハ
三

四東
京
市
滥
谷

區

原

宿

二

七

ー
 

東
京
市
瀧
野
川
區
田
端

町

三
三
ハ 

東
京
市
杉
並
區
神
明
町
七
三 

東
京
市

杉
並
區
神
明
町
三
八

京
都
市
左
京
區
下
鴨
松
ノ
木
町
ハ
五

中
澤
方

東
京
市
濫
谷
區
伊
達
町
一
七

廣
島
市
牛
田
町
一
七

熱
海
市
熱
海
上
天
神
町
一
五
四
六

武
藤

浩

簇

SS
部
—

モ

ー
九
四

東
京
市
本
鄕
區
追
分
町
六
五
初
音
館 

本
館 

"

森

島
恒
雄
・ 

森 

銚
三 

桃 

裕
行 

森

田

義

男
 

森 

晋 

望

月

富

昉
 

守
田
長
兵
衞 

森
井
慶
太
郎 

茂
串 

茂

矢

島

祐

利
 

矢

野

道

也
 

山

崎

直

臣
 

山

谷

太

部
 

山

崎

一

雄
 

矢
崎 

彈 

矢

川

德

光

鑒

敎

授

東
大
圖
書
館
司
書 

三
菱
電
機
神
戶
製 

作
工
業
課

日
本
水
產
硏
究
所 

員品
川
電
氣
技
術
部 

霞
浦
海
軍
航
空
隊 

豫
備
學
生
舍 

奈
良
師
範
學
校
敎 

諭(

數
學)

ャ

城
大
敎
授(

物
理)
 

內
閣
印
刷
局
技
師 

長
野
縣
埴
科
郡
戶 

倉
國
民
學
校 

日
新
書
院
社
長 

名

大

助

敎

授(

化 

學)著
述 

大
日
本W

少
年
團 

敎
養
部
長

東
京
市
本
鄕
區
駒
込
千
駄
木
町
二
三

四東

京

市

本

鄕

區

駒

込

動

坂

町

二

六

・
 

東
京
市
四
谷
區
左
京
町
ー
〇 

神
戶
市
林
田
區
寺
池
町
ニ
ノ
四
二
長 

江
方

東
京
市
本
所
區
業
平
橋
日
本
水
産
株 

式
會
社

東
京
市
大
森
區
調
布
嶺
町
一 

ノ
ニ
七

五尼
ヶ
崎
市
塚
ロ
九
〇
四

奈
良
市
登
大
路
町

王
子
區
中
十
條
ニ
ノ
二
三
ノ
四

京
城
府
東
崇
町
二
五 

東
京
市
中
野
區
上
ノ
原
二
五

東
京
市
杉
並
區
善
福
寺
三
四 

名
古
屋
市
千
種
區
名
古
屋
帝
國
大
學 

理
學
部
化
學
敎
室

東

京

市

杉

並

區

永

福

町

三

五

二' 

東
惊
市
四
谷
區
明
抬
神
宮
外
苑
日
本
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山

崎

三

郞
 

藪
內 

淸 

安
田
德
太
郎 

山
口
淸
三
郞 

矢

野

宗

幹
 

山

本

峰

雄
 

安

田

辰

馬
 

山

本

一

淸
 

山

崎

百

治
 

山
口
省
太
郞 

顧
・
山
崎 

佐 

保

田

幹

男
 

安

恒

次

六

山
岡 

望

成
城
高
校
敎
授

(

數
學)

東
方
文
化
硏
究
所 

員(

天
文)

醫
師

德
川
生
物
學
硏
究 

所
員(

植

物) 

(

本
草
學)

航
空
硏
究
所
員 

(

航
空)

田
上
天
文
臺
長

(

天
文)

宇
都
宮
高
農
林
敎 

授阪
大
理
學.
部
講
師 

辯
議
士(

醫
學)
 

東
大
農
學
部
副
手 

臺
南
高
工
敎
授 

六
高
敎
授(

化
學)

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
北
澤
ニ
ノ
二
四 

ハ
北
澤
文
化
集
宅

京
都
市
中
京
區 

東

京

市

靑

山

南

町

「
ノ
四 

東
京
市
豐
島
區
推
名
町
ニ
ノ 

ー
九
五

〇東
京
市
目
黑
區
下
目
黑
三
ノ
六
五
七 

東
京
市
世
田
ヶ
谷
區
經
堂
町
三
六
〇 

長
野
市
長
野
縣
廳
職
業
課 

滋
賀
縣
栗
太
郡
上
田
上
村 

宇
都
宮
市
外
宇
都
宮
高
等
農
林
學
校 

芦
屋
市
樋
口
新
田
六
九
九
ノ
五 

東
京
市
本
鄕
區
駒
込
曙
町
ー
ー 

東
京
帝
國
大
學
農
學
部
、

增
井
硏
究 

室臺
南
市
鹽
坦
二
三
四 

岡
山
市
第
六
高
等
學
校
化
學
敎
室

ユ1

滲
淺 

明

舷

硏

究

所

東

京

市

淀

橋

區

下

落

合

ラ

六

〇
四 

湯

淺

光

朝

瞬
^

?

・
校
敎
束
京
市
杉
並
區
東
荻
町
一
兀 

滲
川 

秀
樹 

京
大
敎
授(

物
理)

京

大

理
學
部
、

物

-is
學
敎
室

ヨ

吉

田

赳

夫

丽
大
物
療
內
科
醫

會

員

名

薄

吉

田

三

郎
 

み
亞
鍊
成
院
指
導

吉
田 

進

谪
工

省

機

械

試

驗

東

京

市

世

田

ヶ

谷

北

澤

四
ノ

四

一

九

ワ

渡
邊 

慧 

渡

邊

敏

夫
 

鰐

淵

武

雄
 

若

林

尙

東

大

助

敎

授(

物

理5

 
,

東
方
文
化
硏
究
所 

員(

天
文)

北
大
理
學
部
化
學 

科
肇
生

東
京
市
麻

布

區
本
村
町
三
五 

京
都
市
左
京
區
北
白
川
上
終
町
一
八 

札
幌
市
南

七
條
西
十

七

丁
目
高
橋
方 

東
京
市
杉

並

區
西
荻
窪
ー
ノ
ー
七〇

〇
誤
り
及
び
記
入
漏
れ
の
分
は
至
急
御
知
ら
せ
下
さ
る
樣
願
ひ
ま
す
。

一
九
五
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會委幹

長員事

谢孚

科

學

史

硏

究
 

第

四
•

五
號

日
本
科
學
史
學
會
顧
問
及
役
員
氏
名(
五
十
音
順)

安
藤
廣
太
郞 

岡

田

武

松
 

小

泉

丹
 

高

木

貞

治
 

中

村

淸

二
 

平

山

淸

次
 

三

上

義

夫

伊

東

忠

太
 

小
倉
金
之
助 

小

出

滿

二
 

竹
內
松
次
郞 

西
田
幾
多
郞 

藤
原
松
三
郞 

村
上
直
次
郞

石

原

純
 

太

田

正

雄
 

柴

田

桂

太
 

田
中
館
愛
橘 

橋

田

邦

彥 

松

原

行

一
 

山

崎

佐

板

澤

武

雄
 

桑

木

嚴

翼
 

柴

田

雄

次
 

田

邊

元
 

長
谷
部
言
人 

眞

島

利

行

一
九
六

桑

木

該

雄

彌

永

昌

吉
 

・
神

田

茂
 

・
菅

井

準

一

□

彌

吉

・
野天 田 茂

野 中 出

淸 實 茂

丘

英

通

三 

枝

博

音

・

篠

遠

喜

人
 

玉

蟲

文

一 

早

坂

一

郞

稻
沼
瑞
穗

中

井

湯
淺

淳 明

都
築
洋
次
郞 

三

宅

剛

一

江

崎

悌

三
*

緖

方

富

雄
 

下
村
寅
太
郞 

富
成
喜
馬
平 

矢

島

祐

利

大

矢

眞

一 

平

田

寬
 

湯

踐

光

朝

武

谷

三

男
 

古

川

睛

男

關
西
支
部
役
員
氏
名

上

田

穰
 

支

部

委

員

靑

木

一

郞 

原

支
部
長

光

雄

伏

見

康

治

日

本

科

學

史

學
會
會
則 

第

一

章

名
稱
及
事
務
所 

第
一
條

本
會

八

日
本
科
學
史
學
會

ト
稱
ス
・ 

第
二
條 

本

會

ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
東
京
一
ー
置.
ク 

第
二
章

目

的

及
事
業 

第
三
條 

本

會

ハ
科
學
史
及
技
術
史

ヲ
硏
究
シ 

日
本
一-

於
ケ
ル
科
學
及 

技
術
ノ
進
步
發
展
二
寄
與

ス

ル
ヲ
以

テ

目

的

ト

ス 

第
四
條 

本
會
八
前
條

ノ
目
的
ヲ
達

ス
ル
グ

メ
左
ノ
事

業

ヲ
行
フ 

ー
、

年

會
(

總
會
ヲ
兼

ヌ)

ヲ
開
ク

二
、 
每

月

一
囘

例
會
ヲ
開
ク

三
、 
特

殊

部

門

ー
ー
關
ス
ル
分
科
會/

設
置

四
、 
硏
究
機

關

雜

誌

「
科
學
史
硏
究
」
ノ
定
期(

年
四
囘)

發
行

五
、 
公
開
講
演
會
及
史
料
展
覽
會

ノ
開
催

六
、 
文
獻
目
錄
、
覆
刻
、
解
說
、
著
譯

ノ
編

纂

及
出
版

七
、 
科
學
史
圖
書
館
ノ
設
立

ハ
、

科
學
史
硏
究
調

査

ノ
タ
メ
會
員

ノ
內
地

及

海

外

派

遣• 

九
、

其
他
必
要
ト
認
メ
タ
ル
諸
事
業 

第
三
章

會

員

及

役

員
 

第
五
條 

會
員
ハ 

本
會
ノ
趣
旨
二
贊
同

ス
ル
者
ニ
シ
テ 

會
員
二
名
以
上 

ノ
推
薦
ニ
ョ
リ
役
員
會
ノ
承
認
ヲ
經

タ
ル

モ
ノ

ト

ス 

第
六
條

會
員
ハ
會
費

ト
シ
テ
年
額
金

四
圓

ヲ
納
厶 

第
七
條

本

會

二

次

ノ
役
員
ヲ
置
ク 

會

長

一

名

 

委

員
 

若

、干

名 

第
八
條 

會
長
八
總

會

一ー於

テ
之

ヲ̂

^

シ 

委

員

ハ
會
長
之
ヲ
指
名
ス 

第
九
條

會

長

八
本

會

ヲ

代

表

シ

會

務

ヲ

總

理

ス 

第
十
條 

委

員

ハ
會
長/

命

ヲ

受

ヶ 

會

務

ヲ
處

理
ス 

第
十
一
條 

本

會

二
顧
問
若
干
名
ヲ
置
ク 

顧
問
ハ
會
長
之
ヲ
依
囑
ス 

第
十
二
條 

會

長

及
委
員
ノ
任

期

ハ
二
年

ト
ス 

但
シ
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ

第
四
章 

耐 

則 

第
十
一
二

條

本
・
會
ハ
適
當

ト
認

メ
タ
ル
地
方
一
一
支
部
ヲ
設

ク
ル
ヲ
得

484



文
獻
目
錄
集
成(

一)

第 

三

科

學

史

硏

究

總

目

次

第 

一
 

號

科

學

史

の

硏

究
 

日
本
科
學
史
の
硏
究
資
料
に
つ
い
て 

我
國
に
於
け

る
日
木
數
學
史
硏
究 

化
學
史
の
方
法
論 

建
部
賢
弘
の
著
と
考
へ
ら
れ
る
算
曆
雜
考 

濫
川
家
に
關
す
る
史
料 

物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書 

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書(

一
レ 

明
治
度
制
の
起
原
と
內
田

五

觀

・
 
*
 

「
シI

ポ
ル
ト
硏
究
」
，へ
の
補
遣 

ギ
リ
シ
ア
人
の
技
術

第 

二 

號 

科
學
史
硏
究
の
機
構
に
つ

い
て 

近
代
化
學
成
立
の
方
法
論
的
基
礎 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
導

的
硏
究
・ 

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書
〇,

ご 

室
町
咔
代
の
數
學
的
知
識 

. 

或

書

の

探

求
 

川
木
幸
民
に
つ
い
て 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
於
け
る
ヴ
ェ
ニ
ス
の
造
船

三 志 天 大 三 矢 原 緖 平 古 天 三 矢 神 藤 原 小 村 桑

枝
賀

野
矢 枝 島

光

方
田

川
野

枝' 島
田

原 

松

倉

金

之

上

直

次

木

博
±

眞 博 祐 富 晴 博 祐 光
或

音 男 淸 一 利• 举 雄 寬 男 淸 音 利 茂 郞 雄 助 郞 雄

吴 七 四’
典 S 三 星 三

八
三 九 命 荒 E3

二 一

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
お
よ
び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

二)

號

第

四

五

號
■-

リ 具 

注 

曆 

斷 

簡

算 

額 

雜 

孜

能 緖 田 三 原 近 上 三

田 方 中 枝, 藤
田

上

忠 富. 助 博 光 洋 義

亮 雄 一 音 雄 逸、、 穰 雄

充 妄 垂 I 无 工

原 

光

雄

三
S

一
九
七

間
家
を
中
心
と
し
た
寬
政
以
後
に
於
け
る
天
文M

測
の
槪
要

=T] 
鐵, 
煩

鑑

譯 
者 

金 
森 
錦 
謙 

に 
就

の彳

緖 平 桃 大 矢 渡

方 崎 島 邊

富 田 祐
正 祐 敏

雄 寬 行 次 利 夫

へ 西
P3

交
3S.

科

學

史

硏

究

總

目

次

485



◊

前

號

で

お

霍

し

た

通

り

に

、

本
號
は
四

・
 

五
合
併
號
と

し
て̂

贈
り
す
る
。

ど
う
も
合
併 

號
と

云
ふ
手
段
は
少
々
後
め
た
い
氣
も
す
る
け 

れ
ど
も
、

元
來
百
頁
の
豫
定
で
あ
っ
た
本
誌
が 

每

號

百
五
十
頁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
爲
、
經
費 

の
點
か
ら
云
っ
て
も
約
五
割
の
超
加
と
な
っ
て 

ゐ
た
。

從
っ
て
豫
定
の
費
用
を
は
る
か
に
越
え 

て
し
ま
ひ
、

ど
う
し
て
も
こ
の
樣

な
手
段
で

そ 

れ
を
補
ふ
と
共
に
、
時
間
的
な
遲
れ
を
も
取
り 

か
へ
さ
う
と
云
ふ
わ
け
で
あ
っ
て
、

ど
う
か
會 

員

及

び

讚

者

諸

兄

の

御

諒

承

を

お

願
ひ
し
た 

い
。

し
か
も
紙
は
本
年
度
か
ら
は
大
削
滅
さ
れ 

た
の
で
次
號
か
ら
は
更
に
紙
面
の
儉
約
を
考
へ 

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

ど
う
か
そ 

の
こ
と
も
豫
め
御
了
解
願
ひ
た
い
。

◊

本

號

は

元

來

昭

和

十

七

年

の

分

で

あ

る

の 

で
、

年
内
に
仕
上
げ
る
豫
定
で
ゐ
た
け
れ
ど
も 

之
も
種
々
と
遲
れ
る
原
因
を
生
じ
て
し
ま
ひ
、 

昭
和
十
八
年
の
年
頭
の
賀
詞
を
本
號

上
で
申
上 

ぐ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
編

輯

子
も
一
寸
御
挨
拶

の
辭
に
困
っ
て
ゐ
る
。

◊

會

II
名
簿
を
箴
せ
た
が
、

之
も
相
當
に
不
滿 

足
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
會
員
の
專
攻 

を
一
つ
一
つ
明
記
し
て
會
貝
相
互
間
の
硏
究
交 

換
の
便
に
供
し
た
い
の•
で
は
あ
っ
た
が
、
會
の 

方
へ
何
等
そ
れ
に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ 

い
た
だ 

け
な
い
方
が
相
當
に
あ
る
。
職
業
な
ど
も
御
變 

更
の
た
め
こ
の
名
簿
と
一
致
し
な
い
も
の
や
、 

當
方
の
手
ち
が
ひ
の
た
め
誤
ま
っ
た
も
の
な
ど 

は
ど
う
か
お
知
ら
せ
願
ひ
た
い
。

◊

本
誌
は
各
書
店
の
店
頭
に
は
陳
列
し
て
な
い 

の
で
、

丈
く
學
會
直
接
に•
お
申
込
が
あ
る
け
れ 

ど
も
、
會
員
以
外
へ
は
學
會
か
ら
お
賣
り
す
る 

の
は
正
當
で
は
な
い
の
で
、
本
誌
だ
けB

讀
御 

希
望
の
方
は
地
方
な
ら
ば
ど
う
か
岩
波
書
店
の 

通
信
販
賣
部
へ
申
込
ま
れ
た
い
し
、
束
京
な
ら 

ば
岩
波
書
/.,i

の
小
賣
部
へ
行
か
れ
ゝ
ば
手
に
入 

る
筈
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
五
日
印
刷 

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
八
日
發
行 

御

特

價

貳
 

園
(

郵
稅
ハ
錢)
 

日

本

科

學

史

學

會
 

舷

蠶
 

代

墨

桑

木

盛

雄
 

果
京
市
神
田M
类
土
代
町
一
六
番
地 

印

刷

者

，
(

東

東

三

五)

嶋
 

冨

士

雄

 

束
京
市
神
田
量
土
代
町
一
六
番
地 

印

別

所 

籃

三
 

秀 

舍 

東
京
市
本
鄉
區

東
京
帝
國
大
期
理
學
部
植
物
舉
敎
室
內 

發?7
所 

日

本

科

學

史

學

會
 

振
替
口
座
束
京
一
七
五
三
一
六
番 

n
t

版

文

化

協

會

號

ニ

ニ

ー

ニ

五

一

番
 

一
 

册

壹
 

圓

(

郵
稅
四
錢)
 

ー

ヶ

年

分

四 

圖

(

郵

稅
十
六
錢)

東
京
市
神
田
區
-

ッ̂

二
丁
目
三
番
地

發

賣

所 

岩

波

書

店

二

ハ

七

番
、

一

ハ

ハ

曲 

幅
話
九

段(
i
)
 

一
八

九•
谀

、L
SA
も

再

(
-

〇
ニ
ニ
番(

刀W
哥
専
用)
 

振

替

口

座

東
.•

京

二

六

二

四

〇

番

、 

日•

本

出

版

文

化

協

會

触

口

番

號

ー
 

〇

二

〇

三

七

番

星

認

番

號

五

九

號 

配
給 

元
，

蠶

芻

怨 

日
本
出
版
配
給
株
式
會
社 

ヽ
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